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世界の矛盾に目を逸そらさず、己の罪に目を背けず

泣き、笑い、傷つき、愛し

どこまでも、空を見上げて歩き続けるという

果てしない、たたかい









　第一章　戦友　～Message from the past～







　──あなたはどうして戦うの？　と、彼女は言った。

　なんのために剣を振るうのかと、彼女は問うた。

　その問いに、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは、答えを返すことができなかった。

　なにを答えればいいのかわからずに、ただ、去りゆく彼女を見上げることしかできなかった。

　一二年前、西暦二一八六年。

　北アフリカ、リビア地区東部、アルイルク前線基地。

　大気制御衛えい星せいの暴走事故から七ヶ月。やむことのない雪が世界を覆おおい、終わりの見えない戦争に誰だれもが疲れきっていた、あの、凍えるような一二月の話だ。




　命を懸かけなければ勝てない相手だということは、いやというほどわかっていた。

　いくつもの死線をともにくぐった戦友として、彼女の実力は誰よりもよく知っていた。

　時空制御特化型魔ま法ほう士し・『光使い』。完全武装の一個艦かん隊たいに匹敵する戦せん闘とう能力を有し、数えきれないほどの飛行艦かん艇ていを葬り去ってきた、遠距離戦闘の天才。

　その日、『最強騎き士し』七なな瀬せ雪ゆきが本国に招へいされて不在のあの基地に、彼女の脱走を止められる魔法士は祐一以外に存在しなかった。

（Ⅰ－ブレイン、戦闘起動）

　階級・功績に拘かかわらず、脱走者は裁判なしに死刑──上層部が定めた刑罰は、当然のように魔法士にも適用された。魔法士は最強の兵器であると同時に、最高機密の結晶。他国の手に渡るようなことがあれば、微妙な均衡を保っているシティ間のパワーバランスは崩ほう壊かいする。魔法士の脱走は上層部がもっとも恐れること。万が一の事態を防ぐために、その脳には例外なく『軍規』と呼ばれる禁則条項が刻み込まれていた。

　そして、彼女は自分の脳内プロテクトを解除するために司令部を襲おそい、すでに、一三名の兵士の命を奪っていた。

　──見逃すことは、できない。

　わかっていた。

　だから、祐一は本気で戦った。

　本気で彼女を──レノア・ヴァレルを、殺すつもりだった。

（「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を一七倍で定義）

　昼なお暗い空の下、荒れ狂う吹雪ふぶきに覆われて、リビア砂漠は嵐あらしの海のようだった。降り積もった雪に足跡を穿うがち、零下四〇度の大気を切り裂いて、荒涼とした灰世界を駆け抜けた。右手には、開発を終えたばかりの騎き士し専用剣型デバイス『冥めい王おう三式』。Ⅰ－ブレインの演算によって本来の物理法則を超越した体は、圧倒的な速度をもって眼前の『目標』に近接した。

　右上段からの袈け裟さ切ぎり、だったと思う。

　踏み込みざまに放った一いち撃げきは彼女の肩を浅くかすめ、奇妙に歪わい曲きよくした軌跡を描いて虚むなしく宙を泳いだ。『Shield盾』──空間構造の書き換えによって敵の攻撃軌道を改変する、光使いの近接防御。認識すると同時に肉体とⅠ－ブレインが運動を再開し、次の瞬しゆん間かんには、剣を持つ右腕が跳ね上がっていた。

　崩れた体勢のまま、横なぎに振り抜いた。

（「情報解体」発動）

　騎士剣の表面に刻まれた論理回路が、光使いの脳内演算によってねじ曲げられた空間を制圧し、「通常の空間構造」を強制的に回復した。時空の迷路から解き放たれた騎士剣が唸うなりを上げ、目標を捕らえたかと見えた瞬間、『光使い』レノア・ヴァレルの体はふわりと地を蹴けり、優雅ささえ感じさせる動きでその攻撃を回かい避ひして、祐ゆう一いちのはるか頭上にあった。

　純白の外がい套とうをひるがえし、光使いの武器である一二個の正八面結晶体を従え、吹雪ふぶきのヴェールに包まれて虚こ空くうにたたずむ、金色の髪の女。

　Ⅰ－ブレインが命じるままに、剣を構え、跳んだ。

（「自己領域」展開）

　半透膜状の球形の『揺らぎ』が周囲を包み、重力を中和、時間の流れを加速した。『自己領域』によって本来の物理定数から切り離された祐一の体は、光速度の七五パーセントという非現実的な速度で虚空を駆けた。

　瞬時二十数メートルの高さを跳ちよう躍やくし、目標に近接。

　手首を返し、剣を攻撃態勢に構えた。

　レノアは、反応すらできていなかった。

（「自己領域」解除。「身体能力制御」再発動）

　それで、終わりのはずだった。

　その剣を振り抜けば、すべてが終わるはずだった。

（運動速度、知覚速度を一七倍で定……）

　それでも、心のどこかに、迷いがあったのかもしれなかった。

（……定義。思考ノイズ。演算処理を百ナノ一千万分の一秒中断）

　生死をともにした戦友に剣を向けるためらいが、どこかにあったのかもしれなかった。

（高密度情報制御を感知。接触まで一ミリ秒。危険。回避可能）

　心に生じた一瞬の隙すきを、彼女は見逃さなかった。視界の端、はるか下方に浮遊する正八面の結晶体に気づいたときには、すべてが手遅れだった。灼しやく熱ねつ感かんに右手を襲おそわれ、反射的に騎士剣を手放した。外部デバイスの補助を失った体は、ゆるやかに運動能力を減じながら二十数メートルの距離を落下した。

　地に叩たたきつけられる寸前で体勢を立て直し、どうにか墜つい落らく死しを免れた。

　着地の衝しよう撃げきを殺しきれずに、片かた膝ひざをついた。

　細く長い銀色の物体が、目の前に、墓標のように突き立っていた。

　刀身なかばで分断された、騎き士し剣の刃やいばだった。

　一メートル近い銀色の刀身は炎にあぶられたセルロイドのように変形し、もはや原形を留とどめていなかった。ねじくれた断面から流れる融とけた銀の跡が、剣がさらされた熱量のすさまじさを物語っていた。冷めきらぬ熱に周囲の雪が蒸発し、零下四〇度の大気に再凍結してダイヤモンド・ダストとなってきらめいていた。

『Lance槍』。

　局所的な閉へい鎖さ空間の内部で荷電粒子を加速し、対象に向けて射出する、光使いの遠えん隔かく攻こう撃げき。

　そう理解した瞬しゆん間かん、論理回路を破は壊かいされて構造を維持できなくなった騎士剣の刀身が、泥のように融け落ちた。

　自分が命を救われたのだということは、すぐにわかった。

　彼女はあの瞬間、あの極限の状況で、魔ま法ほう士し本体ではなく騎士剣を狙ねらい撃うった。

　完全な、敗北だった。

「……もう、終わりにしましょう」

　やわらかなその声は、頭上から投げかけられた。

　見上げる祐ゆう一いちの前で、レノアは純白の外がい套とうをひるがえし、暗灰色の雪原に降り立った。

　肩口でそろえた金髪を風になびかせ、すみれ色の瞳ひとみを潤うるませて、静かに祐一を見下ろす。

　風の音だけが、世界を包む。

　沈ちん黙もくに耐えられず、口を開いた。

「なんで……」荒れ狂う吹雪ふぶきの中、精一杯の声で叫んだ。「なんでなんだよ、レノア！」

　それがどんな意味の言葉だったのかは、もう覚えていない。『なぜ脱走などしたのか』と問いたかったのか、それとも『なぜおれを殺さなかったのか』と問いたかったのか、今となっては思い出せない。

　が、少なくとも、彼女はその言葉を前者の意味と受け取ったようだった。

　ひどく悲しそうな顔で闇やみ空ぞらを見上げ、

「疲れたの……」弱々しい声で、呟つぶやいた。「もう、殺すの、いやになったの」

　なにもかもに疲れきった、死人のような目をしていた。

　……ああそうか、と思ったのを、今でもはっきりと覚えている。

　あの時代、鉛色の空と身を切るような大気に支配されたあの戦場で、もっとも恐れられたのは『騎士』ではなく『光使い』だった。対集団・対遠距離戦せん闘とう能力に優れた光使いは主に対人・対艦かん隊たい戦せんに投入され、数えきれないほどの敵兵を物言わぬ灰に変えていた。

　多様な魔ま法ほう士しの中にあってもっとも大量虐殺に秀でた、戦場の死神。

　呼吸するように死をまき散らす、生きつ粋すいの殺さつ戮りく者しや

　そんな日々にまともな人間が、まだ一八歳の彼女が、耐えられるはずがなかった。

　彼女が再三にわたって退役願いを申しん請せいし、その申請がことごとく上層部に棄き却きやくされていることを、祐ゆう一いちは知っていた。

　友人の苦悩を知っていて、なにもできなかった。

「……祐一」ふいに、レノアが言った。「私に撃うたれた警けい備びの人たち、どうなった？」

　なにかをこらえるような、押し殺した声。

　答えを返すには、覚悟が必要だった。

「……死んだ……一三人全員、即死だった」

　レノアは、一いつ瞬しゆんだけ泣きそうに顔を歪ゆがめ、すぐに表情を消した。

「……おかしいね。誰だれも殺したくないから逃げたのに、私、また殺しちゃった」

「レノア……」

「こんなことしたくて、魔法士になったんじゃないのにね」

　小さくひとつ息を吐き、彼女は、ねえ、と続けた。

　その問いを、口にした。

「祐一は、どうして戦うの？」

　戦うのが、剣を振るうのが、いやになったことはないの？

　潤うるんだ瞳ひとみが、そう問うていた。

　その言葉に、祐一は、答えを返すことができなかった。

　心の中にあって、ずっと見ないようにしていた迷いを、突きつけられた気がした。

　あの時代、あの冷たい戦場で、魔法士と呼ばれた若者たちの多くが、その疑問にぶつかっていた。祐一も、レノアも、『最強騎き士し』七なな瀬せ雪ゆきでさえも、同じ苦しみを抱いていた。

　人間を超越した力を持つ者が、『人間を超越した力を持つ』というただそれだけの理由で、人間を殺す──

　そのことに耐えられず、魔法士たちは次々に、心を壊こわしていった。

　あるいは、割りきってしまえばよかったのかもしれない。

　ここは戦場なのだから、と。誰かを殺すことをためらえば、次の瞬間には自分が誰かに殺される──そういう場所に自分は立っているのだから、と。

　そう言ってしまえれば、よかったのかもしれない。

　ただの兵器になってしまえば、楽になれたのかもしれない。

「……そう。祐一にも、わからないんだ」

「レノア……おれは……」

「いいの」

　祐ゆう一いちの言葉を遮り、レノアは静かに続けた。

「私にも、わからなかった。だから、毎日考えた。どうして戦うのか、どうして殺すのか……だって、わからないままじゃ戦えない、殺せないもの……けど、やっぱりダメだった。いっしょうけんめい考えたけど、ダメだった。誰だれかを殺していい理由なんて、私にはひとつも思いつかなかった」

　だからね、と彼女は悲しそうに笑った。

「私は、もう戦えないの」

　すみれ色の瞳ひとみからあふれた涙が、頰ほおを伝って流れ落ちた。




　……静寂が、世界を包んでいた。

　痛いほどに吹き荒れていた吹雪ふぶきはいつしかやみ、すべてのものが静かな鉛色に染まっていた。

　彼女は涙に濡ぬれた瞳ひとみを閉ざし、ふわりと地を蹴けった。

　祐一は、それを見上げることしかできなかった。

「お別れよ……私にはこんなこと言う資格ないかもしれないけど、体に気をつけて、命は一個しかないんだから大事にしてね……それから、雪ゆきと仲良く。絶対にケンカなんかしちゃダメよ。あの子、祐一の前では強がってるけど、本当は泣き虫なんだから……」

　終わりの見えない戦争に誰もが疲れきっていた、一二年前、西暦二一八六年。

　やむことのない雪に覆おおわれた、リビア地区、アルイルク前線基地。

「……それじゃ、元気でね」

　さよなら、と小さく手を振って。

　彼女は溶けるように、祐一の視界から消えた。

　あとにはただ、銀灰色の雪原と、闇やみ色の空が、果てしなく広がっているばかりだった。




『光使い』レノア・ヴァレルについて祐一が覚えている、それが、最後の記き憶おくだ。




　　　　††††††††††††††




「……なるほどなあ」

　長い昔話が終わると、ヴィドは神妙な顔でうなずいた。隊商集団『ヴィド商会』を束ねる四〇過ぎの白人の大男で、祐一と知り合ったのは四ヶ月前、シティ・神こう戸べの一件の事後処理でのことだ。無ぶ精しようひげでざらざらのあごを撫なで、スチールのテーブルに投げ出された封筒を指さして、ヴィドは言った。

「とりあえず、こいつがお前の昔の仲間だってのは、よくわかった……けど、こいつは『レノア』なんて名前じゃないぞ」

　祐ゆう一いちはテーブルに頰ほお杖づえをつき、封筒の隅に記された署名を指で弾はじいた。

「偽名、だろうな」

　あの時代、いかに世界が混乱していたとはいえ、軍の目から逃れるには『レノア・ヴァレル』の名は大きすぎた。名前を変え、経歴を偽造し、他人になりすますぐらいのことはやっていたはずだ。

　だが、たとえ名前が違っても、この筆跡は間違いなく彼女のものだ。

　ヴィドは、ふーむ、と唸うなり、封筒から便びん箋せんを取り出してテーブルの上に広げた。

「わざわざ紙の手紙まで使って、中身がこれだけってのはなぁ……」

　随所に粗い繊せん維いが透けて見える、いかにも粗悪品の便箋。そこには、ただ一行、こう記されている。

　──助けて。

　たったそれだけの、簡かん潔けつきわまりない文面。便箋にも封筒にも、細工の類たぐいはいっさい見当たらない。通常、こういった紙の手紙は、ネット回線には危険で乗せられない最高レベルの機密情報を伝達する際に用いられる。

　一二年前の戦友に宛あてられた、紙切れ一枚の救難信号。

　こんな手段で助けを求めなければならないほどの苦境に、彼女は立たされているのだろうか。

　便箋を封筒に納め、ポケットに押し込んで、

「……マサチューセッツ、だったな」

　ヴィドはコーヒーをひと口すすり、そうだ、とうなずく。

「ひと月ほど前に寄ったときにな、向こうの運び屋から預かった。そいつの話じゃ、依頼主は三〇過ぎの女だったらしい。……あのシティが今どうなってるかは、知ってるな？」

「ああ」

　大気制御衛星の暴走事故によって冬に閉ざされた現在の地球で、世界に六つだけ残された人類の砦とりで──積層型閉へい鎖さ都市『シティ』。

　その中で、北アメリカのシティ・マサチューセッツは特殊な政策をとっていることで知られている。

　四年前、マザーシステムの機能不全に陥ったマサチューセッツは、緊きん急きゆう処置としてシティ全体の上半分にあたる第一一階層から最上層までのエネルギー供給を停止。一千万人の市民は自治政府の管理のもと、下部区画の第二階層から一〇階層までに強制的に振り分けられた。

　さらに、生産機能の追いつかない物資、中でも嗜し好こう品ひんの類たぐいを補おぎなうために、政府は地上に面する第一階層を交易の場と定め、外部に向けて開放した。所定の手続きに従って許可さえ得れば、市民ⅠＤを持たない外部住民であっても入国は自由。現在、第一階層は一種の治外法権区域として、オーストラリアのシティ・メルボルン跡地と並ぶ犯罪者のるつぼと化しているらしい。

　おそらく、彼女がいるのはその第一階層だ。

　とうに冷えきったコーヒーをひと息に飲み干し、立ち上がる。

　傍らに立てかけた真紅の騎き士し剣に、手を伸ばす。

「行くのか？」

「……彼女には借りがある」椅い子すの背にかけた黒いロングコートをつかみ、ポケットからミラーシェードを取り出す。「経歴の偽造と入国の手続き、それと『剣』の持ち込みルートの手配、頼めるか？」

　任せろ、と答えて、ヴィドは部屋の隅の端末に向かった。

　偽造パスの完成を待つ間、壁かべに埋め込まれたディスプレイを眺める。

　ＣＧ合成された一〇〇年前の歌姫が、『それでも世界は美しい』と歌っている。

「そうそう、錬れんちゃんから伝言預かってるぞ」タッチパネルに指を滑らせながら、思い出したようにヴィドが言った。「『雪ゆきさんのお墓に花が咲いたから、見に来てほしい』、だとさ」

「……そうか」

　元気でやっているらしいな。

　小さな魔ま法ほう士しと、その家族のことを考えると、知らず、笑みがこぼれた。

「日本に戻ったら、よろしく伝えておいてくれ」

　あの子供たちに再会するのは、しばらく先のことになりそうだった。




　　　　††††††††††††††




　あなたはどうして戦うの、と彼女は言った。

　なんのために剣を振るうのか、と彼女は問うた。

　今なら、その問いに、答えを返すことができるかもしれなかった。

　……マリア・Ｅ・クライン、か。

　かつての戦友の「今」の名を、祐ゆう一いちは、心の中で呟つぶやいた。







　第二章　マリアの戦争　～Dance in the dark～







　空間を、認識する。

　質量の存在に付随する空間曲率の変位として、世界を知覚する。

　視覚は必要ない。ノイズになる。だから、目を閉じる。聴覚も不要、嗅きゆう覚かくも不要。味覚、触覚──五感のすべてを脳から遮断すれば、あとにはただ、Ⅰ－ブレインに入力された四次元時空の構造情報だけが残される。

　脳内に構こう築ちくされたイメージの『世界』に、色彩という概念は存在しない。どこまで行っても無色透明の虚うつろな空間。その中心にぽつりと浮かぶ、Ⅰ－ブレインの中の『自分』。

（「アインシュタイン方程式」を基き礎そ原理に設定）

　眼前の一点を中心に、光が生まれる。

　抽象代数によって記述された脳内空間に、外界の時空構造が再現される。

（リーマン曲率を視覚情報化）

　空白の世界を縦じゆう横おうに貫いて、光の線が走る。

　座標軸を表す無数の細線が、等とう間かん隔かくかつ平行に、世界の果てまでを満たす。初めは横、それから縦たて、高さ、そして時間。空間三軸、時間一軸──四方向にのびる光の網が、巨大な四次元の格子模様を形成する。

　世界を覆おおい尽くす、光の立方。

　それらは整然と秩序を保っているように見えながら、その実はすべて微細に歪わい曲きよくし、時空構造の歪ゆがみと、そこから逆算される質量の存在を表現している。

　──物質の存在は、空間を歪曲させる。

　一般相対性理論によれば、すべての有質量物体はただ存在するだけで、周囲の空間を自分に向かって引き込み、ねじ曲げている。

　曲がった空間の中を直進しようとすれば、その軌道は必然的にねじ曲げられ、なんらかの力に引かれた──つまり重力を受けた運動として観測される。たとえば惑星サイズの質量であればその影えい響きようは誰だれの目にも明らかなほど大きくなるが、そうでなくても、いかに小さな質量であっても、空間の歪みとそれに伴う万有引力はあらゆる物体に付随して存在している。

　それを読み解くことは、世界を読み解くことに等しい。

　時空制御特化型魔ま法ほう士し・『光使い』。

　そのⅠ－ブレインは、空間構造を認識する。

（解析開始）

　世界は『情報』でできている。

　森しん羅ら万ばん象しようのすべては、物体が支配する通常の世界と、数値パラメータが支配する『情報の海』の、二重映しによって構成される。

　ふたつの世界は合わせ鏡かがみ。一方が動けば他方も動く。物体の運動は情報を変位させ、情報の変位が物体を運動させる。超高速の演算処理は情報の海を書き換え、『通常の世界』のありようをねじ曲げる。

　脳内に生体コンピュータ『Ⅰ－ブレイン』を備え、物理法則を超越する者たち。

　その名を、魔ま法ほう士しという。

（物質分布を構成）

　脳内世界を満たす光の格子から、考え得る限りのノイズを『減算』する。地球、太陽、月、その他の惑星や小天体、なにより自分自身の体重……

　すべての影えい響きようを取り去ったあとに残るのは、周囲の物質の質量分布。

　頭上一メートルに水平に広がる、比重一・六の──これは天井。足の下には、やはり同じ比重の、これは床。前後左右を四角く切り取る壁かべ。三メートル四方の狭い部屋。外周に沿って整然と並ぶ、操作端末や計器板を表す微細で複雑な『空間の歪ゆがみ』。

　傍らに横たわる、六二・三キログラムの質量物体。

（動作テスト終了。全システム、正常に再起動）

　かすかに痛む頭を押さえ、マリア・Ｅ・クラインは静かに目を開いた。

　思考の主体が『現実世界の自分』に復帰し、五感の機能が回復する。照明の落ちた暗い部屋。操作端末のディスプレイが放つ、ほのかな燐りん光こう。天井の換気口からときおり響ひびく、かすかな風の音。口の中に広がる、脳内世界から復帰したときに特有の苦み。全身をやわらかくくすぐる、防弾・防ぼう刃じん繊せん維いのさらりとした感触。

　周囲に立ちこめる、むせるような血の臭におい。

　傍らに横たわる、六二・三キログラムの人間の体。

　白い軍服を赤黒く染めて濁にごった血だまりに倒れ伏す、まだ若い、少年と言ってもよい年とし頃ごろの兵士。すでに呼吸は停止し、肌からも生気が失われつつある。手のひらを広げたくらいの穴が左胸を貫通していて、心臓と片肺が存在していない。穴の周囲の組織は荷電粒子砲ビームで撃うち抜かれたように炭化し、そのひとまわり外の部分はケロイド状に醜みにくくもり上がっている。

　疑いようもない、致命傷。

　殺すつもりはなかった──少なくとも、積極的には。

　この少年が襲しゆう撃げきに気づいて逃げてくれれば、殺す必要などどこにもなかった。

　だが少年は、『機密データの警けい備び』という自分の職務に、あくまでも忠実だった。

　そして、勇敢だった。

　──だから、殺した。

　それを嘆いたところで、『殺した』という事実は変わらない。

　今日一日でいったい何人殺したか、数えてもいない。

　死者を悼いたむ資格も、血に染まったおのれの手を呪のろう資格も、殺人者にはありはしない。

　ただ。

　この子にも、親はいるだろう。

　当たり前の子供として生まれ、当たり前の子供として過ごした『家』が、あるだろう。

　ならば、この子の親は、私を憎むだろう。

　できるなら殺してやりたいと、願うだろう。

　……ひどく、いやな気分がした。




　西暦二一九八年七月二日、午前〇時一三分。

　シティ・マサチューセッツ第三階層外周区画、第八ポート。

　五〇メートル級小型輸ゆ送そう艦かん『SR-608』艦内、データ保管庫。




　部屋の奥から響ひびく小さな電子音に、感傷めいたマリアの思考は断ち切られた。

　少年の死体を一いつ足そくに跳びこえ、操作端末に駆けよる。ディスプレイの表示に、思わず舌打ちを漏らす。マサチューセッツ自治軍・市内保安部からの通信記録。ポートに配置された部隊からの連絡が途と絶だえ、市内とポートを結ぶ六本の連絡通路がいずれも緊きん急きゆう閉へい鎖さされていることについて、再三にわたって状況の報告を求めている。

　どうやら、気づかれたらしい。

　予定より一分近く、早い。

　……急がないと。

　タッチパネルに素早く指を走らせ、「状況の確認を急ぐ」と返信を送る。へたに「異常なし」などと答えるよりも、こちらのほうが時間が稼かせげる。ポケットから一束のコードを取り出し、一方の端を端末の入力端子に接続。ずさんに切りそろえた後ろ髪をかき上げ、もう一方の端をうなじに押し当てる。生体部品と金属の混合体である有機コードは融とけるように皮ひ膚ふに潜もぐり込み、大脳新皮質上の生体コンピュータ『Ⅰ－ブレイン』と細胞レベルで融ゆう合ごうする。

（アクセス開始）

　ネット解析用の『窓』のイメージが、視界の端に浮かんだ。

　コンマ三秒で防ぼう壁へきをすり抜け、『SR-608』のシステム内部に進入。いくつかのトラップをかいくぐり、三秒で目的のデータに到達する。〝Top Secret〟と刻印されたそのファイルがどれほどの価値を持つ物なのか、マリアは知らない。依頼人はそんなことは話さなかったし、知りたいとも思わない。巨大なファイルを細心の注意を払って脳に焼きつけ、さらに二秒かけて、すぐ金に変えられそうな他ほかのファイルをいくつかダウンロード。最後にシステム全体からアクセスの痕こん跡せきをひとつ残らず消去して、離脱ログ・オフ。

　ここまで、一五秒。

　有機コードを引き抜き、小さく息をひとつ。

　いよいよ、ここからが本番だった。

　入港作業中のポートを襲しゆう撃げきして、警けい備び部隊を殲せん滅めつ。輸送艦かんの艦内に進入し、ニューデリーから持ち帰られた機密データを奪取する──ここまでが作戦の前半分。いったん入港してしまえば船は支持腕に固定されて身動きがとれないし、閉へい鎖さされたポートの中では大規模な火器も使えない。いやになるくらい人を殺さなければならない、という一点をのぞけば、大して難しくもない作業だった。

　問題はこのあと。どうやってデータを持ち帰るか。

　ポートからの脱出路は二通り。隔かく壁へきを破ってシティの外に逃れる道がひとつ、連絡通路を抜けて市内に逃れる道がひとつ。どちらのルートを取るにしても、軍の待ち伏せは避さけられない。異変に気づいた保安部隊は、すでに集結しつつあるはずだ。

「……皆殺しっていうのは、あんまり趣しゆ味みがよくないわね」

　できれば、これ以上の血は流さずに済ませたいものだった。

（「Dimension Distorting Device」Ａ－Ｌ：空間閉へい鎖さ解除）

　Ⅰ－ブレインの処理に従って周囲の空間が揺らぎ、時空のひずみに折り畳まれていた物体がマリアの目の前に出現する。全部で一二個の、透明な正八面型の結晶体。ひとつの結晶の大きさは握った拳こぶしほどで、内部まで稠ちゆう密みつに刻まれた分子レベルの論理回路によって独自に重力制御演算を行い、当たり前のように空間を浮遊している。

『Dimension Distorting Device』──略称『Ｄ３』。

　光使い専用の攻こう撃げきデバイスは、マリアの周囲にゆるやかな螺ら旋せんを描き、再び融とけるようにして消失、空間の内側に収納された。

（動作テスト終了。「Ｄ３」正常に作動）

「……行きましょう」

　部屋の隅の椅い子すにかけておいた外がい套とうを取り、一挙動で羽は織おる。頭のてっぺんから足先までをゆったりと覆おおう純白のマント。一見ただの布にしか見えないそれは最高レベルの耐熱・耐たい刃じん加工を施した特注品で、表面には偏光迷彩が施され、周囲の光景をリアルタイムで表示することで中の人間を透明に見せかけてくれる。空間制御と併用すれば、Ⅰ－ブレインを持たない人間がマリアを見つけることは不可能に近い。

　データ保管庫から一歩踏み出すと、血の臭においが濃のう度どを増した。

　壮年の男が、通路の壁かべに背を預けて座り込み、こちらを見上げている。

　手のひらを広げたくらいの穴が左胸を貫通していて、心臓と肺が存在していない。白い軍服を真っ赤に染め、弛し緩かんしきった手足を投げ出している。隣となりにはやはり軍服姿の若い女が、心臓を撃うち抜かれて転がっている。その上に折り重なるように死んでいるのは青年で、少し先の曲がり角でうずくまっているのが初老の男。照明の落ちた暗い艦かん内ない。換気口から響ひびく風の音。闇やみ色の通路を極彩色に彩いろどる、文字通りの死し屍し累るい々るい──

　駆け出そうとして、ふと足を止め、振り返る。

　傍らに倒れ伏す、とうに生気の失せた少年の体。

　血だまりを避さけて床に片かた膝ひざをつき、苦しげに見開かれたその眼めをそっと閉ざす。

　この子の親は、私を憎むだろう。

　殺してやりたいと、心から願うだろう。

　たぶん、それが親というものだ。




　……あの子、ちゃんと寝たかしら？




　家で待っている娘のことを、少しだけ、考えた。
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　最初に異変に気づいたのは、軍司令部の航空管制室に詰めていた当直の通信兵だった。ニューデリーから帰き還かん中ちゆうの輸送艦『SR-608』に対して管制指示を出していた通信兵は、『SR-608』からの返信音声に一定の間かん隔かくでかすかなノイズが混じることに気づいた。

　今から一時間前、日付の上では昨日になる、七月一日午後一一時二二分のことだ。

　三〇年以上もこの仕事に携わり、一二年前の大戦にも参加したベテランの通信兵は、そのノイズに聞き覚えがあった。結論から言えば、彼が管制通信を行っていた相手は、何者かによって偽装されたコンピュータ上の仮想人格だった。通信記録の解析によってそのことが明らかになり、司令部に緊きん急きゆう警けい報ほうが鳴り響いたときにはすでに遅く、第一〇階層の軍用ポートでデータの搬出処理に入るはずだった輸送艦『SR-608』は、偽の指令に従って第三階層の民間用第八ポートで入港作業の最中だった。

　ときを同じくして、第八ポートを定期巡回していた警備兵一個小隊からの通信が途絶。

　連絡を受けた保安部の兵士は市内からポートへの進入口となる税関前の広場に急行し、第八ポートに通じる六本の巨大な通路がチタン合金製の耐たい爆ばく隔かく壁へきによっていずれも閉へい鎖さされているのを発見した。

　現在、軍司令部は税関広場前に大規模な部隊を展開、同時に第八ポートからシティ外へ通じる隔壁の周囲に空中戦艦一二隻を配置し、ポートを襲しゆう撃げきしたと思われる『何者か』の脱出に備えている。ポートを外部から隔へだてるすべての隔壁には、潜せん伏ぷく型のウイルスによる制御システムの書き換え処置が施されており、情報処理部のオペレーターたちが全力で復旧作業を行っている。

　……以上の報告を、ディーは現場に向かうフライヤーの中で受けた。

「状況は、理解しました」

　きっかり一秒で頭の中を整理し、前の運転席に座る兵士に、シート越しに問い返す。

「では、犯人はまだポート内部に立てこもっている、ということですね」

「……そういう報告を、自分は受けています」

「わかりました」

　自分では精一杯落ち着いた口調で話したつもりだったのに、フライヤーの低い天井に跳ね返った声はひどく子供じみていて、緊きん迫ぱくした空気が台無しだった。ディーは自分の声が嫌いだ。一年ほど前に変声期を終えたはずの声はなぜか甲高いハスキーなアルトで、聞きようによっては女の子と勘違いされてしまう。

　実際、初対面の人間はだいたい半々くらいの確率でディーの性別を間違える。

　この兵士は、自分のことをどっちだと思っているのだろう。

　質問しかけて、あまりにもばかばかしいのでやめた。

　視界いっぱいに広がる作り物の夜空を背景に、窓ガラスに映る自分をぼんやりと眺める。『生まれたときから』見慣れた顔がそこにある。男だと言われれば男に見えるし、女だと言われればそう見えないこともない、あいまいな造形。やわらかな銀髪をひと房だけ細く伸ばして、うなじのところで紐ひもでまとめている。全体に無機的な印象を与える顔の中で、光の加減で銀色を帯びる色素の薄うすい瞳ひとみだけが、なにがそんなに気に入らないのか鋭するどく尖とがっている。

『一四歳相当の白人の少年』としてデザインされたその顔は、培ばい養よう槽そうの中で初めて目を覚ましたあの日から二年を経た今でも、あまり変化していない。

　人工の魔ま法ほう士しといえども肉体はきっちり老化するはずだから、これは単に成長が遅いだけなのだろう。

　白地に青を縁ふち取どった『ファクトリー』の制服に身を包み、つまらなそうにこちらを見返す、銀髪の少年。

　表情というものがすっぽり抜け落ちた人形のような顔の中で、尖った瞳だけがかろうじて意志の存在を主張している。

　この瞳をくり抜いてガラス玉に入れ替えたら、きっと、本物の人形そっくりになるだろう。

　誰だれかが自分の目に指を突きたてる姿が、ふと、脳裏をかすめた。

　隣りん席せきに放り出された騎き士し剣の柄つかに、無意識に手を伸ばした。




　大通りに沿って市街地を飛ぶこと五分、ようやくたどり着いた税関前広場は騒そう然ぜんとした空気に包まれ、怒号が飛び交う戦場と化していた。

　特設照明に照らされた真昼のような広場で、夜間迷彩服に身を包んだ兵士たちは連絡通路を遮る巨大な隔かく壁へきを中心に半包囲態勢を取り、作戦司令部からの指示を待ちうけている。

　シティ・マサチューセッツ第三階層外周区画、第八ポート。

　閉鎖都市シテイと外界をつなぐ、市民にとっての『世界の果て』。

　どうにか喧けん噪そうを避さけ、広場の片隅に着陸できそうなスペースを発見し、ディーはフライヤーから降り立った。

「──おっそーい！」

　とたんに、なんの前触れもなくディーは怒られた。

「遅いって……そんなこと言われても……」

　これでも急いで来たのに──そんな文句を口の中でかみ殺し、フライヤーに残したままの騎き士し剣を二本まとめて引っ張り出す。双ふた子ごのようにそっくりな二本の剣は、いずれも刃渡り六〇センチ足らずと通常の騎士剣の半分のサイズしかない。全体のデザインもそれに合わせて小さく構成され、どこか繊せん細さいな印象を与える。

　柄つかに黒い結晶体が象ぞう眼がんされたものが、右手用の『陰』。

　柄に白い結晶体が象眼されたものが、左手用の『陽』。

　いずれもディー専用に調整された、最さい新しん鋭えいの情報制御デバイスだ。

　双子の騎士剣をまとめて左の腰に差し、覚悟を決めて振り返る。

「……クレア、ずいぶん早いね」

「あったり前でしょ！」

　クレアは──つまり、シティ・マサチューセッツ自治政府、情報制御能力者開発プロジェクト『Ｗウイザーズ・Ｂブレイン・Ｆフアクトリー』所属の魔ま法ほう士し『クレアヴォイアンス千里眼・No.7』は、ディーの前で胸を張り、両手を腰に当てて偉そうに答えた。

　外見年ねん齢れいは一七歳相当、実際の年齢でも今年で四歳になるはずだから、培ばい養よう槽そうから出てまだ二年しか経たっていないディーにとっては本当の意味で「お姉さん」に当たる。ディーより一〇センチ高い一五五センチの体をディーとおそろいの制服に包み、きれいな褐色の髪ブルネツトを肩口で丁寧にそろえ、なにがそんなに楽しいのかにこにこと微笑ほほえんでいる。

　……あれ？

　その姿に、ディーはふと違和感を覚えた。

「クレア……それ……」

「ん？」

「いや、だから……」クレアの両目を覆おおう帯状の眼帯を指さし「それ、どうしたの？」

「ああ、これ？」

　どうやら、早く気づいてほしかったらしい。クレアは満足げにうなずき、おしゃれでしょ、と笑った。

「いっつも包帯みたいなのじゃカッコわるいから、生活課のおばちゃんに作ってもらったの」

　彼女の言うとおり、いつもなら白い布がずさんに巻きつけられているだけの顔が、今日は黒い豪ごう奢しやな眼帯に彩られている。所々に細かな刺し繡しゆうが施された眼帯の中央には、東南アジアの民族芸術みたいな一つ目が鮮あざやかな朱色で描かれていて、まるで旧世紀の民間信仰に登場する祈き禱とう師しかなにかみたいだ。

　彼女は普ふ段だんから、片時もアイマスクを外さない。さすがに家の中では外すこともあるが、少なくともディー以外の誰だれかと一緒にいるときに、クレアが素顔をさらすことは決してない。

　眼帯の下に隠された、クレアの金色の瞳ひとみ。

　作り物のようにきれいなその瞳は、一切の表情を持たず、全く光を映さず、あらゆる現象に対してわずかも反応できない、文字通りの飾り物だ。

　なぜ、と問われても困る。

　無理に説明するなら、「目がなくても物が見える生物は目を必要としない」とでも言えばいいのだろうか。

『千里眼』と呼ばれるクレアのⅠ－ブレインは、情報を書き換えるための──魔ま法ほうを使うための外部出力端子を持たない。その代だい償しように情報を『読みとる』能力に特化された彼女の脳は、通常の五感にはじまり、電磁場、重力場、物質場、エントロピーの増大……この世のありとあらゆる情報を知覚する。中でも特に優れているのが可視領域の電磁場に対する指向性、つまり、通常の目の機能にあたる能力だった。

　彼女は、目を閉じていても物が『視みえる』。

　そのためか、生まれたときには確かに存在した彼女の視覚野と眼筋は成長とともに退化していき、培ばい養よう槽そうから出る頃ころには完全に役立たずになってしまったらしい。

　そのことについて問われると、彼女はいつも『しょうがないわよね』と笑う。

　悲しそうな顔など、絶対にしない。

　だから、彼女の前では普通にしていよう、絶対に目のことなんか気にしないでいようと、ディーは思う。

　白い軍服の兵士が、血相を変えてこちらに走ってくる。

　どうやら、状況に進展があったらしい。

「開いたみたいね、隔かく壁へき」眼帯の真ん中に描かれた朱あかい目でディーを見下ろし、クレアは言った。「さ、お仕事の時間……行くわよ」




　市内とポートをつなぐ連絡通路が複雑に曲がりくねっているのは、外部からの攻こう撃げきでポートが制圧された場合の防衛のためだ、という話を聞いたことがある。

　薄うす暗ぐらい通路は大型のフライヤーがゆうに三台並んで走れる広さで、高い天井では巨大なファンが低い唸うなりを上げている。しんと冷えた空気が、運転者の注意を促すオレンジ色のライトにほのかに照らされている。

　その中を、ディーとクレアを乗せたフライヤーは慎重にすすんでいく。

　たった二人で。

　数百名の兵士を広場に残したままで。

「……本当に、よかったの？」

　少し心配になって、運転席のクレアに問う。

　クレアは、助手席のディーにくるりと顔を向け、すました声で、

「なにが？」

「……だって、あの人たち……」

　ほんの五分前の険悪なやりとりを思い返すと、冷たいものが背筋を走った。

　軍の現場指揮官から突入作戦についての意見を求められたクレアは、居並ぶ数百名の兵士を前に、よりにもよってこう言い放ったのだ。

　──突入部隊は私と彼の二人で十分です。みなさんは、私たちが失敗した場合に備えて迎げい撃げき態勢でも取っておいてください。

　言うまでもないが、『彼』とはディーのことだ。

　まだ若い現場指揮官は顔を引きつらせ、すごい目でクレアを睨にらんだ。どう見ても自分より五歳は年下の少女にそんなことを言われて、まっとうな軍人としては黙だまっていられなかったのだろう。彼はクレアに説明を求め、クレアは説明するまでもありませんと答えた。そして、色めき立つ兵士たちに嘲あざけるような作り笑いを向け、とどめの一撃を加えた。

　──足手まといです。

　あの瞬しゆん間かんの現場指揮官の顔は、当分忘れられないだろう。

　彼らがクレアの言うとおりにしてくれたのは、ひとえにファクトリーと、その背後に存在する最高議会の権威に屈したからに他ほかならない。

　政府直属の魔ま法ほう士し開発プロジェクト『ＷＢＦフアクトリー』の実験体であるディーとクレアは、厳げん密みつに言えば軍人ではない。その指揮系統はシティ自治政府の最高議会に直結し、少なくとも建前上は、軍の最高決定機関である中央司令部よりも上位に位置する。ディーやクレアのような『ファクトリー』製の魔法士は、なんらかの目的で一般兵と共同作戦をとることはあっても、基本的に軍の出撃要よう請せいには応じない。軍部の人間にしても『ファクトリーに恩を売られてたまるか』というのが本音らしく、今日のように最高議会からの横やりがなければ、絶対にディーたちの手を借りようとはしない。

　ポート襲しゆう撃げき事件をていよく利用した、『ファクトリー』の実戦訓練──そんなふうに思われているに違いない。

　思わず、ため息がもれる。

「なによ」クレアは頰ほおをふくらませ「せっかくディーのためにお膳ぜん立だてしてあげたのに、なんか文句あるの？」

「そんなこと……」言いかけて、その言葉の意味に気づく。「……じゃ、やっぱり今日の出撃って、クレアが？」

　クレアは、ええ、とうなずいた。

「ちょっとは『ありがたい』とか思ってよね。あたしが『ディーにチャンスをやってください』って偉い人たちにねじ込んだおかげで、あんたみたいな落第生にこんな大仕事が回ってきたんだから」
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　どうやら、兵士たちを遠ざけたのは、ディーに点数を稼かせがせようというクレアの心遣いだったらしい。

　その気持ちは、正直言ってうれしい。

　でも。

「僕は……」

　やっぱり自信ないよ……と口の中で呟つぶやく。

　頭に浮かぶのは、去り際ぎわに見た兵士たちの目。

　怒りと、憎しみと、それ以外のなにかが入り混じった目。

　──作り物の人形のくせに。

　そんな声が聞こえた気がして、ディーはまたため息をついた。

　クレアはそんなディーを、困ったなぁ、というふうに視みつめる。

「もう……自分の立場わかってる？　このままじゃホントに……」

　言いかけて、なにかに気づいたように顔を上げ、

「っと……おしゃべりはここまで」

　いきなり、顔を強こわばらせた。

　フライヤーが急激に速度を落とし、トンネル状の通路の壁かべ際ぎわに滑るように着陸した。ここまで比較的まっすぐに続いてきた通路は目の前で大きく左に曲がり、その先がどうなっているかはわからない。

「いるわよ。左前方三〇メートル、壁の向こう」朱色の一つ目でオレンジの闇やみを見据え、クレアは一人うなずく。「……ふーん。空間制御、ってことは光使いかな？　ディー、奇き襲しゆうに気をつけて。どこから来るかわかんないわよ」

　目の前には、淡いオレンジ色に照らされた強化コンクリートの壁があるばかり。だが、ディーはクレアの言葉を疑わない。彼女のⅠ－ブレインは、ディーには感じることさえできないなにかを『視みて』いる。

　フライヤーの助手席から飛び降り、双ふた子ごの騎き士し剣を両手に構える。

　ここまで来て、今さら逃げることはできない。

　大きく息をひとつ。それを合図に、頭のスイッチを切り替える。

（Ⅰ－ブレイン、戦せん闘とう起動）

　思考の主体を大脳新皮質上の生体コンピュータ『Ⅰ－ブレイン』に移行。思考単位をナノセカンド十億分の一秒に固定。五感の神経パルスが数値データに変換され、無数の情報が脳内にばらまかれる。この瞬しゆん間かんが、ディーは嫌いだ。肉体と意識のすべてを数値データに置き換える戦闘起動は、自分が本当に人形になってしまったような錯さつ覚かくをディーに与える。

　Ⅰ－ブレインがさらに回転速度を上げ、『情報の書き換え』を開始する。

（「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を五三倍で定義）

　体内における物理法則が改変され、感覚が加速する。『身体能力制御』によって生み出された超高速の世界では、視界に映るすべてがストップモーションのように硬直して見える。

　……っと。

　あやうく忘れるところだった。頭の中でスイッチを押し、側頭骨に埋め込まれた特殊な通信素子を起動する。同じ物が、クレアの頭にも埋め込まれている。ふたつの通信素子はリアルタイムで信号を送受信しあい、二人のⅠ－ブレインの間に相互リンクを確立する。

（情報構造体を接続）

『やっほー。ディー、ちゃんと見えてる？』

　視界の端に表示された『窓』に、脳天気なメッセージが表示される。これでディーはクレアと感覚を共有し、クレアの視ている物を見ることができる。

　クレアの視界から見ると、確かに、壁の向こうに高密度の情報制御体が存在しているのがわかる。距離は三〇メートル、いや、もう二五メートルまで迫っている。

　通信用の『窓』に、クレアからのメッセージが届く。

『じゃ、あたしは下がってるから』

　レーダー役のクレアには、できるだけ安全なところにいてもらわないと困る。『了解』と返事を送ると、クレアを乗せたフライヤーはゆっくりと浮上し、後方の曲がり角の向こうで再び停車した。

　じれったいほどゆっくりと流れる、緊きん迫ぱくした時間。

『ねえ、ディー』ふいに、クレアから通信が届いた。『襲おそわれたSR-608の積み荷って、なにか知ってる？』

　数ナノ秒考えて『知らない』と答える。

『こっそり調べたんだけど、三ヶ月前の神こう戸べの事件の観測データなんだって。あれって、マザーコアの研究にそうとう貴重なもんでしょ？　ニューデリーにいろいろと見返りわたして、やっと貸してもらえたと思ったらこの騒さわぎってわけ』

　素直に、なるほど、と思う。

『それで、ファクトリーに要よう請せいが来たんだ』

『そういうこと。──がんばりなさいよ。ここでちゃんと働けば、上の人もいろいろ考えてくれるから』

　通信が終了し、再び、焼けつくような時間が訪れる。

　ディーは息を吸い込み。

　吐き出した。

　その瞬しゆん間かん、なんの前触れもなく、それはやってきた。




『──ディー！　前！』

　クレアの叫びを視界の端に捉とらえた瞬間、反射的にディーは動いた。地を蹴けったディーの体は音速を凌りよう駕がするスピードで世界を流れ、同時に、一瞬前までディーが存在していた空間を巨大な熱量が貫いた。

　正体不明のその攻こう撃げきによって、路面を構成する強化コンクリートが直径数十センチにわたって赤熱、衝しよう撃げき音おんを表す空気振動とともに爆ばく発はつを巻き起こした。

　数ミリ秒で連絡通路を駆け抜けたディーは、そのまま足を止めることなく目の前の壁かべを蹴りつけ、一〇メートル近い距離を跳ちよう躍やくして通路の天井に到達した。その瞬間、またしても視界の端にクレアの警けい告こくが表示され、ディーは刹せつ那なの判断でⅠ－ブレインの起動状態を変更した。

（騎き士し剣「陰陽」完全同調。光速度、プランク定数、万有引力定数、取得。「自己領域」展開。重力中和、時間単位を改変。容量不足。「身体能力制御」強制終了）

　半透明な球形の『揺らぎ』がディーの周囲を包み、『ディーにとって都合のいい物理定数』が支配する空間を生み出した。外界の時間の流れが減速し、クレアとのリンクが途切れる。自己領域に包まれたディーの体は、静止した空間を、客観値にして秒速二四万キロという圧倒的な速度で飛ひ翔しようし、淡いオレンジに彩られた路面に着地した。

　そのさなか、ディーは確かに見た。

　虚こ空くうに揺らめく白い外がい套とうと、その周囲を浮遊する一二個の正八面結晶体を。

（「自己領域」解除。「身体能力制御」発動）

　時間の流れが復活し、Ⅰ－ブレインのリンクが回復。

　半はん瞬しゆん遅れて天井が爆ばく発はつ、オレンジのライトが吹き飛ばされ、通路は真の闇やみに染まる。

　休む間もなく運動を再開する。足を止めれば間違いなく狙ねらい撃うちにされる。最高速度を維持したまま闇の通路を縦じゆう横おうに駆けめぐり、自分とクレアの視界を使って必死に敵の正体を探す。

　白い外套と、一二個の結晶体は、どこにも見あたらない。

　焦りが募る。

　熱量の槍やりが再び路面をえぐり、飛び散った火花が一瞬だけ連絡通路を照らす。

『落ち着いて、ディー』クレアの言葉。『相手はやっぱり光使いだわ。あいつの攻こう撃げきは私にも見えない。攻撃動作を捉とらえて、そこから軌道を予測するしかないの』

『どういうこと？』

『さっき、いろいろ見えたでしょ？　ディーが見た白いのがたぶんあいつの本体で、その周りを飛んでたのが「Ｄ３」っていう光使いの攻撃デバイス。……光使いって連中はね、あの結晶体の周りに閉じた空間を作って、その中で加速した荷電粒子を戦せん艦かんの主砲みたいに撃ち出すのよ』

　わずか数ミリ秒の会話の間にも、片時も足は止めない。闇色の世界は断続的に赤く染まり、飛散したコンクリートの粒子が周囲の空気に混じる。

『閉じた空間なんて物は外からは見えないし、光より早く伝わる情報は絶対に存在しないから、攻撃が見えたときにはもう手遅れ。閉へい鎖さ空間が解除された瞬間に、攻撃が射出されるより早く「Ｄ３」を見つけて、その場所から軌道を予測するしかない……でも安心して。ディーは騎き士しなんだから』

『え？』

『遠距離攻撃っていうのはね、遠くから撃たないと効果がないから「遠距離」攻撃なのよ。昔から、この組み合わせは絶対に騎士が勝つって決まってるの』

　そのメッセージと同時に、ディーの視界に赤い照準サイトマークが表示される。虚空の一点を示す照準の中で、闇がかすかに揺らいでいる。こうして場所を示されれば、そこになにかがいるのが手に取るようにわかる。おそらく、偏光迷彩と空間制御によって自身を透明に見せかけているのだろう。

　あれが、敵の本体。

『おまけに、ディーには私がついてるんだから。楽勝よ』

　両の騎き士し剣を後ろ手に構え、ディーは飛んだ。




　　　　††††††††††††††




（「Ｄ３」Ａ－Ｌ：Lance装そう塡てん完了）

　一二個の攻こう撃げきデバイスに荷電粒子砲の充塡を終えると同時に、銀髪の少年が突っ込んできた。まるでこちらの座標を捉とらえているかのような、迷いのない動き。両手に構えた小さな騎士剣は、初めて見るデザインだ。

　一撃目は右から。鈍い銀色の刀身が、弧を描いてマリアの喉のどに迫る。

（「Shield」展開）

　目の前に発生した『空間の歪ゆがみ』が、剣の軌道をねじ曲げる。襲おそい来る刃やいばを空間の網に絡め取り、後方に逃れると同時に、一二個の『Ｄ３』からひとつを選んで空間閉へい鎖さを解除。透明な正八面体が天井すれすれに出現し、解き放たれた荷電粒子の槍やりが少年の体を貫くかと見えた瞬しゆん間かん、球形の揺らぎに包まれた少年の体は陽炎かげろうのようにマリアの視界からかき消えた。

　自己領域の展開は、騎士の空中戦における常じよう套とう手段。

　それに対抗するには、出現の瞬間を狙ねらえばいい。

　自身の周囲の空間を書き換える能力である『自己領域』は、その特性上、至近距離では効果を発揮しない。剣が届くほどの密接した距離では、相手までもが効果範はん囲いに入ってしまうからだ。だから、自己領域による移動から攻撃に移る際には、Ⅰ－ブレインの動作状態の変更に伴う一瞬のタイムラグが存在する。

　それが、騎士の弱点。

　圧倒的に不利な対騎士戦における、光使いの唯一の勝機。

（「Ｄ３」Ａ：Lance装塡。Ｂ－Ｄ：照準設定）

　三つの正八面結晶体がそれぞれ天井、壁かべ、床の付近に出現し、虚うつろな闇やみに光を穿うがつ。三本の槍は互いに交わらぬ軌跡を描き、自己領域を解除したばかりの少年に同時に襲おそいかかる。

　少年の双剣が、舞う。
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　二本の槍がおそらく情報解体の効果でかき消され、残る一本が最小限の動きで回かい避ひされる。

　かすかな驚おどろきが、マリアの脳を走る。

　少年の攻撃から逃れるために、重力場を操作して左に飛ぶ。少年の右の剣が闇にひらめき、その動きをふさぐ。展開した『Shield』は情報解体によって破られ、上方から少年を狙ねらった光の槍は左の剣に落とされる。こうも密着されては『Lance』は有効な攻撃手段となり得ない。自分自身を巻き込まないように荷電粒子砲の軌道を設定すれば、攻撃パターンは自ずと制限されてしまう。必死に空間を書き換え、かろうじて少年の剣をかわす。少年は再び自己領域を展開し、マリアの視界から消失しようとする。させじと解き放った六本の槍はことごとく目標をはずし、荷電粒子砲のわずかな隙すき間まから少年の体が滑り込んでくる。

　おかしい。

　いかに相手が騎き士しとはいえ、この追い込まれ方は異常だ。戦せん闘とう予測で上回られているのならまだしも、この少年には明らかに自分と『Ｄ３』の位置が見えている。それほどの圧倒的な知覚力は、騎士のⅠ－ブレインでは実現不可能なはずだ。とすれば……

　──どこかにもう一人、レーダー役の魔ま法ほう士しがいる。

　さらに襲おそい来る少年の刃やいばをかわし、『Ｄ３』を広こう範はん囲いに展開する。それほどの知覚能力を備えているのなら、攻こう撃げき能力は皆無に近いはず。ならば、そいつは戦場からある程度離れた、こちらの死角にひそんでいるに違いない。

（質量物体の存在を感知）

『Ｄ３』が、通路の奥に隠れる一二〇〇キログラムの質量を認識する。

　鋭するどい流線型は、軍用フライヤーに特有の形状。

　……やっぱり。

　マリアは一二個の『Ｄ３』に指示を与えるために、Ⅰ－ブレインを動かした。

　その瞬しゆん間かん。

（──演算処理失敗。思考エラー。システム強制停止）

　爆ばく発はつしそうな痛みが、頭ず蓋がいの内側を襲った。
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　突然苦しみ始めた眼前の敵に、ディーは思わず攻こう撃げきの手を止めた。

『光使い』は、ほどんど落下する格好で強化コンクリートの床に片かた膝ひざをつき、頭を押さえてうめいた。

　機械のように正確だった『敵』は、ディーになんの断りもなく『人間』に戻ってしまった。

　白い外がい套とうの端から、中途半端な長さの金髪がわずかに覗のぞいて見える。

　男だろうか。それとも、女だろうか。

　いったい、なにがあったんだろう。

『──ディー！　とどめ！』

　クレアのメッセージに、我に返る。二本の騎き士し剣を大きく広げて構え、通路の床に着地する。『光使い』は苦しげに体を震ふるわせながら、それでも立ち上がり、自分の周囲に一二個の『Ｄ３』を集める。

　チャンスは、今しかない。

　迷いを振り払い、駆け出した。

（Ⅰ－ブレイン、全力起動。『並列処理』発動準備。騎士剣『陰』、左脳に同調。騎士剣『陽』、右脳に同調。完了まで三……一……発動準備、完了）

　二本の騎士剣に象ぞう眼がんされた白と黒の結晶体が、かすかな光を帯びる。左脳と右脳にひとつずつ備わったディーの『ふたつの』Ⅰ－ブレインが、全力で演算を開始する。

『デュアル二重No.33』。

　それが、ディーの本当の名前だ。

（並列処理を開始。「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を四三倍で定義）

（並列処理を開始。「自己領域」展開。時間単位を改変、重力場を強制的に遮断）

『身体能力制御』が体内の物理法則を書き換え、同時に『自己領域』が周囲の空間の物理定数を改変する。その名の通り二重の処理系統を備えたディーのⅠ－ブレインは、ふたつの能力を同時に発現させることで「移動後のタイムラグ」という自己領域の欠点を克服する。

　こちらの動きに気づいた光使いが『Ｄ３』の周囲に閉へい鎖さ空間を展開するが、すでに手遅れ。三千万分の一秒足らずでその背後に回り込んだディーは、一切のタイムラグ無しに攻撃動作に移行した。

　両手の騎士剣が、左右から同時に、銀色の弧を描く。

　その軌道をふさぐように、正八面の結晶体が出現する。

　光の槍やりは射出されない。

　たぶん、荷電粒子を十分に加速する時間が得られなかったのだろう。

　たんなる、苦し紛れの行動。

　ディーはそのまま騎き士し剣を振り下ろそうとして、

　ふと、『Ｄ３』の表面に映り込む自分の姿に気づいた。




　気づいては、いけなかったのに。




　透明な結晶の鏡かがみのような表面に映る、銀髪の少年の顔。

　表情というものがすっぽり抜け落ちた人形のような顔の中で、かろうじて人間らしさを保っていたはずの瞳ひとみは、作り物めいた冷たさで目の前の物体を凝ぎよう視ししている。

　意志のない、自動的な兵器の顔。

　──作り物の人形のくせに。

　そんな声が、聞こえた気がして。

　両手の騎士剣がスピードを失い。

　気がついたときには、側方から飛来した光の槍やりが、右手の『陰』を撃うち抜いていた。

『ディー！』

　とっさに騎士剣を手放したディーの体は、自己領域を剝はぎ取られながら一〇メートルの距離を吹っ飛んだ。突然の機能停止に脳内処理が追いつかず、『身体能力制御』までもが強制終了された。五感の機能が回復し、右手を襲おそう痛みに悲鳴を上げる。直ちよく撃げきを避さけたとはいえ、荷電粒子砲にさらされた右腕は真っ赤に焼けただれていた。

　光使いが、ふらりと立ち上がる。

　動けないディーには目もくれず、もつれた足で駆け出す。

　走るうちに力を回復したのか、やがて重力制御を復帰し、闇やみの中に溶ける。

　その背中を、ディーは呆ぼう然ぜんと見送った。




「……ディー」

　ため息混じりの声に、ディーは我に返った。

　ゆっくりとした足取りで、クレアが近づいてくる。

　朱色の一つ目が、まっすぐにディーを睨にらむ。

　とっさに、顔を背けた。

「ごめん……せっかくクレアがチャンスくれたのに……」

　クレアは、そうよ、と呟つぶやき、ディーの前に立った。

「どうしてトドメ刺さなかったのよ、このバカ」

　辛しん辣らつな口調から、彼女が本気で怒っているのがわかった。

「……本当にごめん……でも、今日こそいけると思ったんだ」

　あの瞬しゆん間かん。

　最後の最後まで、ディーは確かに、あの『光使い』を倒すつもりだった。

　目の前の敵を、殺すつもりだった。

　あのまま剣を振り下ろして、それで終わり。

　そのはずだったのに。

「僕は、どうして殺せないのかな……」

　クレアの手が、そっと背中を撫なでてくれる。

　彼女の胸に頭を預けて、ディーは呟つぶやいた。

「今度こそ、僕、処理工場送りかな……」

「……させないわよ。そんなこと、絶対に」

　やわらかい声が、答えた。

　見上げたクレアの顔は、しょうがないなぁ、と笑っていた。
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　軍の追っ手をどうにか振りきり、第一階層にたどり着いたのは、午前二時を少し過ぎた頃ころだった。

　利用されなくなって久しい資材運搬道の前で、マリアは白い外がい套とうを脱ぎ、あらかじめ用意しておいた大きなバッグに詰め込んだ。

『Ｄ３』を空間の内側に折り畳み、バッグを肩にかける。ふらつく体を引きずって、こみ上げる吐き気をこらえて歩き出す。空には月も星もなく、ただ鉛色の天てん蓋がいがどこまでも広がっているばかり。まがりなりにも『空』が存在する上の階層とは違う。ここでの夜は、真の闇やみだ。

　シティ・マサチューセッツ第一階層、通称・開放階層。

　自治政府の政策によって外部に開放された、『市民』と『外部住民』が交わる世界でただひとつの街。

　家をなくした難民、シティから追放された市民くずれ、裏の世界を歩く犯罪者──

　世界から切り捨てられた者たちが最後に流れ着く、ここは混こん沌とんのるつぼだ。

　バラック同然の廃屋が建ち並ぶスラム街を抜けると、歓かん楽らく街がいの裏通りに入る。足下がおぼつかないほどの闇の中、商売女たちのざわめきがかすかに聞こえる。そこかしこに正体不明のゴミが散乱し、すえた臭においが鼻をつく。

　ひどく、不快だ。

　だが、どんなにいやな臭いでも、血よりはましだと思う。

　一時間ほど歩いて、やっと目的地にたどり着く。歓楽街と歓楽街の境目に位置する、比較的まともな家が建ち並ぶ一角。

　その前で、マリアはいったん、裏路地に隠れた。

　バッグのポケットから強い酒を取り出し、ふたを開ける。半分ほど残った中身を一気にあおる。酒はあまり好きじゃない。でも飲まないわけにはいかない。自分は今から、『娘を放り出して遊び歩く母親失格の女』を演じなければならないのだから。

　裏路地から出て再び歩き出し、三軒目で立ち止まる。小さいなりにきれいなその家には、夜中の三時にもかかわらず明かりが灯ともっている。

　驚おどろきのあまり、思わず立ちすくむ。

　まさか、と思う。

　──あの子、私のこと待ってるの？

　できるだけ乱暴に、扉を叩たたいた。

「……おかあさん？」

　ほどなくしてドアが開き、今年で一〇歳になる娘が顔を覗のぞかせた。マリアにそっくりの白い肌に、父親譲ゆずりの青い瞳ひとみ。長い金髪をリボンでポニーテールに結わえたまま──ということは、やはり、一睡もしないでマリアの帰りを待っていたということだ。

　うれしさがこみ上げてくる。

　抱きしめてやりたくなる手を、必死に抑える。

「なにしてるの、セラ」精一杯、不機嫌な顔で、冷たい声を作る。「私が帰ってこないときはさっさと寝なさいって、いつも言ってるでしょ？」

「……べつに……おかあさんのこと待ってたんじゃないです」

　セラの憎にくまれ口に「そうよね」と言葉を返し、視線を逸そらしたまま家に入る。そうだ。この子が私のことを待っていてくれるはずがない。私は、この子に嫌われているのだから。

　つくづく、自分がいやになる。

「……また、お酒飲んでますか？」

「そうよ。悪い？」

　まっすぐにリビングに入り、肩のバッグを放り出す。セラは玄関の扉に鍵かぎを落とし、つかず離れずであとをついてくる。

　──さっさと寝なさい。

　そう言おうとして、マリアは振り返り、

　見覚えのある物体を、部屋の隅に発見した。

　とっさに、言葉が出なかった。

「あ！　あの、それ」視線に気づいたのか、セラが声を上げた。「お客さんのです……おかあさんの……。変な人かなって思ったんだけど、でもおかあさんのことすごくよく知ってて……だから、それで……」

　見間違えようも、なかった。

　黒い鞘さやに収められた長大な剣。柄つかに象ぞう眼がんされた赤い宝石。

　──騎き士し剣『紅ぐ蓮れん』。

　一二年前、マリアがまだ『レノア・ヴァレル』だったあの冷たい戦場で、マリアの親友だった一人の少女の手に、常にあった真紅の剣。

　どうして、これが、ここに。

「──久しぶりだな」

　呆ぼう然ぜんとしたところに、低い男の声が投げかけられた。

　驚おどろいて視線を走らせ、マリアは息を吞のんだ。

　リビングと寝室の境の闇やみにたたずむ、ミラーシェードの男。

　鍛きたえ抜かれた体を黒いロングコートに隠した、マリアのかつての戦友。

「一二年ぶりか……」男の手が、ミラーシェードを外す。「元気そうでなによりだ」

　あの頃ころと少しも変わらない、ぶっきらぼうな口調。

「……ええ、本当に久しぶり」それが懐なつかしくて、マリアは目を細めた。「……よく来てくれたわね、祐ゆう一いち」







　第三章　剣と花束　～A boy meets a girl～







　人形の夢を、見ることがある。

　どことも知れない闇やみの中を、無数の人形とともにただよう夢だ。

　人形はどれも自分にそっくりで、一四歳の白人の少年の体を模している。腕も、足も、腹も、胸も、首も、頭も、銀色の髪も、すべてが人間そっくりで、動き出さないのが不思議なくらい精巧に作り込まれている。

　ただ、顔だけがない。

　ほんらい顔があるべき場所は影になっていて、目も鼻も口も、なにも見えない。

　人形のひとつが、目の前に流れてくる。

　胸の前で祈るように両手を組み、一糸まとわぬ体をディーの前に横たえる。

　いつのまにか、ディーの両手には騎き士し剣がある。

　二本の騎士剣を、逆手に構える。

　そのまま、人形の胸めがけてまっすぐに落とす。

　白と黒の騎き士し剣は、なんの抵抗もなく人形の胸に吸い込まれる。

　人形の胸から、鮮せん血けつがあふれる。

　流れた血が世界を満たし、闇やみが真紅に染まる。

　笑い声が聞こえる。

　いつの間にか、人形には顔がある。

　自分にそっくりの顔で、自分にそっくりの体で、突き立てられた騎士剣を震ふるわせ、胸に真っ赤な血の花を咲かせて、人形が、けたけたと笑う。

　驚おどろいて剣を放し、一歩あとずさる。

　背中に、冷たいなにかが当たる。

　振り返る。

　自分そっくりの顔が、そこにもある。

　世界にただようすべての人形が、同じ顔で笑っている。

　口々に笑いながら、両手に持った騎士剣をディーの体に突き立てる。

　鮮血があふれる。

　体が微み塵じんに刻まれていく。

　痛みは感じない。

　苦しいとも思わない。

　ただ、自分がバラバラになっていく。

　細切れになった体が血色の闇に溶けて、消える。

　──今け朝さも、そこで目が覚めた。
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　事件の翌日、査問会議は朝から始まった。

　議題はもちろん『ファクトリー実験訓練生デュアルNo.33の処分』、というのは建前で、実質的にそこは、ディーの失敗をだしに使った軍のファクトリー叩たたきの場だった。

　この機会にファクトリーの実働部隊を保安部の指揮下に組み入れるべきだ、とする軍の主張をファクトリー側の研究者がのらりくらりとやり過ごし、発展性のない議論が延々と続いた。その間、ディーはずっと被告席に座り、ことあるごとに昨日の失敗を問いつめられた。それは、ほとんど精神的な拷問だった。

　ようやく処分が言い渡されたのは、昼の十一時を少し過ぎた頃ころ。

　三時間にわたる吊つるし上げから解放され、やっとのことで軍司令部の会議室を出ると、ドアの向こうでクレアが待ちかまえていた。

　ひどく心配そうな顔で駆けよるなり、

「どうだった？」

「うん……」ディーはクレアの顔を見上げて「処分保留。単独でポート襲しゆう撃げき犯はんの調査に当たれ、だってさ……」

　ファクトリー所属、実験訓練生『デュアルNo.33』は、マサチューセッツ自治軍とは独立に『SR-608襲撃事件』の解決に当たる。首尾よく犯人を捕らえることに成功すれば、昨日の失態は不問とする──

　信じられないことに、それが最高議会が下した判断だった。

　眼帯に包まれたクレアの顔が、ぱっと輝かがやく。

　やったー、とディーの手をつかみ、大げさにぶんぶん振り回す。

「よかった！　ディー、ホントによかったね！」手は握ったまま、偉そうに胸を張って「感かん謝しやしなさいね。それもこれも、あたしが徹てつ夜やでレポート書いたおかげなんだから！」

「あ……うん」

　その話は、処分を言い渡した最高議会の人から聞いた。クレアが、昨日の事件の顚てん末まつについて膨ぼう大だいな報告を提出したこと。その中で、昨日の敗北が必ずしも『デュアルNo.33』のミスとは言えない、と繰くり返し主張していたこと。さらに、襲撃犯の逃走先についてひとつの仮説を提示していたこと──

「……ありがと、クレア。……でも、本当なの？　犯人の逃げた先が第一階層っていうのは」

「九〇パーセント、間違いないわ」ようやくディーの手を解放し、クレアは通路の壁かべにもたれて腕を組んだ。「過去のデータを調べてわかったの。いい？」

　クレアの話によれば、この二年間で、昨日の光使いと同一犯の犯行と思われる襲撃事件が、昨日を除いて全部で五件発生しているらしい。

　ポート襲撃が三件で、ファクトリーの研究施設が二件。どの事件においても、前後で魔ま法ほう士しがシティに出入りしたという記録は存在しない。とくに、事件発生後には各ポートの検問が強化されるから、秘密裏にシティ外に脱出するのはほぼ不可能と考えて間違いない。

「──だから、犯人はシティの中に住んでいるか、少なくともほとぼりが冷めるまで身を隠せるような場所を用意してる、ってわけ」

　そう言って、思わせぶりに言葉を切る。

　ディーは少し考え、

「……だけど、第二階層から上の市街に魔法士が潜せん伏ぷくするなんて絶対に無理……だから第一階層っていうこと？」

　クレアはうれしそうにうなずき、えらいえらい、とディーの頭を撫なでた。

「そーいうこと。……じゃ、がんばりなさい。あたしはちょっと手伝えないんだけど、ひとりで大丈夫よね？」

「うん、大丈夫……って、クレア、なにかあるの？」

　たちまち、クレアが口をへの字に曲げた。これは機嫌が悪い証拠で、こういうときの彼女はちょっと怖い。

「……輸送任務」眼帯に覆おおわれた顔でそっぽを向き、ぶすっとした口調で「今回の事件で軍と仲悪くなっちゃったから、これからはファクトリー関係のものは全部あたしが運ばないといけないんだって！」

　ファクトリーの実験訓練生『クレア千里眼No.7』は、世界的に有名なひとつの肩書きを持っている。世界に三機しか存在しない『雲上航こう行こう艦かん』のひとつ、七五メートル級高高度策敵艦『FA-307』のマスターというのがそれだ。

　一二年前の大気制御衛星の暴走事故によって、途切れることのない雲と零下四〇度の大気に支配された今の地球。空を覆う遮光性気体は特殊な電磁場を内包し、情報制御による物理法則の書き換えを阻害することで知られている。

　つまり、西暦二一九八年現在、各国の軍で用いられている『情報制御による重力操作』で飛行するタイプの艦かん艇ていは、高度一万八〇〇〇メートルから二万二〇〇〇メートルを遮る分厚い雲の壁かべを突破することができないのだ。

　それを可能とする特殊な機能を備えた船は世界に三機。クレアの『FA-307』、シティ・ロンドンの『ウィリアム・シェイクスピア』。それからあともうひとつ、所属不明の『Hunter Pigeon』というのがいるらしい。

「だいたい、この前のヒマラヤのときだって、あたしはやる気満々だったのよ！　それなのにあのジジイどもが『最高機密をそんな簡単に出せるか』とか、わけわかんないこと言ったんじゃないの！　どうして今さら輸送任務なのよ！　ねえ、ディー！　そう思うわよね！」

「え……あ……うん……」

　クレアの言う『ジジイども』とはファクトリーの研究員たちで、『この前のヒマラヤのとき』というのは先月、ヒマラヤ山脈上空で破は壊かいされた戦時中の旧シティ・北京ペキンの研究施設のことだろう。クレアが大張り切りで『ひさびさにとべるー。ひさびさのくうちゅうせんー』と騒さわいでいたのを覚えている。結局、最高議会の決定でクレアの出しゆつ撃げきは中止され、その後しばらく彼女はとてもご機嫌ななめだった。

「……でも、まぁ任務だからしょうがないわよね」

　クレアは、はぁ、とため息をつき、朱色の一つ目でディーを見下ろして、

「心配だなぁ……ディー、あたしがいなくても大丈夫？」

「大丈夫……だと思う」クレアを見上げ、精一杯の笑顔を浮かべてみせる。「それに、もし失敗してもクレアには迷惑かけないから」

　はっきり言って、自分がどんな処分を受けようとディーはなんとも思わない。処理工場送りにされて死ぬことになっても、少しは怖いと思うかもしれないが、たぶんそれだけ。「はいわかりました」と素直に受け入れてしまうだろうと思う。

　気になるのはクレアのこと。

　なにかあると自分をかばってくれるこの盲目の『お姉さん』が、自分の失敗のとばっちりを受けるんじゃないかと、それだけが心配だ。クレアはなにも言わないが、今回のことにしたって、ディーの失敗を取り繕つくろうためにそうとう危ない橋をわたってくれたのは間違いないのだ。

「だから、クレアは僕のことなんか心配しないで……」

　最後まで言わせてもらえなかった。

　クレアの細い指に、ほっぺたをつまみ上げられた。

「このバカ……」ディーの頰ほおをむにむにと引っ張り、クレアはあきれ顔で「どうしてディーっていっつもそうなの？　人のことばっかり言ってないで、ちょっとは自分の心配しなさい！　今回はなんとか切り抜けたけど、このままじゃホントに処理工場送りにされちゃうわよ？」

　ほっぺたから手を放し、朱色の一つ目でディーの顔を覗のぞき込む。

「……でも……僕は……」

　どう考えても、自信がなかった。

　第一階層を調査し、首尾よくあの光使いを見つけたとして、自分がもう一度あいつと戦えるとは思えない。ディーの頭の中で、光使いは『敵』ではなく『人間』になってしまったのだ。

　無理やり自分をごまかして戦ったとしても、最後の最後で絶対に攻こう撃げきをためらってしまうに違いない。

　そうなれば、結局は昨日の二の舞だ。

「……クレアには悪いけど……たぶん、またダメだよ」

　逃げるように、クレアに背を向けた。

「ディー！　待ちなさい！」

「……ごめん」

　それ以上はその場にいられなくて、ディーは駆け出した。

　背中越しに、クレアの叫びが聞こえる。

「──ディーのバカ！　知らないからね！　そんなんじゃ、今度こそホントに処分されちゃうんだから！」

　その声はかすかに震ふるえて、泣いているみたいだった。

　それでも、ディーは振り返らなかった。




　落ち込んだときに逃げる場所があるというのは、いいことだと思う。

　一人でいれば心が静かになるし、誰だれにも会わなければ暗い顔を心配されることもない。

　そんなわけで、ディーは今日も、ここに来てしまった。

　シティ・マサチューセッツ第一〇階層、またの名を『管理階層』。政府の重要機関や軍の演習場が詰め込まれた直径二〇キロの箱庭。その中央に、コア・センターと呼ばれる施設が存在する。

　外観は、ひと言で表せば『鳥の卵』。

　頭から底まで五〇〇メートルを超す巨大な卵は、十と重え二は十た重えの防衛ラインに守られて、研究施設や政府省庁が並ぶ中央区のさらに中心に、でんと横たわっている。その前で、ディーは自分のⅠＤカードを読み取り機リーダーに通した。

　卵の白い表面に、小さな扉が口を開ける。中は暗く、人の気け配はいはない。シティ・マサチューセッツの心臓とも言うべきこの施設には、いかなる身分の人間であろうと立ち入ることは許されない。例外はふたつ。施設内のあらゆる機器に対して絶対に危害を加えられないよう脳にプロテクトを書き込まれた保守点検担当の研究員と、同じプロテクトを生まれた瞬しゆん間かんに刻まれたファクトリー製の魔ま法ほう士し。

　内部に足を踏み入れると、背後で扉が閉まり、ロックの音が小さく響ひびいた。

　照明の落とされた闇やみの通路を、なかば手探りに歩き出す。ここではⅠ－ブレインは使えない。ディーの脳のいちばん深いところに、この施設内で情報演算を起動するな、と記されている。左の壁かべに手を当てて、冷たい感触を頼りに歩を進める。強化カーボンの粗い床面が、靴越しにざらっとした感触を伝える。周囲を流れる冷えた空気には、オゾンの臭においがかすかに混ざっている。

　一分ほど歩くと、行き止まり。

　目の高さで頼りない光を放っているⅠＤリーダーに、自分のカードを通す。

　少しの間を置いて、右手の壁が音もなく開く。

　広大な空間が、その向こうにあった。

　そこかしこに取り付けられた緑色のライトに照らされる、そこは、平べったい円形のドームだった。ずいぶん前に調べたデータでは、直径が八〇メートル、天井がいちばん高いところで一〇メートル。その端っこに、ディーは立っている。

　目の前には、生命維い持じ槽そうの森。

　ひとつひとつがディーの身長の倍ほどもある巨大なガラス筒が、ドームの端から端までを満たすように、整然と並んでいる。すべてのガラス筒は薄うす桃もも色の羊よう水すいに満たされ、色とりどりの配線で互いに連結されて、ドームの外周を取り囲むように配置された端末を介して、外のどこかに接続されている。

　いちばん近くにある生命維持槽を見上げる。

　一〇歳ぐらいの男の子が、羊水の中にぷかりと浮かんでいる。

　となりに視線を移す。

　そちらに浮かんでいるのは、一四歳ぐらいの少女だ。

　ゆっくりとした足取りで、ガラス筒の迷路を抜けていく。視界の果てまでを満たす無数のガラス筒には、歳としも人種も性別もまちまちの子供たちが、チューブと電極の束に接続されて浮かんでいる。薄うす桃もも色の羊よう水すいにときおり気泡が生まれ、子供たちが少なくとも生物学的には『生きている』ことを主張する。

　そうではないのに。

　彼らが、あるいは彼女たちが、本当に『生きたこと』などありはしないのに。

　ここにいる数百体の子供たちは、すべて遺い伝でん子しの段階から化学合成された『人造』の魔ま法ほう士しだ。彼らは『ファクトリー』の自動生産システムの培ばい養よう槽そうで生まれ、生まれた瞬しゆん間かんから脳に電極を接続される。脳に送り込まれる刺激は擬ぎ似じ体験となって子供の脳内ニューロンを成長させ、Ⅰ－ブレインの構造を形成する。

　この段階で、幸運にも高レベルの能力を獲かく得とくすることができた者は、培養槽から解放され、ファクトリーのエージェントとして生きる権利を与えられる。

　ここにいるのは、あまり幸運ではなかった者たち。

　遺伝子構造を決定する乱数処理の気まぐれで、『生まれてくる』ことができなかった者たち。

「……みんな、元気だった……？」

　天井のライトの淡い緑に照らされて、ディーは小さく呟つぶやいた。




　──プロジェクト『ウィザーズ・Ｗブレイン・ＢファクトリーＦ』

　その計画が始まったのは、今から四年前、西暦二一九四年のことだとディーは聞いている。

　一二年前の大気制御衛星の暴走に始まる、人類世界の崩ほう壊かいの歴史。エネルギー供給の七割を太陽光に頼っていた人類は、世界を覆おおう鉛色の雲に為なす術すべもなく膝ひざを屈した。発電プラントの所有権争いに端を発した世界大戦は全人類の九九パーセント、二〇〇億の人間を死に追いやり、生き残った人類は世界に七つだけ残された積層型閉へい鎖さ都市『シティ』に身を寄せた。

　エネルギー問題を解決するために作られた、魔法士の脳を核とする永久機関『マザーシステム』。

　わずか数名の魔法士の犠ぎ牲せいによって命を長らえた人類は、持てる力のすべてを結集し、『マザー』に代わる新しいシステムを生み出そうとした。

　そして、五年にわたる壮大な研究が失敗に終わったとき、人類は次善の策を選択することを余よ儀ぎなくされた。

　有名なのは、シティ・ベルリンとシティ・神こう戸べで共同研究されていた『天使計画』──『マザーシステムのコアとして特化された能力者』の開発プロジェクトだ。神戸が消滅した今となっては真相は闇やみの中だが、この計画は一応の成功を収めたらしい。だが、その完成体『No.4フイア』はベルリンから神戸への輸送中に消息を絶ち、それに続く成果は今のところ上がっていない。

　ともかく、彼らは『一体で恒久的な使用に耐えるコア』というコンセプトで、マザーシステムの研究を進めた。

　これに対して、まったく正反対の『安価で大量生産が可能なコアの開発』というコンセプトをうち立てたのが、マサチューセッツの、プロジェクト『ＷＢＦ』だった。

　ひとつのマザーコアにすべてを任せるのではなく、大量のコアを並列に接続することでマザーシステムを機能させる。コアは研究員による手作業ではなく、完全自動化された工場で生み出される。もちろん欠点もある。大量生産では微調整が行えないから、大多数の個体はまともに使用可能なレベルまで成長する前に死んでしまうし、完成したひとつひとつのコアの能力は、通常の手作業で生み出される魔ま法ほう士しに比べるとどうしても落ちる。だが、この方式ならコアの開発に高い生産力は必要なく、数百体のコアが一度に停止しない限りマザーシステムが『死ぬ』こともない。

　大量のコアを接続することで機能を維持し、数ヶ月、ときには数日で『壊こわれる』コアを新しいものに入れ替えるために、工場では常時、次のコアを育成する。

『ファクトリー』と呼ばれるシステムの、それが全ぜん貌ぼうだ。

　そして、この計画は、思わぬ副産物をマサチューセッツにもたらした。

　遺い伝でん子し設計に用いられる乱数プログラムは、大量の失敗作と引き替えに、数千体に一体の割合で『規格外』の魔法士を生み出した。

　異常な知覚能力を備えるもの、物質の存在確率を支配するもの……魔法士としても極めて特異な能力を備えた彼らは『マザーコアの部品』という運命を免れ、ファクトリーの実働部隊エージエントとして働く道を与えられた。

　これまでに生まれた『規格外』は、全部で六〇体。

　中でも、その三三番目に当たる『デュアルNo.33』の能力は、これまでの魔法士の常識を覆くつがえす、およそ常軌を逸した代しろ物ものだった。

　普通、魔法士のⅠ－ブレインは左脳か右脳、どちらか片方にひとつだけ備わっている。

　だが、ディーのⅠ－ブレインは左脳と右脳にひとつずつ、合計でふたつ存在していた。

　つまり、ディーは右脳と左脳のⅠ－ブレインで並列処理を行うことで、ふたつの能力を同時に発動することが可能だった。

　ディーの能力のベースは『騎き士し』。そして騎士の強さを支えるのは、『身体能力制御』と『自己領域』という、それぞれに一長一短を持った二種類の能力だ。

『身体能力制御』は自身の体内の物理法則を書き換えることで運動機能を向上させる能力だが、どれだけ強い騎士がこの能力を用いたとしても、得られる運動速度はせいぜい通常の一〇〇倍が限界。対して『自己領域』は、自分の周囲の物理定数を書き換えることで通常の空間とは『違う重力の働き』『違う時間の流れ』が支配する空間を生み出す能力であり、通常の数千万倍というでたらめな運動速度を与える代だい償しようとして至近距離ではその効果を発揮できない。というより、『肉体』ではなく『空間』に対して作用する自己領域は、使用者から一定の距離内に近づいた敵を自動的に取り込み、使用者自身とまったく同じように超高速運動能力を与えてしまう。

　だから、騎士が他者を攻こう撃げきするには、まず自己領域を利用して相手にぎりぎりまで近接し、自己領域を解除して身体能力制御を起動、それから攻こう撃げき、という数段階のプロセスを経なければならない。

　ここに騎き士しの弱点が存在する。

　自己領域を解除してから身体能力制御を起動するまでのタイムラグは、騎士の動きに致命的な隙すきを生む。これは努力や戦術ではどうにもならない騎士の宿命であり、他ほかの魔ま法ほう士しが騎士を相手にする際の戦術は、この隙をいかに突くかという一点に終止する。

　だが、ふたつの能力、『身体能力制御』と『自己領域』の同時起動は、この弱点を克服する。

　自己領域の内部で身体能力制御を起動できるのならば、わざわざ自己領域を解除するという手間は必要ない。時間の加速された空間に相手を取り込んでしまったとしても、その中でさらに肉体の能力を増幅すれば、騎士の優位が崩れることはない。

　騎士ならば必ず持っているはずの弱点を持たない、まさに『規格外』の騎士。

　大きな誤算は、この『規格外』が、とんでもない臆おく病びよう者ものだったことだ。

　ディーは人が殺せない。かすり傷を与えることにさえ、強い抵抗がある。どれだけ速く騎士剣を振るい、どれだけでたらめな力で敵をねじ伏せようとも、相手が怪け我がをしそうになると必ず攻撃をためらってしまう。

　当然、任務は失敗する。

　これまで、ディーがまともにこなせた仕事はひとつもない。要人護ご衛えいなんて当たり障りのない任務でさえ、襲おそってきたテロリストに情けをかけてあわや大惨事となるところだった。データの運搬、スパイの調査、殺人犯の追跡……数多くの任務に、ディーはことごとく失敗し続けてきた。

　普通なら、ここまで成績の悪いエージェントは、すぐに処理工場で人格制御処理を施されてマザーコアの部品に回される。過去にいた三三人のエージェントのうち、今でも生きている者はディーを含めて三人。あとの者はほとんどが殉職したわけだが、中には今のディーのように成績の悪かった者もいて、そういう実験体はすぐに処理工場に送られ、マザーコアとしてわずか数ヶ月の人生を終えている。

　同じ運命をディーがたどらなかったのは、ひとえにディーが『規格外の化け物』だったからだ。

　だが、それもたぶん、次で最後。

　今回の任務に失敗すれば、間違いなく自分は処分される。

　クレアは、きっと泣くだろう。

　けど、それもいいかな、とディーは思う。

　目の前に並ぶ、数百体のマザーコア。

　この子供たちは、電池だ。

　マザーというシステムを動かし、シティという一千万人の生活圏を機能させ、使い終われば捨てられるだけの、ただの電池。そこにはよいも悪いもない、『これを止めれば一千万人の市民が死ぬ』という当たり前の現実が、ただあるだけ。

　それでも、この子たちは、今ここにこうしていることで確実に誰だれかの命を救っている。

　自分には逆立ちしたってできないことを、この子たちはやっている。

　少なくとも、人を殺すことも守ることもできない自分よりは、この子たちの方がはるかに価値がある。

　──そこまで考えて、ディーはやっと我に返った。

「……だめだ」

　こんなことを考えていたら、いつまで経たっても際限なく落ち込んでいくばかり。せっかく気持ちを落ち着けようと思ってここまで来たのに、逆効果もいいところ。これじゃ、任務に成功なんてするわけがない。

　落ち込んだり、いやなことがあったときは……

「うまくいったときのことを考えろ……だよね」

　だいぶ前にクレアに教えてもらった『元気が出ないときの特効薬』を思い出し、とりあえず実践してみる。

　そうとも、なにも失敗すると決まったわけじゃない。今度こそうまくいって、犯人を捕まえられるかもしれない。犯人は本当は悪い人じゃなくて、なにか理由があってどうしてもあのデータが必要だったのかもしれない。『あなたが犯人ですね？』って聞いたら意外とあっさり謝あやまってくれて、無事に事件は解決するかもしれ……

「……はぁ……」

　なんてことで気が晴れるなら、誰も苦労なんかしない。

　ディーは深々とため息をついた。

「……がんばろ」

　力無く呟つぶやいたが、あまり元気は出なかった。




　第一〇階層から第二階層までは、階層間エレベータで一〇分足らず、一〇〇人単位の人間が一度に利用できる巨大なエレベータをいったん降り、シティの外周を走る環かん状じようリニアに乗り換えて、第二階層の北のはずれに設けられた専用の税関に向かう。そこで形ばかりのⅠＤチェックを済ませ、『四八時間以内に帰ってくること』という内容の誓約書に電子署名を打ち込むと、ようやく第一階層に通じる専用エレベータの利用資格が与えられる。

『ファクトリー』の名前を出せばこんな手間をかける必要はないし、ディーも税関に着くまではそうするつもりだったのだが、いざ着いてみるとそこは思いのほか混雑していて、自分だけ特権を使って手続きを省くのがなんだか申し訳なくなってしまったのだ。

　そんなわけで。

　いつものファクトリーの制服を黒のジーンズと白のブレザーに替え、騎き士し剣『陰』と『陽』を目立たないように布にくるんでカバンに隠し、ディーは、生まれて初めて第一階層に降り立った。

「……うわっ……」

　エレベータの扉が開いた瞬しゆん間かん、耳に飛び込んできた割れんばかりの喧けん噪そうに、ディーはまず驚おどろいた。

　データライブラリで得た知識や研究員たちの噂うわさ話から、『第一階層は暗くてじめじめしてて、昼間から酔っぱらいが道ばたで寝てるようなところ』というイメージを勝手に抱いていたのだが、実際に肌で感じる第一階層はそんな陰気な想像図からはほど遠い世界だった。

　確かに、合成映像の青空がないせいか、まだ昼間だというのにあたりは薄うす暗ぐらい。ときおり吹き抜ける風はじっとりと湿気をはらんでいるし、道の脇わきにはちゃんと酔っぱらいのおじさんも転がっている。

　それなのに、この活気はなんだろう。

　思わず、ディーは立ちすくんだ。

　エレベータ前の広場からまっすぐにのびるメイン・ストリートは、人々の怒号に支配されていた。数えきれないほどの露ろ店てんと、そこに群がる人の波。店の品しな揃ぞろえも様々で、ざるに入れた演算素子をひと山いくらで売っている店があるかと思えば、その隣となりでは頭にはちまきを巻いたおばさんがばしんばしんと台を叩たたいて、自家製野菜のすばらしさを大声でまくし立てる。向かいの屋台ではよく焼けた肉が香ばしい匂においをあたりにただよわせ、その裏手の空き地では子供たちが取っ組み合ってきゃいきゃい騒さわいでいる。道には人があふれて、まっすぐ歩けないほど。あっちで「スリだ！」と声が上がったかと思えば、こっちでは二人の男が肩をぶつけたのぶつけないので今にも殴り合いのケンカを始めようとしている。

　それは、まるでお祭り。

　ディーが知識としてしか知らない、人々の自由な営み。

　こういうにぎやかなのは苦手だな──そんなことを考える。

　そのとき。

「……ん？」

　上着の裏ポケットに隠した携帯端末が、かすかな振動でメッセージの着信を伝えた。あわてて人の流れから離れ、メイン・ストリートを一本はずれた裏道に滑り込む。

　立体映像ディスプレイを呼び出すと、クレアからのメール。

　第一階層の地図が添付されたメールには、たったひと言『しっかりやれ』のお言葉。

　直径二〇キロの円形の地図には、赤丸と矢印が書き込まれ、ディーが今いる南西地区のちょうど反対側、北東部の外周付近を指し示している。

　ここを調べてみろ、ということらしい。

　……ありがと、クレア。

　心の中で呟つぶやき、ディーは環かん状じようリニアの駅に向かった。




　クレアが示した場所ポイントは、資材運搬道の出口になっていた。崩れかかった高層建けん築ちくの裏手、黒黒とのしかかってくる巨大なチタン合金の壁かべの裾すそ野のに、雑草の林に埋もれて、小さなその穴はひっそりと口を開けていた。端末のデータライブラリで検索してみるが、まともな資料は残っていない。おそらく、百年前のシティ建設当時に利用された物だろう。

　穴の入り口を丹念に調べる。床面に積もった砂すな埃ぼこりに、なにかを引きずったようなわずかな痕こん跡せき。見ようによっては、誰だれかが自分の足跡を踏み消したようにも見える。さらに詳しく周辺を調査する。このあたり一帯の地面は、なんの舗ほ装そうもなされていないむき出しの土。それなら、足跡が残っていてもおかしくない。

「……あった」

　穴から少し離れた、草野原と舗装道の境のあたりに、小さな薄うすい足跡。他ほかにはどんな些さ細さいな異常も発見できない。おそらく、この足跡の主は、自分の痕跡を残さないように細心の注意を払ったのだろう。だが、魔ま法ほう士し相手にそんな努力は無意味。でこぼこに舗装されたアスファルトの道には、普通の人間なら気づかないほどわずかな足跡の痕跡が、点々と続いている。

　ひとつうなずき、ディーは歩き始めた。

　バラック同然の廃屋が建ち並ぶ寂れた通りを、おっかなびっくり進んでいく。初めに降り立った南西地区とはうってかわって、このあたりはおよそ活気というものが感じられない。ときおり人に出くわすことがあっても、それはなにもかもに疲れ果てたような老人だったり、目ばかりやたらと大きな子供だったりで、誰もが一様に、ディーの小こ綺ぎ麗れいな格好を「なにしに来やがったんだこいつ」という目で睨にらんでいる。

　突き刺さる視線に耐えられなくなって、ディーは駆け出した。

　そういえば、クレアに教えてもらったことがある。

　第一階層は初めから全部解放されていたわけではなく、当初の解放区は南西の一ブロックだけだったこと。だから、その地区は第一階層の中でも比較的まともに整備されていること。それに対して、一番最後に解放された北東部は、ほとんど荒れ野同然の状態だったこと。必然的に、第一階層にやって来た避ひ難なん民みんの中でもとくに底辺の『持たざる者』が北東ブロックに追いやられていったこと。

　五分ほど走ってスラム街の端にたどり着き、荒い息を吐く。身体能力制御を使えばこんな苦労をしなくても済むのだが、どこかで『光使い』が見ているかもしれない。

　目の前には、歓かん楽らく街がいのけばけばしい街並み。

　脳内時計で時刻を確認すると『午後三時一五分』。にもかかわらず、店の看板にはきらびやかな立体映像が躍り、きわどい服に身を包んだお姉さんやお兄さんたちが声を張り上げて通りを行く客を呼び込んでいる。

　通りの向かいにいるお姉さんと、目が合う。

　ディーに向かって艶つやっぽく笑い、ウインクひとつ。

　たちまち頭に血が上る。ディーは逃げるように裏通りに飛び込んだ。

　大きく深呼吸して、暴れる心臓をなだめる。わずかな足跡は、裏路地をまっすぐに続いている。そこかしこにゴミの袋が積み上げられ、いやな臭においがする。両手にそびえる建物に光を遮られて、路地は夜も同然に暗く、どこかで人でも死んでいそうな雰囲気。

「……あれ？」

　三〇分ほど歩いたところで、ディーは立ち止まった。

　……だから、こっちから来て、こう行って……あれ……？

　ここまで続いていた足跡が、どこにも見あたらない。さっき通った十字路かもしれないと思い直して、少し戻ってみる。

　やっぱり、見あたらない。

　完全に見失ってしまった。

　……落ち着け。

　パニック寸前の心をどうにか抑えて、携帯端末の地図で自分の居場所を確認する。ここは北東地区のちょうど真ん中。いくつかのブロックに分かれた歓かん楽らく街がいのひとつの、南外れにあたる。地図と睨にらめっこしながら少し進むと、目の前が急に開けた。

　歓楽街と歓楽街の境目に位置する、居住区のような一角。

　けばけばしい電飾とゴミの山から解放されて、比較的まともな家が数十軒ほど、こぢんまりと身を寄せている。

　……へぇ……

　こういう風景を見ると、心が和む。生まれたときから研究所の宿舎で暮らしているディーは、『自分の家』という物になんとなくあこがれを持っている。もちろん第二階層から上にも居住区画は存在するが、白くて四角い統一建けん築ちくはなんだか墓みたいで、ちっとも『家』という感じがしない。

　ここには、どんな人が住んでるんだろ。

　なんとなくうれしくなって、ディーは目の前の家についてあれこれ考えた。

　そのとき──

「なにしてるんですか？」

　いきなり、後ろから声をかけられた。

　空想にふけって周りが見えていなかったディーは、反射的に軍事訓練のときみたいな動きをしてしまった。

　すごい勢いで振り返り、突き出した手がなにかにぶつかって、

「……きゃっ」なんだか可愛かわいい悲鳴。

　ディーは、目をしばたかせた。

　小さな女の子が、尻しり餅もちをついていた。




「いたた……」

　女の子は顔をしかめ、ゆっくりと立ち上がった。長い金髪をポニーテールに結わえた、一〇歳ぐらいの白人の少女。チェックのスカートに包まれた腰を痛そうにさすり、青い瞳ひとみにめいっぱいの非難を浮かべてディーを睨にらむ。

　あたりにはパックに包まれた合成肉や野菜が散乱し、女の子の手には空っぽになった買い物袋がある。

　なにが起こったかは、明白。

　顔から、血の気が引く。

「ご……ごめん！」

　大あわてで、とりあえず足下のタマネギに手をのばした。

　そのとたん。

「──勝手にさわらないでください」

　手をのばしたまま、なにかの体操みたいな姿勢で、ディーは硬直した。

　女の子の声は、とくに大きいわけでも、早口なわけでもなかった。が、淡々と冷たい、軍の事務官のおばさんが命令書を読み上げるときみたいなその口調は、へたに怒鳴られるよりもはるかにキツイ感じがした。

　動けなくなってしまったディーを完かん璧ぺきに無視して、女の子は散らばった食材を集め始めた。てきぱきと淀よどみのない動きで、たちまち肉と野菜が買い物袋に収まる。女の子は袋の中身をもう一度確認し、それから『たった今、はじめて気がつきました』と言わんばかりの態度でディーを見て、

「なにしてるんですか？」

　その言葉に、ディーはやっと『タマネギ拾い体操』をやめることができた。

　体を起こし、自分より二〇センチは背が低い女の子を前に、必死で言葉を探す。

「あの……僕は……その……」

「なにか用ですか？」

「……その……ごめん」

「さっきも聞きました、それ」

　とりつく島もない。

「……そうだね……じゃなくて！　えっと……僕は……」さんざん悩んだあげく「……ごめん」

　もはや、どうして謝あやまっているのかもわからない。

　女の子は、そんなディーを呆あきれたように見上げ、はぁ、とため息をついた。

　両手で下げた買い物袋をディーに突き出し、

「重いから、持ってください」

「……え？」

「そんなに謝あやまるなら、おわびしてもらいます」にこりとも笑わずに言って、女の子は歩き出した。「わたしの家、すぐそこですから」




　自分がさっきまで見上げていたのがこの女の子の家だと知って、ディーは驚おどろいた。

　ほとんど無理やり家に連れ込まれたディーは、玄関からリビングをすっ飛ばして、まず台所に通された。

「……野菜はこっちで、肉はそっち。これとこれは晩ご飯に使うから冷蔵庫に入れないで……あとは、適当にそっちの台にのせておいてください」

　一方的に指示を言い置いて、女の子がリビングに消える。ひとり残されたディーは、とりあえず袋のいちばん上に入ったニンジンをつかみ、はたと我に返った。

「こんなことしてる場合じゃ……」

　ない、と言いかけて、ふと考え直す。

　手がかりを失ってしまった今となっては、足跡の消えた近辺で聞き込みをやるぐらいしか手段は残されていない。足跡のデータを再検討して犯人を分析するにしても、どうせ『上』に帰ってからの話だ。それなら、ほとんど偶然で現地の住民と知り合いになれたこの状況は、むしろチャンス。小さな女の子というのが少し頼りない気もするけど、うまくすれば不ふ審しんな人物について情報が得られるかも……

「……うまくいったときのことを考えるって、難しいよ、クレア」

　そんなに簡単に事が運ぶなら、誰だれも苦労なんかしない。

　ほとんどやけっぱちで、ディーは買い物の片づけを始めた。

　肉や野菜を冷蔵庫に仕分けしながら、ときどきリビングの様子をうかがう。鼻歌を歌っているのは、たぶんあの女の子だろう。この家には他ほかに人がいないらしい。少し心配になる。見ず知らずの人間をこんなに簡単に家に上げるなんて、あの子はなにを考えてるんだろう。自分がもし悪いヤツだったら、どうするつもりなんだろうか。

「──コーヒーと紅茶」

「うわっ！」

　考え込んでいたディーの鼻先に、女の子がひょこっと顔を突き出した。

「どっちがいいですか？」

「え？　えっと」

　なにが『どっち』なのか理解するのに、三秒ほどかかった。

「……紅茶で、お願いします」

　紅茶ですね、と答えて、女の子はひょこっと顔を引っ込めた。




　セレスティ・Ｅ・クライン、略してセラ。

　それが、女の子の名前だった。

「えっと、セレスティさん……それとも、セレスティ……ちゃん？」

「セラでいいです」

　いれたての紅茶をカップに注ぎながら、セラは面おも白しろくもなさそうに答えた。リビングのテーブルには二人分のカップとティーポットに加えて、瓶入りの白い砂糖に、なんと合成品のハチミツまで並んでいる。ディーが暮らす上の階層で『紅茶』といえば、科学香料を混ぜてそれらしい香りを付けた砂糖水のことだから、本物を飲むのは久しぶりだ。

　カップのひとつがディーの前に置かれ、ほわりと湯気を立てる。

「セラちゃん……」

「セラちゃんじゃなくて、セラです」

「え？……あ……」いきなりの先制パンチに、少しひるむ。「その……この家、セラの他ほかには誰だれもいないの？　お母さんとか」

　お母さん、と言った瞬しゆん間かん、セラの形のいい眉まゆがつり上がった気がした。

「……今け朝さから、お友達と一緒に出かけてます」

「そ、そうなんだ……」どうやら、触れてはいけない話題だったらしい。「じゃあ、お父さんは？」

　セラは少し口ごもり、部屋の隅の写真立てをちらりと盗み見た。

「八年前に、病気で死にました」小さく息を吐き、ディーがなにか言うより早く続ける。「謝あやまったら、怒ります」

「あ、ごめ……じゃなくて、えっと、だから……」

　そう言われても、謝る以外にどうすればいいのか、ディーにはわからない。

「……でも……やっぱり、ごめん」

「怒るって言ったのに……」セラは呆あきれたように呟つぶやき、少しだけ口元をゆるめた。「変な人ですね……お兄さんの名前、なんて言うんですか？」

「……え？」

　とっさに、お兄さんというのが誰のことかわからなかった。外見はともかく、実際に生きた時間ではこの子の方が自分よりはるかに『年上』のはずだ。

「僕は……」少し躊ちゆう躇ちよする。「僕はディー。よろしく」

「フルネームは？」

　なかなか厳きびしい質問だ。

「……デュアル、No.33」

　セラの眉まゆが、ぴくりとつり上がった。

「わたしのこと、バカにしてます？」

「ほ、本当なんだって！　そりゃ、ちょっと変な名前かもしれないけど」

「すごく変です」

　セラの言葉には、容赦がない。

「で、でも本当なんだ……だから……ぼくは、その……政府の研究所の実験体で……」

　しどろもどろに説明しながら、必死に頭を働かせる。自分の立場を明らかにしておいたほうがこのあとの話はやりやすいのだろうが、自分が人工生命体だということは、なんとなく隠しておきたい気がする。

「だから……うちの機関に所属してる人間はみんな、こんな変な名前を……つけられるんだよ」

「そうなんですか」
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　自分でも『それはないだろう』と思うくらいの無茶な説明だったが、意外にもセラはあっさり納得してくれた。いくら言葉遣いや態度が大人おとなびていても、子供は子供ということなのだろうか。

　セラは、紅茶に少しだけハチミツを入れて、スプーンでかき混ぜながら「やっぱりです」と呟つぶやいた。

「やっぱりって、なにが？」

「最初に見たとき、ディーくん、『上』の人じゃないかと思いました」

　外見では年下の女の子に『ディーくん』呼ばわりされているのに、不思議と違和感がない。

「どうして？」ブラックのまま、カップに口を付ける。

「なんか鈍そうだったから」

　あやうく、飲みかけの紅茶を吹き出すところだった。寸前のところでカップを置き、けほんけほんと咳せき込む。セラは素知らぬ顔で『紅茶ハチミツ』をひと口飲み、

「それで、わたしの家の前でなにしてたんですか？」

「……人を、探してるんだ」

　はじめて、セラの顔に興きよう味みらしき物が浮かんだ。

「どんな人ですか？」

「それが、わからないんだ」

「……わたしのこと、バカにしてます？」

「そ、そうじゃなくて！」あわてて首を振り「だから……事件の犯人なんだ。どんな人かはわからないけど、第一階層ここに逃げたのはわかってる……。僕は、その人を捕まえないといけないんだ」

「捕まえて、どうするんですか？」

　それは……

「たぶん……死刑になると思う」

　そう。

　たとえディーが犯人を殺さずに済んだとしても、そいつの運命は決まっている。

「その人、魔ま法ほう士しなんだ。……昨日一日で、何十人も殺してる」

「まほうし……って、超能力者みたいな人たちのことですよね？」

「なにか知ってるの？」

「知らないです」

　そうだよね、とディーはがっかりした。

　それでもがんばって、もう少しだけ聞いてみる。

「この辺に、そういう人が住んでるって話は……」

「聞いたことありません」と言って、セラは少し考え「でも、ご近所の人たちならなにか知ってるかもしれません……いろんなお客さんとお話するから」

　──それだ。

　思わず、テーブル越しに身を乗り出す。

「その人たちのところ、案内してくれる？」

　セラは、壁かべの時計をちらりと見て、

「いいですけど、明日にしてください。……そろそろ、みんな働く頃ころですから」

「今から働くって……」もう夕方、と言いかけて、なんとなくわかってしまった。「その人たちって、どこで働いてるの」

　セラは繁はん華か街がいの方角を指さし、

「あっちのほうのお店です」

　やっぱり。

　なんにしても、今日は出直すしかなさそうだ。

　うつむいてしばらく考え、これからの計画を頭の中でまとめる。

「……それじゃ、悪いんだけど明日の案内、お願いできるかな……たぶん、お礼は政府の経費で……」

　言いかけて、ディーは絶句した。

　いつの間にかセラは席を離れ、ディーのとなりに立っていた。

　いったいどこから取り出したのか、エプロンを二着抱えている。

　ピンク色の小さいほうを自分の首にかけ、若草色のを「はい」と手渡す。

「……なに？　これ」

「エプロンです」

「じゃなくて、どうして僕に……」

「おかあさんが帰ってくるまでに、晩ご飯の支度しないといけないんです」

　──ものすごく、いやな予感がした。

「ひょっとして……僕も手伝うの？」

「最初は野菜の皮むきからです」

　少しだけ口元をゆるめて、セラは答えた。




　　　　††††††††††††††




　シティ・マサチューセッツ第一階層、南東地区の外れ。古びたカトリックキリスト旧教教会の裏手に、その墓地はあった。

　崩れかけた高層建けん築ちく群の狭間にぽつりと広がる、静せい謐ひつな空間。丁寧に刈り込まれた緑の芝を絨じゆう毯たんに、大きさも形も宗しゆう旨しもまちまちの墓標が整然と並ぶ。ほとんどの墓には名前が刻まれているが、中には無銘の物もある。

　隊商、便利屋、娼婦、罪人、名もない行き倒れ──

　人は皆、死ねば平等だ。

　ひとつの墓の前で、マリアが足を止めた。

　祐ゆう一いちもそれに習う。

　簡素な石造りの墓標には、『ウォルター・Ｄ・クライン』の文字。

「……夫よ」墓前にひざまずき、マリアは静かに花束を手た向むけた。「……と言っても、本当のお墓はスイスで、この下にはなにも埋まってないけど」

　祐ゆう一いちは、ミラーシェードを外した。

「死んだのか」

「八年前に、悪性の肺病でね……」立ち上がり、墓標をそっと撫なでる。「優しい人だった。脱走して軍から逃げ回ってた私を拾って、自分の家にかくまってくれて……気がついたら、好きになってた。あんな時代だったから結婚式なんてできなかったけど、スイスの小さな村に家を借りて、二人で普通の夫婦みたいに暮らして……」

「君が、魔ま法ほう士しだということは？」

「……最初は隠してた。あの人も、ただの脱走兵だと思ってたみたい。……教えたのは、プロポーズされたとき。『私、普通の人間じゃないけど、いい？』って聞いたの」

　祐一を振り返り、マリアは懐なつかしむように目を細めた。

「あの人、びっくりしてた。でも、笑って『それでもいいよ』って言ってくれて……私、この人となら普通の人間みたいに、幸せになれるって思った」

「それで生まれたのが、あの子か」

　マリアは、ええ、とうなずく。

　その顔に、かすかな影が落ちた。

「セラが生まれたときも、あの人、優しかった。『どんなふうに生まれたって関係ない。この子も君もぼくが幸せにしてみせる』って……。病気で倒れてからも、毎日あの子のことばっかり話してた。歌の好きな人だったから、元気になったらあの子のために曲を作るんだって、それが口くち癖ぐせだった。……ほら、雪ゆきに教えてもらった『パーフェクト・ワールド』。子守歌の代わりに、よく二人で歌ってあげたのよ。あの子は、もう覚えてないだろうけど……」

　歌うように過去を語るマリア。

　だが、その言葉に、祐一はわずかな引っかかりを覚えた。

　……どんなふうに生まれても？

「レノア、いや、マリア。君の娘は……」

「セラは、私がおなかを痛めて生んだ私の子供。それは本当よ。……でも、祐一が思ってることも、たぶん当たり」

　小さくひとつ、マリアは息を吐いた。

「あの子は魔法士……私と同じ、光使いよ」




「馬ば鹿かな……」祐一は、うめいた。

　確かに、その確率はゼロではない。祐一やマリアのように外科手術でⅠ－ブレインを埋め込まれた『後天性』の魔ま法ほう士しであっても、その遺い伝でん子しには必ず『魔法士である』という情報が刻み込まれている。Ⅰ－ブレイン埋め込み手術を受けた者は例外なく、拒絶反応を抑えるための遺い伝でん子し書き換え処置を施されるからだ。

　だが。

「魔法士能力が遺伝する確率は……数千万分の一以下のはずだ」

「そうね。私もそう思ってた」あくまでも淡々と、マリアは答える。「でも、現実にあの子は生まれた。……遺伝子書き換えってこういうことなんだって、思い知ったわ」

　冷たい物が背筋に走るのを、祐ゆう一いちは感じた。

　マリアの言う通りなら、あのセラという少女はとんでもない価値を秘めていることになる。Ⅰ－ブレインを埋め込まれたわけでも、培ばい養よう槽そうで化学合成されたわけでもない、純粋に『自然発生』した、おそらく世界でただ一人の魔法士。情報制御理論の研究者ならいかなる犠ぎ牲せいを払っても手に入れたいであろう、貴重なサンプル。

　そんな物の存在をシティ自治政府が嗅かぎつければ、どうなるか。

「……あの子は、自分が魔法士だと知っているのか？」

　マリアは、静かに首を振る。

「セラはなにも知らない……そうなるように私が記き憶おくとⅠ－ブレインを封ふう鎖さしたの。あの子が初めて力を使った、四歳のときにね……」言葉を切り、鉛色の空を見上げて「セラは天才よ。生まれて初めてのあのときに、なんの調整も無しでＤ３を一二個すべて操ってみせた。……今でも、あの子の頭の中ではⅠ－ブレインが成長を続けてて、私が書き込んだ間に合わせのプロテクトなんか、いつ剝はがれてもおかしくない状態なの」

「……成長段階の赤ん坊ならともかく、脳が発達してしまった今では、もう一度プロテクトをかけ直すことも不可能……か」

　マリアはうなずき、小さく笑った。

「でも……考えようによっては好都合なのかもね。あの子には、これから力が必要だから……生きていく……ために……」

　言葉が、途切れる。

「マリア……？」

　どうした、と言いかけて、祐一は絶句した。

　突然、マリアが崩れるように墓標にもたれた。

　手のひらで顔を覆おおい、指が食い込むほどきつくこめかみを押さえる。体をくの字に曲げて、苦しげに呼吸を繰くり返す。

「マリア！　しっかりしろ！」

　倒れそうになった彼女の体を、祐一はかろうじて支えた。

「ご……ごめん……なさい……。大丈夫……いつもの……ことだから」

「しかし……」

「本当に……すぐ治るから」

　その言葉通り、彼女は一〇秒足らずで回復した。

　何事もなかったかのように、祐ゆう一いちの腕から立ち上がる。

「……みっともないとこ、見せちゃったわね……でも、これでわかったでしょ？　どうして私があなたを呼んだか……。私、もう長くないの」

「マリア。君は、脳が……」

「そうよ。情報の過負荷のせいでⅠ－ブレインが焼き切れて、脳細胞が壊え死ししてるの。……自分で調べただけだからあんまり正確じゃないけど、たぶん、保もって一年くらいかな」

　なんでもないことのように、マリアは答えた。

「大戦中に、力を使い過ぎたんでしょうね。『フリーズ・アウト』って言うんでしょ？　普通はシティのマザー・コアに起きる現象らしいんだけど……その話は、祐一のほうがよく知ってるわよね？」

「……ああ」

『シティ・神こう戸べ』崩ほう壊かいの顚てん末まつと雪ゆきの最期については、すでに彼女にも伝えてある。マリアの親友であり、祐一の恋人でもあった七なな瀬せ雪は、シティ・神戸のマザーコアとして死んだ。そのことを思い出すと、今でも心に棘とげが突き刺さったような痛みがある。

　彼女なら、こんなときなんと言うだろう。

　数秒考えたが、結局はありふれた言葉しか思いつかなかった。

「……マリア、今の仕事からは手を引け。このままⅠ－ブレインを使い続ければ、本当に脳停止を引き起こすぞ」

「もう手遅れよ……」

　マリアは目を閉じ、祐一の言葉を拒絶した。

「自分でわかるもの。たとえ魔ま法ほう士しとしての能力を使っていないときでも、私の脳は確実に崩壊してる。そりゃ、魔法を使わなければ少しは寿命がのびるかもしれないけどね……」やわらかく微笑ほほえみ「だったら、私の命があるうちに、あの子のためにできるだけのことをやってあげたいの」

「……便利屋のまねごとが、君のできることなのか？」

　厳きびしいわね、とマリアは笑う。

「私はただ、依頼人の注文通りにやってるだけ。手に入れたデータを運び屋に渡して、その見返りに貰もらった報ほう酬しゆうは全部、あの子のために残してあるの」

「依頼人？」

　そうよ、とマリアはうなずいた。

「『賢人会議Seer's Guild』──連中は、自分たちのことをそう呼んでる。どんな組織なのかは知らないし、興きよう味みもない。もしかしたら連中の正体はどこかのシティの研究部署で、私はシティの勢力争いに利用されてるだけなのかもしれない。……けど、それでもかまわない。私は、あの子さえ幸せなら、それでいいの」

　誇らしげに、胸を張る。

　その姿に、祐ゆう一いちは息を吞のんだ。

　一二年前のあの日、『なんのために戦えばいいのかわからない』と泣いていた戦友は、そこにはいない。

　そこにいるのは、愛する娘のためにすべてを懸ける、一人の『母親』だった。

「……君は見つけたんだな、君の戦う理由を」

「ええ」

　彼女の答えには、一点の曇くもりもない。

　だからこそ、祐一には納得がいかなかった。

「しかし……そんなに大切な娘なら、どうしてもっと優しくしてやらない」

　なにも昨夜のことに限った話ではない。今け朝さも、彼女は朝食を用意してくれた娘にひと言の声もかけず、『どこに行くんですか？』と問う娘を『あんたには関係ないでしょ』と突き放したのだ。

「あれでは……君は娘に嫌われるばかりだ」

「それでいいのよ」マリアの誇らしげな笑みは、少しも崩れない。「だって私、あの子に嫌われるようにがんばってきたんだもの……おかげでこの二年間、あの子は一度だって私のやってることに気づかなかった。私が夜中に出かけたって、怪け我がをして帰ってきたって、あの子は気にもとめなかった。たぶん、私が死んでもあの子は泣かない……それでいいの」

「強いな……君は」

「昔から、母親っていうのは強いものと決まってるのよ……知らなかった？」

　風が、吹き抜ける。

　緑の芝のざわめきが、潮しお騒さいに似た響ひびきを奏でる。

　その中。

　凛りんと澄すんだ声で、高らかに、マリアは詩うたった。

「どんなにあの子に嫌われても、どれだけこの手を血で汚しても、あの子だけは絶対に幸せにしてみせる──これが、私の戦う理由よ」
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　晩ご飯には、カレーを作った。

　本当はおかあさんが帰ってくるまで待っていたかったけど、そういうことをするとおかあさんは怒るので、さっさと食べることにした。一人で食べてもつまらないから、ディーくんにも食べさせてあげた。

　おいしい、とほめられた。

　ディーくんが帰って、後かたづけを終えた頃ころに、おかあさんが帰ってきた。お友達も一緒。日本の人で、名字は教えてもらえなかったけど、祐ゆう一いちさんという名前だそうだ。さっそく、二人のためにご飯の準備をした。祐一さんは、うまい、とほめてくれたけど、おかあさんはなにも言ってくれなかった。今日一日、どこでなにをしていたのか聞きたかったけど、きっと教えてくれないから、やめた。

　お風呂に入って、自分の部屋のベッドに入って、頭の中はぐちゃぐちゃ。いろんなことが起こりすぎて、ちっとも整理が追いつかない。

　おかあさんの昔の友達がたずねてくるなんて、初めてのこと。

　どんな人なのか、すごく気になる。

　本当はおかあさんの若い頃の話とか聞きたいけど、昨日、その話をしようとしたらお母さんに怒られた。『よけいなことを聞くな』って、お母さん、すごく怖い顔してた。

　でも、気になる。

　勇気を出して、明日も聞いてみようと思う。

　それからもうひとつ。

　今日は、生まれて初めて、男の子と友達になった。

　年上の人のはずだから『男の子』っていうのはおかしいかもしれないけど、やっぱりディーくんには『男の子』がぴったりだと思う。

　なんだかぼんやりしてて。

　謝あやまってばっかりで。

『上』の人って、みんなあんなふうなのかな？　と思う。

「……あ」

　いいことを思いついた。

　おかあさんと、祐一さんのこと。

　聞いても教えてくれないんなら、自分で調べちゃえばいい。

『上』に行けば図書館データライブラリっていうのがあって、普通の端末の何千倍も詳しくいろんなことが調べられるって、前に近所のお姉さんに教えてもらった。

　そこに行けば、なにかわかるかもしれない。

　わたしは『上』に行っちゃいけないって法律で決められてるけど、ディーくんに頼めばなんとかしてくれるかもしれない。

　そうしよう。

　セラは決めた。




　明日は、ディーくんのために案内をしてあげる。

　お弁当を作らないといけないから、目覚ましは五時に合わせよう。

　……ディーくん、卵焼き、好きかな。

　セラは頭から布団をかぶった。

　その日、セラはいつもより少しだけ、機嫌がよかった。







　第四章　騎士と姫君　～Library Explorer～







　シティ・モスクワから全速力で船FA-307を飛ばすこと一時間と二分。ようやく輸送任務を終えたクレアがマサチューセッツに帰り着いたときには、脳内時計の日付はとっくに七月三日に切り替わり、街に夜明けが訪れようとしていた。

「もう！　なんでこんなに遅くなるのよ……！」

　第一〇階層・軍用ポート。FA-307から降り立ったクレアは船の整備を担当の技官に任せ、帰き還かん報告もそこそこにフライヤーに飛び乗った。法定速度そっちのけで連絡通路を抜け、明け方の街を突っ切り、軍の官舎にたどり着いたのは午前七時を少し過ぎた頃ころ。運転席から飛び降り、一目散に駆け出す。目指すは三七階建ての官舎の最上階。エレベータに乗り込んでスイッチを叩たたき、扉の上の数字が『１』から順番に増えていくのをいらいらと睨にらむ。

　三七階にたどり着くまでの間に、いくつかの階で止まる。扉の向こうには、決まってマサチューセッツ自治軍の兵士の姿。楽しげに談笑している者、一人あくびをかみ殺している者……誰だれもがクレアの顔を見るとぎょっとしたように目を見開き、エレベータを無視して足早に立ち去っていく。『ファクトリー』の魔ま法ほう士しに関かかわりたくないのか、それとも、眼帯に包まれたこの顔が怖いのか。いつものことながら、少し傷つく。

「……いいわよ、べつに。あんたたちに嫌われたって……」

　自分たちの官舎を軍とは別にしてくれるように、議会にかけあってみようと思う。

　三七階にたどり着くと同時に、全力で走り出す。シティの天井を巡る合成映像の太陽が、天窓の向こうから廊下を明るく照らす。私服姿の研究員と挨あい拶さつを交わし、角を曲がったところにある自分の部屋を素通りし、『廊下を走ってはいけません』という張り紙の前を駆け抜けて、目指すは三七階の一番奥、『デュアルNo.33』とプレートが張はりつけられた殺風景な扉。

　深呼吸して息を整え、ずいぶん前に作った偽造ⅠＤで扉のロックを殺し、有無を言わさず部屋に押し入った。

「ディー！　おっはよー！　今日も朝ご飯……って……あれ……？」

　人ひと気けのないリビングを『視み』まわし、クレアは首をかしげた。

　いつものこの時間ならディーは朝の支度に大わらわ、部屋の真ん中のテーブルは脱ぎ散らかしたパジャマとファクトリーの制服に占領されているはずだ。『着替えてるんだから見ないでよ』とあわてるディーをからかいながら朝ご飯を作ってあげるのがクレアの日課なのだが、今日はどういうわけかそのディーの姿が見あたらない。浴室にもトイレにも、隠れている様子はない。おまけに、クローゼットには洗い立ての制服が、たぶん一度も袖そでを通さないまま吊つるされている。

　……ひょっとして、まだ寝てるのかも

　そう思い直して、奥の寝室に向かう。音を立てないように扉を開け、こっそりとベッドに近づく。そおっと布団を引っぺがしてみるが、中身は空っぽ。ディーの姿はどこにもなく、代わりに、枕まくら元もとに書き置きが一枚。

『──クレアへ。

　昨日の調査の続きをやるから、今日は早く出ます』

「……なによ」

　なんだか気が抜けた。クレアは冷たいベッドに倒れ込み、ごろんと仰あお向むけになった。

　置き手紙を丸めてゴミ箱に放り、両目を覆おおう眼帯を外す。

「あたしがいなくても、がんばってるんだ……」

　……せっかく手伝ったげようと思ったのに。

　うれしいことのはずなのに、なんだか面おも白しろくないクレアだった。
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　合成映像の空が存在する『上』と違い、第一階層における一日の時間経過は、市内全域に配置された照明システムの出力によって表現される。

　ものすごく暗いのが夜で、少し暗いのが朝。まあ明るいと言えないこともないかな？　というレベルがようやく昼前で、明るいと断言できる時間など一日に一時間あればいいほう。その照明システムも日によって調子がよかったり悪かったり『日照量』がまちまちで、第一階層の人間はこれを『天気がいい』『悪い』と言う──

　というのが、セラの説明だった。

「だから、今日はいいお天気です」

「……これで？」

　脳内時計によれば、現在の時刻は『午前一一時四五分』。にもかかわらず窓の外には、ディーの感覚で言って夕暮れ程度の明るさしかない。昨日、初めて第一階層に降り立ったときには『ずいぶん暗いな』と感じたディーだったが、セラに言わせれば昨日はここ数ヶ月でもまれに見る快晴だったらしい。いくらシティ全体でエネルギー供給が不足しているからって、これはひどいんじゃないかと思う。たぶん、セラの肌が白いのは、生まれつきのせいばかりではないのだろう。

　窓枠に四角く切り取られた鉛色の『天井』を見上げ、ため息ひとつ。

　甘く味つけされた卵焼きを、口に放り込む。

「おいしいですか？」セラの声。

　口の中がいっぱいなので大きくうなずいてみせると、セラは少しだけ口元をゆるめて「よかったです」と呟つぶやいた。

　歓かん楽らく街がいと歓楽街の狭はざ間まに位置するセラの家。ディーは昨日と同じ地味な私服姿でリビングのテーブルにつき、セラと二人でお弁当を食べている。ポテトサラダを挟んだサンドイッチに、合成肉のウインナーと卵焼き。セラお手製の弁当は質素ながらも手が込んでいて、味つけもなかなかよく研究されている。はっきり言って、クレアの手料理に勝るとも劣らないと、ディーは思う。

「……ディーくん」

　ポットの紅茶をカップに注いでいたセラが、口を開いた。

　相変わらずの口調で、普ふ段だんより少しだけ小さな声で、

「今日はごめんなさい、です」

「え？」一いつ瞬しゆんなんのことかわからず、ディーは首をかしげ「……ああ、そうか。気にしなくていいよ。セラが悪いわけじゃないんだから」

　結論から言えば、朝から二時間あまりを費やした周辺住民への聞き込みは、完かん璧ぺきな空振りに終わった。

　セラの紹介で集まってくれた男女合わせて十数人は、魔ま法ほう士しを知らないか、というディーの問いに、口をそろえて『そんなヤツは知らない』と答えた。中には『魔法士』と聞いただけで露ろ骨こつに怯おびえた顔をする者もいて、ディーは少し傷ついた。それでも頑張って『情報を提供してくれれば報ほう酬しゆうを出す』と言ったところ『心当たりがある』と言ってくれた人が一人いたが、少し質問したら口からでまかせだとわかってしまい、がっかりした。

　その後、ディーを女の子と間違えた何人かのお姉さんに『うちの店で働かない？』と誘われ、男ですと断ったら今度は何人かのお兄さんに『うちのお店で働かない？』と誘われ、大あわてで逃げ出したのが二〇分ほど前のこと。

　ディーくん大人気ですね、とセラが言ってくれたが、うれしくもなんともなかった。

「……まぁ、そんなに簡単にうまくいくなら、誰だれも苦労なんかしないよ」

「それもそうですね」

　慰なぐさめるつもりで言ったら、あっさり同意されてしまった。言葉に詰まり、とりあえず食事に専念する。きれいに八切れバスケットに納められたサンドイッチを、無心に頰ほお張ばる。

　自分の分を四切れ食べ終えたところで、こっちを見上げるセラの視線に気づき、

「どうかした？」

　セラは真剣な顔でバスケットの中身とディーの顔を見比べ、さっきと同じ質問を繰くり返した。

「……おいしいですか？」

「おいしいよ」

「どのくらいおいしいですか？」

　なんなんだ、と思いながらもディーは律りち儀ぎに答える。

「すごく、おいしいよ」

「そうですか」セラはぷいっとそっぽを向き、小さな声で「うれしいです」

「え……」

　予想外の反応に、ディーはとまどう。態度だけだと怒っているようにしか見えないが、どうやらこれはセラなりの喜びの表現らしい。こんなセラを見るのは初めてだ。

　おいしいと言われたのが、そんなにうれしかったんだろうか。

「いや……だって、セラは毎日ご飯作ってるんだよね？　だったら、いつもお母さんに……」

「おかあさんは、なにを作っても『おいしい』って言ってくれません」セラは少し肩を落として「わたし、誰だれかにお料理ほめてもらったの、昨日が初めてです」

「そんな……」

　こんなにおいしいのに。

「仕方ないです」うつむき加減で、セラは続けた。「おかあさんは、わたしのことが嫌いなんです」

　なにを言えばいいのか、わからなかった。

　そういう家族がいるということは、もちろんディーも知っている。親が子供を虐待したり、逆に子供が親を殺したりなんてことは、西暦一〇〇〇年代の昔から珍しいことではない──知識としてなら、ちゃんとわかっている。

　わかっていても、納得はできない。

　生まれたときから『ひとりぼっち』のディーには、せっかく家族なのにどうして仲良くできないのかが、どうしてもわからない。

　セラが、顔を上げる。

　怒っても泣いても笑ってもいない、いつも通りの表情。

「だけど、わたしもおかあさんのことが嫌いだから、おあいこです……」

　このお話はおしまいです、と呟つぶやき、空になったバスケットを台所に運ぶ。

　ディーは居心地の悪い気分で、カップとポットを両手に席を立った。

　セラに続いて台所に入り、後かたづけの手伝いを始める。自分の使った食器は自分で洗う。クレアにさんざん叩たたき込まれた、生活の鉄則だ。

「……と、そうだ」ポットの中に残った茶葉を捨てながら、ふと大事なことを思い出す。「お礼のことなんだけど、ちゃんと決めてなかったよね？」

　セラは洗い物の手を止め、ついでに鼻歌も中断して、肩越しにディーを振り返った。

　驚おどろいたように、少しだけ目を丸くして、

「でも……聞き込み、失敗しました」

「セラのせいじゃないよ。……ちゃんと案内はしてもらったし、お弁当もおいしかったし」

　案内してくれたらお礼を出すと、昨日のうちにセラには約束してある。こういう場合にどれくらい払えばいいのかは正直よくわからないが、まがりなりにもファクトリーのエージェントであるディーには自由に動かせる予算が少しばかり与えられている。

　この子に払うお礼程度なら、大丈夫だろうと思う……たぶん。

「だから、遠えん慮りよなく受け取ってほしいんだ」

「……わかりました」

　セラは泡まみれの両手をきれいに洗い、まっすぐディーに向き直った

「それじゃ、遠慮なくいただきます……けど……」珍しく言いよどみ「あの……そのお礼……お金じゃないとダメですか？」

「どういうこと？」

「ディーくんに、お願いがあるんです……その……」

　言葉に詰まるセラ、というものを、ディーは初めて見た。

　後ろに組んだ手をもじもじとさせ、顔をうつむかせて上目づかいにディーの顔色をうかがう。

　そういう姿を見ていると、ああ一〇歳の女の子なんだな、とあらためて思う。

「……言ってみて」ディーは、笑顔を作って見せた。「僕にできることだったら、なんでもするから」

　うかつな発言だった。

　セラは顔を上げ、少しだけ口元をゆるめて、はい、とうなずき、

　とんでもないことを言い出した。




　　　　††††††††††††††




　翌日、七月四日。ディーは昨日と同じようにクレアに書き置きを残し、ジーンズとブレザーに身を包み、二本の騎き士し剣と夜なべして作った偽造ⅠＤをカバンに隠して、軍の宿舎を飛び出した。

　階層間エレベータで第二階層に下り、北地区の外れの税関に向かう。形ばかりの手続きを済ませ、第一階層に通じるゲートをくぐる。脳内時計の告げる時刻は『午前八時』。こんな朝早くの時間でも、コンコースはそれなりに混雑している。たぶん、第一階層で夜遊びをした市民が『帰国審しん査さ』の順番待ちをしているのだろう。

　待ち合わせ場所に向かおうとして、警けい備び兵へいに怪しまれるかもと思い直し、エレベータ・ホールに向かう人の流れに紛れる。ある程度進んだところでタイミングを計って反対向きの流れに乗り換え、『下』からの帰りの市民を装ってコンコースに戻る。

　エレベータ・ホールからゲート前を挟んだ反対側。野球ができそうなくらい広いコンコースの、いちばん外れの寂れた一角。

　節電のために一日に二回しか水が出ない噴ふん水すいの縁ふちに腰掛け、セラはいつもより少しだけよそ行きの格好で、足をぶらぶらさせていた。

　こっちの姿に気づいて、控えめに手を振る。

「ディーくん、おはようです」

「うん……お待たせ」

　そのとなりに腰掛け、ディーはカバンから偽造のⅠＤカードを取り出し、警備兵に見えない角度でそっとセラに手渡した。

「はい、これ……環かん状じようリニアも階層間エレベータも、それで乗れるから。けっこうよくできてると思うけど、必要なとき以外はなるべく隠しておいてね」

　セラはそのカードを受け取っていったんポケットにしまい、すぐに取り出してじっと見つめた。裏返したり、指で弾はじいたり、角度を変えて光の当たり具合を調整したり……まるで、新しいおもちゃをもらった子供みたいだ。

「……セラ？」

「あ！　ご、ごめんなさい……です」あたふたとカードをポケットに押し込み「……でも、本当にいいんですか？　ディーくん、バレたら怒られます」

　少し顔をうつむかせているのは、本気で心配してくれている証拠だろう。三日目ともなると、この子の感情表現がなんとなくわかってきた。

　なるべく明るい笑顔を作って、答える。

「心配しなくても、そう簡単には見つからないよ」

　もし見つかったら怒られるどころじゃ済まないけどね、という呟つぶやきは、心の中だけに留めておく。ディーの記き憶おくに間違いがなければ、『密人国の幇ほう助じよ』は、最低でも市民ⅠＤ剝はく奪だつ処分が科せられる計画殺人並みの重罪だった。




　──どうしても調べたいことがあるから、自分を『上』の階層の図書館データライブラリに連れて行ってほしい。

　セラが切り出したそのお願いを、ディーは最初、なにかの冗談だと思った。

　いくらファクトリーの権威を振りかざしても、そんなことが簡単にできるはずがない。なんとか断ろうとするディーに、セラは『お願いします』と頭を下げ、いつもより少しだけ熱のこもった口調で彼女なりに一いつ生しよう懸けん命めいに語り始めた。

　それによると、調べたいことというのは『おかあさん』のことで、セラは自分の母・マリアの若い頃ころについて、なにひとつ知らないのだという。マリアは自分の過去について話したがらない人で、セラも『どうせ聞いても教えてくれないから』と諦あきらめていたのだが、数日前に友人を名乗る男がたずねてきて以来、男と母の関係が気になってしょうがないらしい。

　しかも。

　セラの話によれば、その男は巨大な剣を持っていたというのだ。

　こんな剣でした、とセラが描いてくれた絵を見て、ディーは心臓がひっくり返るほど驚おどろいた。ディーの記憶に間違いがなければ、それは騎き士し剣──それも、おそらく世界でいちばん有名な剣だった。

　人間の身長ほどもある長大な刀身と、柄つかに象ぞう眼がんされた真紅の結晶体。セラは黒い鞘さやに収まった状態しか見ていないらしいが、おそらく刀身を構成する変異銀ミスリルは薄うす紅べに色。

　大戦の英雄、最強騎士・七なな瀬せ雪ゆきの騎士剣『紅ぐ蓮れん』。

　だが、ディーの脳に書き込まれている歴史では、七瀬雪はシティ・神こう戸べのマザーコアとしてこの世を去り、『紅蓮』は神戸崩ほう壊かいの際に行方ゆくえ不明になったはずだ。

　その剣を携えた謎なぞの男、『祐ゆう一いち』。

　ディーが追っている光使いと、無関係とは思えなかった。

　もちろんディーもバカではないから、セラの母親についてひと通りのことは調べてある。西暦二一六八年生まれ、スイスのシティ・チューリッヒ出身。大戦中の二一八七年に結婚。夫は八年前に死去。その後、娘のセラと二人で各地を転々とし、マサチューセッツに移り住んだのが四年前。経歴のどこにも不ふ審しんなところはなく、軍や魔ま法ほう士しなんてものに関かかわりのない人生を歩んできたことは明白だ。

　そうなると、ますます男との関係がわからない。

　試しに『祐ゆう一いち』という名前で軍のデータベースに検索をかけてみたが、不思議なことに結果がひとつも返ってこない。

　調べる必要があった。

　しかし、どうやって調べるかとなると、これはなかなかやっかいな話だった。まったく正体不明の人物について検索をかけようというのだから、当然その男の外見なりなんなりが必要になる。だが、男が例の光使いの仲間である可能性を考えると、ディーが自分の目で確認するわけにはいかないし、セラにこっそり写真を撮ってもらうというのも危険だ。必然的にセラの記き憶おくだけが頼りになるのだが、事件の調査のためだからといって正式な入国許可を申しん請せいするわけにもいかない。そのことが万が一にも軍に知られれば、セラは『事件の手がかり』として目をつけられることになる。

　となれば、あとはⅠＤの偽造ぐらいしか、道は残されていない。

　さんざん悩んだ末の、苦肉の策だった。

「……その、セラの調べたいことって、僕の仕事に関係あるかもしれないんだ……だから僕が危ない橋を渡ったからって、セラが気にすることなんか全然ないんだよ」

　セラは少し考える素振りを見せてから、

「はい。それじゃ、気にしません」

　うなずき、はずみをつけて噴ふん水すいの縁ふちから飛び降りた。

「行きましょ、ディーくん。ええっと……『善は急げ』です」

　いきなり駆け出そうとするその手を、ディーはあわててつかんだ。

「ちょ、ちょっと待って！　どこ行くの？」

「どこって……」セラはけげんそうに振り返り「税関で手続きしないとダメです」

　ディーの手を逆に握り返して、早く早くとせかす。

　そうだった。

　ディーは大事なことを、まだセラに教えていなかった。

「……あの……あのさ、セラ。言い忘れてたんだけど」

「はい」

「その……怒らないでほしいんだけど」

「なんですか？」

「実は……」思い切って、衝しよう撃げきの事実を告げた。「そのⅠＤカードを使っても、税関は通れないんだ」

　セラの眉まゆが、ぴくっと引きつった。

「……わたしのこと」

「してない！　バカになんてしてないよ！　だからね……」

　第二階層から第一階層に下りる際のいい加減な手続きとはうってかわって、逆に『下』から帰ってくる際の『入国審しん査さ』は厳げん密みつを極める。物資統制下にあり、市民に産児制限すら課しているマサチューセッツにおいて、人口増大を防ぐことはシティの命運を左右しかねない死活問題。そもそもこの税関は、第一階層からの人口流入を阻止するために存在しているといっても過言ではないのだ。

　形ばかりの手続きで『下』に降りた市民も、帰ってくるときはそうはいかない。一人ずつ個室に通され、個別の『入国審査』を受けるハメになる。網膜パターンに遺い伝でん子し検査、ⅠＤチェックも四重並列の厳密なもので、少しでも異常があれば一五秒以内に軍の保安部隊が飛んでくる。

　ディーが作った程度の偽造ⅠＤでは、ここを突破するのは不可能だ。

「というわけで、その……ごめん」

「……わかりました」

　セラは少しうつむき加減で、ディーの手を放した。がっかりしたのかもしれない。

　ⅠＤカードを取り出し、じっと見つめて、

「でも……それじゃ、どうやってここを通るんですか？」

「あ、心配しないで。それはちゃんと考えてあるから」

　え？　と首をかしげるセラには構わず、ディーはカバンの口を開けた。

　右手を突っ込み、がさごそと中をあさり、手探りに騎き士し剣『陰』の柄つかを握る。

（Ⅰ－ブレイン、戦せん闘とう起動）

　二四ヶ所ある入国審査室のひとつに狙ねらいを定め、タイミングを計る。天井のスピーカーのアナウンスが審査待ちの客の名を呼び、審査室の扉が開かれる。

　……今だ。

　左手をセラの腰にまわし、有無を言わさず抱き上げた。

「わ……！　あ、あの……！」

　珍しく、セラがあわてた声を上げた。

「しっかりつかまっててね。落ちると危ないから」

　そう言って、ディーはカバンから騎士剣を抜き放った。

（「自己領域」展開。時間単位改変）

　その瞬しゆん間かん、ディーの周囲一メートルに『時間の流れの異なる空間』が展開され、税関のコンコースに存在するすべての物体が、見かけ上『静止』した。

　実際には『外の世界が止まっている』のではなく『ディーがものすごいスピードで動いている』のだが、加速された時間の中にいるディーには『自分のほうが普通で、外の世界がものすごくゆっくり動いている』と認識される。外界との時間差はおよそ二千万倍──相対論的な時間の遅れの効果があるために単純な比較はできないが、わかりやすく言って、外の世界で時計が一秒動く間にディーにとっては二三〇日が経過する計算だ。

　セラの体を抱きかかえたまま、騎き士し剣を片手に走り出す。セラが、わわっ、と声を上げ、両腕でしがみついてくる。彫像のように硬直した人垣をすり抜け、審しん査さ室しつの扉をくぐる。端末とテーブルが配置された狭い部屋を横切り、反対側の扉を開き、通り抜け、閉ざす。『通常の時間の流れ』の中にいる周囲の人間は、扉が動いたことにさえ気がつかないはずだ。

　そのまま第二階層側のコンコースを突っ切り、人目のない通路の陰に飛び込んだ。

（「自己領域」解除）

　時間の流れが通常の状態に復帰し、止まっていた世界が何事もなかったように動き出す。

　うまくいった。

　騎士剣をカバンに隠し、ディーは大きく息を吐いた。

「うん、大成功。ここまで来れば大丈夫……って、セラ？」

　ディーの首に抱きついたまま、セラはぽかんと口を開けていた。

「どうしたの？」

「……びっくりしました……」




　ところで。

　ここに、ディーが知らなかった、ひとつの事実が存在する。

　第二階層・北部特別税関は、第一階層からの帰き還かん客きやくを監かん視ししⅠＤの偽造を防ぐために設けられた施設なわけだが、それ以外にも、第一階層を経由して市内に侵入を試みる犯罪者を阻止する、という重要な意味を持っている。この場合の犯罪者というのは、偽造ⅠＤ以外の手段で通常の税関の警けい備びを突破できる特殊な技能を持った輩やからのことで、その中にはもちろん魔ま法ほう士しも含まれる。

　シティの市民ⅠＤを登録されていない魔法士などというものは世界に数えるほどしかいないはずなのだが、だからといってチェックを怠るわけにもいかない。実際、世界的に有名な犯罪者の何人かは魔法士だと言われているし、他ほかのシティの魔法士がスパイ目的で密入国するという可能性も十分に考えられる。

　そんなわけで、魔法士の『情報制御』を感知するためのセンサーが、この税関には密ひそかに用意されていた。

　どうして『密かに』なのかというと、軍の上層部がファクトリーの魔法士を仮想敵と見なしているからで、そのためにチェック体制は可能な限り目立たない、無人で、かつネット接続を用いない形式が採用されていた。センサーの観測データは誰だれの目にも触れることなく専用のディスクに記録され、警備兵の手で三時間ごとに回収されて、保安本部の専用端末で中身のチェックが行われる。どうせなにも映っているはずがない、と警備兵は高をくくっているが、それでも彼らは仕事をサボらないし、なにか異常が発見されれば司令部まで三秒で連絡が届くシステムになっている。

　あと二時間もすれば、観測データの定期チェックが始まる。

　そのことを、ディーは知らなかった。

　もちろん、セラが知っているはずもなかった。




　　　　††††††††††††††




　シティ・マサチューセッツでただひとつの図書館は、第九階層・南東地区、現在は集合住宅として利用される高層建けん築ちく群ぐんのただ中に、ぽつりと存在していた。

　白くて四角い、どこか前衛芸術を思わせる三階建ての『箱』。建設から三〇年を経て老朽化した壁かべはそこかしこでひび割れ、剝はがれ落ちたタイルが掃除されないまま小さな山を作っている。

　大気制御衛星の事故より昔、平和な時代には、同じ施設がシティの各階層に最低でも三ヶ所ずつ設けられ、市民の憩いこいの場として愛されていたらしい。が、かつてはシティ全体で一〇〇を数えた図書館も、エネルギー問題の深刻化に伴って次々に閉へい鎖さされ、今ではこの一ヶ所を残すのみとなっている。

　寂しい話だな、とディーは思う。

「……さ、着いたよ」

　第二階層から第九階層まではエレベータで九分、そこから環かん状じようリニアに乗り換えてさらに一〇分。ディーお手製の偽造ⅠＤは問題なく機能を果たし、二人はあっけないほど簡単に目的地にたどり着くことができた。

　初めのうちは緊きん張ちようして、誰だれかとすれ違うたびに身をすくませていたセラも、今ではどうにか慣れたようで、ときどき思い出したように合成映像の青空を見上げている。

　さっきの税関での出来事については、今のところ、なにも聞いてこない。

　ディーとしては、少し不安だ。

　なんの説明も無しに魔ま法ほうを使って見せてしまったが、よく考えたらセラは普通の、一〇歳の女の子だ。そんな子が生まれて初めて魔法を見せられたらどう思うのか、ディーには見当もつかない。セラの態度を見る限り怖がっている様子はないが、逆に興きよう味みを持たれてもそれはそれで困ってしまう。自分の生い立ちや、ファクトリーの機密など、聞かれても答えられないことは山ほどある。

　失敗だったかなぁ……

　心の中で、ため息ひとつ。

「ディーくん。入らないんですか？」

　淡々とした、セラの声。

「え？……あ、そ、そうだね」

　我に返って、ディーは歩き出した。

　三歩進んだところで自分が速足になっていることに気づき、セラに合わせて歩調を落とす。ロビーを横切り、受付の端末で資料検索室の使用許可を申しん請せいし、案内板の地図で位置を確認する。三階建ての図書館は、一階と二階が一般の閲えつ覧らん室しつ、三階の半分が資料保管庫で、残った三階のもう半分が細かく個室に区切られて資料検索室に割り当てられている。

　受付でもらった個室の番号を確認し、セラを促して階段を上っていく。平日の昼間にもかかわらず館内はそれなりに混雑していて、踊り場ではセラよりももっと小さな子供たちが元気に騒さわいでいる。

　三階に上がり、目的の個室にたどり着いて、扉を開ける。

　資料検索室という立派な名前がついたその部屋は、人がどうにか四人入れる程度の広さで、机と椅い子すと端末がひとつずつ設置されている。この端末は三階の半分を占める資料保管庫のサーバーに直結していて、時間と根気さえあれば図書館に納められているすべての資料を引き出すことができる。

　端末の前の椅子にセラを座らせ、自分はその後ろに立ち、ディーは騎き士し剣を隠したカバンを机の下に置いた。

「……それじゃ、始めるよ」

「はい」

　いつもよりほんの少し硬い表情で、セラがうなずいた。

　ディーはうなずき返し、セラの肩越しにタッチパネルを叩たたいた。クレアがここにいればⅠ－ブレインを使って直接サーバーに侵入してくれるのだろうが、あいにくディーはそういう『電子戦』の類たぐいが苦手だ。手作業でいくつかのキーワードを入力し、検索システムを使って資料番号をリストアップしていく。最初に調べるのは、今のところ唯一の手掛かりである『おかあさんの友達が持っていた剣』の正体。騎士剣『紅ぐ蓮れん』に間違いない、とディーは確信しているが、それでも勘違いということはあり得るし、セラの絵が間違っている可能性だってないとは言えない。

　表示結果がひとつになるまで条件を絞り込み、『このデータは一般の閲覧を禁止されています』という警けい告こく文ぶんをファクトリーの権限で突破して、ディーは端末の画面に目当ての画像を呼び出した。

　柄つかに紅あかい結晶体を象ぞう眼がんされた、真しん紅くの騎士剣。

「……どう？」

「間違いないです。これ、祐ゆう一いちさんの剣です」

　セラはうなずき、いつもより少しだけうわずった声で

「ディーくんすごいです……！　この調子で、おかあさんのこともわかりますか？」

「うん……がんばって、やってみるよ」

　実際にはそんなに大したことをやったわけではないのだが、これだけ喜ばれると悪い気はしない。ディーは、よしっ、と腕まくりして、再びタッチパネルに指を置いた。

「とりあえず、次はその『祐ゆう一いちさん』のことだね。この剣をキーワードにして検索をかけていけば、絶対になにか引っかかるはずだから……」

　魔ま法ほう士し、騎き士し、世界大戦、日本、神こう戸べ……思いつく限りの単語を検索システムに打ち込み、リストアップされた膨ぼう大だいな候補を少しずつ削っていく。十数件まで絞り込んだところで無関係な候補しか残っていないのに気づき、さかのぼって数十万件からやり直す。一分、二分、単調な作業。タッチパネルを叩たたくかすかな音と、ときおり聞こえる子供の笑い声以外にはなにも聞こえない、静かな時間。

「……ディーくん」ふいに、セラが声を上げた。

　ディーは、端末を操る手を止めずに「ん？」と答えた。

　セラは、ディスプレイの隅に表示されたままの騎士剣・『紅ぐ蓮れん』をじっと見つめ、ディーを振り返って、

「この剣って、なんですか？」

　思わず、指が止まった。

　魔法士に関かかわることは、あまりこの子には教えたくない。逃げるように目を逸そらし、

「なにって……ただの、剣だよ」

「わたしのこと、バカにしてます？」セラは、机の下に置かれたディーのカバンを見やり「ディーくんも、あのとき剣を持ってました」

　ディーは、なんとかうまい答えを思いつこうと天井に視線をさまよわせ、

　結局諦あきらめて、天井を見上げたまま答えた。

「……あれは『騎士剣』って言って……騎士が使う、専用の武器だよ」

「騎士って、なんですか？」

「騎士は……魔法士の一種だよ」

　セラは一いつ瞬しゆんだけ考える素振りを見せ、すぐに、あ、と呟つぶやいた。

「ディーくんも、『まほうし』ですか？」

　そうだよ、と答えて、ディーは説明した。魔法士とは、頭に『Ⅰ－ブレイン』という器官を埋め込んで、物理法則を書き換える力を持った人間だということ。騎士はその一種で、ものすごいスピードで動いたり、騎士剣を使って物質を崩ほう壊かいさせたりできるのだということ。一二年前の世界大戦で、たくさんの魔法士が戦って死んだこと。

　しごく大ざっぱな説明だったが、セラは納得してくれたようだった。

「じゃあ、ディーくんも手術受けたんですか？」

「……まぁ、そんなところかな」

　あいまいな言葉で、どうにかごまかす。もちろんディーは手術を受けたことなどないのだが、本当のことを教えるのは抵抗がある。

　僕は研究所の試験管の中で生まれた合成人間で、人を殺すために生かされている軍事兵器で、使えなくなれば電池にされて死んじゃう、ただの人形なんだよ──

　そんなことは、口が裂けても言いたくなかった。

　ディスプレイに視線を移し、作業を再開する。セラも、なにかを感じ取ったのか、端末に向き直っておとなしく作業を見守る。

　ディーの操作に従って、検索リストは少しずつ絞られていく。

　一〇〇件、七〇件、五〇、二〇、一三、九、四、二……

　今度は成功。最後にひとつ残った資料番号にカーソルを合わせ、ディーはファイル展開のコマンドを入力した。

　そのとたん。

　小さな警けい告こく音おんとともに、エラーメッセージがディスプレイを躍った。

『──警告４９７：ファイル破損。データの呼び出しに失敗。至急、担当の係官にご連絡ください』

「……あれ？」ディーは首をかしげた。

「どうしたんですか？」

「いや、このファイル壊こわれてるみたいで……おかしいな……」

　何度かファイルの展開を試みたが、ことごとく失敗。どうやら、本格的にデータが破損しているらしい。ディーはその資料を諦あきらめ、再び検索を始めた。二分ほどかかって、膨ぼう大だいな数の候補から別のひとつが選び出される。コマンド入力、ファイル展開……

『──警けい告こく４９７：ファイル破損──』

　すぐさま検索を再開し、候補を選出する。ファイル展開、エラー。次の候補、検索、ファイル展開、エラー。次……

「こんなのって……」

　エラーファイルの数が二〇件を越えたところで、ディーは手を止めた。

　もはや、偶然とは思えなかった。
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「……こんなものか」

　すべての作業を終え、端末から有機コードを引き抜き、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは静かに立ち上がった。

　脳内時計が告げる時刻は『七月四日午前一〇時二〇分』。椅い子すの背にかけておいた黒いロングコートを羽は織おり、ミラーシェードを取り出して、資料検索室をあとにする。子供たちが遊ぶ階段を下り、二階の一般閲えつ覧らん室しつに入る。利用客でにぎわう閲覧室の一番奥、休きゆう憩けいコーナーのテーブルで、マリアが手を振る。祐ゆう一いちは歩みよってその向かいに座り、とうに冷えきった缶かんコーヒーのふたを開けた。

「……首尾は？」とマリア。

「とりあえず、検索に引っかかったファイルはすべて破は壊かいしておいた。『紅ぐ蓮れん』のデータまでは手が回らなかったが、問題ないだろう」

「ファイル修復用のバックアップがあるはずよ。そっちはどうするの？」

「サーバーごと処理する」コーヒーをひと口「遅効性のウイルスを送り込んでおいた。……ここのデータベースに『黒くろ沢さわ祐一』という人間は、もう存在しない」

　自分の正体を知られないように、データベースに残された『黒沢祐一』に関かかわる情報をひとつ残らず消し去る──祐一がマリアに協力するために、それは、必要不可欠な処置だった。

　幸い、シティ・神こう戸べの国家機密だった『黒沢祐一』のデータは、神戸とその協力国・ベルリン以外のシティにはほとんど流出していない。マサチューセッツ自治政府と軍が保有していたわずかなデータについては、一〇年前、大戦終結後の混乱期に祐一が消去しておいた。

　だが、外部からの独立回線である図書館のデータ・ベースには、まだ祐一に関する資料が残されていた。

　今日の朝、セラがどこかに出かけてしまうと、マリアと祐一はさっそく行動を開始した。第一階層の外がい壁へきにいくつか存在する資材運搬道のひとつを通って、二人は第二階層に侵入した。偽造ⅠＤでシティ内部を移動し、第九階層の図書館にたどり着いたのは午前九時を少し過ぎた頃ころ。

　それから一時間。祐一はどうにか、『自分の過去』を消し去ることに成功した。

「……相変わらず得意ね、電子戦」マリアは呟つぶやき、缶入りの紅茶を優雅にすすって「で？　せっかくここまで来たんだから、なにか調べたいことあるんでしょ？」

「お見通しか……」祐一は苦笑し、コーヒーの空き缶をゴミ箱に投げ入れた。「君の依頼主……『賢人会議Seer's Guild』という連中について調べておきたい」

　やっぱりね、という顔でマリアはうなずいた。

「そう来ると思った……私は早く帰りたいんだけど、仕方ないわね」

「セラのことが心配か？」

「当たり前でしょ……」

　答えて、マリアは自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「勝手なもんよね……一緒にいたって、あの子にいやな思いをさせるだけなのに」
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「データが壊こわれてるって……どういうことですか？」

「誰だれかが、『祐ゆう一いち』で検索できるファイルを片っ端から破は壊かいしてるんだ！　……やっぱり、これもダメ！　これも、これも……」

　ディスプレイに表示された資料番号のリストが、エラー表示とともにひとつ、またひとつと消去されていく。破損ファイルはすでに一〇〇を数え、そのすべてがデータの吸い出しも不可能なくらいに、完かん膚ぷ無きまでに破壊されている。中には破損していないファイルも存在するが、そういうものは必ずハズレ、調べている男とはなんの関係もない資料だ。

　検索システムが最後の資料を呼び出し、ディーはわずかな望みを込めてデータの展開を指示。

『──警けい告こく４９７：ファイル破損……』

　セラが不安そうにディーを振り返り、ディーは無言で端末のディスプレイを睨にらんだ。

　やられた。

　こういう可能性を考こう慮りよしておかなかったのは、完全に自分の失敗だ。誰がデータを消去したかなんて、考えるまでもない。軍のデータベースで結果が得られなかったときに、当然、気づくべきだった。

「ディーくん……」不安そうな、セラの声。

　突然、ディーは思いついた。

「そうだ！　バックアップ！」

　騎き士し剣のカバンをひっつかんで検索室を飛び出し、資料保管庫を目指して廊下を走る。途中で何度も人とぶつかりそうになり、その度に「ごめんなさい！」と叫ぶ。保管庫の入り口にたどり着き、扉のロックを自分のⅠＤと携帯端末でこじ開け、中に入ろうとしたところで、

「……ディ、ディーくん……待って……ください……」

　息も絶え絶えといった様子で、セラが追いついてきた。

　ディーのすぐ傍そばに立ち止まって大きく深呼吸し、形のいい眉まゆをつり上げて、

「ひどいです。今、わたしのこと忘れて……」

「ご、ごめん！　あとで説明するから、とにかく入って！」

　セラの手を無理やり引いて、資料保管庫に入る。セラが、きゃっ、と悲鳴を上げるが、今はそれどころではない。暗くてカビくさい保管庫の片隅に六台並列の巨大なサーバーを見つけ、駆け寄って携帯端末のプラグを接続する。

　このサーバーのどこかに、破損したファイルを修復するための予備のデータバツクアツプが保存されているはずだ。

　だが。

「ダメだ……こっちはウイルスに汚染されてる……」

　ほのかに闇やみを照らす立体映像ディスプレイの上では、自己増殖型のファイル消去プログラムがバックアップのデータを食い荒らしている最中だった。とっさに防ぼう壁へきを張り巡らせて、まずは携帯端末に対するウイルスの侵入を阻止する。自分の安全を確保したところで、サーバーの内部を巡ってウイルスの浸食状況を確認する。

　データ破損率八六パーセント。

　まずい。

　必死で携帯端末を操作し、生き残ったデータの救出を試みる。打ち込んだコマンドはことごとく弾はじかれ、データはどんどん消えていく。帰ったら『電子戦』の勉強を真ま面じ目めにやろうと、心に誓う。セラがむうっと眉み間けんにしわを寄せて、裏側からディスプレイを睨にらんでいる。

　パニック寸前の頭が、ディスプレイの隅の小さなアイコンに気づく。その資料番号はさっき見た、ような気がする。無我夢中でファイルをひとつ選び、防ぼう壁へきを解除してウイルスごと端末に取り込み、力まかせに接続プラグを引き抜く。それ以上のウイルスの侵入が停止し、データ領域に新しいファイルが出現する。

　データの周囲を防壁で取り囲み、ファイルにとりついたウイルスを手早く除去。

「……できた……」

　資料保管庫の床にへたり込み、ディーは大きく息を吐いた。

　今いま頃ごろになって噴ふき出した汗が手のひらをぬらし、心臓が悲鳴を上げている。何度も深呼吸をして息を整える。

「ディーくん、大丈夫ですか？」

「だ……大丈夫……」

　自分でもあまり大丈夫とは思えない声で答えて、ディーは携帯端末のディスプレイをセラに向けた。

「これ……その『祐ゆう一いちさん』のデータ。間違いない？」

　端末のキーを叩たたき、ファイルの中身をディスプレイに表示する。どうやらそれは、軍の認識票らしい。時代はたぶん戦前。若い男の写真に、日本語でいくつかの説明が添えられている。

　セラは、男の写真をひと目見るなり、

「この人です……！　間違いないです」それから、となりの日本語を指さして「これ……なんて書いてあるんですか？」

　ディーは答えなかった。

　日本語が読めなかったわけではない。

　そこに書いてあることが、信じられなかった。

「ディーくん……？」

「……黒くろ沢さわ、祐一。西暦二一六八年生まれ、シティ・神こう戸べ出身。階級：少佐。情報制御能力者開発計画、『天あま樹ぎプラン』被験体……」

　どうして気がつかなかったんだろう、と思った。

　ディーも一度だけ、名前を聞いたことがあった。ディーが生まれるよりずっと昔、一二年前の世界大戦。世界中を巻き込んだあの戦いの、主戦場となったアフリカ北部戦線で、英雄と呼ばれた二人の騎き士し。

『紅ぐ蓮れんの魔ま女じよ』七なな瀬せ雪ゆきと、その副官で恋人だった黒衣の男。

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いち。

　七瀬雪がこの世を去った今、おそらく、世界で最強の騎士。

「──ディーくん！」

「うわっ！」

　考え込んでいたディーの鼻先に、セラがひょこっと顔をつき出した。眉まゆをつり上げるいつもの不機嫌顔で、

「ディーくん、ずるいです。自分だけで納得してないで、わたしにも説明してください」

「あ、そ、そうだね。ごめん。……ええっと……」

　どこから話せばいいのかな、と迷い、とりあえず黒沢祐一が魔ま法ほう士しで、騎士で、大戦の英雄だということをかいつまんで説明した。

　セラは、心の底から驚おどろいたようだった。

「そんなに偉い人だったんですか……」うつむいて、少し考え「でも……どうしてそんな人がおかあさんとお友達に……」

「それは……」ディーにもわからない。

　セラは、すっかりウイルスに食い荒らされてしまったサーバーを見上げて、

「この機械、壊こわれちゃったんですか？」

「うん……たぶん、この『祐一さん』がウイルスをばらまいたんだ」

「……もう、おかあさんのこと、調べられないです」

「そうだね……」セラの顔が、まともに見られない。「……ごめん。僕がもうちょっとちゃんとしてれば」

　しばしの沈ちん黙もく。

　ふいに、セラの手が、ぽんぽんとディーの頭を叩たたいた。

　驚いて顔を上げる。

「祐一さんのことがわかったの、ディーくんのおかげです」セラは、少しだけ口元をゆるめて「わたし、帰ったらもう一回、お母さんに昔のこと聞いてみます」

　ディーは、いつも通り表情に乏しい少女の顔を、ほうけたように見つめ、

「……そうだね」うなずき、立ち上がった。「なら、早く帰らないとね」

「はい」

　答えるセラの手を取り、ディーは出口に向かって歩き出した。

　その瞬しゆん間かん。

　甲高い警けい報ほうが、天井のスピーカーから鳴り響ひびいた。
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　とつぜん閲えつ覧らん室しつを襲おそった警けい告こくサイレンに、マリアはあやうく手に持っていた紅茶の缶かんを取り落とすところだった。

　他ほかの利用客たちが本のページを繰くる手を止め、あるいは端末から顔を上げて、天井のスピーカーをいぶかしげに見上げる。耳が痛くなるようなサイレンは一〇秒足らずで止まり、機械合成ではない男の声が、せっぱ詰まった口調で市民に協力を呼びかけ始めた。

　……こちら、市内保安部。第九階層市民のみなさまにお知らせします。正体不明の魔ま法ほう士しが市内に潜せん入にゆう、現在、偽造ⅠＤを使用して本階層に潜伏しているものと思われます。市民のみなさまには、ⅠＤ提示のご協力をお願いします──

　初めは自分たちのことがバレたのかと思ったが、アナウンスをよく聞いてみると、どうも様子がおかしい。謎なぞの侵入者は、よりによって第二階層の特別税関から市内に入り込んだというのだ。

　バカバカしくて、話にもならない。

　あそこに対魔法士用のセンサーが配備されていることなど、マリアはとっくの昔に知っている。そうでなければ、誰だれが好きこのんで資材運搬道なんて面倒なルートを使うものか。どこの誰だれかは知らないが、人に迷惑をかけるのはやめてほしい。こっちは軍に侵入を気け取どられないようにさんざん気をつかっているというのに、こんな騒さわぎを起こされてはなにもかもぶち壊こわしだ。

「……最低……」

　思わず舌打ちをもらし、飲みかけの紅茶をゴミ箱に捨てて席を立つ。周囲の人間に不ふ審しんに思われないよう、できるだけゆっくりとした足取りで階段に向かう。三階の資料検索室から下りてきた祐ゆう一いちと合流し、目立たないように出口に向かう。

　祐一の横顔には、心なしか緊きん張ちようの色が浮かんでいる。

「……俺おれたち以外にも、侵入者がいたらしいな」

「そうみたいね……ったく、やるんなら、もうちょっとうまくやりなさいよ……！」

　小声で吐き捨てて、図書館の外に出る。市内はほとんど戒かい厳げん令れい下のような状態で、そこかしこで完全武装の兵士が部隊を展開し、検問に道をふさがれてフライヤーが渋滞を起こしている。

「長居は無用ね……」

「ああ……偽造ⅠＤが見つかって危険なのは、俺たちも同じだ」

　マリアの言葉に祐一が答え、二人は目配せをかわして小さくうなずき、

　いきなり、マリアの脳内で、Ⅰ－ブレインが警告を発した。

（高密度情報制御を感知）

　まったく予想していなかったその警告に驚おどろいて、マリアは反射的に振り返った。

　振り返って、自分の目と、Ⅰ－ブレインを疑った。

　少年がいた。

　先日のポート襲しゆう撃げきの際にマリアと戦った、あの『騎き士し』の少年だった。

　小さな騎士剣を右手に構え、展開途中の自己領域をまとって、マリアの傍そばを駆け抜けようとしていた。

　一人の少女を、左腕に抱いていた。

　長い金髪をポニーテールでまとめた少女の体を、守るように抱きしめていた。

　少女は少年の首にしがみつき、固く目を閉じて、少年の肩に顔を押しつけていた。

　まさか、と思った。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく。

　次の瞬間、自己領域の展開を終えた少年の体は、半透明な球形の揺らぎをまとってマリアの視界からかき消えた。

「セラ……！」

　我を忘れて駆け出そうとした瞬間、祐ゆう一いちに強く肩をつかまれた。

「放して！　あの子が、セラが……！」

　その手をふりほどこうと、マリアは激しく身をよじった。

「……落ち着け！」

「どうしてあの子がこんな所に！　あの子、家で待ってるはずなのに！　ねえ、祐一！」

　最後はほとんど涙声で、祐一に詰め寄る。

　祐一は少年の飛び去った方角をじっと見上げ、

　静かに、ミラーシェードを外した。

「……俺おれが行く」

「え？」

「君の脳の状態では、実戦は無理だ。……『紅ぐ蓮れん』を出してくれ」

「でも……私……」

「急げ！」

「え……あ、わ、わかったわ」

　祐一の一喝で、マリアはどうにか平静を取り戻した。空間を切り張りして作っておいた次元のポケットから、長大な騎士剣を取り出す。

「……君は、どこかに隠れていろ」祐一は真紅の剣の柄つかを握り「いいか、間違ってもⅠ－ブレインは使うな。危険になったら、一人でも脱出しろ」

　そう言い置いて音もなく地を蹴けり、合成映像の空を舞った。

　マリアは呆ぼう然ぜんとその背中を見送り、

「……冗談じゃないわ」

　すぐに我に返ると、あとを追って駆け出した。
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（「自己領域」展開。時間単位改変）

　時間が止まった静止画の街を、ディーは全速力で駆け抜ける。検問でせき止められたフライヤーの列を横切り、完全武装の兵士の間をすり抜け、第九階層の出口めざしてひた走る。すべてが凍りついた無音の世界。空を覆おおい尽くさんばかりの軍用フライヤーの黒い群れ。装甲車両のタイヤが巻き上げた紗しやのような砂すな埃ぼこり。ⅠＤチェックを受ける市民の怯おびえた顔。外出の禁止を訴える街頭の立体映像ディスプレイ。

　右手には騎き士し剣『陰』、左手には小さなセラの体。

　一日に二回もこんな格好で駆けずり回るハメになるとは思わなかった。

　見た目通りセラは軽いが、それでも『楽勝で持ち上げられる』というわけにはいかない。いいかげん左腕が疲れてきたが、歯を食いしばって我慢。ディーがだっこするのをやめて一緒に走ってもらっても理論的には問題ないのだが、ほんの少しでも歩調がずれて彼女が自己領域の効果範はん囲いから踏み出してしまうと、構造を維持できなくなって領域が消滅してしまう。だから、こうやってディーが抱えて運ぶのがいちばん手っ取り早い。

　そのセラは、ディーの首に両腕をまわして、これでもかとばかりにしがみついている。税関のときとは様子が違う。小さな背中が震ふるえている。

「セラ……怖い？」

「……こ、怖くなんか、ありません……」

　胸が痛くなる。冷たい自己嫌悪が、肺と心臓の隙すき間まを滑り落ちていく。

　僕ぼくはバカだ。

　情報制御を感知するセンサーが税関に配備されていたなんて、ディーはこれっぽっちも知らなかった。たぶんファクトリーを牽けん制せいするためのネタとして、軍が隠していたのだろう。自分はまんまとそれに引っかかってしまい、よりによって最悪の状況でここにいる。

　自己領域を展開しているこの状態なら、誰だれに見とがめられることもなく市内を移動できる。だが、このまま何事もなく第九階層を脱出できるなんてことはあり得ない。ここまで大規模に部隊が展開されているということはもちろん……

　メイン・ストリートを抜け、階層間連絡道バイパスの入り口にたどり着いたところで、ディーは足を止めた。

　予想通りのものが、そこにあった。

　フライヤーがゆうに四台は並んで通れそうな、巨大な長方形のトンネルの入り口。その前に三つ並んだ、直径一メートルほどの黒い円形のパネル。

　電磁雑音放射デバイス──いわゆる『ノイズメイカー』だ。

　情報制御理論を少しでもかじった人間なら誰だれでも知っていることだが、魔ま法ほう士しの情報制御は電磁場の乱れに極端に弱い。有名なのは『船は雲の中を飛べない』という話で、帯電した雲の内部に発生する高レベルの電磁場の揺らぎは、情報の海の中でコンピュータ・ウイルスに似た特殊な構造を形成し、魔法士のⅠ－ブレインや船のコンピュータに入り込んで機能停止を引き起こしてしまう。『ノイズメイカー』とは、一定パターンの電磁場を放射することでこの現象を人為的に引き起こす、対魔法士用兵器だ。

　大型の物は拠点に設置して魔法士の足止めに使うが、小型になると魔法士のⅠ－ブレインに直接接続する拘束デバイスとして用いられ、普通はこちらのタイプを指して『ノイズメイカー』と呼ぶ。ディーの見る限り、このトンネルに配置されているのは効果範はん囲い五〇メートル程度のタイプ。トンネルの入り口を中心にしてそれ以下の距離に踏み込めば、Ⅰ－ブレインは機能を阻害され、『魔法』の効果を著しく制限されることになる。さらに、ノイズメイカーの周囲には完全武装の一団が検問を構え、網にかかった魔法士を捕らえようと目を光らせている。

　ようするに、『自己領域』を使っても、あそこを突破するのは不可能。

　……どうしよう。

　ディーは、唇をかんだ。

『身体能力制御』なら、問題はなにもない。『自分の体内』という閉じた世界に働きかける身体能力制御は、ノイズメイカーの効果範囲内でもなんとか起動することができる。出力は通常の三〇パーセント程度まで落ちてしまうが、それでも普通の人間を相手にするには十分な数字だ。

　自分一人なら、あそこを突破できる。

　だけど。

「ディーくん……これから、どうするんですか？」

　腕の中のセラの顔は、不安の色に染まっている。

　そう。

　セラを抱えたまま身体能力制御を起動すれば、Ⅰ－ブレインに守られていないこの子は確実に大けがをしてしまう。

　となれば、選択の余地はない。

　ようするに、あのノイズメイカーさえ破は壊かいしてしまえば、問題はないのだ。

「セラ、ちょっと待っててね」

　高層建けん築ちくの柱の陰に飛び込んで自己領域を解除し、セラをおろす。

　必死に笑顔を作り、セラの頭を撫なでる。

「すぐ迎えに来るから、絶対にここを動かないで」

　答えを待たずに身を翻ひるがえし、カバンから騎き士し剣『陽』を抜き放つ。

　それを合図に、脳内のスイッチが「戦せん闘とうモード」に切り替わる。

（「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を五三倍で定義）

　メイン・ストリートに飛び出し、階層間連絡道バイパスの検問めがけて突っ込む。兵士たちがいっせいに電磁射出の機関銃を構え、引き金を引く。射出された銃弾が空気を震ふるわせ、群れをなして襲おそい来る。五三倍に引き伸ばされたディーの知覚の中で、秒速一二〇〇メートルの銃弾はせいぜい子供が投げた小石程度の速度しか持ち得ない。最小限の動きで銃弾と銃弾の隙すき間まをぬい、眼前に迫った一発を騎き士し剣で弾はじき飛ばす。

　一秒足らずで二〇〇メートルの距離を駆け抜け、意を決してノイズメイカーの効果範はん囲い内に踏み込む。

（システム・エラー。処理速度低下。運動速度、知覚速度を一五倍で再定義）

　額ひたいの裏側にかすかな痛み。視界に映るすべての物が急激に速度を増す。実際には世界が加速したのではなく自分が減速したのだと、Ⅰ－ブレインのシステムメッセージが伝えている。

　高レベルの電磁場に、うなじのあたりがびりびりする。

　容赦なく撃うち込まれる銃弾をかろうじてかわし、コンマ五秒で一つ目の『ノイズメイカー』に到達。強化カーボンの装甲に覆おおわれた黒いパネルに、両手の騎士剣を突き立てる。

（騎士剣「陰陽」情報解体発動）

　Ⅰ－ブレインの演算に従って、騎士専用剣型デバイス「陰陽」の情報解体能力が発動。ノイズメイカーを構成する強化カーボンと金属分子の情報構造体を、『情報の海』の内部でハッキング、消去。『情報』の側から存在を否定されたノイズメイカーは、その『物質的』な存在を維持できなくなり、瞬しゆん時じに崩ほう壊かいして砂のように崩れ落ちる。

　返す刀で地を蹴けり、後方から飛来した銃弾の群れをサイドステップで回かい避ひする。そのまま三歩跳ちよう躍やくしてふたつ目のノイズメイカーにとりつき、破壊。Ⅰ－ブレインにかかる負荷が緩かん和わされ、運動速度と知覚速度が『三二倍』にまで回復する。

　……あとひとつ。

　思考し、騎士剣を構え、踏み出そうとした瞬間だった。

　加速された視界の端に、あってはならないものが映っていた。

　セラがいた。

　ディーのはるか後方、二五〇メートル。セラはいつの間にか高層建けん築ちくの陰から飛び出して、メイン・ストリートの真ん中に立っていた。

　胸の前で両手を組み合わせ、ディーがこれまで見た中でいちばんうれしそうな顔をして、こっちをじっと見つめていた。

　今にも自分の胸を撃うち抜こうとしている秒速一二〇〇メートルの銃弾に、気づいてはいなかった。

　──考えるより先に、Ⅰ－ブレインが動いた。

（「自己領域」展開。時間単位改変。……警けい告こく。Ⅰ－ブレインに異常を感知。危険。「自己領域」を解……）

　ノイズメイカーの生み出す『情報の乱れ』がⅠ－ブレインに侵入し、危険を察知したⅠーブレインが『自己領域』を解除しようとする。ディーはその解除プロセスを強制終了。頭にウイルスを抱えたまま、光速度の六〇パーセントというでたらめな運動でメイン・ストリートを駆け戻り、セラの体を抱きしめて跳ちよう躍やくした。

　銃弾が少女の心臓を撃うち抜くよりも、早く。

（脳内エラー。全システム強制終了。再起動には六〇秒の時間が必要）

　どうにかセラを抱えたまま、柱の陰に飛び込むのが限界だった。二本の騎き士し剣が手から放れ、レンガ敷じきの歩道に突き立った。Ⅰ－ブレインが機能を停止し、釘くぎでも打ち込まれたように脳が痛んだ。セラを押し倒す格好でうつ伏せになったまま、必死に悲鳴をかみ殺した。

「ディーくん？　どうしたんですか？　痛いんですか？──ディーくん！」

　その声に答えを返すこともできず、頭を押さえてなんとか起き上がり、気づく。視界の向こう、メイン・ストリートを挟んだ反対側、高層建けん築ちくと高層建築の間に挟まれた細い路地。

　電磁射出の機関銃を構えた、別な兵士の一団。

　Ⅰ－ブレインが止まったこの状態では見えるはずがないのに、引き金が引かれる瞬しゆん間かんが、はっきり見えた気がした。

　自分でも信じられないくらいの素早さで体が動き、セラを引きよせて背中にかばった。銃口の存在に気づいたのか、セラが悲鳴を上げた。ディーはどうすることもできず、次の瞬間にやってくるであろう衝しよう撃げきに歯を食いしばり、




　真紅の閃せん光こうが、空間を切り裂いた。




　なにが起こったのか理解できなかった。

　目の前に、誰だれかの背中があった。

　短い黒髪に、鍛きたえ上げられた長身。

　黒いロングコートを翻ひるがえし、その手に真紅の騎士剣を携えて……
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「……紅ぐ蓮れん……」

　ディーの呟つぶやきに応こたえるように、男が振り返った。

「大丈夫か？」

　言うと同時に『紅蓮』が霞かすみ、男の左方一メートルほどの空間に火花が散る。飛来する銃弾を騎士剣で打ち落としたのだと、ディーにはわかる。

　この人は、騎き士し。

「……黒くろ沢さわ……祐ゆう一いち？」

「そうだ。知っているのか……？」

　低く通る声でそう言って、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちはディーに手をさしのべた。

「すまないが、説明している時間はない。Ⅰ－ブレインは動くか？」

　手を引かれるままに立ち上がり、ディーは騎き士し剣『陰』と『陽』をつかんだ。

（Ⅰ－ブレイン再起動。損傷率三二パーセント。演算効率低下）

「……大丈夫……です。なんとか動きます」

　祐一はうなずき、剣を振るって再び銃弾を打ち落とした。攻こう撃げき方向を見てもいない。Ⅰ－ブレインに流れ込んでくる周囲の情報だけで、攻撃ポイントを完全に予測している。

「……第一階層に下りるためのルートは、おそらく閉へい鎖さされている」剣を戻し、ディーの後ろを見やって「どこかに、その子をかくまえるところは？」

　その言葉に、ディーはやっとセラのことを思い出した。

「そうだ……！　セラ！　大丈夫？　セラ！」

　振り返って抱き上げるが、セラはまったく反応しない。どうやら、気を失っているらしい。

「セラ……ごめん……」

「寝かせておいてやれ。そのほうが、俺おれも都合がいい。俺がここにいたことを知られると面倒だ。……それで、その子をかくまう場所は？」

　祐一は、もう一度同じ質問を繰くり返した。ディーは考え、

「……上の……一〇階層に行けば、なんとか」

　第一〇階層は政府の重要施設が集中しているから、逆に軍は動きにくいはずだ。どこでもいいからファクトリーの施設に入って、軍には秘密の直通回線でクレアに連絡を取れば……

「そうか……」祐ゆう一いちは一いつ瞬しゆんだけ考える素振りを見せ「では、その子は君に任せる。俺おれが囮おとりになるから、その間に検問を突破しろ」

　そう言った瞬間、検問のほうで爆ばく音おんが響ひびいた。

　驚おどろいて見れば、ディーが撃うちもらした最後のノイズメイカーは跡形もなく消滅し、周囲の兵士が吹き飛んで、地面からは煙が上がっている。

　祐一が、小さく舌打ちをもらした。

「……とにかく、その子のことは頼んだ」騎き士し剣を構える。

　ディーが、はっと視線を移したときには、すでに祐一の周囲に自己領域が展開されようとしていた。

「待ってください！　あなたは！」

　その言葉は虚むなしく宙に溶け、祐一の姿はすでにない。

　迷っている時間は、なかった。

　一瞬の自失から立ち直り、ディーはすぐに行動を開始した。騎士剣『陽』をカバンに放り込んで肩に担ぎ、ぐったりとしたセラの体を抱きよせる。飛来する銃弾を右手の『陰』で切り飛ばし、跳ねるように立ち上がった。

「セラ……もうちょっとだけ、我慢してね」

　右手に騎士剣を構え、左腕でセラの体を固く抱きしめて、

　ディーは、連絡道の検問に突っ込んだ。
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「……ふーん。そう……」

　それから二時間後の、第一〇階層、ファクトリー実験施設Ａ棟内、医務室。

　ディーの説明を聞き終え、クレアは冷たい声で言った。

「……で？　民間人の女の子巻き込んで、あやうく犯罪者にするところだったんだ」

　あのあと、大混乱の検問を突破したディーは、いったん第八階層に向かうと見せかけて途中でⅠ－ブレインを止め、作業員用の狭い通路を通って第一〇階層に向かうバイパスに戻った。ディーにだって、それくらいの知恵は働く。第一〇階層に向かう途中で顔なじみのファクトリーの研究員を見つけ、なにも言わずにフライヤーに乗せてもらって、どうにかこの実験施設までたどり着いた。

　徹てつ夜や四日目という研究員は『下でなにかあったの？』と不思議そうだったが、笑ってごまかしておいた。あの様子では、ディーと一緒に女の子がいたことはおろか、そもそもフライヤーにディーを乗せたことさえ覚えていないだろう。

　施設のゲートをくぐり、人目を避さけて医務室に入り、誰だれもいないのを確認してベッドにセラを寝かせた。ここの医務室の先生は、研究のために患者をほっぽり出すことで有名だ。直通回線を使って官舎のクレアに連絡を取り、彼女があわてて駆けつけたのが三〇分前のこと。

　それから今までかかって、ディーはどうにか事情の説明を終えた。

　話が進むにつれて、クレアの顔は驚おどろき、怒り、あきれ、と変化していき、最後のほうは半笑いだった。

「……ったく……朝から出かけて真ま面じ目めに任務やってるのかと思えば、なに？　『下』の女の子と仲良くなって、図書館でデートしてました？」

「だから……それは事件の調査のためだって……」

「なら、もうちょっと他ほかにやりようがあるでしょ」

　眼帯の中央に描かれた朱色の一つ目が、ディーの顔を見据える。逃げるように視線を逸そらすと、クレアはそれを追いかけて顔を覗のぞき込んでくる。

　こういうときのクレアは、ものすごく怖い。

「だいたい、どうして前もってあたしに相談しないのよ！　わざわざ魔ま法ほうなんか使わなくたって、税関抜ける方法なんか山ほどあるのよ」

「……ごめん」

　クレアの言うことはいちいちもっともで、口答えする気にもならない。ディーはうつむき、唇をかむ。

　と。

　いきなり、クレアの手に、頭を撫なでられた。

　驚いて顔を上げると、クレアは、しょうがないなぁ、というふうに笑っていた。

「……ま、いいわ。ディーはディーなりに、一いつ生しよう懸けん命めいやったのよね。税関にセンサーが配備されてたなんて、あたしでも知らなかったし。……それに、あわてて軍に投降したり、ファクトリーの名前を出さなかったのも上出来。軍の連中、あたしたちのことを目の敵かたきにしてるから、ディーもその子もどうなってたかわかんないわ」

　言葉を切り、医務室の奥のベッドを振り返って、

「そろそろ起きそうね……じゃ、あたしは帰って、その『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち』について調べとくわ。あんたはその子の面倒見て、適当に元気になったら北の階層間エレベータまで送ってあげなさい。……いちおう、あんたは下の兵士に顔見られてるかもしれないから、今日はこの階層からは出ないほうがいいわ」

　ポケットからカードとデータ・ディスクを一枚ずつ取り出し、投げてよこす。

　それを空中でキャッチし、ディーは啞あ然ぜんとした。

「クレア……これ……」

「偽造ⅠＤ。もちろん、あんたが作ったみたいな、ちゃちなヤツじゃないわよ？　そっちのディスクにプログラム入ってるから、それ使って個人データ入力して……やり方、わかる？」

「わかるけど……じゃなくて、どうしてこんな物！」

　クレアは「へへー」と笑い、それはそれは得意そうに胸を張った。

「そーいう物はね、必要になってから作るんじゃなくて、前もって作っといて、必要なときに使う物なのよ。覚えときなさい」




　セラが目を覚ましたのは、それからほんの一分ほど経たった頃ころだった。

　ベッドの上に身を起こし、薬の匂においがする医務室をぼんやりと見回して、

「……あ、ディーくん、おはようです」

「おはよう」

　ディーは答え、ポットのお湯を勝手に拝借して入れた紅茶を、枕まくら元もとの机に置いた。

「大丈夫？　どこも、痛いところない？」

「え……？　あ、そうです……わたし……撃うたれて、あれ？」

　ほんの二時間前のことを、やっと思い出したらしい。セラはばたばたと自分の体を探り、どこにもケガがないのを確認して、

「……ディーくんが、助けてくれたんですか？」

「え……いや、それは」

　あの黒くろ沢さわ祐ゆう一いちという人が……と言いかけて、二時間前のことを思い出す。

『俺おれがここにいたことを知られると面倒だ』──祐一は、そう言っていた。

　事件の重要な手掛かりで謎なぞの人物、というあの人の立場にいまだ変わりはないが、少なくともあの人はディーとセラの命の恩人だ。それに、セラを助けたのが彼だということを説明すると、今度は『どうしてあんな所に祐一さんがいたんでしょうか？』ということになって、話がややこしくなる。

　そう考えて、祐一のことは隠しておくことに決めた。

「まあ……そうだね」

「そうですか」

　セラの口元が、少しゆるんだ。

「それじゃあ、お礼を言わないとダメです」ぺこっと頭を下げ「ディーくんは、命の恩人です」

　邪気のないその顔を見ていると、胸が痛んだ。

　悪いのは、僕ぼくなのに。

　僕がもっと頭を使って、もっとちゃんと考えて、もっとしっかりしてれば、セラが危ない目に遭うことなんてなかったのに。

「……もうちょっと、寝たほうがいいよ。今から、セラのためにⅠＤカード作り直すから。今度は僕ぼくの姉さんが作ってくれたちゃんとしたヤツだから、危ないことしなくても大丈夫だよ」

「ディーくん、お姉さんがいるんですか？」

「うん……今度、紹介するよ」

　セラは「約束です」と言って、おとなしくベッドに潜もぐり込んだ。ディーは携帯端末を立ち上げ、ⅠＤの偽造を始める。ディーが作ったつまらないカードと違って、クレアの『作品』は細部まで本当によくできている。

　もしかしたら、司令本部からⅠＤの基本データ、盗んできたんじゃ……

　そんなバカなことを考えながら作業を続けていると、ふいに、セラが声を上げた。

「……ディーくん」

「なに？」

　端末の画面を見たまま、答える。

「魔ま法ほう士しって、すごいですね」

「え？」思わず、顔を上げた。

　セラはベッドの中に潜ったまま、目から上だけをひょこっと出して、ディーを見つめていた。

　顔を半分シーツに隠したまま、言う。

「……図書館で説明してもらったときはよくわからなかったけど、実際に見てなんとなくわかりました。あれが、魔法士なんですね。……わたし、見とれちゃいました」

「あ……」

　そうか、と思う。

　あのとき。セラが柱の陰から飛び出して、銃で撃うたれそうになったとき。

　この子は、自分を、『デュアルNo.33』を見ていたのだ。

「ディーくん……かっこよかったです」

　不思議な気持ちがした。

　そんなふうに言われたのは、生まれて初めてだった。

　──ディーは、自分のことを出来損ないだと思っていた。

　欠陥品の兵器だと、そう思っていた。

　なんの役にも立たない、なにひとつ満足にこなせない、人を殺すことも守ることもできない失敗作。だから、自分が処分されてマザーコアの験体にされたとしても、それで誰だれかの役に立てるのなら構わないと、そう思っていた。

　でも、そんな自分を、この子は『かっこいい』と言うのだ。

　ふと、思う。

　たとえば、自分の力を、この子を守るために使えたとしたら。

　自分が剣を振るうことで、この子が幸せに暮らしていけるとしたら。

　それは、楽しいことではないだろうか。

　それは、意味があることではないだろうか。

「……ディーくん？　どうしたんですか？」

「……なんでもないよ」

　ディーは、小さく笑った。

　心から笑えたのは、久しぶりだった。
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　脳内時計が、『午後六時三〇分』を告げていた。

　誰だれかが玄関の扉を叩たたく音に、マリアは、はっと顔を上げた。

　顔を上げて、部屋が暗いのに気づき、自分が明かりをつけていなかったことを思い出す。椅い子すから立ち上がり、壁かべ際ぎわのスイッチを押して、リビングに灯をともす。テーブルの上のタオルで顔を拭ふき、深呼吸して息を整える。

『光使い』の質量感知能力が、娘の帰宅を知らせていた。

　あれから──マリアと祐ゆう一いちが軍の追つい撃げきを逃れて資材運搬道から脱出し、第一階層のこの家に帰り着いてから、四時間あまりが過ぎた。その間、マリアはリビングのテーブルで、ずっとセラの帰りを待っていた。

　祐一は『いざとなれば俺おれが迎えに行く』と言ったが、そんなに悠長に構えていられるわけがない。満足に動けない自分の体が恨めしく、セラが帰ってこなかったらどうしよう、どうしようと、それだけを考え続けた四時間だった。

　ふらつく体を引きずって玄関に向かい、扉を開けた。その向こうには、一〇歳になる可愛かわいい娘が、顔をうつむかせていた。

　涙が出そうになるのを、必死でこらえた。

　意志の力をかき集めて、冷たい声を作った。

「……ずいぶん、早いのね」

　セラの体が、びくりと震ふるえた。門限を一時間半も越えているのだから、当たり前だ。それでも顔を上げ、こっちをまっすぐに見て、

「おかあさん、わたし……」

「言い訳は聞きたくないわ。さっさと入りなさい……それとも、ひと晩そこで頭を冷やす？」

　セラはなにか言いたそうに口を開きかけ、またうつむいて「……わかりました」と答えた。マリアの顔を見ないように玄関に上がり、リビングを横切り、自分の部屋に入ろうとしたところで立ち止まってマリアを振り返り、

「……おかあさ」

「さっさとしなさい」マリアは、冷たく遮った。

　セラは「はい」と答え、マリアに背中を向けた。母親にこんなに理り不ふ尽じんな扱いを受けているのに、泣きも、怒りも、叫びもしない。

　小さな背中が、扉の向こうに消える。

　音もなく、扉が閉まる。

　──そこまでが、限界だった。

　こみ上げる吐き気を抑えきれず、台所に駆け込んだ。ひどい目眩めまいに膝ひざが震ふるえ、壁かべにより掛からないと立っていられなかった。隣りん室しつの娘に気づかれないよう扉を閉め、水道の蛇じや口ぐちを全開にした。胃の中身をすべて吐き出しても不快感は収まらず、血の混じった胃液を吐き出し続けてやっと止まった。胸と、脳に、大きな虚うろが開いたようだった。ふらつく体を引きずってリビングに戻り、椅い子すに崩れ、冷たいテーブルに頰ほおを押し当てて目眩をこらえた。

「──つらいか？」

　祐ゆう一いちの声。

　黒衣の男が自分のすぐ傍そばに立っていることに、マリアは初めて気がついた。

「……自業自得よ」テーブルから顔を上げずに、答える。「私の脳は魔ま法ほうなんか使える状態じゃないって、わかってるのにね……」

　あのとき、祐一がセラを救ったとき、生き残っていた最後のノイズメイカーを破は壊かいしたのはマリアだった。祐一のあとを追いかけ、あの場所にたどり着き、気を失った娘の姿を見た瞬しゆん間かんに頭が沸ふつ騰とうした。

　気がついたときには、光の槍やりを放っていた。

「これが最後だ、マリア。今後いっさい魔法は使うな。これ以上Ⅰ－ブレインを戦せん闘とう起動させるのは自殺行為だ」

「……心配しないで。さすがに今日は無理をしたけど、二週間もあれば通常戦闘はこなせるレベルに復帰するわ」

「マリア……！」

「お願いよ、祐一」マリアは苦痛をこらえ、毅き然ぜんと顔を上げた。「私の戦い、黙だまって見届けてくれるっていう約束よ……」

　祐一はなにか言いかけて口を閉ざし、静かに天井を見上げて

「……そうだったな」

「ごめんなさいね、勝手なことばかり言って」マリアは苦笑し、話を切り替えた。「……それにしても、正直驚おどろいたわ。まさかあの騎き士しがセラと知り合ってるなんて……もっとも、私のことには気づいてないみたいだけど」

　もしあの少年が『光使い』の正体に気づいているのなら、この家にはとっくに部隊が差し向けられているはずだし、そもそもおとなしくセラを帰すはずがない。ここに至っても軍に動きが見られないということは、おそらく、セラがあの少年と知り合ったのは偶然。『光使い』が第一階層に潜せん伏ぷくしていることは把握しているかもしれないが、まだ個人の特定には至っていないはずだ。

　その点に関しては、祐ゆう一いちも同意見らしい。うなずき、軽く腕を組んで、

「だが……そうなると、俺おれが出たのは失策だったな。あの少年、どうやら俺の正体を知っているようだ」鋭するどい視線をマリアに投げ「おそらく……明日にも俺に会いにやって来る」

「……好都合よ」

　少しずつ、頭痛が和らいできた。

　かすかに疼うずくこめかみを指で押さえ、マリアは立ち上がった。

「あの少年をうまく使えば、シティの動きがつかめるかもしれないわ……どうせ、私の脳が回復するまでは身動きとれないしね……」

　それに──と心の中で付け加える。あの少年がセラに好意を持ってくれれば、いざというときの保険になる。あの少年はこちらの駒こまになってくれるかもしれないし、そこまで都合よくいかなくとも、あの少年を利用して軍の足並みを乱す程度のことはできるかもしれない。

　利用できるものは、すべて利用する。

　たとえ、娘の友達になってくれるかもしれない少年でも、必要とあれば道具のように使い捨ててみせる。

　それが、マリアの戦いだ。

　……やっぱり私、最低の母親ね。

　そんな言葉が、ふと、頭に浮かんだ。

　自分が、ひどくつまらない人間に思えた。







　第五章　強さの条件　～Sing a song gently～







　七月五日、朝八時。第一階層の天気は『薄うす曇ぐもり』。

　玄関を開けて来客を出迎えたセラは、扉の向こうに立つディーの姿に、ひどく驚おどろいたようだった。

「……ディーくん？　おはよう……です……」

　びっくりしながらも朝のあいさつだけは忘れないのが、いかにもこの子らしい。元気そうなその様子に、ディーはひとまず安あん堵どの笑みを浮かべた。昨日は第一〇階層のエレベータまでしか送れなかったから、無事に家まで帰り着いたか少し心配していたのだ。おはよう、とあいさつを返し、セラの物問いたげな視線に応こたえて、自分の服をつまんでみせる。

　白地に青い縁ふち取どりの、『ファクトリー』のエージェントの証あかし。そう言えば、この格好でセラに会うのは初めてだ。

「……この服？」

「はい。どうしたんですか？　それ」

「えっと……これが僕ぼくたちの制服なんだけど……」急に気恥ずかしくなって、わけもなく上着の裾すそを整え「……変かな？」

　セラは、ディーの制服姿をじっくりと検分し、少し口元をゆるめて、

「かっこいいです」

「そ……そうかな……」

　この服に身を包んだ自分の姿は『戦せん闘とう機械』みたいであまり好きではないのだが、そんなにまっすぐにほめられると悪い気はしない。顔が赤くなっているのが自分でもわかる。照れ隠しに空を見上げ、腰に差した剣の柄つかを手のひらで弄もてあそび、

「っと、こんなことしてる場合じゃなかった……その、祐ゆう一いちさんは？」

　セラは、あっ、と口を開きかけ、あわてて口をつぐんで家の中をうかがい、少し小声で、

「……リビングで、コーヒーを飲んでます」

　ディーは無言でうなずき、大きく一回深呼吸した。緊きん張ちようで暴れ出しそうになる心臓を必死になだめ、落ち着け落ち着けと自分に言い聞かせる。

　──この向こうにいるのは、世界最強の騎き士し。

　そう考えるだけで、頭の中が沸ふつ騰とうしそうになる。

　セラは、そんなディーをじっと見上げ、

「……ディーくん、祐一さんと戦うんですか？」

「え……？」

　予想外の言葉に驚おどろき、すぐに、ああそうかと気づく。考えてみれば、セラは気絶していたのだから、自分たちを助けたのが祐ゆう一いちだということを知らないはずだ。それなら、政府のエージェントであるディーが祐一と戦うためにここに来たのだと思ってもしょうがない。

「祐一さん……やっぱり悪い人だったんですか？」

　顔をうつむかせ、少し沈んだ声で問う。

　この子にしてみれば、最大級の不安の表現だ。

「違うよ……」ディーは小さく笑い「ただ、話を聞きたいだけなんだ」

　その言葉に噓うそはないが、話を聞くだけで済むかどうかはディーにもわからない。命の恩人を疑いたくはないが、『黒くろ沢さわ祐一』に対する疑念を晴らしてくれるような根拠はどこにもないのだ。万が一にも戦いになったときのために、今日はファクトリーの戦せん闘とう服ふくを着てきたし、昨日のうちに対騎き士し戦術のおさらいも済ませてある。

　ただ。

　彼が実は『光使い』の仲間で、ポート襲しゆう撃げき犯はんの一味なのだとしたら、自分は心の底からがっかりするだろうと思う。

「……本当ですね？」

「本当……約束するから」

　念を押すセラに、笑顔のまま答える。なんだか噓をついているみたいで、少し心が痛む。セラはようやく納得したのか、ディーの手を引いて玄関に入った。短い廊下を抜け、これで三回目のリビングに通される。

　くすんだライトの明かりに照らされた、簡素なテーブル。

　黒沢祐一は、悠然と朝のコーヒーを楽しんでいた。

　わずかも音をさせずカップを皿に置き、ディーに鋭するどい一いち瞥べつをくれる。

　ディーは思わず息を吞のみ、なんとかその視線を受け止めたまま、祐一の向かいに座る。口の中がからからに干上がって、呼吸をするのも苦しいほど。

　互いに、無言。

　重くのしかかるような沈ちん黙もくがリビングを支配し、

「──ディーくん、紅茶でよかったですか？」

　一秒も続かなかった。

「え？　あ！　うん！」

　少女の声に金かな縛しばりを解かれて、ディーはバカみたいにがくがくとうなずいた。わかりました、と答えて、セラが台所に消える。

　再び、気まずい沈黙がリビングに下りた。

　祐一が、す、と目を細める。

　コーヒーをひと口すすり、カップを皿に置き、意を決したように口を開きかけ、

「──祐ゆう一いちさん。おかあさん、どこに行ったか知りませんか？」

　淡々とした、緊きん迫ぱく感かんのカケラもないセラの声。

　祐一はそのままの姿勢で硬直し、すぐに復活して、

「……いや、今け朝さから姿は見ていないが……」

「そうですか」

　答えとともに、セラはリビングに戻ってきた。胸に抱えた大きなトレイには、ティーポットと二人分のカップ、それに砂糖とハチミツの紅茶セットがでんっと載っている。リビングの沈ちん黙もくをまったく意に介さず、鼻歌混じりにお茶の用意を並べ、当たり前のような顔でディーのとなりに座り、当たり前のような顔で自分のティーカップに紅茶を注ぎ、いまだに自己紹介も済んでいない二人の顔を見比べて、当たり前のようにひと言。

「二人とも、ちゃんと初めましてのあいさつ、しないとダメです」

　ディーは、思わず天井を仰いだ。

　祐一が、脱力したように息を吐いた。




　シティ・マサチューセッツ、特務研究機関『ＷＢＦ』所属実験体、デュアルNo.33。

　元シティ・神こう戸べ自治軍、情報制御研究部『天あま樹ぎ機関』少佐、黒くろ沢さわ祐一。

　セラの立ち会いのもと、ぎこちないことこの上ない自己紹介が終わり、真っ先に口を開いたのは祐一だった。

「セラ。君は自分の部屋に戻っていたほうがいい」

　まったく同意見だったので、ディーも大きくうなずいてみせた。ここから先の展開は相手の出方次第だが、少なくとも昨日の事件について話を聞かないわけにはいかないし、場合によっては自分が人工生命体だということを口にする必要があるかもしれない。セラにここにいられては、そういう話がやりにくい。

「セラ。その……祐一さんの言う通りにしてくれないかな。終わったらちゃんと呼ぶから」

「ダメです」

　少女の答えは、実に明快だった。

「わたしがいなくなったら、ぜったい二人ともケンカします」

　思わず、ディーは祐一と顔を見合わせた。

「しないよ……そんなこと」

「そうだ。俺おれも、戦うつもりはない」

　口々に抗弁したが、セラは納得してくれなかった。

「二人とも、わたしのことバカにしてます？」不機嫌いっぱいに眉まゆをつり上げ「……ディーくんがこの部屋に入ってきたとき、祐一さん、すごく怖い顔してました」

「あれは……」

　セラの青い瞳ひとみに睨にらまれて、祐ゆう一いちが落ち着きなく視線をさまよわせる。世界最強の騎き士しも、この子の前では形かたなしだ。娘にしかられる父親というのはこういう感じなのかもしれない。ディーは自分の立場も忘れて、小さく笑った。

「ディーくんも、笑ってないで反省してください」

　怒られた。

「え……？　ど、どうして僕ぼくが……」

「ケンカ両成敗です。ディーくんがちゃんとあいさつしないから睨まれるんです」すました顔で、ハチミツたっぷりの紅茶をひと口「……とにかく、わたし、ぜったいここから離れません。祐一さんとディーくんがケンカしないように、しっかり見張ってます」

　セラの決意は固い。それこそ、梃て子こどころか重力中和デバイスでも動きそうにない。

　もしかすると、さっきの緊きん張ちよう感かんのない態度も、なんとか緊迫した空気をほぐそうというこの子なりの気遣いだったのかもしれない。

　……かなわないなぁ。

　少女の大人おとなびた横顔を見下ろし、ディーは苦笑した。

　見れば、テーブルの向こうの祐一も、同じように苦笑を浮かべていた。

「……そういうことで、いいか？」

「はい。僕はかまいません」

　目の前の男に対する疑念は、もう、ほとんど消えていた。




　お茶菓子です、とセラが用意したドーナツを片手に、なんだか和やかな雰囲気で『事情聴取』は行われた。当然ながら、祐一はポート襲しゆう撃げき事件への関与をあっさりと否定。ディーは話の矛先を『祐一がこの街を訪れた経けい緯い』に向けた。

「……じゃあ、マリアさんと知り合ったのは、大戦中なんですね？」

「ああ。あれは開戦の年の……確か七月だ」

　祐一の話によれば、彼がセラの母──マリアと知り合ったのは一四年前。戦友の見舞いにシティ・チューリッヒの野戦病院を訪れた祐一が、当時その病院で看かん護ご婦ふとして働いていたマリアと出会ったのが始まりらしい。もっとも、マリアと親しくなったのは一緒に来ていた七なな瀬せ雪ゆきのほうで、祐一はただのオマケだったそうだ。

　その後、シティ・チューリッヒの消滅によってマリアは行方ゆくえ不明となり、祐一も彼女は死んだものと諦あきらめていたのだが、数日前にやって来たこの街で偶然彼女と再会し、そのままこの家に逗とう留りゆうしているのだという。

「……でも、第一階層の入国審しん査さ記録に、あなたのデータはありませんでした」

　話が一段落したところで、思い切って疑問をぶつけてみた。

　祐ゆう一いちは、ああ、とうなずき、コーヒーカップを置いた。

「……それについては、済まないと思っている。シティの公式データでは、俺おれは半年前に死んだことになっているからな。ⅠＤを偽造しないと、都合が悪かった」

　──半年前？

「……それって、もしかしてシティ・神こう戸べの……」

　祐一が無言でうなずき、となりで聞いていたセラが、なんですか？　と不思議そうな顔をする。意外な反応だ。『シティ・神戸崩ほう壊かい事件』の顚てん末まつは、世界中でかなり広く知れ渡っている。セラがその話を知らないというのは、やっぱりまだまだ子供ということなのかもしれない。

　五ヶ月前、マザーシステムの暴走によって消滅した、七大シティのひとつ『神戸』。

　ひとつ間違えれば人類滅亡、という大惨事を防ぐために戦った、二人の魔ま法ほう士し。

　ディーも噂うわさでしか知らないが、そのうちのひとりは騎き士しだったという話だ。

「じゃあ、暴走したコアを止めた魔法士って……」

「ああ……もっとも、俺は手伝いをしただけだがな」祐一は少しだけ遠い目をして「……まあ、それはいい。とにかく、俺はここに存在しないはずの人間だからな。シティのデータベースに自分の記録が残っているのは、都合が悪かった」

　いきなり話が本題に戻った。ディーは思わず姿勢を正し、

「マサチューセッツに来たのは、そのためですか？」

「軍の持っていた資料は終戦直後に処理させてもらったんだが、あの頃ころはここの居住区にそんな大規模なデータベースがあるとは知らなかったからな……。自分の過去は、できるだけ消しておきたい」

　なるほど、と心の中でうなずく。少なくとも、祐一の話に矛盾はない。今の話で彼は『上』への不法侵入を暗に認めたことになるが、そんな一般の犯罪を取り締しまるのは軍の仕事だし、それを言うならディーも同罪だ。

　あとは……

「入国に使った偽造ⅠＤ、見せてもらえますか？」

「……ああ」

　祐一が差し出したⅠＤカードを携帯端末で照会し、ディーはますます安心した。祐一がこのⅠＤを使って第一階層に入国したのは七月一日──ポート襲しゆう撃げき事件の前日。ということは、彼は光使いの仲間のはずがない。そうでなければ、ディーは間違いなく、この『世界最強の騎士』と戦うハメになっていたはずだ。

　……信用しても、いいよね？

　ⅠＤカードを祐一に返し、うなずいてみせた。

「わかりました……。あなたがこの街に来たのは自分の過去を処理するためで、昔の友達に会ったのはただの偶然。信じます」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　セラが、はあっ、と息を吐き、祐ゆう一いちはかすかに眉み間けんにしわを寄せて、

「いいのか？　君の立場なら、俺おれを強制連行して、脳内の記き憶おくを走査することもできるが……」

「魔ま法ほう士し相手にそんなことしても意味がありません。それに、あなたは僕ぼくとセラのい……」

　命の恩人、と言いかけて、あわてて口をつぐむ。そのことは、セラには内ない緒しよだった。わざとらしい咳せき払ばらいでなんとか話をごまかし、

「……あ……そ、そうだ。祐一さん、その、犯人の『光使い』に心当たりはありませんか？　公式記録に残ってる人たちじゃなくて、もっと別の……」

　ファクトリーのデータベースには、二年前、光使いが最初に事件を起こしたときに軍が作成した報告書が保存されている。それによれば、大戦中に空間制御特化型Ⅰ－ブレインの開発に成功したのは北アメリカのシティ・ロサンゼルスただ一国で、生み出された『光使い』はわずかに二名だけ。いずれも少し戦史に詳しいものなら必ず知っているほどの英雄だが、大戦中に揃そろって戦死している。

　今回の犯人の正体については、まったくお手上げというのが現状だ。

　……この人なら、公式記録に残っていないなにかを知っているかもしれない。

　かすかな期待を込めて、祐一の顔を覗のぞき込む。

「どう……ですか？」

「残念だが……」祐一は静かに首を振り「君の期待には、応こたえられそうにない」

「……そうですか……」

　なかば予想通りの答えに、内心でため息をつく。

　となると、犯人は戦後になってどこかで開発された、『人工培ばい養よう』の魔法士なのだろうか。

　……困ったなあ。

　祐一が犯人の一味でなかったことはうれしいが、これで、事件の調査は振り出しに戻ってしまった。

「済まないな。力になれなくて」祐一はコーヒーを飲み干し「……それで、これからどうするつもりだ？」

「はい」

　と答えたところで、こっちを見上げるセラの視線に気づく。紅茶のカップを皿に置き、テーブルの上で両手を組み合わせ、なんだか真剣な顔で、

「ディーくん、もうここには来ないんですか？」

「……どうして？」

「だって、祐一さん、犯人じゃなかったし……」

「うん……けど、犯人が見つかったわけじゃないからね」

　三日前のポート襲しゆう撃げき事件からあと、マサチューセッツ自治政府は第一〇階層の一部の軍用港を除いたすべてのポートを閉へい鎖さし、シティ外への人の流出を遮断している。犯人がまだこの第一階層にいるのは間違いないのだから、虱しらみ潰つぶしに調べていけばいつか手掛かりにたどり着くはずだ。

　それに、ディーが第一階層で派手に動き回っていれば、光使いのほうでなにか行動を起こしてくれるかもしれない。

「だから、明日からも第一階層には下りてくると思う。この家に来れるかどうかは……」

「──だったら、わたし」いつになく大きな声で、セラはディーの言葉を遮った。「明日から、ディーくんのためにお弁当作ってあげます」

「え？」

「だから、ディーくんは毎日うちに来ないとダメです」椅い子すから立ち上がり、ディーの鼻先にびしりと指を突きつけて「いいですね？」

「う……うん。ありがと……」ちょっとのけぞり気味の姿勢でディーは答え「ええっと……それじゃあ、今度こそちゃんとお礼を決めておかないと。前みたいに『上』に連れて行くっていうのは無理だけど……」

「そんなのいりません」セラは眉まゆをつり上げ「ディーくんは黙だまってわたしのご飯を食べて、『おいしい』って言ってくれればいいんです」

　ぷいっとそっぽを向き、空になったポットを乱暴につかんで台所に消える。

「あ……えっと……セラ？」わけがわからない。

　少女の背中を見送ったまま呆ぼう然ぜんとしていると、祐ゆう一いちの声が飛んできた。

「君は、あの子に好かれているな」

「はあ……」

　今のやりとりから、どうしてそういう結論が出てくるのだろう。内心で首をかしげつつも祐一に向き直り、

「……それで、祐一さん」少し声を落として「……昨日は、ありがとうございました」

　頭を下げる。

　祐一は、ああ、と呟つぶやき、

「あそこにいたのは偶然だがな……しかし、なぜわざわざ税関破りを？　君の権限なら正規のルートであの子を『上』に連れて行くことも不可能ではないだろう」

「はい。あの……」

　セラを『上』に連れて行くことになったいきさつを、大まかに説明する。

　祐一は、そうか、と答え、鋭するどい視線でディーを射抜き、

「危ない橋を渡ったな」

　返す言葉がない。あのとき祐一が助けに来てくれなければ、確実に自分とセラは死んでいた。うつむきそうになるのを必死でこらえ、祐一の視線をまっすぐに受け止める。

　と、ふいに、祐ゆう一いちが目を和らげた。

「魔ま法ほう士しなら、誰だれでもやる失敗だ」かすかな笑いを含んだ声で「君はⅠ－ブレインと騎き士し剣さえあればどんな状況でも乗り切れるだろうが、他ほかの人間が君ほど強くないことを忘れてはいけない」

「はい」

　素直にうなずく。こんな話、クレアにもしてもらったことがない。お説教をされているのに、なんだかうれしい。

　自分のことをセラは『かっこいい』と言ってくれたけど、その言葉は目の前の人にこそふさわしいと思う。

　あのとき、銃弾を斬きり飛ばした祐一の動きを、ディーは細部に至るまで覚えている。

　精密きわまりない予測と、限界まで研とぎ澄すまされた運動。

　あれが、最強の騎士。

　……そうだ。

　いきなり思いついた。

「あの」

　ディーは口を開きかけ、うまく声が出せずにあわてて息を吸い込み、吐き出し、

「……頼みが、あるんですけど……」もう一度、大きく一回深呼吸し、意を決して「よかったら、僕と……勝負、してくれませんか？」




　セラの家から第一階層の外周に向かって歩くこと三〇分、元は警けい備び部隊の支部が建っていたというその空き地を、付近の住民は『決けつ闘とう場じよう』と呼んでいる。四方を高層建けん築ちくの残ざん骸がいに囲まれたこの場所で、犯罪者のグループが夜な夜な抗争を繰くり広げているという根も葉もない噂うわさが立ったのが、名前の由来だそうだ。一〇〇メートル四方ほどの空間は雑草が伸び放題の荒れ放題で、そこかしこに周囲の高層建築から崩れた廃材が無造作に転がっている。

　その広場の中央で、ディーと祐一は、無言で目配せを交わした。

　互いに背を向けて歩き出し、二〇メートルほど離れたところで立ち止まる。振り返って向かい合い、一礼してそれぞれの騎士剣を構える。

　ディーは、右の『陰』を腰に、左の『陽』を胸の前に。

　祐一は、『紅ぐ蓮れん』を両もろ手てで正眼に。

　騎士対騎士の模も擬ぎ戦せんに、観客はただ一人。セラは広場の端で横倒しになっているコンクリート柱に腰掛け、膝ひざの上に頰ほお杖づえをついて、うれしそうに口元をゆるめている。ディーとしては『ケンカはだめです！』なんて怒られるのを覚悟していたのだが、祐一と試合をすると聞かされたセラの反応は『わたしも見たいです』と好意的なものだった。

　ディーの視線に気づいたのか、小さく手を振る。

　少女の応援に目で応こたえ、ディーは黒衣の騎き士しに向き直った。

（『身体能力制御』発動。運動速度、知覚速度を五三倍で定義）

　Ⅰ－ブレインが戦せん闘とう起動し、システムメッセージが脳内を駆けめぐる。

　五三倍に引き延ばされた、ストップモーションの世界。あらゆるものが硬直した無音の視界に、動くものはただふたつ──自分と、相手。

　すり足に一歩踏み込むと、それに応えるように祐ゆう一いちがじりっと一歩、足を引いた。

　こうして真っ向から対たい峙じしてみると、祐一の構えには隙すきがない。ディーが知る限り、『後天性』の騎き士しというのは本来の身体能力に頼ってしまってⅠ－ブレインをうまく使えていなかったり、逆にⅠ－ブレインの生み出す非常識な運動に振り回されて体の動きがお粗末だったりという部分が、どこかに必ず存在するものだ。なのに、そんなぎこちなさが祐一にはまったく見られない。すでにⅠ－ブレインは戦闘起動し、知覚力も運動能力も加速されているはずなのに、その動きは自然そのもの。体のどこにも余分な力は入っていないし、強化された筋肉の運動に引きずられて体勢を崩すこともない。

　運動の加速率はおよそ六〇倍。こっちより、わずかに速い。

　……勝てるの？

　頭に浮かんだその言葉を振り払い、一挙動で駆け出した。

　昨日の夜は、ひと晩かかって対騎士戦闘のシミュレーションをやった。疲れてふらふらの頭をカフェイン錠じよう剤ざいで叩たたき起こし、部屋の隅で埃ほこりをかぶっていた大量のデータディスクを引っ張り出し、Ⅰ－ブレインを部屋の端末に接続して、何度も心の中で戦った。もし祐一が敵だったら、そしてもし自分が負けたら、セラに累が及ぶかもしれない──そう考えると、寝てなんかいられなかった。

　これまでの自分は『戦うのは怖い』とそればかりで、どう戦うかなんて真ま面じ目めに考えたこともなかった。

　たぶん、あんなに真剣に『勝ちたい』と思ったのは生まれて初めてのこと。

　だから、確かめたい。

　僕の力は、この人に通用するのか。

　僕は、本当に強いのか。

（並列処理を開始。「身体能力制御」発動）

（並列処理を開始。「自己領域」展開）

　左脳と右脳のⅠ－ブレインが別々の演算処理を開始。身体機能の強化を保ったまま、ディーの周囲に物理法則の異なる空間が展開される。手加減もなければ出し惜しみもなし。初めから全力でかからなければ、勝てる相手ではない。『身体能力制御』による高速運動と『自己領域』の時間改変の相乗効果によって光速度の九九・九パーセントにまで加速されたディーの体は、静止した世界を一千万分の一秒足らずで駆け抜け、滑るように祐一の背後に回り込んだ。

　流れるように身を翻ひるがえしざま、両の騎き士し剣を無防備な背中に照準。

　踏み込んだ足が地を削り、加速度が全身の筋肉を水のように伝う。

　閃ひらめく銀光は、三つ。

　金属音を表す高く澄すんだ空気振動がふたつ。

　絶対の自信をもって放った二連れん撃げきはことごとく真紅の騎士剣に弾はじかれ、祐ゆう一いちの体はすでに振り返ってディーと対たい峙じする姿勢にある。まるでこっちの動きがわかっていたかのような反応。騎士剣『陽』の刀身を受け止めたまま、静かに口を開く。

「……なるほど。それが君の能力か……」
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『紅ぐ蓮れん』の切っ先がかすかに揺らめき、次の瞬しゆん間かん『陽』にかかっていた圧力が消滅する。

　危険を感じ、後方に跳ちよう躍やくしようとしたときにはすでに遅く、紅色の刃やいばはディーの首筋にぴたりと押し当てられていた。

　汗がひとしずく、頰ほおを流れる。

　完敗、なんてものではない。

　力に差がありすぎて、勝負になっていない。

　祐一が、小さく息を吐く。

　騎士剣を引き、ディーに背を向けて歩き出し、二〇メートルほど離れたところで立ち止まって振り返り、

「続けるか？」

　ディーは唇をかみ、再び二本の騎き士し剣を構えた。

　このままで、終われるはずがなかった。

「……お願いします」




　三〇分後──

「ディーくん、痛いですか？」

「うん、だいじょう……い、いたっ！」

　くすんだライトの明かりに照らされたリビングには、消毒薬と湿布の匂においが満ちていた。

　椅い子すに座らされて上着を脱がされたディーの体に、セラは丁寧な治ち療りようを施していく。なんだか楽しそうにいつもの鼻歌を歌い、その手つきはてきぱきと淀よどみがない。数えきれないほどの擦すり傷を消毒薬に浸した綿で拭ふき、小さな傷には絆ばん創そう膏こう、大きな傷にはガーゼをあてがい、打ち身で青くなっているところには湿布を貼はって……

「……いいよ、そんなに丁寧にやらなくても。……どうせ大したケガじゃないんだし」

　裸の体をぺたぺた触られるのは恥ずかしい。なんとか隙すきを見つけて逃げようとするのだが、セラはそう簡単に許してくれない。ディーの肩をがっちりと押さえ、やたらとうれしそうに口元をゆるめて、

「ばい菌が入ったらたいへんです」

　ものの数分で、ディーの体は絆創膏まみれにされてしまった。

　セラは満足そうにうなずき、最後に貼った湿布の縁ふちをちょっと撫なでて、

「……おしまいです」

　救急箱のふたを閉め、動こうとしないディーの顔を上目づかいに覗のぞき込む。

「ディーくん、落ち込んでますか？」

「……ちょっとね」

　二〇分ほど続いた模も擬ぎ戦せんの間、結局、ディーは一度も勝つことができなかった。

　べつに勝てると思っていたわけではないが、ここまでズタボロに負けるとは予想していなかった。渾こん身しんの力を込めた攻こう撃げきはあっさりとかわされ、技術のすべてを尽くしたフェイントは当たり前のように見破られた。逆にこっちには相手の攻撃がさっぱり予測できず、逃げようと動いた先には必ず次の攻撃が待ちかまえていた。

　Ⅰ－ブレインと騎士剣の性能はほとんど互角……と言うより、並列処理がある分、はっきりとこっちのほうが有利なはずだ。

　なのに、勝てない。

　その理由は、自分自身がいちばんよく知っていた。

「ディーくん……」

　心配顔のセラに、作り笑いで「ありがと」と答える。

　絆ばん創そう膏こうを剝はがさないように上着を着込んでいると、隣りん室しつで騎き士し剣の損そん耗もうをチェックしていた祐ゆう一いちが帰ってきた。

　右手には『紅ぐ蓮れん』、左手にはディーが預けた『陰』と『陽』を提げている。

「問題ない、と言いたいところだが……」双ふた子ごの騎士剣をテーブルに置き「やはり、表面の論理回路に歪ゆがみが生じている。『上』に戻ったら、精密にメンテナンスをやったほうがいい」

　その言葉に沈ちん黙もくで応こたえ、着替えを終えて、ディーは立ち上がった。

　二本の騎士剣を取り、まとめて左の腰に差す。

　そこで、やっと、祐一の顔を見上げることができた。

「……今日は……ありがとう、ございました」切れ切れにそれだけ言って、一礼する格好で目を伏せる。「やっぱり、僕ぼくではあなたに勝てません。……経験の差ですね」

「……違うな」

「え？」

　顔を上げると、祐一は静かな目でディーを見下ろしていた。

　ゆっくりと、口を開く。

「……君の力は本物だ。対騎士戦せん闘とうというものをよく理解している。戦術の組み立てにも無駄がないし、本来の肉体部分も鍛きたえられている。君が持って生まれたⅠ－ブレインに頼らず、努力を重ねてきた証拠だ……だが」

　目を逸そらすことができない。

　祐一がなにを言おうとしているのか、ディーにはいやというほどわかっていた。

「……君の動きには、致命的な欠陥がある。君は……相手を傷つけることを、心のどこかで怖がっている」

「僕は……」

　そのあとに、言葉が続かない。

　心の隅にいつも突き刺さっている、他者を攻こう撃げきすることに対する恐怖。もし相手をケガさせてしまったら、殺してしまったら──心にまとわりつくそんな無意識下のそんなささやきが、攻撃をためらわせていることをディーは知っている。

　ナノセカンド単位の判断が勝敗を決する魔ま法ほう士しの戦闘において、そのためらいは致命的な隙すきを生む。

　わかっている。

　このままではいけないことなんて、誰だれに言われなくてもわかっている。

　ディーはこぶしを握りしめ、唇をかんだ。

　と。

「……だが、それでいい」

　静かな声が、投げかけられた。

「……どういう……意味ですか？」

「君はまだ、人を斬きるべきではない、ということだ」

　意味がわからない。

「僕ぼくは……騎き士しとして失格ですか？」

「違う。ただ、君の迷いはそんなに簡単に捨てていいものではない」祐ゆう一いちは表情を和らげ「……この話は、ここまでにしよう」

　ゆっくりと歩き、ディーの傍そばを通り過ぎ、リビングを出ようとしたところで足を止める。

　振り返りもせずに、小さく呟つぶやく。

「──強くなったために、失ってしまうものもある」

「……え？」

　それはどういう意味──

　呼び止めようとしたときには、すでに、祐一の姿は扉の向こうに消えていた。

「……僕は」

　誰だれかを守れるくらいに、強くなりたい。

　そのために、強い心がほしい。

　そう思うことが、なぜいけないのだろう。

「あ……」

　ふと、手に温ぬくもりを感じる。見れば、セラが小さな手で、ディーの手をぎゅっと握りしめてくれている。

「ディーくん、元気出してください」怒ったように眉まゆをつり上げ「自分が弱いのがわかったら、これから強くなればいいんです」

　たぶん、これがこの子なりの慰なぐさめ方なのだろう。出会ったときから、自分はこの子に元気づけられてばかりだ。

　自然に、笑みがこぼれた。

「うん……そうだね」

「そうです。ディーくんはかっこいいんだから、ぜったい大丈夫です」

　セラは、いつものように口元をゆるめて、微笑した。




　　　　††††††††††††††




　次の日から、ディーは一日の大半を、第一階層で過ごすようになった。

　朝早くに私服姿で官舎の自室を飛び出し、環かん状じようリニアと階層間エレベータを乗り継いでセラの家に向かう。その日に決めた区域をセラと一緒にひと巡りし、家に帰ってセラとお昼を食べる。ただで食べさせてもらうのはやっぱり気が引けるから、昼食のあとは少しセラの勉強を見てあげることにした。セラは算数が苦手だ。勉強が済んだらまた街を回って、夕方にはさよならと手を振って一〇階層の自分の部屋に帰る──その繰くり返し。

　事件の調査はなんの進展も見せず、クレアには毎日のようにしっかりしろと言われ、それなのに不思議と、ディーの心に焦りはなかった。

　もしかすると、自分が作戦中で、これに失敗すれば処分されるのだということを、どこかで忘れていたのかもしれない。

　実験からも任務からも戦せん闘とう訓練からも解放された、退屈で平へい穏おんな暮らし。

　それが楽しいものなのだと、ディーは生まれて初めて知った。

　──ここから先の二週間を、ディーはその後の人生の中で、何度も、何度も、繰り返し思い出すことになる。

　たとえば、今日はいい天気だから洗せん濯たく物ものがよく乾いた、とか。

　たとえば、今日の卵焼きはちょっと失敗して焦げてしまった、とか。

　そんなどうでもいいことが、心から楽しいと思えた日々。

　語るほどのこともなく、ただ静かに過ぎゆく、午後の日だまりのような時間。

　端末ディスプレイのほのかな明かりに浮かぶ、こんな情景。

「──じゃあ、次、この問題ね」

　画面に並ぶ算数の問題リストから、ひとつを選んでキーを叩たたく。少しの間をおいて画面が切り替わり、問題文が表示される。可愛かわいい小物があちこちに置かれた、いかにも女の子らしいセラの部屋。勉強机代わりの端末はとんでもない旧式で、ときどきなにも映らなくなって叩くと直る。ひとつしかない椅い子すに座ってセラはむうっと眉み間けんにしわを寄せ、ディーはその後ろからセラの肩越しに画面を覗のぞき込んでいる。

「……どう？」

　問題文を読み終えたのを見計らって聞いてみる。

　セラが振り返り、眉間にしわを寄せたまま、

「わかりません」

「……どこがわからない？」

「ディーくん、意地悪です」セラは眉まゆをつり上げ「どこがわからないかわかったら、こんなに困りません」

　それもそうか、とディーは小さく笑う。

「だからね……これをこうして……」

「あ……わかりました」

　簡単なヒントを与えると、セラはたちまち答えを導みちびき出してしまった。ここ数日勉強を教えてわかったのだが、セラは頭がいい。特に単純な計算など、Ⅰ－ブレインを持ってるんじゃないかと疑いたくなるくらい速い。にもかかわらず、少しひねった問題になると詰まってしまうのは、考え方のコツがわかっていないからだ。

　べつにディーでなくとも、誰だれかが教えてあげれば済むことなのに。

「……セラ。今まで、勉強って誰に教えてもらってたの？」

「誰……？」セラは首をかしげ、棚に詰め込まれた学習教材ディスクの山を指さし「教科書はいっぱいあります」

「そうじゃなくて、わからないところは誰に聞いてたの？　おか……」

　お母さんとか──

　その言葉を、寸前で飲み込む。セラの前で『お母さん』の話は禁句だ。口元を押さえて、恐る恐るセラの顔を見る。

　ディーがなにを言おうとしたかわかったのだろう。セラは沈んだ顔で息を吐き、

「……おかあさん、わたしの勉強なんか見てくれたことありません」ディスプレイに向き直り「去年までは近所の教会の神父さんのところに行ってました。その神父さんも半年前に死んじゃって……それからは、ずっと一人です」

「そうなんだ……」余計なことを聞いてしまった。

　どうして自分はこんなに考えが足りないんだろう、と思う。

「でも……」セラは端末の画面を睨にらんだまま、小さな声で「今は……ディーくんがいます」

「え？」

「なんでもありません……」

　金髪の隙すき間まから覗のぞくセラの耳は、なぜか、ほんのり桜色に染まっていた。




　セラと一緒に、買い物に行った。

　と言っても、本来の目的は隊商の関係者に対する聞き込みで、セラの買い物はそのついでだ。ポート閉へい鎖さの影えい響きようで足止めをくっている隊商の人間は政府のエージェントであるディーに冷たかったが、セラが一緒にいてくれたおかげでなんとか話を聞くことができた。

　ディーの収しゆう穫かくはゼロ、手掛かりはひとつもなし。

　セラの収穫は、とある隊商のリーダーがこっそり残して置いた天然物のキャベツ。顔なじみだという隊商にその貴重な一品を格安で譲ゆずってもらい、ご機嫌だ。

　帰り道、ずいぶん暗くなった住宅街の小道を、二人で手をつないで歩く。セラはいつもの鼻歌を歌い、顔にこそ出さないもののうれしそうだ。

　ふと、歌をやめ、こっちを見上げて、

「ディーくん、わたしたちって、どんなふうに見えると思いますか？」

「どんなふうに……って？」

「だから、わたしたちの関係です。友達とか……」

　ディーは少し考え、

「……兄妹、かな？　あんまり似てないけど」

「兄妹……ですか……」

　どうしてだか、セラはため息をついた。

「えっと……」兄妹はだめなのかな、と考え「じゃあ、従妹いとことか」

「……もういいです」

　セラが少し歩調を早め、ディーの手を引く格好になる。後ろにいるディーにはセラの顔が見えないが、たぶん不機嫌そうなんだろうと思う。なにか悪いこと言ったかな、と首をかしげ、おとなしく手を引かれる。

　人工照明の薄うす明あかりに照らされた夕暮れの街。ずっと遠くで、歓かん楽らく街がいの喧けん噪そうが聞こえる。

　幾つ目かの角を曲がったところで、セラが、あ、と小さく声を上げた。

　なんの前触れもなく足を止め、そのまま動こうとしない。

　ディーは一歩進んで、セラのとなりに並んだ。

「どうしたの……？」

「……おかあさん」

「え？」

　セラの視線の先、道をまっすぐ進んだ向こう、病院の電飾看板の下。

　見覚えのある女性が、こっちをじっと見つめていた。

　短く切り揃そろえたた金髪に、すみれ色の瞳ひとみの、どこかセラに似た顔立ち。

　セラの母──マリア・Ｅ・クライン。

　以前に入国審しん査さ局きよくの資料で写真を見たことはあったが、実際に出会ったのは初めてだった。

「あ……」

　とっさに対応が思いつかない。

　と、マリアがこちらに向かって歩き出した。

　速すぎず、遅すぎず、ごく自然な足取りで二人に近づき、当たり前のように二人の傍そばをすり抜ける。娘にひと言の言葉もなく、それどころか、顔を見ようとさえしない。

　ディーはなにも言えずに、ただ振り向いて、その背中を目で追う。

　マリアは一いつ瞬しゆんたりとも立ち止まることなく、淀よどみない足取りで四つ角を曲がり、

「──ま、待って！」

　我に返って叫んだときには遅く、マリアの姿は民家のコンクリート壁かべの向こうに消えていた。

　セラが、小さく息を吐く。

「……ディーくん。行きましょう」

「で、でも！　セラ、今の……」

「いいんです！」

　思いがけなく強い口調に、ディーは言葉を失った。

　セラはうつむき、つないだ手をぎゅっと握りしめて、

「……ごめんなさい……です……」

「セラ……」

「わたし……大丈夫ですから」

　セラが、顔を上げる。

　泣いても笑っても怒ってもいない、いつもの顔。

　それが、見ていられなくて。

　有無を言わさず、少女の体を抱き上げた。

「え……？　ディ、ディーくん？」

　カバンから騎き士し剣を抜き放ち、Ⅰ－ブレインを起動する。『身体能力制御』が起動され、体が軽くなる。セラを傷つけないように慎重に出力を抑え、ひと息に近くの家の屋上まで跳ちよう躍やくする。

　どうしてそんなことをしようと思ったのかは、わからない。

　ただ、セラに元気を出してほしかった。

「疲れたでしょ？　家まで送ってあげるから、しっかりつかまっててね」

「あ……はい」セラはこくんとうなずき、両腕で抱きついて「よろしく、お願いします」

　その表情が少し和らいだ気がして、ディーは安あん堵どの息を吐いた。




　それから何日か過ぎた、ある日のこと。

　台所で昼食の準備を手伝っていると、ふいにセラが「あ……」と呟つぶやいた。

「どうしたの？」

「たいへんです」セラは濡ぬれた手をタオルで拭ふき、エプロンを外して「せっかくオムレツの中身を作ったのに、卵がありません」

　リビングに駆け込み、ばたばたと出かける準備をして、台所に顔を覗のぞかせ、

「買ってきますから、お留守番、お願いします」

「え？　ちょ、ちょっと！」

　止める間もなく、セラは玄関を飛び出してしまった。追いかけようとして、はたと考える。祐ゆう一いちとマリアは相変わらず朝から出かけているから、この家には現在、ディーが一人だけ。鍵かぎがどこにあるのかわからないから、家を空けるわけにはいかない。

「……すぐ、帰ってくるよね」

　苦笑し、とりあえずサラダ作りに専念することに決めた。

　色とりどりの合成野菜を切り分け、サラダボウルでドレッシングとあえる。できあがったサラダを皿に盛りつけながら、鼻歌なんか歌ってみる。なんという曲なのかディーは知らない。セラがいつも歌っているから、うつってしまっただけだ。

「……ん？」

　玄関の外に誰だれかの足音。セラのものとは少し違う。

　手を止め、台所から首だけを突き出し、様子をうかがう。

　と。

「セラ……いないの？」

　扉の向こうに顔を覗のぞかせたのは、よりによってセラの母、マリアだった。

　ディーは、あわてて首を引っ込めた。できれば、彼女には会いたくない。もちろん先日のことも理由のひとつだが、それだけではない。どうも、自分はこの人に嫌われているらしいのだ。あれからも何度か顔を合わせたのだが、その度にディーはあいさつを無視され、いまだに一度も口をきいてもらっていない。

　気け配はいを殺して台所の奥に逃げ込み、冷蔵庫の陰に息を潜ひそめる。

　マリアの足音は、玄関からリビング、台所へと近づいて、

「……君、なにをやってるの？」

　なぜか、あっさりと見つかってしまった。

「……え……あ、その……僕ぼくは……」

「セラはどこ？」

「え、あの、卵を買いに……」

　マリアは、そう、と呟つぶやき、冷たい視線をディーに向けた。

「祐ゆう一いちから話は聞いてるわ。今さらだけど初めまして。私はマリア、セラの母親よ」

「あ、は、初めまして。……僕ぼくは」

「デュアルNo.33。政府直属の魔ま法ほう士しでしょ？　祐一に教えてもらったわ」いまだに冷蔵庫と食器棚の間で縮ちぢこまっているディーを見下ろし「で？　もう一度聞くけど、君、なにをやってるの？」

　ディーはあわてて立ち上がり、マリアの前に進み出て直立不動の姿勢を取った。

「その、僕は……ええっと、だから……サ、サラダを作ってたら……じゃなくて、セラが卵を買いに行って……その、オムレツは、具があっても卵がないとオムレツじゃなくて、だから」

「……もういいわ。だいたいわかったから」

　ディーの言葉を遮り、マリアはふと、盛りつけ途中のサラダに目をとめた。

「これ……セラがやったの？」

「え？　いえ、僕が……」

「でしょうね」

　あっさりと答え、マリアは皿の上の野菜をすべてサラダボウルに戻してしまった。

「いいこと？　盛りつけっていうのはね、ただ適当に皿にのせればいいってもんじゃないの」

　ディーが用意した物よりひとまわり大きい皿を棚から取り出し、外周に沿って八つ切りのトマトを配置する。その隙すき間まをぬうように輪切りのキュウリを並べ、そうやって作った外枠の中心に残りの野菜を盛りつける。

「こうやって、まず目で楽しませるの。わかる？」

「なるほど……」ディーは素直に感心した。

　マリアはひとつうなずき、

「……君に任せておくと、材料が無駄になりそうね。オムレツと、サラダと、あとはなにか作るって言ってた？」

「えっと、たしかスープを……」

「……あの子、ずいぶん張り切ってるのね……」意味ありげにディーを睨にらみ「悪いんだけど、そっちの棚からいちばん小さな鍋なべを取って」

「あ、はい」

　マリアはディーから鍋を受け取り、水を張って電気コンロにかけた。お湯が沸くまでの間に手て際ぎわよくタマネギと合成肉のベーコンを刻み、固形スープと塩とコショウを準備する。

　ディーはそのとなりで、所在なく立ち尽くし、

「君、ぼーっとしてる暇があったら、そっちの使い終わった鍋を片づけて」

　怒られた。あわてて鍋を流しにつけ、スポンジと洗剤を手に取る。マリアは沸ふつ騰とうしたお湯にスープの材料を放り込み、おたまでかき混ぜ始めた。ときどき思い出したように味見をしては塩コショウを振る。機嫌がいいのか、唇から小さな歌が流れる。

　聞き覚えのある曲だった。

「あれ……」思わず、鍋を洗う手を止めた。

「どうかした？」

「その曲、セラも歌ってました」

　劇げき的な反応があった。

　マリアはびくりと身を震ふるわせ、ぎこちなくディーに顔を向けた。

「……あの子が？」

「はい。あの……」言い淀よどみ「……それ、なんていう歌なんですか？」

「……パーフェクト・ワールド。『ジーン・ダリア』っていう一〇〇年も前の歌手の、代表作よ」

　聞いたことがない。

「あの……よかったら、続き歌ってくれませんか？」

「え……？」マリアは軽く目を見開き「いいけど……あんまり上う手まくないわよ」

　小さくひとつ息を吐き、静かに歌い始める。

　ディーは、邪じや魔まにならないように水道を止め、そっと目を閉じた。

　きれいな歌だった。

　夢を失って故郷に帰りついた男が、かつての恋人と再会する。なにもかもなくしてしまったと嘆なげく男を、恋人は優しく慰なぐさめる。たとえすべてを失っても、明日に望みが持てなくても、愛する人がそばにいれば、それだけで世界は美しい──

　郷愁的ノスタルジツク、と言うのだろうか。アップテンポなのにどこか優しいメロディは、聞いているだけで、胸の奥に暖かい物があふれてくる気がする

　しばらくの間、ディーはその歌声に聞き惚ほれた。

　やがて歌が終わる。

「……いい歌ですね」

　夢から覚めた気分で、ディーは目を開けた。

　マリアはコンロの火を止め、照れたように天井を見上げて、

「……大戦中にね、友達に教えてもらったのよ。初めて聞いたときは『なんて甘い歌だ』って怒ったんだけど、何度も聞いてるうちに、いい歌だな、って……」懐なつかしむように目を細め「あの子が小さい頃ころ、子守歌によく歌ってあげたんだけど……ちゃんと覚えてたのね」

　その顔に浮かぶのは、まぎれもない微笑。

　ディーは、とまどいを覚えずにはいられなかった。

　──おかあさんは、わたしのことが嫌いなんです。

　かつて、セラは言った。

　お母さんに勉強を教えてもらったことも、ご飯をおいしいとほめてもらったこともない……なんでもないふうを装っていたけど、セラはいつも悲しそうだった。実際、マリアの態度はセラの言葉を裏づけていて、だからディーはなんの疑いも持たず、この人は娘を嫌っているのだと信じ込んでいた。

　だけど。

　それならどうして、この人はこんなにうれしそうなんだろう。

　どうして、この人は、こんなにも『お母さん』の顔をしているんだろう。

「……聞いても、いいですか」

「なに？」

「あなたは……本当に、セラのことが嫌いなんですか？」

　そう尋ねた瞬しゆん間かん。

　マリアの笑顔が、凍った。

「……ええ、そうよ」

　暖かな微笑は一瞬で消え去り、あとに残るのは冷たい瞳ひとみと、張りついたような無表情。

「あの子が、そう言ってたの？」

「はい……」うなずき、マリアの顔をまっすぐに見上げる。「どうしてですか？」

　マリアは、少し考え、

「どうしてかしら……？」

「は……？」

　予想外の答えに、ディーは虚を衝つかれた。

「理由はない、って言うんですか？」

　マリアは、ええ、とうなずき、

「強いて言うなら、あの子のせいで苦労しっぱなし、ってことかな。君にはわからないかもしれないけど、こんな時代に女手ひとつで子供を育てようと思ったら、本当に大変なのよ？　あの子さえいなければもうちょっと楽に生きられたのに……まったく、どうして子供なんか作ったのかしら」

「でも……だって、親子じゃないですか！」

「それはそうだけど……」マリアは困ったように眉まゆを寄せ「君、ご両親は……？」

　ディーの心臓が、跳ねた。

　うつむきそうになるのを必死にこらえて、言葉を絞り出す。

「……いません」

「それじゃ、わからないかもしれないわね」マリアは、ふっ、と表情を和らげ「……親子なんてのはね、君が思ってるほど綺き麗れいなものじゃないの。世の中には、生きるのに困って自分の子供を売り飛ばす親もいれば、親を銃で撃うち殺す子供もいる。血がつながってるから仲良くできるなんて、ただの勘違い。……知らなかった？」

「それは……」確かにその通りだ。「……でも……」

「その点、私はマシなほうね」マリアは言葉を挟む隙すきを与えてくれない。「ちゃんとご飯は食べさせてるし、生活にも不自由させてないし……そこらの母親には負けていないつもりよ」

　やわらかい笑みさえ浮かべて、ディーを見下ろし、

「……だから、私、君に文句を言われるようなことはしてないの。確かに私はあの子が嫌いだけど、少なくとも親としての義務は果たしてるわ……この上、愛情を持てなんて言われても、迷惑なのよ」

　話はおしまい、とばかりに鍋なべに向き直り、コンロに火を入れる。

　ディーはなにも言えずに、ただ、その横顔を見上げた。

　どうすればいいのか、わからない。

　頭の中は真っ白で、いっそ、この場から逃げ出してしまいたいほど。

　マリアの顔に浮かぶのは、感情のない、作り物めいた笑み。

　わずかに見えた『お母さん』の顔は、もう、どこにもない。

　見間違いだったのかもしれない、と思う。

　この人は、本当に娘のことが嫌いなのかもしれない、と思う。

「……あの子は、私なんかいなくてもあんなに大きくなって……私のことなんか、とっくに諦あきらめてるわよ」

　それでも。

「そんなこと……ありません……」

「え……？」

「セラは、諦めてなんか……いません」

　それでも、このまま引き下がることなんてできない。

　どうしても、納得できない。

　この人は、確かに、セラと同じ歌をうたったのだから。

　遠い日に、母が娘のために歌った、子守歌。

　その歌を、あの子は今でも覚えている。

　……だから、許せない。

　同じ歌を覚えている母と娘が、仲良くすることができないなんて。

　そんなバカなことが、あっていいはずがない。

「あの子は、今でもあなたのことが好きで……あなたに愛されたいと思ってるんです」

「バカなこと、言わないで」ディーの言葉を、マリアは笑い飛ばす。「あの子がそんなこと考えるわけがないでしょ。私があの子にどんな仕打ちをしてきたと思ってるの？」

「でも、本当です」ディーはひるまない。「だから、セラはなんとかあなたに喜んでもらいたくて、がんばってきたんです」

　台所に並ぶ作りかけの料理を指さし、

「……どうしてセラがこんなに料理が上う手まいか、わかりますか？　これは本当は、僕ぼくのための物じゃない……あなたに食べてほしいから、あなたに『おいしい』って言ってほしいから……だから、あの子はがんばって、少しでもおいしい物を作ろうと努力してきたんです」

「そんな……はず……」マリアは笑おうとして、失敗した。「だって……だってあの子、私が夜遅くに帰ってきても気にも留めなかったし、私がケガしても心配なんて……」

「きっと、あなたに叱しかられたくなかったからです。……あの子はあなたのことが心配だったのに、それを口にできなくて……だから、あの子は感情を表に出すのが下へ手たで、うれしくても笑わないし、悲しくても泣かないし、悔しくても……」

「──黙だまりなさい！」

　とうとう、マリアの笑い面が欠けた。

「君になにがわかるの？　祐ゆう一いちから聞いてるわ。君は政府の実験体で、試験管で化学合成された人工生命なんでしょ？　生まれた瞬しゆん間かんから『父親』も『母親』もいない君みたいな人間に、家族のなにがわかるって言うのよ！」

「……わかります」

　ディーは、静かに微笑ほほえんだ。

　胸を張って、答えた。

「家族は大切な物だって、たぶん、誰だれよりも知ってます……僕には、どんなにがんばっても、手に入らない物だから」

「あ……」マリアが、声を失う。

　ディーはひとつ息を吐き、ゆっくりと言葉を続けた。

「あなたたち『普通の人間』にはわからないかもしれないけど、家族がいるっていうのは幸せなことなんです。……お父さんがいて、お母さんがいて、当たり前に生まれてくるっていうことは、本当にすごいことなんです」

　たとえば、それは、誰かに望まれてこの世に生を受けるということ。

　たとえば、それは、生まれる前から味方の存在が約束されているということ。

　作り物の『魔ま法ほう士し』には望んでも得られない、当たり前の幸せ。

　だから。

「……だから、もし、あなたが少しでもセラのことを思ってくれているなら、それをあの子に教えてあげてください……じゃないと」

　勢いよくうつむき、涙をこらえた。

「……セラが……かわいそうです」

　声が震ふるえるのを、止められなかった。

　それっきり、沈ちん黙もくが下りる。

　スープ鍋なべの沸く音だけが、静かに流れる。

　ややあって。

「……ありがとう」

　マリアの声が、聞こえた。

　驚おどろいて顔を上げると、そこには、暖かな笑顔があった。

　ディーは、目を見開いた。

　それは、まぎれもない、『母』の顔だった。

「君がそんなにあの子のことを思ってくれてるなんて、正直、驚いたわ」

「あなたは……」

　そのあとに、上う手まく言葉がつながらない。驚いているのか、うれしいのか、自分でもよくわからない。

　だけど、確かなことがひとつ。

　やっぱり、この人はセラの『お母さん』だった。

「あのね……」マリアは目を閉じ、息を吐き、目を開いて「今から話すこと、絶対にセラには教えない、って約束してほしいの」

　その瞳ひとみが、真剣な光を帯びる。ディーはうなずき、姿勢を正した。

　マリアはうなずき返し。

　ただひと言、静かに告げた。




「──私ね、もうすぐ死ぬの」




　なにを言われたのか、わからなかった。

　マリアの暖かい笑顔を、ディーは呆ぼう然ぜんと見上げた。
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「……どういう……ことですか？」

「簡単に言うと、脳に欠陥があってね……現代の医学でもどうしようもないの。たぶん、保もってあと一年、下へ手たすると半年」

　──言葉の意味を理解するのに、しばらく時間が必要だった。

「そんな……」ディーは息を吞のみ、ほとんど反射的に「だったら！　早く病院に行って！」

「だから、不治の病だって言ったでしょ？」苦笑混じりの、マリアの声。

「でも、なにか方法があるはずです！　……そうだ、政府の研究所なら！　普通は無理だけど、僕ぼくが頼めばなんとかしてくれるかも……だから！」

　マリアは悲しそうに笑い、小さく首を振った。

　それで、とうとう、ディーはなにも言えなくなってしまった。

　もう、なにをやっても無駄なのだと、すみれ色の瞳ひとみが告げていた。

　ディーは黙だまって、ただうつむくことしかできない。

　その肩に手を置き、マリアは語り始めた。

「……それがわかってから、私はできるだけあの子に冷たく振る舞うことに決めたの。あの子が私のことを嫌いになるように、私が死んでも、あの子が泣かないように。……だって、どんなにあの子が私のこと好きになってくれたって、どんなに幸せだと思ってくれたって、私は、あの子と一緒にいてあげられないから……」

　でもね、と呟つぶやき、ディーの頰ほおにそっと触れる。

「君の言葉を聞いて、思ったの。もしかしたら私、すごく大切なことを忘れてたんじゃないかって……たとえ、いつか私が死んで、そのせいであの子が悲しむことになったとしても、それでもあの子には、『今日』のほうが大切なんじゃないかって。だから、ありがと……って、どうしたの？」

　ディーは答えられない。

　うつむいたまま、必死にこぶしを握りしめることしかできない。

「……君、もしかして、泣いてるの？」

　びくりと、体が震ふるえた。

「ごめん……なさい……」

　必死に絞り出した声は、自分でも聞こえないくらい、小さかった。

「……どうして謝あやまるの？　私はお礼を言ってるのに」

「けど……！」恥ずかしくて、顔を上げることができない。「僕ぼく……なにも知らないくせに……偉そうなこと言って。あなたはちゃんとお母さんで、僕なんかより何十倍もセラのことを考えてて……」

「バカね……」ため息混じりの声。

　マリアの手が、ディーの顔を上げさせる。

　そのまま、実の子供にするように、髪の毛を撫なでる。

「男の子が人前で泣かないの……ほら、しっかりして。君は謝るようなことなんかなにもしてないんだから。……謝らないといけないのは、私のほう。君にも、あの子にもね……」

　床に膝ひざをつき、ディーに目線を合わせ、

「今さらかもしれないけど、私、がんばってみる。急には無理かもしれないけど、もう一度、あの子と普通の親子になれるように……だから、私からのお願い」

　そう言って、マリアは『お母さん』の顔で微笑ほほえんだ。

「これからも、あの子と仲良くしてあげてね」

「はい……！」

　ディーは涙を拭ふき、心からの笑顔で答えた。




　　　　††††††††††††††




　そんなふうにして、瞬またたく間まに、二週間が過ぎた。




　　　　††††††††††††††




　脳内時計が『午前〇時』を告げ、七月二〇日が始まった。

　第一〇階層、研究施設内、訓練室。直径二〇メートルの円筒形の部屋の中央で、ディーは二本の騎き士し剣を構えた。

　傍そばに浮かぶ立体映像のタッチパネルに、自分のⅠＤと訓練メニューを打ち込む。訓練の開始を告げるメッセージが目の前に表示されたあと、訓練室を照らしていた照明と一緒に消え、代わって、標的を表す無数の赤い光点が闇やみを踊った。

（「身体能力制御」発動）

　五メートルの距離を二歩で消去し、踏み込みざまに、最初の光点めがけて右の『陰』を振り抜く。『命中』の立体映像表示を確認する間もなく身を翻ひるがえし、次の標的めがけて闇を流れる。次々に表示される数百の光点を、一ナノ秒も無駄にすることなく撃げき破はしていく。Ⅰ－ブレインの演算効率は低下していないか、筋きん繊せん維いの動きに無駄はないか──脳内の膨ぼう大だいな戦せん闘とう記録を逐次チェックしながら、剣の舞は片時も止まることがない。

　この頃ころは毎日、夜遅くまでこうやって特訓をするのが、ディーの日課になっていた。

　わずか一戦で祐ゆう一いちに看破されてしまった、自分の弱点。攻撃動作に移る際の一いつ瞬しゆんのタイムラグ。祐一は『そのままでいい』と言ってくれたが、どんなに取り繕つくろったところで弱点は弱点に違いないのだ。無意識下に染みついてしまったそのクセをなんとか直そうと、ディーはここ一週間、地味な基き礎そ訓練を繰くり返していた。

『陽』の切っ先が闇を穿うがち、最後の光点が消滅する。

　──訓練プログラム『Ａ－５』終了。

　立体映像のシステム・メッセージとともに、訓練室に光が戻る。ディーは息を吐き、次の訓練プログラムを呼び出そうとタッチパネルに手を伸ばしかけ、

「……あ、いたいた。ディー！」

　壁かべ際ぎわの扉の向こうから、朱色の一つ目眼帯がこっちを覗のぞいていた。

「クレア？」

「もー、探しちゃったじゃない。こんな夜中に秘密の特訓？」クレアは眼帯を外し、ディーの傍そばに歩みよって「……もしかして、ホントに特訓してたの？」

「え……あ……うん。いちおう……」

「ふーん……」

　なんかあったのかコイツ、とでも言いたげにクレアはディーを『視み』つめ、

「……ま、いいわ。それよりね、大事な話があるの」

「なに？」

　予定変更、今日の訓練はおしまい。二本の騎き士し剣を腰の鞘さやに収め、ディーは床に放り出してあったタオルをつかみ、

「あなたが少し前に連れてきた、あの第一階層の女の子のことよ」

　思わず、手が止まった。

　恐る恐る体を起こし、色のないクレアの瞳ひとみを見上げる。

「セラの……こと……？」

　そうよ、とクレアはうなずき、ディーの手からタオルを取って、汗だくになっている首筋をそっと拭ふいた。

「あたしも気になってちょっと調べてみたんだけどね」タオルを動かす手は止めないまま、意味ありげに声を潜ひそめ「あの子の母親、マリア・Ｅ・クライン。……四年以上前の経歴、全部作り物よ」

　なにを言われたのか、わからなかった。

「……それって……」

　いったい、どういう意味……

　声にならない疑問を察したのか、クレアはひとつうなずき、

「だから、マサチューセッツに来る前の経歴に、すべて偽造の痕こん跡せきが見つかったって言ってんの。スイスのシティ・チューリッヒで生まれたとか、野戦病院で働いてたとか、そういう経歴は全部傷有り。……って言っても、どれもホントに小さな傷だから、単なるデータの破損っていう可能性もあるんだけど……」

　ディーの体を拭き終え、タオルを自分の腕にかけて、

「だから、ディー。もう一回、あの親子の経歴、調べなおしたほうがいいわ。ひょっとしたら、とんでもない物が出てくるかもしれないわよ」

「……うそ……だよ」

「ディー？」

「信じられないよ、そんなこと」クレアの顔をまっすぐに見つめ、静かに首を振る。「だって、あの人たちはそんなに悪い人じゃないよ」

「ディー、あのね……」

「だいたい、クレアの言ってることはおかしいよ」無理やり、笑ってみせる。「もしマリアさんの経歴が作り物だって言うなら、あの人は本当は誰だれなの？　もう死んだはずの人とか、行方ゆくえ不明になった人とか、どこかにあの人のデータが残ってるはずでしょ？」

「それは……」クレアが言葉に詰まる。

　ディーは、心の中で安あん堵どの息を吐いた。

　言葉に詰まるということは、その肝心の『マリアの本当の過去』が、発見できなかったということ。

　もし本当にそんな物が存在するなら、クレアの能力でそれが調べられないはずがない。

「だから、きっとクレアの勘違いだよ。……みんな普通の、いい人ばっかりだよ」

　一方的に話を打ち切り、クレアに背を向けて歩き出す。

「ディー！　まだ話は……」

「おやすみ！」

　叫んで、振り返らずに駆け出した。

　クレアの顔を見たら、ケンカしてしまいそうで怖かった。




　そのとき、壁かべの時計が『午前〇時』を示し、七月二〇日が始まった。

　端末ディスプレイに表示されたメッセージを、マリアは食い入るように見つめていた。

『賢人会議Seer's Guild』からの任務の依頼──ファクトリーの研究棟に潜せん入にゆうし、魔ま法ほう士しの開発に関かかわる機密データを奪取すること。

　逆探知も不可能なほど複雑な経路で送られてきたそのメールには、事前にマリアが送っておいたある『提案』に関して、依頼人の回答が添付されていた。

　結果は、諾だく。

　今回の仕事の報ほう酬しゆうとして、オーストラリアのシティ・メルボルン跡地に自分たちの家を用意してほしい、というマリアの提案を、依頼人は受け入れてくれた。

　そして。

（Ⅰ－ブレイン、起動）

　あれから二週間、マリアのⅠ－ブレインは予定通り、なんとか通常戦せん闘とうをこなせるレベルにまで復帰した。祐ゆう一いちにはきっと止められるだろうが、魔法士でない軍の警けい備び部隊を相手にするにはこれで十分。いつもは第一階層の外れの墓地に埋めてある自分用の戦闘デバイス『Ｄ３』も、すべて掘り出して今はこの部屋のベッドの下。

　ひとまず、準備は整った。

「あとは……」

　祐一があの少年の騎き士し剣から取り出した個人ⅠＤは、マリアがこれまで知らなかったシティ上層部の内情を教えてくれた。魔法士を開発・研究しているのは政府直属の機関『ファクトリー』で、実質的に軍とは対立関係にあること。ファクトリーの魔法士は現在のところたった三名で、一人はモスクワに貸与され、一人は戦せん闘とう能力が皆無な索さく敵てき要員であること。

　つまり、今このシティで、マリアを止められるのはあの少年だけだということ。

「そうね……」

　端末のスイッチを落とし、部屋を出る。リビングのテーブルでうつ伏せになって眠っていたセラが、はっと顔を上げる。

「あ……おかあさん」

「なにをやってるの？」

　以前にも、こういうことは何度かあった。深夜に部屋から出たとき、家の外から帰ってきたとき、セラはいつもこうやって、冷たいリビングのテーブルで、一人眠っていた。

　自分のことを待っていてくれたのだと、どうしてわからなかったのだろう。

「さっさと寝なさい」

　高圧的な態度で命令する。セラと仲良くするというあの少年との約束は、いまだに少しも果たされていない。身についた態度というものは、そう簡単には変えられない。

　だけど。

「……ああ……そうそう、ちょっと待ちなさい」

「……なんですか？」

　自室の扉に手をかけたまま、セラが振り返る。

「前にあなたと一緒にいた、あの男の子……」

「……ディーくんが、どうかしたんですか？」

　だけど、危ない橋を渡るのは、これが最後。

　すべてが終わって、なにもかも解決したら、この子に色々なことを教えてあげよう。

　残りの私の人生は、すべてこの子と一緒の、幸せな時間にしよう。

「一度話がしてみたいわ。明日にでも、夕食に招待してあげなさい」

　セラが目を丸くした。

「本当……ですか？」

　マリアはうなずく。なんとか笑おうとしたけど、やっぱり失敗してしまった。当たり前の親子に戻るというのは、並大抵のことではないのかもしれない。

　だけど、明日になれば。

　すべてをやり終えることができたら、そのときは。

「わかりました。わたし、明日はごちそういっぱい作ります」

　少しだけ口元をゆるめて、娘が答える。

　この子の笑顔を見るのは、本当に久しぶりだった。







　第六章　家族の食卓　～Why do we, human, continue the struggle?～







　──最初に出会ったときは、人形みたいな子だな、と思った。




　二年前のあの日。

　研究員の案内で訪れたファクトリー実験施設Ｃ棟、特別医務室。

　作り物の陽光が差し込む白い部屋。枕まくら元もとに揺れる白い花。

　ベッドに身を起こす、生まれたばかりの、銀髪の少年。

　初めまして、とあいさつしたら、答えの代わりに返ってきたのは冷たい銀色の視線。

『三三番』の弟は、愛想のない子供だった。

　いくら話しかけても答えないし、冗談を言ってもにこりともしない。じゃあ不機嫌なのかというとそうでもないし、べつに怖がっているわけでもない。

　中性的で、どこか女の子みたいなその顔には、表情というものが欠けていた。

　なんとか反応を得ようと一方的にしゃべり倒したあげく、だんだん虚むなしくなってきて、とうとうキレた。おみやげに持ってきたチョコレートを少年の顔めがけて投げつけ、あわてて止めに入る看かん護ご婦ふの手を振り払い、なにか気に入らないことあるなら言ってみなさいよ、とベッドに詰めよった。

　それでも、答えは返ってこなかった。

　こっちの声なんか聞こえていないみたいに、あの子はただぼんやりと、窓の向こうの青空を眺めていた。

　それで、なんとなくだけど、わかった。

　この子にはまだなにもないんだということが、わかってしまった。

　自分が作られた四年前からマザーコアの育成行程はどんどん簡略化されて、今ではほとんどの子供はまともな自意識に目覚めることもないまま一生を終える、なんてこと、そのときは知らなかったけど。

　それでも、この子は本当に『生まれたばかり』なんだということが、自然に納得できた。

　声が途切れたのに気づいたのか、少年がこっちを見つめていた。

　人形めいた顔の中で、かろうじて意志の存在を主張する、銀色の瞳ひとみ。

　きれいな、宝石みたいな瞳。

　少年に『デュアルNo.33』という名前が与えられたのは、その日の午後のことだった。




　二度目に会ったのは、一ヶ月後。

　作り物の陽光が差し込む白い病室で、あの子は一人ベッドに身を起こし、窓の外を眺めていた。

　折れた右足と左腕はギプスで固定され、大やけどした顔の右半分は包帯に覆おおわれて。

　銀色の瞳ひとみで、ぼんやりと、窓の向こうに広がる白い街を見つめていた。

　こんにちは、と声をかけたら、びくりと身を震ふるわせて振り返った。

　その顔が、恐怖に染まった。

　けがをしていないほうの右手でベッドを叩たたき、腕の力だけで飛び上がろうとして失敗した。ギプスを吊つる包帯にもつれて、少年はバランスを失った。

　あわてて駆けよって両腕を伸ばし、床に落ちる寸前で抱きとめた。

　そのままもつれ合う格好で床に倒れ、腕の中に少年を抱いたまま、しばらく動けなかった。

　少年は、震えていた。

　包帯まみれの小さな体を震わせ、目の前の胸にすがりつき、声を殺して泣いていた。

　……少年が初めての任務に失敗したのは、三日前のこと。

　護ご衛えいにあたっていた政府の要人は爆ばく弾だんテロの標的にされ、数十名のＳＰとともに少年の目の前で四散した。

　自身も大けがを負った少年は、連日のように訪れる軍の幹部に役立たずと罵ののしられ、なにもかもに怯おびえきっていた。

　服の襟えりから覗のぞくのは、血がにじんだ包帯。

　大丈夫よ、と背中を撫なでてあげたら、泣き声が高まった。

　どうにか落ち着いたころを見計らって、ベッドに戻してあげた。少年は涙を拭ふき、眼帯に覆われたこっちの顔をじっと見つめ、それから、床の上でぺたんこになっている『物体』に気づいて、不思議そうに首をかしげた。

　そこで、やっと『それ』のことを思い出し、ため息をついた。

　少年を助けたときにお尻しりの下した敷じきにしてしまったのだろう。せっかく第一階層で買ってきた花束は、見事につぶれてしまっていた。

　苦笑混じりに頰ほおをかき、照れ隠しにそっぽを向いて、もう花束だかなんだかよくわからなくなってしまった『お見舞い』を拾い上げ、少年の目の前に突きつけた。

　差し出された花束を、少年は無言で受け取り、

　ほんのわずかな笑みを浮かべて、初めて口をきいてくれた。

　──ありがとう。

　それが、トドメだった。

　その日のうちに手続きを済ませ、第九階層の郊外に与えられていた自分の家を引き払い、少年が住む一〇階層の官舎に引っ越した。

　理屈なんてなかった。

　見るもの、聞くもの、すべてが生まれて初めての世界で、わけもわからないままに戦せん闘とう兵器の役を押しつけられて。

　あの子は、ただひたすらに怯おびえていて。

　だから、守ってあげなきゃいけない、と思った。

　……もう一度、あの笑顔を視みせてほしかった。




「……ん……」

　目が覚めると、世界は一面の闇やみで、流れる空気がひどく冷たかった。

　第一〇階層、軍用ポート。夜間照明さえも消えた格納庫の片隅で、クレアは壁かべに背中を預け、毛布にくるまって膝ひざを抱えていた。

　脳内時計が告げる時刻は『午前六時』。あのあと、訓練室でディーと別れてからすぐにここにやってきたわけだから、かれこれ五時間もこうやって眠っていたことになる。

　ゆっくりと顔を起こし、毛布を肩にかぶったまま伸びをし、ぷしっ、とくしゃみをもらす。どうやら少し風か邪ぜをひいてしまったらしい。夜間の軍用ポートは、かろうじて電子機器が凍結しない程度にまで暖房が落とされるから、お世辞にも眠るのに適した環かん境きようとは言えない。

　それでも、クレアはよくここで眠る。

　いやなことがあったとき、悲しいことがあったとき、誰だれかとケンカしてしまったとき。

　そんなときに逃げる場所があるのは、いいことだと思う。

　毛布を体に巻きつけたまま立ち上がる。目の前には銀灰色の装甲をまとった、全長七五メートルの巨大な船体。ナイフのように細く鋭するどいシルエットの先端には、荷電粒子砲の凶悪な光。

　主動力は『Ｘ７型演算機関』。平均巡航速度は毎時一万七〇〇〇キロ、限界機動時の最高速度は秒速一万メートル弱。『千里眼』の膨ぼう大だいな知覚能力を生かすために開発された、クレアの分身。

　世界に三台しか存在しない雲上航こう行こう艦かんのひとつ、高々度索さく敵てき艦かん『FA-307』。

　思えば、こいつが完成したのは、ちょうどディーが生まれたころだった。

「……じゃあ、こいつも、あたしの弟みたいなもんか」

　ずいぶん懐なつかしい夢を見た。

　培ばい養よう槽そうから出てきたばかりのディーに初めて会った、あの日の夢。

　クレアに『弟』ができた、あの日の記き憶おく。

「もう、二年も経たったんだ……」

　魔ま法ほう士しとしてではなく、兵器としてでもなく、人間としての自分を必要としてくれた、銀色の髪の少年。

　それが、どれだけ自分の心を慰なぐさめてくれたか、あの子は知らないだろう。

　二年前、ディーに出会うまで、クレアにとって生きることは苦痛だった。シティを構こう築ちくする部品として生を受け、戦せん闘とう兵器として生存を許された少女時代。同じように生み出された兄弟たちは次々にこの世を去り、生まれついての盲目を眼帯で隠した、一人ぼっちの日々。

　いつ死んでもいいと思っていた、あの日の自分。

　そんな自分の胸にすがって泣いてくれた、小さな弟。

　──二年。

　あの子は少しだけ背が伸びて、少しだけ笑うようになった。

　相変わらず弱気で、頼りないままで、目が離せなくて。

　でも、そんなあの子の世話を焼くのは本当に楽しくて。

　いつの頃ころからか、あの子の前でだけは、この眼帯も外せるようになった。

　僕ぼくなんてこの世に必要ない、とあの子は言うけれど。

　あの子は、あたしに『幸せ』をくれた。

　なのに。

「……ディーの、バカ……」

　弱々しい声は格納庫の闇やみに溶け、あとにはため息しか残らない。

　あの子が自分の言うことを聞いてくれなかったのなんて、初めてのこと。

　あんな感傷的な夢を見たのは、きっと、そのせいだ。

　……わかっている。

　ディーの言うことにも一いち理りあるのだと、頭では理解している。

　マリア・Ｅ・クラインの経歴から発見された、データの破損──それは、ほんのわずかな、普通なら見逃してしまうレベルの微細な齟そ齬ごに過ぎない。それがほぼすべての、手に入る限りのデータから同じように検出されたからと言って、そんな物は単なる偶然と言われてしまえばそれまでだ。だから、ディーの言う通り、『マリア・Ｅ・クラインがマリア・Ｅ・クラインになる以前の経歴』がどこかで発見されない限り、彼女を疑わしいと決めつけることはできない。

　あるいは、考え過ぎなのかもしれない、と思う。

　自分の『千里眼』を欺あざむいて人間一人の経歴を消去するのがどれほど難しいかは、クレア自身がいちばんよく知っている。

　もしかしたら自分は、あの小さな女の子に嫉しつ妬としているだけなのかもしれない。

　ここ二週間、ディーが第一階層に通い詰めなのが気に入らなくて、だからあの女の子と、その母親を調べてみようなんて思いついたのかもしれない。

　だとしたら、自分もずいぶんつまらない人間だ。

「……そうよね」

　はぁ、と息を吐いて、クレアは苦笑した。

「軍の諜ちよう報ほう部門でも総動員しないと、ここまで完かん璧ぺきな偽装なんて」

　できっこない。

　そう言いかけて、ふと口を閉ざした。

　自分の言葉に、引っかかりを覚えた。

「……軍の……諜ちよう報ほう部門？」

　呟つぶやく声が、ひどく虚うつろに聞こえた。

　ひとつの、とんでもない仮定が、頭に浮かんでいた。




　──たとえば、大戦中に、どこかの軍で、魔ま法ほう士しが脱走したとする。

　もちろん、そんなことがあったなんて話、クレアは知らない。あくまでも仮定だ。だが、世界中で数千人の魔法士が生み出され、そのほとんどが戦死したあの世界大戦の中で、そういう事件が起こっていたとしてもなんの不思議もない。

　当然、軍の人間は躍やつ起きになって追っ手を繰くり出す。だが、相手は仮にも最高レベルの軍事兵器。そう簡単に捕らえることなどできるはずがない。脱走は成功し、莫ばく大だいな費用と研究期間を費やした軍事機密は行方ゆくえ不明──それが、いちばんありそうなオチだろう。

　そうなったとき、軍の上層部が最も恐れるのは、なにか。

「……情報の、漏ろう洩えい」

　脱走の情報が敵方に漏れ、こちらの戦力低下に気づいた敵軍が攻勢に出る──そんな最悪の展開を、彼らはなんとしても避さけたかったはずだ。

　では、どうすればいいか。

　いちばん簡単な方法は、前提条件を『無』にしてしまうことだ。

　問題の魔法士に関するデータをすべて抹消してしまえば、ことはすべて丸く収まる。そもそも、そんな魔法士が最初から存在しなければ、『脱走』など起こりようがない。あらゆるデータベースの記録は都合よく改ざんされ、膨ぼう大だいな戦果はすべて他ほかの魔法士の手による物と書き換えられる。

　結果、一人の魔法士が歴史から消滅し、完全な自由を手に入れる──

　気がついたときには、クレアは駆け出していた。

　格納庫の隅の操作端末に飛びつき、管制室を呼び出す。タッチパネルを叩たたく指が、ひどくもどかしい。もし自分の考えが正しければ、『マリア・Ｅ・クライン』の過去を探る手掛かりは途切れていない。仮に一人の魔法士の『人間としての』経歴を完全に消し去ったとしても、Ⅰ－ブレインの開発に用いられた研究データまでは捨てることができなかったはずだ。

　ディスプレイの向こうに、当直の管制官が姿を現す。いきなり現れた朱色の眼帯にひどく驚おどろいた様子だが、構ってはいられない。

「ファクトリー所属、実験訓練生クレアNo.7。FA-307の出しゆつ撃げき許可を願います。目標は──」

　一方的に指示を出し、通信を終え、急ぎ足で船に向かう。

　目標は、北アメリカ大陸西海岸、シティ・ロサンゼルス跡地。

　大戦中に空間制御特化型Ⅰ－ブレインを生み出した、《光使い》誕たん生じようの地。




　　　　††††††††††††††




　七月二〇日、朝六時。

　デュアルNo.33の一日は、メールの着信を表す電子音で始まった。

　……誰だれ……？

　自室のベッドに身を起こし、あくびをかみ殺す。昨夜はクレアの言葉が気になって、あまりよく眠れなかった。枕まくら元もとの携帯端末にのろのろと手を伸ばし、立体映像ディスプレイにメールを展開し、差出人を確認して、

「──セラ？」

　いっぺんに眠気が吹き飛んだ。

　凝こったレイアウトが施されたメールの右隅には、『セレスティ・Ｅ・クライン』と可愛かわいらしい手書きの署名。いわく、お母さんの希望で夕食会を開くことになったから、今日は街の案内はお休みで、夜は家にご飯を食べに来てほしい、とのことだった。

「へえ……」

　二秒ほど考えて、ありがたく招待を受けることに決めた。セラの作る晩ご飯、というのはものすごく魅み力りよく的てきだったし、なによりマリアの希望というのが気に入った。先日の一件以来、彼女とディーの仲は良好になりつつある。セラが一緒にいるときの態度は相変わらずぎこちないままだが、なにかの拍子にディーと二人きりになったときなど、にっこりと笑ったり、小声で話しかけてくれたりする。

　もしかすると、ディーをダシに使って娘と仲直りする気なのかもしれない。

　だとしたら、願ってもないことだ。

　──マリア・Ｅ・クライン、四年以上前の経歴、全部作り物よ──

　頭に浮かんだクレアの言葉を、無理やり振り払う。そんなバカなこと、あるわけがない。弾みをつけてベッドから飛び降り、大きく伸びをする。セラの案内が休みなら、今日はこれまで集めたデータの解析をやろうと心に決める。

　窓に歩みより、カーテンを開ける。作り物の青空は眩まぶしくて、思わず目を細める。

　第一階層もきっといい天気だろうと、根拠もなく思う。

「……がんばろ」

　今日は、いい一日になりそうだった。




　お祭りは、始まる前がいちばん楽しいのだと、なにかで読んだことがある。

　そして、それは本当のことなのだと、ディーは今日、生まれて初めて知った。

　朝の着替えと食事を済ませ、張り切って自室の設置型端末に向き合ったディーだったが、仕事はさっぱりはかどらなかった。キーをひとつ叩たたいてはうーんと唸うなり、ふたつ叩いては意味もなく部屋の中を歩き回る。今は仕事に専念しようと頭では考えているのに、体のほうはどうにも落ち着かない。午後に入ると、とうとう頭のほうまで今日の夕食会のことでいっぱいになってしまい、データの解析どころではなくなってしまった。

　仕方がないので騎き士し剣を提げて、研究棟の訓練室に向かった。体を動かしていれば、自然に気合いが入るだろうと思った。

　研究棟の扉、窓ガラスに映る自分の顔は、なぜか小さく笑っていた。

　いちばん簡単な訓練メニューで、標的を三つも取りこぼしたのは、初めてだった。

　訓練室を出たのは、脳内時計が『午後五時三〇分』を告げる頃ころ。

　いったん官舎の自室に引き返し、軽くシャワーを浴びてからファクトリーの制服に袖そでを通す。よそ行きの服なんて、これしか持っていない。鏡かがみの前で何度も身だしなみを整え、ひと房だけ伸ばした髪を一度ほどいてから、ブラシを通して紐ひもでまとめる。

　さんざん迷ったあげく、やっぱり騎士剣を持っていくことに決めた。

　官舎を飛び出し、夕暮れの街を抜け、階層間エレベータから第一階層に降り立った。手みやげはなにがいいかと考えて、無難に花束を買うことに決めた。適当な露ろ店てんで適当な花を見み繕つくろい、店員に頼んでそれらしくまとめてもらった。

　軽く一〇種類以上の花が盛り込まれた豪華な花束の中に、ディーが知っているのはバラ一種類だけ。

　花を買うのなんて、生まれて初めてだ。

　……目的の家にたどり着いたのは、それから三〇分後のこと。

　第一階層には、とうに夜の闇やみが下りていた。

「あ、ディーくん、こんばんはです」

　ずいぶん前から少年の到着を待ち構えていたのだろう。少女は玄関の前で小さく手を振り、口元をゆるめた。

「えっと……今日は、来てくれてうれしいです」

「こちらこそ」ディーは笑い、花束を差し出して「はい、これ。おみやげ」

　セラは、大き過ぎる花束を両腕で受け取り、頰ほおを寄せてそっと目を閉じた。

「……いい匂においです」

「気に入ってくれた？」

「はい」

　うなずき、目を開けて、

「どうぞ、あがってください。もうちょっとで準備できますから」

　言われるままに玄関をくぐり、リビングに通される。くすんだライトの明かりに照らされて、テーブルにはすでにいくつもの皿が並べられている。野菜サラダに、サンドイッチ。合成肉のローストに、魚肉の包み揚げ。テーブルの真ん中では丸いパイが『焼きたてですよ』と湯気を立て、台所からはシチューのいい匂においが漂ってくる。一品一品が小さめに作られているのは、たくさんの種類の料理をちゃんと食べきれるようにという配はい慮りよなのだろう。

　はっきり言って、ディーの予想をはるかに上まわる、豪勢な夕食だ。

「セラ……これ、いつから作ってたの？」

「お昼過ぎからです」玄関の花瓶に花束を生けながら、セラが答える。

　ディーは、ふーん、と感心し、

「こんなにたくさん、一人で作ったの？」

「え？」

　なに気ない問いに、セラの手が止まった。

　まっすぐディーに向き直り、口元をゆるめ、かすかに上気した顔で、

「祐ゆう一いちさんと……その、おかあさんが……手伝ってくれました」

「……そうなんだ」

　思わず笑みがこぼれる。

　ディーにすべてを告白したあの日から、マリアは必死に娘と向かい合おうとしている。もちろん、身についてしまった態度というものはそう簡単に変えられるものではないけれど、それでも、なんとか隙すきを見つけては娘の世話を焼こうとしているのが、事情を知っているディーにはよくわかる。

　……がんばってますね。

　娘と一緒に夕食の準備をするのはどのくらい楽しかったか、あとで聞いてみようと思う。

「それで……マリアさんと、祐一さんは？」

「おかあさんは、自分の部屋で用事をしてます。祐一さんは」

　セラがそう言いかけたときだった。

「──済まない。この皿はどこに……」

　低く、よく通るその声は、台所から投げかけられた。

　反射的にそちらを振り返り、ディーは絶句した。

「……祐一……さん……？　その、格好……」

「ん？」祐一は、皿を片手に自分の姿を見下ろし「どうかしたか？」

　エプロン姿の『黒衣の騎き士し』が、そこにいた。

　いつもの黒ずくめの装束の上に、青い縞しま模も様ようのエプロン。

　似合わない、というわけではない。

　むしろ、普ふ段だんは全身に纏まとっているある種の『鋭するどさ』をしましまエプロンが和らげ、優しい雰囲気を作り出している。

　けど、なんて言うかこれは……

「似合わないか？」

「いえ。お父さんみたいです」

　ディーの即答に、祐ゆう一いちは、む、と顔をしかめた。

　と。

「……ほんと、よく似合ってるわよ」

　いつの間にか、自室の扉の向こうから、マリアが顔を覗のぞかせていた。

「あ、おかあさん」セラがうわずった声を上げ、

「こ、こんばんは！」ディーはあわててあいさつする。

　マリアはそんな子供二人に冷たい視線を投げ、唇の端を不器用につり上げて、

「いらっしゃい。来てくれてうれしいわ」

　もしかすると、今のは笑ったつもりだったのかな、と考える。いちおう努力の跡は見られるものの、セラを前にしたときのマリアの態度はまだまだ自然にはほど遠い。

　現に、セラは母親が不機嫌なのだと勘違いしたらしく、びくびくと身をすくませている。

「──セラ」マリアの声。

「……なんですか？」

「もう、手伝うことはない？」

「え……？」

　思いがけなく優しい言葉に、セラは目を丸くした。

　しばらく言葉に詰まってから、

「……大丈夫、です。あとは……」

　なぜか、意味ありげにこっちを見上げる。

「そう」マリアは、もう一度だけぎこちなく笑い「それじゃあ、私はもう少しやることがあるから、しばらくは部屋に入らないでね。……準備ができたら、先に始めていいから」

　つ、と祐一に視線を送り、それに応こたえるように祐一がうなずく。

「わかりました」

　セラが答えたときには、すでに扉が閉ざされたあと。それでも、セラはうれしそうに口元をゆるめ、マリアが消えた扉をじっと見つめた。

　小さく息を吐き、上気したままの顔をこっちに向けて、

「というわけで、最後の仕上げ、手伝ってください」

　よくわからないことを言い出した。

「……最後の仕上げ、って？」

「だから、あとひとつ、まだ作ってない料理があるんです」どこから取り出したのか、若草色のエプロンをディーに押しつけ「だから、手伝ってください」

　どうやら、今日は僕ぼくがお客様、なんて理屈は通用しそうにない。

「うん……わかった」エプロンを受け取り「それで、なにを作るの？」

　セラはピンク色の小さなエプロンを首に掛け、答える。

「卵焼きです」
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　冷たい扉の感触が、首筋にあたって心地よい。暗い部屋。リビングの喧けん噪そうから切り離された静かな空間。マリアは扉に背中を預けて座り込み、静かに目を閉じていた。

　──卵焼きです。

　扉越しに聞こえる娘の声に、思わず忍び笑いを漏らす。あんなに楽しそうな声を聞くのは、いったい何年ぶりだろう。あの子が物心ついてからこっち、マリアの記き憶おくにある姿は、いつもびくびくと怯おびえているか、うつむいて表情を殺しているか、そのどちらかだった。

　それに、卵焼き。

　小さな頃ころからの、あの子の大好物。

　どうしてかなんて、あの子は覚えていないだろう。

　ずっと昔、まだあの人が生きていて、自分たちがスイスの小さな村に隠れ住んでいた頃、家の裏では鶏にわとりが飼われていた。鶏の卵は一家の貴重な収入源だったけど、売れ残ってしまったときには卵焼きに姿を変えて夕ゆう餉げのテーブルをにぎわせてくれた。

　ただそれだけの、つまらない話。

「……行かなきゃ」

　呟つぶやき、立ち上がる。ここまでの計画は順調。少年はマリアの誘いに応じ、なんの警けい戒かいもなくここにやってきた。家の周囲八ヶ所には、昨夜のうちに通信妨害デバイスの敷ふ設せつを終えてある。

　自分は、今から家を抜け出し、第一〇階層のファクトリー研究棟に襲しゆう撃げきをかける。

　その間、外界から隔絶されたこの家で、少年はすべてが終わるまでなにも知らずに宴うたげを楽しむだろう。たとえ異常に気づいたとしても、それは襲撃が始まったあとの話。少年が第一〇階層に帰り着く頃には、なにもかもが終わっているはずだ。

　クローゼットの扉を引き開け、奥の二重底を外して中から偏光迷彩マントを取り出す。

　床板を戻そうとした指が、なにかに触れる。

　透明な液体が入った、三センチほどのガラスの小瓶。

　そう言えば、とふと笑みをこぼす。こんな物も用意していた。無味無臭、即効性の神経毒。紅茶かなにかに一滴垂らして飲ませれば、助けを呼ぶ間もなく心臓が停止する。二週間前、様々な作戦案を練ったときには、少年をおびき出して始末するという選択肢も当然のように視野に入っていたから、そのためにわざわざ取り寄せておいたのだ。

　だけど。

「……これは、もう必要ないわね」

　瓶の底に貼はりつけられている小さな袋を外し、中に納められた錠じよう剤ざいを毒薬に落とす。中和剤の効果で毒素が分解され、透明な液体が淡青色に染まる。

　もしかしたら、自分は間違っているのかもしれない、と思う。

　甘いことを考えず、今、この場であの少年を始末すれば、シティ・マサチューセッツに自分を止められるだけの戦力は存在しない。

　そうすべきだと、頭の中で、光使い『レノア・ヴァレル』は叫んでいる。

　だが、今の自分は『マリア・Ｅ・クライン』だ。

　娘の友達になってくれて、おそらく娘が恋心を抱いている少年を、殺すことなどできない。

「祐ゆう一いちに言ったら……笑われるわよね……」

　彼には『賢人会議Seer's Guild』からの依頼のことも、今日の出しゆつ撃げきのことも、なにひとつ話していない。さっきの合図も、いつもの頭痛が来たから部屋に入るな、という意味だと思ってくれたはずだ。

　もし本当のことを話したら、祐一はそれこそ力ずくでもマリアを止めるだろう。

　いくら回復したと言っても、自分のⅠ－ブレインはまだ、いつ機能停止してもおかしくない状態なのだから。

「ごめんなさいね……」

　呟つぶやき、くすり瓶を棚に隠して、立ち上がった。

　ベッドの下から一二個の正八面体結晶を取り出し、白いマントを羽は織おる。

　部屋の奥に歩を進め、ひとつしかない窓を開け、息を吐く。

　今から始まるのは、私の、最後の戦い。

　たとえなにがあっても、私は、必ずここに帰ってくる。

　そして、もう二度と、あの子を泣かせるようなことはしない。

「……すぐ、帰ってくるから」

　ひどく優しい声だけを残して、

　マリアは、夜の街へと飛ひ翔しようした。
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　特大の卵焼きが焼き上がり、すべての準備が整っても、マリアは部屋から出てこなかった。

　祐一はテーブルの前で腕を組み、じっと宴うたげの開幕を待ち続けていた。

　二人の子供たちは向かいの席に並んで座り、卵焼きのできばえについてあれこれと話をしている。先に始めていい、というマリアの言葉を聞くつもりは毛頭ないらしく、料理に手をつけようとはしない。そういう態度を取られてしまうと、祐ゆう一いちとしても『食べていいぞ』とは言い出しにくく、豪勢な食卓を前に、そろそろ三〇分が過ぎようとしていた。

「……ところで」話の種も尽きたのか、ディーが視線をこっちに向け「マリアさん……遅いですね」

「……そうだな」

　なんと答えるべきか、一いつ瞬しゆんだけ迷う。いつもの頭痛の発作なら、マリアは人前に出られる状態ではないだろう。祐一としても、今はただ、彼女の回復を待つしかない。

　ディーは、祐一の顔とマリアの部屋の扉を何度も見比べ、

「あの……」意を決したように「僕、呼んできましょうか」

「い──」

「ダメです」

　いや、という祐一の声を遮ったのは、セラだった。

「おかあさんは、部屋にいるときに呼ばれると、すごく怒るんです」

「え……あ、うん」ディーはなにか言いかけ、口を閉ざし「……そうだね」

　ポケットから携帯端末を取り出し、ディスプレイを呼び出す。

「なにしてるんですか？」横から画面を覗のぞき込み、セラ。

「え、あの……この分だと、帰るのが思ったより遅くなりそうだから、その連絡──あれ？　おかしいな……」

　不思議そうに首をかしげるディー。

「どうした？」

「いえ、『上』と連絡がつかなくて……」

　ディーは何度も端末のキーを叩たたいてから、騎き士し剣のカバンをつかみ、席を立つ。

「すいません、ちょっと外に出てきます。ここからだと通信がつながりにくいのかも……」

　……ひどく、いやな予感がした。

　待て。

　祐一が呼び止めようとしたときには遅く、ディーはリビングから廊下を抜け、玄関の扉に手をかけていた。

「すぐ帰ってきますから。……セラ、待っててね」

　小さく手を振り、家の外に出る。

　──ディーの携帯端末が警けい告こく音おんを発したのは、次の瞬間だった。

　ほとんど勘だけで、祐一は動いた。Ⅰ－ブレインを起動しつつ立ち上がり、身体能力制御を脳内に呼び出す。騎士剣を持たないこの状態では、能力は著しく制限される。通常の八倍という低速度でセラの背後を駆け抜け、玄関から外に飛び出したときにはすでに遅く、両手に騎士剣を構えたディーの姿は、視界のはるか彼方かなたに消え去ろうとしていた。

　一いつ瞬しゆんの自失から立ち直り、家の中にとって返す。

　成り行きについて行けないのか、セラが呆ぼう然ぜんと声を上げた。

「祐ゆう一いちさん……？　あの……」

　答えている余裕はない。

　マリアの部屋に飛びつき、力任せに鍵かぎごと扉を引き抜く。

「……しまった……」

　祐一は息を吞のみ、踵きびすを返して駆け出した。

　マリアの姿は、部屋のどこにもなかった。
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（「Ｄ３」Ｅ：Lance射出）

　目の前にかざした右手の傍そばに、透明な正八面結晶体が出現する。『Ｄ３』の周囲に展開されていた時空の檻おりが通常の空間に接続され、内部で加速されていた荷電粒子が光の槍やりとなって通路の闇やみを穿うがつ。研究棟の構造物を破は壊かいしないように出力を落とした『Lance』は、二三メートル先の曲がり角からマリアを狙ねらっていた狙そ撃げき手しゆの頭部を正確に貫通し、強化カーボンの壁かべに当たって弾はじけた。

　これで、この一帯の制圧は完了。

　エネルギーラインを切断されて、闇に染まる研究棟。ほんの一五秒前まで通路を満たしていた兵士たちの叫び声は、痛いほどの静寂と、むせるような血の臭においに取って代わられていた。

（「Ｄ３」Ｅ：Lance装そう塡てん）

　正八面体型の攻撃デバイスの周囲に『閉じた時空』を展開し、再び通常の空間から切り離す。装塡状態に置かれた『Ｄ３』は、閉へい鎖さされた空間の中で重力場を制御し、周囲に存在している空気分子をほぼ光速にまで加速する。加速された空気分子はプラズマ化して原子核と電子に分離し、擬ぎ似じ的な荷電粒子砲の弾体として貯蔵される。

　攻撃準備、完了。

（本体周囲に重力制御を開始）

　床から一〇センチほど浮き上がり、滑るように通路の奥へと向かった。

　第一〇階層、ファクトリー研究施設Ｃ棟。脳内時計が告げる時刻は『午後八時三〇分』。家を抜け出してからほぼ三〇分、この建物に侵入してからは正確に二分。無抵抗の研究員はあえて見逃してやったが、警けい備び兵へいのほうはそういうわけにもいかない。生み出した死体はすでに一〇〇を数え、非常灯のかすかな緑光の下では無数の兵士が折り重なるように倒れている。

　マリアにとっては、見慣れた光景。

　一二年前のあの戦場から、さんざん繰くり返してきたこと。

　……それなのに、今日は少しだけ、心が痛んだ。

　通路の終点は、分厚い隔かく壁へきになっていた。問題の機密データが納められた部屋は、この向こう。携帯端末を接続してロックを解除しようとしたが、失敗。厳げん重じゆうなプロテクトは、祐ゆう一いちでも連れてこないと破れそうにない。

『質量感知』によって隔壁の厚みを測り、慎重に『Lance』の威力を調整する。

（射出）

　マリアは、決して油断していたわけではなかった。

　が、ここにいたのが祐一だったなら、あるいは気がついたかもしれない。

　光使いのⅠ－ブレインは、質量によって世界を知覚する。それはつまり「同じ密度と大きさを持つ物を区別できない」ということだ。たとえば人間と水。たとえば石ころと宝石。Ⅰ－ブレインを持たない普通の人間が視覚によって簡単に区別できるこれらの物体を、光使いはよく混同する。

　下へ手たに「質量を見る」という能力を持っているために、どうしてもそれに頼ってしまい、そこにはある種の安心感が生まれてしまう。

　マリアは、気がつかなかった。

　扉に穴が開き、その向こうに『それ』が姿を現しても、最後まで気がつかなかった。

　部屋の中央に設置されているその四角い金属物体が、操作端末ではないことに。

　隔壁の異常に反応して自動起動する、『対魔法士用拘束デバイスノイズメイカーであったことに。

（動作エラー。演算速度低下。危険、システム停止）

　ようやく事態を悟ったときには、すべてが手遅れだった。とっさに放った光の槍やりがノイズメイカーの制御部を貫通するのを、確認する間もなかった。脳に杭くいを打ち込まれたようなすさまじい痛みに、意識が沸ふつ騰とうした。

　視界に映るすべてが急速に現実感を失い、

　体重を支えられなくなった足がくたりと崩れ、

　……セラ……！

　そこで、記き憶おくが途と切ぎれた。




　自分になにが起こったのか、わからなかった。

　目を開けるとそこは真っ暗な通路で、マリアは穴の開いた隔壁にもたれ、うずくまっていた。

　立ち上がろうとして、膝ひざが砕ける。激しい目眩めまいに、額ひたいを押さえて呻うめく。どうやら、しばらく気を失っていたらしい。原因はおそらく、扉の向こうで煙を噴ふいているノイズメイカーだ。制御部を撃うち抜かれているのは、たぶん、自分がやったのだろう。

　強化カーボンの壁かべに手をつき、引きずるように体を起こした。

　……私、いったいなにを。

　一いつ瞬しゆんわけがわからなくなり、すぐに今が作戦中であることを思い出す。起動中のⅠ－ブレインにもろにノイズメイカーを食らったせいか、記き憶おくがあやふやだ。

　脳内時計を呼び出して、血の気が引いた。

「……午後、九時……？」

　それでは自分は、三〇分以上も気を失っていたのか。

　あわてて駆け出そうとして、ぐらりと体がよろける。こみ上げる不快感に口元を押さえ、必死に悲鳴をかみ殺す。

　吐き気、などという生やさしいものではない。

　壊こわれた脳の壊れた命令に従って、自分の体が自分を攻こう撃げきしている。

　空っぽの胃はとめどなく胃液を吐き出し、あまりの苦しさに涙がにじむ。三さん半はん規き管かんはめちゃくちゃで、自分がまっすぐ立っているのかもわからないほど。

　いっそ倒れてしまいたい。だけど、倒れるわけにはいかない。

　急がないと。

　早く、帰らないと。

　でないと、あの少年が気づいてしまう。

　言うことを聞かない体を無理やり動かし、部屋の奥を目指した。壊れたノイズメイカーの脇わきを抜け、奥の扉をくぐり、今度こそ目的の部屋にたどり着いた。震ふるえる指で端末のキーを叩たたき、目的のデータをディスクに移し替えた。

　唇をかみきり、途切れそうになる意識を痛みでつなぎ止めた。

　部屋をあとにし、元来た道を引き返した。

　行けども行けども死し屍し累るい々るいが折り重なる、地じ獄ごくのような通路。むせるような血けつ臭しゆうに嘔おう吐と中枢が刺激され、立ち止まっては血の混じった胃液を吐き出した。途中で何度も道を間違えそうになり、とうとう自分がどこにいるのかわからなくなった。迷路のような研究棟を、おぼろな意識のままにさまよい続けた。

　あの子たちは今いま頃ごろ、宴うたげを楽しんでいるだろうか。

　それとも、私の帰りを待っているだろうか。

　……あの子は、私を待っていてくれるだろうか。

　たどり着いた場所は、円筒形の広い部屋。

　照明を絶たれて光を失った、夜の底のような訓練場。

　そこが、終着駅だった。

　気がつけば。

　闇やみの向こう、二本の騎き士し剣を両手に下げ、銀髪の少年がたたずんでいた。
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　壁かべにかけられた鳩はと時ど計けいが、午後九時を知らせた。

　リビングのテーブルで、セラは一人、みんなの帰りを待っていた。

　テーブルの上ではとうに冷えきった料理が、手をつけられないままに寂しく残されている。

　すごくお腹なかが空すいたけど、食べようとは思わない。

　だって、これはみんなの物だから。

　おかあさんと、祐ゆう一いちさんと、ディーくんと、四人で食べるための物だから。

　みんながどこに行ってしまったのか、セラは知らない。すぐ帰ってくると言ったきり、ディーは帰ってこない。そのあとを追うように飛び出していった祐一も同じ。そして、部屋にいたはずの母の姿は、どこにもなかった。

　探しに行こうかと考えて、やめた。

　だって、誰だれかが帰ってきたとき、家に誰もいなかったら寂しいから。

　だから、自分はこうやって一人で、みんなが帰ってくるのを待っていようと決めた。

　みんなは、きっと帰ってくる。

　だって、今日は楽しい日だから。

　こんなに楽しい日に、悪いことなんて起こるはずがないから。

　だから、セラは待ち続けた。

　テーブルに頰ほお杖づえをつき、そっと目を閉じ、口元に小さな笑みを浮かべて、待ち続けた。




　──いつまでも始まらない楽しい夕ゆう餉げを、いつまでも待ち続けた。
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　血の臭においに満たされ、闇やみに沈む、研究施設Ｃ棟、訓練場。

　ディーは歯を食いしばり、両の騎き士し剣を構えた。

　直径二〇メートルの部屋を挟んだ反対側、虚こ空くうに揺らめく偏光迷彩マントの白。

　ディーが探し続けていた『光使い』が、そこにいる。

（「身体能力制御」起動。運動速度、知覚速度を五三倍で定義）

　滑るように地を駆け、二〇メートルの距離を一いつ瞬しゆんでゼロにする。空気抵抗が体の表面を流れ、かすかな風を肌に感じる。

　踏み込みざまに一いち撃げき。

　突き出した右の騎士剣『陰』は光使いの眼前に展開された空間の網に絡め取られ、ディーの意図とはかけ離れた軌跡を描いて虚むなしく宙を泳ぐ。

　……まだ！

　崩れた体勢に逆らうことなく体を流し、踏み込んだ右足を軸にして背中から回転する。左の騎き士し剣『陽』が弧を描いて光使いに襲おそいかかり、やはり歪ゆがんだ空間に捕らわれて目標の一ミリ手前を通過する。

　続く三撃げき目めを繰くり出そうとした瞬しゆん間かん、光使いの頭上に出現した『空間の揺らぎ』に気づく。

　一挙動で一〇メートルの距離を後退し、身構える。

　……あれ？

　予定していた反撃が、来ない。

　今のは確かに、『Ｄ３』が出現する瞬間に起こる空間変動のはずなのに。

　迷いは一瞬。再び騎士剣を構え、地を蹴ける。重力制御を展開した光使いの体はふわりと闇やみを流れ、訓練室の出口に逃れようとする。

　今度こそ、逃がしはしない。

（並列処理を開始。「身体能力制御」発動）

（並列処理を開始。「自己領域」展開）

　自己領域と身体能力制御の同時起動。一千万分の一秒足らずで光使いの正面に回り込み、自己領域の内部に敵を取り込む。一瞬のタイムラグもなしに攻撃。闇の中、偏光迷彩を展開した光使いの姿はおぼろに霞かすみ、フードの裾すそから覗のぞく金色の髪が非常灯の淡い緑光に照らし出される。

　右の騎士剣を、ひと息に振り下ろす。

　光使いとディー、二人の間の空間が揺らぐ。

　右手に衝しよう撃げき。

　虚こ空くうから出現した正八面結晶体が、騎士剣『陰』の一撃を受け止めていた。

　透明な結晶の鏡かがみのような表面に映る、銀髪の少年の顔。

　目の前の物体を冷たく凝ぎよう視しする、自動的な兵器の顔。

　……ああ、まただ。

　右腕が、力を失う。

　騎士剣が、ゆっくりと手から滑り落ちていく。

　僕ぼくは、人を殺すのが怖い。

　僕は、出来損ないの兵器だ。

　──だけど。




　それでも、僕は強くなりたい。




　右腕が力を取り戻し、『陰』の柄つかを強く握った。

（騎き士し剣「陰」、情報解体発動）

　Ｄ３の情報構造体に攻こう撃げきをしかけた瞬しゆん間かん、ディーが感じたのは、スポンジを突き刺すようなやわらかい手て応ごたえだった。

　透明な結晶が、跡形もなく砕け散る。

　Ｄ３は、光使いのⅠ－ブレインと情報のレベルで接続された攻撃デバイス。それに対する情報解体攻撃は、当然のように、光使い本体にも影えい響きようを及ぼす。

　白いマントに包まれた体が、崩れる。

　振り下ろした剣の勢いは止まらず、光使いの肩を浅く斬きり裂く。

　その傷口から鮮せん血けつが吹き出すより速く、すべては終わる。

『自己領域』を解除。左右のⅠ－ブレインの全能力を、再び『身体能力制御』に振り向ける。通常の五三倍に加速された運動。右腕を引き戻すと同時に突き出した左の騎士剣は、一直線に光使いの心臓を襲おそい──

（高密度情報制御を感知。左方。危険）

「──え？」

　とっさに、そう呟つぶやくのが精一杯だった。

　左腕に走る、鈍い衝しよう撃げき。

　騎士剣『陽』の一撃を受け止める、真紅のミスリル銀。

　闇やみに翻ひるがえる、漆黒のロングコート。

　どうして、この人が、ここに。

「……祐ゆう一いち……さん……？」

　眼前に立ちはだかる『黒衣の騎士』を、ディーは呆ぼう然ぜんと見上げた。

「……君は、自分がなにをしているか、わかっているのか？」

　祐一は剣を引き、ぐったりとなった光使いの体を支えた。

　女の顔を隠す白いフードが、はらりと外れる。

　──ディーの手から、騎士剣が滑り落ちた。

　信じられなかった。

「……うそ……だ……こんなの……」

「済まないが……」

　祐一は、マリア・Ｅ・クラインの体を抱き上げ、沈痛な面おももちでディーを見下ろした。

「これが、真実だ」

　次の瞬間、自己領域に包まれた祐一の姿は、ディーの前から消えた。

　静寂に包まれる訓練室。

　ディーは二人が去った闇を呆ぼう然ぜんと見つめ、

「……うそだ……」

　ただ、その場に崩れ落ちることしかできなかった。




　どれくらいの間、そうやっていただろう。

　背後に人の気配を感じ、ディーはゆっくりと振り返った。

「……クレア……」

「この様子じゃ、遅かったみたいね……」

　クレアは呟つぶやき、朱色の眼帯を外してディーの前に膝ひざをついた。

「だから言ったのに……」ディーの背中に両腕をまわし、そっと抱き寄せる。「どうしてあたしの言うこと聞かなかったのよ……この、バカ」

　ひどく、優しい声だった。

「僕ぼく……わからないよ。なにが、どうなって……」

「だからね……あたしの言った通りだったのよ。ロサンゼルス跡地の地下に、光使いの開発記録が残ってた」

　ディーの体を抱きしめたまま、クレアは説明した。

　大戦中、シティ・ロサンゼルスで『空間制御特化型Ⅰ－ブレイン』の験体となった者は全部で一三五名。そのうち、Ⅰ－ブレイン埋め込み手術に成功して魔ま法ほう士しとなったのは『三人』。

　公式記録として現在まで知られている二人と、歴史から抹消された三人目。

「レノア・ヴァレル──それが、あの女のホントの名前。北アフリカ戦線に投入されて、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちと一緒に戦った、三人目の《光使い》よ」

「そん……な……」

　かすれた声で呟くのが、精一杯だった。

　頭の中は真っ白で、なにを考えればいいのかさえわからなかった。

　背中を抱きしめるクレアの手に、いっそう力がこもる。

　ディーの頭に頰ほおを寄せ、

「たぶん、《光使い》の正体を突き止めた功績で、ディーの処分は不問になると思うわ。今日のことも、犯人を取り逃がしたのは黒沢祐一が手を貸していたから、ってことで許してもらえるはず。あとは軍に任せればいい」

　だから、と抱ほう擁ようを解き、両手をディーの肩に添えて、

「ディーの任務は……無事に終了よ」

　光のない瞳ひとみで、優しく笑った。

　その笑顔は、しかし、ディーの心には届かなかった。

　クレアの放ったひと言が、頭を支配していた。

「……軍に任せればいいって……どういう……」

「光使いの正体は、あたしが報告しておいたわ。今いま頃ごろは、第一階層で部隊の展開が終わってる頃ころ……ディー？」

　最後まで聞いている暇はなかった。

　クレアの手を払い、足下の騎士剣を拾って、一挙動で立ち上がった。

「ディー……！」

　駆け出そうとした背中を、クレアに抱きしめられた。

　細い両腕が、首筋にまわされる。

「クレア……放して……」

「バカなことは考えちゃダメ……」やわらかな頰ほおが、頭に押し当てられる。「あんたが行って、いったいどうしようって言うの？　警けい備び部隊の報告だと、光使いはまともに動けないみたいだから、敵の戦力は騎き士し一人。いくら相手が大戦の英雄でも、ケガ人を抱えて完全武装の二個師団と戦うなんて不可能。……片がつくのも時間の問題だわ」

　その声は、普ふ段だんからは考えられないほど、弱々しかった。

　背中越しに、ディーの頰をそっと撫なで、

「だから……ね。帰りましょ？」

「……クレア……」

「なに？」

「……ごめん」

　クレアの手をほどき、今度こそ、ディーは駆け出した。

（「自己領域」展開）

　時間単位を改変、周囲の時間の流れを二千万倍に加速。

「ま──！」

　おそらく、待ちなさい、と叫ぼうとしたのだろう。

　クレアの声は途切れ、あとにはただ、沈ちん黙もくしか残らない。

　扉に駆け寄り、一いつ瞬しゆんだけためらってから、振り返ることなく訓練室を飛び出した。

　第一階層に向かう。

　マリアと祐ゆう一いちと、セラに会う。

　それ以外のことは、考えられなかった。




　闇やみの中、彫像のように凍ったクレアの顔は、今にも泣き出しそうだった。

　そのことに、ディーは気がつかなかった。
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　なにが、どうなっているのか、わからなかった。

　くすんだライトの明かりに照らされたリビング。板張りの冷たい床に座り込み、セラは必死に体の震ふるえを殺していた。

　テーブルの上には手つかずの料理が並び、床には見たこともない大きな宝石が転がっている。全部で一一個の、透明な結晶。正八面体型というのだと、少し前に勉強した。錆さびた包丁みたいな血の臭においが部屋を満たし、気分が悪くなる。二人分の呼吸音に、ときどき苦しげなうめき声が混じる。

　セラの膝ひざに頭を預け、横たわるマリアの姿はひどく弱々しかった。

　外から見える傷は、左肩にひとつだけ。応急処置に巻いた包帯には、うっすらと血がにじんでいる。だが、それだけではこの状態は説明できない。今にも死にそうな青ざめた顔。発作はほとんど一分おきにやってくる。いきなり目を見開き、頭を押さえて悲鳴を上げる。何度も何度も体をばたつかせ、それからまた、死んだように動かなくなる。

　お母さんは病気なのかもしれない、と思う。

　一五分前、マリアを抱きかかえて祐ゆう一いちがリビングに飛び込んできたときには、ここまでひどい状態ではなかった。顔色はもう少しだけよかったし、虚うつろな口調でも「セラ」と名前を呼んでくれた。わけもわからないままに左肩の応急手当を始めたところで、家の外の様子がおかしいことに気がついた。いつもなら騒そう々ぞうしく響ひびいている歓かん楽らく街がいの嬌きよう声せいが聞こえず、街は息が止まりそうなほどの沈ちん黙もくに支配されていた。

　──ここを動くな。

　そう言い残して、祐一は家を飛び出していった。

　セラは不安と戦いながら、必死にみんなの帰りを待っていた。

　祐一さん、早く帰ってきてください。

「ディーくん……早く帰ってきて……」

　声に出してしまったら、涙がこぼれそうになった。固く目を閉じ、お母さんの頰ほおを撫なでる。手のひらに感じる母の吐息は、生きているのか不安になるほど頼りない。セラは身をかがめ、死人のような顔に自分の頰を押し当てた。

　なんの前触れもなく、玄関の扉が開いた。

　帰ってきてくれた、と思った。

「ディーく──」

　顔を上げた瞬しゆん間かん、心臓が凍った。真っ黒な服に身を包み、大きな銃を構えた兵士が、次々に全部で五人。リビングに乱入し、互いに目配せを交わしあい、部屋の隅にうずくまる親子に向かって銃口を向けた。

　ひと言の警けい告こくも、なかった。

　わずかなためらいさえ、ありはしなかった。

　引き金が引かれる瞬しゆん間かんが、はっきり見えた気がした。

「お母さん──！」

　マリアの体をかばうように、セラは身を投げ出し、




（攻こう撃げき感知。「Shield」展開）




　いきなり、頭の中に文字が浮かんだ。

「……あ……れ……？」

　銃弾が、二人の傍そばをすり抜けた。

　風切り音に、鼓膜が弾はじけそうだった。

　一瞬遅れて、背後で炸さく裂れつ音おん。

　銃弾が壁かべに食い込んだ音だと、なぜかわかった。

　──自分の周囲に展開された空間の歪ゆがみが重力レンズ効果で銃弾を逸そらしたのだとか、五発の銃弾の質量はたったの一〇グラムだったとか、目の前の兵士たちの持っている銃の重さは八・五キロだとか。

　そういうことが理由もなくわかった。

　兵士たちは呆ぼう然ぜんとなり、右端の一人が真っ先に自分を取り戻した。下ろしかけた銃口をセラに突きつけ、引き金に指をかけ、

（「Ｄ３」Ｆとのリンクを確立）

　まただった。頭の中をメッセージが駆けめぐるのと同時に、床に転がっていた正八面体の結晶のひとつがいきなり跳ね上がった。一直線にリビングを横切り、兵士の腹に激突。兵士は仰あお向むけに倒れながらも引き金を引き、天井のライトが甲高い音とともに砕けた。

　飛び散ったプラスチックの粉が、まだ手つかずだった料理に降り注いだ。

　ようやく事態を把握したのか、残る四人がいっせいに銃を構えた。

　次の瞬間。

（質量物体の接近を感知）

「……あ……」

　セラが声を上げるのと、四人の兵士が壁かべに叩たたきつけられるのが、同時だった。

　四人はそのまま床に崩れ、倒れていた最後の一人はなにかを叫ぼうとした瞬間に首を強打されて、今度こそ昏こん倒とうした。

　一瞬で五人の兵士を無力化した銀髪の少年は、騎き士し剣を構えたまま、荒い息を吐いた。

「ディー……くん……」

　やっと、帰ってきてくれた。

　思わず、涙が出そうになった。

「セラ……」

　ディーは、なぜか苦しそうに顔を歪ゆがめていた。

　セラの傍そばに駆け寄り、騎き士し剣を鞘さやに収め、

「祐ゆう一いちさんは？」

「わかりません……」うつむき、首を振った。「ここを動くなって言って……剣を持って出ていって……それっきり……」

　我慢していないと泣き出してしまいそうで、うまく話ができない。膝ひざの上のマリアは、もう、ぴくりとも動かない。不安になって、口元に顔を寄せる。

　かすかな吐息が、耳をくすぐる。

「……おかあさん……」

「──セラ」

　強こわばったような、ディーの声。

　顔を上げると、目の前に少年の顔があった。

　ディーは床に膝ひざをつき、目線をセラの高さに合わせ、ひどく厳きびしい顔で、

「よく聞いて。……詳しいことは言えないけど、マリアさんは軍に追われてる」

　心臓が止まりそうだった。

　おかあさんが……？

　軍に……？

　さっぱりわけがわからない。

「そんな、どうして……」

「説明してる時間がないんだ！」

　思いがけなく強い口調に、セラは質問を続けることができなくなった。

　ディーはマリアの背中に手をまわし、抱き起こす。

「すぐに逃げないと、軍の追っ手がやってくる……そこに散らばってる結晶を全部集めて、適当な袋に詰めて。一分でも早く、ここを出るんだ」

　反射的に、セラは問うた。

「逃げるって……どこに……？」

　ほんの少し間があって、ディーは答えた。

「シティの、外」

　うつむき、自分に言い聞かせるように、

「軍から逃げるには……それしかないんだ」




　──五分後。

　ようやく到着した軍の後続部隊が見たものは、冷たい床に倒れ伏す、五人の兵士の姿だった。

　家のどこにも人の気け配はいはなく、あとにはただ、テーブルの上に、ライトの破片にまみれた冷たい料理が残されているばかりだった。







　第七章　あるありふれた愛のうた　～Family game～







　その日も、午前七時きっかりに目が覚めた。

　いつものように身支度を済ませ、官舎の自室をあとにし、クレアは一人、タイル張りの明るい廊下を歩いた。

　暗い表情の研究員の傍そばをすり抜け、『廊下を走ってはいけません』という張り紙を横目で睨にらみ、三七階の一番奥、『デュアルNo.33』とプレートが張られた扉の前で立ち止まる。

　鍵かぎはかかっていないから、ⅠＤを取り出す必要もない。

　部屋に入り、人ひと気けのないリビングを見回し、空っぽの寝室を覗のぞく。

　誰だれもいるはずがないとわかっていても、やっぱりため息がこぼれる。

　ベッドに歩みより、いつもなら少年が寝ているはずの場所を、そっと撫なでる。

　冷たい手触りが、心に刺さる。

「……あの、バカ……」

　呟つぶやき、眼帯を外して、ベッドに倒れ込んだ。

　脳内時計が告げる日付は『西暦二一九八年八月一日』

　ディーが消息を絶ってから、すでに二週間が過ぎようとしていた。




　事件の翌日は、朝から大変な騒さわぎだった。

　死者だけで一〇〇名を越す大惨事となった、ファクトリー研究棟の襲しゆう撃げき事件。『マザーコア製造工程』に関かかわる最高機密は奪取され、犯人と思われる第一階層住民『マリア・Ｅ・クライン』とその家族、並びにその協力者『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち』は行方ゆくえ不明。

　早朝から緊きん急きゆう招集された最高議会。責任の所在を巡って軍部とファクトリー双方の主張が飛び交う中、第一階層で戦せん闘とうを行ったある部隊からの報告が、事態の混乱に拍車をかけた。

　──ファクトリー所属の情報制御能力者『デュアルNo.33』が、軍のフライヤーを奪取して市外に向かった。

　二通りの解釈が可能なその報告に、議会は真っぷたつに割れた。

　デュアルNo.33は市外に逃亡した犯人を追ったのだ、と主張するファクトリーの研究者と。

　そうではなく、犯人の逃亡に手を貸したのだ、とする軍の上層部。

　だが、次々に提出される証言は、ことごとくが後者の可能性を示していた。

　軍部は激しくファクトリーを糾弾し、デュアルNo.33に対する国家反逆罪の適用を申しん請せいした。ファクトリー側はこれに真っ向から反発し、軍は犯人の追跡に全力を注ぐべきだと主張した。うやむやのうちに審しん議ぎは時間切れとなり、ともかく事件の解決に全力を尽くすということで、双方は意見の一致を見た。

　ディーがどうにか処分を免れたのは、クレアが提出した数々の『ディーに有利な証拠』のおかげと言ってもいい。

　それから、一週間。

　事件の調査はなんの進展も見せず、ただ無為に時間だけが流れていた。

「……どうして……帰ってこないのよ」

　自分の言葉に思わずため息をもらす。

　誰だれに聞かなくとも答えはわかっていた。

　軍の連中の言っていることは、どこまでも正しい。

　あの子は、あの親子を助けるために、シティを裏切ってしまったのだ。

　……クレアが最後に見た、ディーの姿。

　ごめん、と呟つぶやいた、悲しそうな顔。

「ディーの……バカ」

　ベッドにうつ伏せになり、クレアはきつく目を閉じた。

　枕まくらに顔を押し当てて、涙をこらえた。
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『ディーくん、ごはんできましたよ』

　というセラの声に、ディーはタッチパネルを叩たたく手を止めた。

「ちょっと待って……いま行くから！」

　机の隅の通信素子に向かって大きな声で答え、端末の電源を落とす。強化コンクリート打ちっ放しの暗い部屋の隅に、埃ほこりをかぶっていた一台きりの端末。もともとはなにかの研究に使われていたらしく、ディーの携帯端末より遙はるかに性能は上だ。

　ディスプレイの上で弱々しい光を放っている緊きん急きゆう用ようの発光素子を消し、扉を開けて廊下に出る。ところどころに光っている淡いオレンジの非常灯のおかげで、暗いなりに歩くのには不自由しない。

『食堂』とセラが名づけた部屋に向かって、薄うす暗くらがりの廊下を進み、階段を下る。

　ひとつひとつの部屋がやたらと離れているのは、こういう地熱発電プラントの制御区画にはよく見られる構造だと、前になにかで読んだことがある。周囲は凍えない程度に暖かく、ときどきネズミの鳴き声が聞こえる。

　一分近くもかかって、『食堂』にたどり着いた。

　食堂と言えば聞こえはいいが、ようするにそこは、非常食保管庫のとなりの休きゆう憩けい室しつだ。コンクリートむき出しの殺風景な部屋の中央に、スチールのテーブルがひとつと椅い子すが四つ。この部屋も、五日前に発見されたときには一面に埃とネズミの糞ふんが積もり、天井の隅には大きな蜘く蛛もの巣が張っていた。はっきり言ってディーは部屋に入るのもいやだったのだが、セラはどこからかぞうきんと掃除機を発掘し、たちまち廃はい墟きよ同然の部屋をどうにか清せい潔けつと呼べる状態にまで回復させてしまった。

　以来、三人は、必ずここで食事を取ることにしている。

　おいしそうな匂においにつられて、テーブルの上を見回す。今日の昼食は二品。保存期限ぎりぎりのビスケットと、肉が入った赤いスープ。

「今日は、なに？」

　ディーの声に、食堂の隅のコンロで紅茶をいれていたセラが振り返る。

「保管庫の奥でトマトの缶かん詰づめを見つけたから、合成肉と一緒に煮込んでみました」

　そう、と笑い、ディーは自分の席に着いた。




　シティ・マサチューセッツを脱出してから、もう、一週間が過ぎていた。

　ディーと、セラと、マリア。三人を乗せたフライヤーはアメリカ大陸をまっすぐ北に飛び、二日かかって運よくこの地熱発電プラントにたどり着いた。

　見るからに廃棄されて久しいプラントは、至る所で通路が崩れ、機能が停止していた。だが、それでも補助システムのおかげで最低限のエネルギー供給は確保されていたし、シャワーやトイレ、衣類の洗浄装置など、居住環かん境きようもどうにか生きていた。

　選択の余地もなにもなく、三人はここに身を隠すことに決めた。

　それから五日。軍の追っ手は、まだやって来ない。

　ひとまずの安全は、確保されたようだった。

　もちろんその五日間、ディーは遊んでいたわけではない。セラがせっせと掃除をし、生活環境を整えてくれている間に、ディーは制御区画の一室で見つけた端末を使って、シティの動きを探っていた。ここの端末は大戦前の古いネットを経由して旧シティ・ニューヨークの地下に接続され、そこからマサチューセッツまでつながっている。

　付け焼き刃の電子戦技術を総動員し、軍の諜ちよう報ほう部の目をなんとかかいくぐって、ディーは必死に情報をかき集めた。

　それによると、軍部はいまだに、自分たちの行方ゆくえをつかんでいないらしい。ディーの行動についても、シティを裏切ったのかそれとも犯人を追ったのか、判断がつきかねているようだ。

　が、少なくとも自分たちがシティを出たところまで足取りがつかめているらしく、現在、北アメリカ全域に調査の網を広げている。ここも、いつまで安全かはわからない。

　気になることは、もうひとつある。

　これは軍も政府も気づいていないことだが、ここ数日間、何者かがマサチューセッツのデータベースに侵入し、セレスティ・Ｅ・クライン──つまりセラに関かかわるすべての情報を消去して回っているのだ。

　おそらく、祐ゆう一いちの仕業だろう。

　彼がシティの中にいるのか、それとも自分たちのようにシティを脱出したのかはわからないが、少なくとも無事でいることだけは確かなようだ。

　なんとか合流したいところだが、下へ手たな動きはシティに察知される危険がある。

　今は、うかつに行動を起こすわけにはいかない。

「……セラ」

　ふと思いつき、少女に声をかける。

　セラは、料理に使った携帯コンロの片づけを終え、

「なんですか？」

「頭……痛くなったりしない？」

　いきなりの質問にセラは首をかしげ、すぐに、ああ、と納得した様子で、

「大丈夫です。ときどき間違えて……えっと、戦せん闘とう状態……のウィンドウが出てきますけど、それ以外はなにも……」

　そう。

　信じられないことだが、セラの脳には、Ⅰ－ブレインが備わっていた。

　彼女の頭に手術の跡はないし、マリアの実の娘というのも間違いないはずだから、おそらく生まれつきのものなのだろう。親から子に魔ま法ほう士しの能力が遺い伝でんする確率はゼロではない、ということはディーも知識としてなら知っている。

　それがどれほど特異な現象であるかということも、理解している。

　セラが軍に捕らえられていたら、と思うと、背筋に冷たい物が走る。おそらく、彼女は貴重な実験動物としてファクトリーに送られ、一生を研究室の檻おりの中で過ごすことになっただろう。

「ディーくん……どうしたんですか？」

「え……？」

　心配そうな声に、我に返る。

　いつの間にか少女はディーのとなりに座り、上目づかいに顔を覗のぞき込んでいた。

「なんでもないよ」首を振り、食堂の奥、三人が寝室代わりに使っている仮眠室の扉に視線を巡らせて「……マリアさんは？」

　セラの顔が、かすかに強こわばった。

「……もうすぐ……来ると思います。……さっき、声をかけておきました」

「うん……」

　うなずき、なんと続けようか迷っていると、奥の扉が開いた。

「お待たせ！」

　あり合わせの白い病人服に身を包んで、マリアが姿を現す。体を支える杖つえ代わりの強化カーボンのパイプに、左肩に巻かれた白い布。

　その顔に浮かぶ表情はひどく明るく、ディーはいまだに違和感を拭ぬぐいきれない。

「今日もおいしそうね……」

　嬉うれしそうに呟つぶやき、自分の席について、

「セラちゃん、ありがと」

　屈託のない笑みをセラに向けた。

　セラは無表情に、ただ、小さくうなずくのみだった。




　三日三晩にわたる昏こん睡すいから目覚めたとき、マリアは、以前のマリアではなかった。

　仮眠室のベッドで目覚めた彼女は、安あん堵どの息を漏らす二人の子供を不思議そうに見比べ、当たり前のように、こう言った。

『──よかったら、君たちの名前、教えてくれる？』

　脳神経の損傷による、部分的な記き憶おくの欠落。

　それが、マリアが死を免れた代だい償しようだった。

　完全な記憶喪失、というわけではない。少なくとも、自分がマリア・Ｅ・クラインであることは認識しているし、魔ま法ほう士しだということも正しく把握している。軍から追われているということもなんとなくは覚えているし、ここに至るまでの経緯も大筋では理解している。

　だが、彼女の記き憶おくには、ところどころに重大な綻ほころびがあった。

　自分が軍の施設を襲おそっていたことは覚えていても、具体的にいつどこでなにをしたかが思い出せない。大戦中に戦場にいたことは覚えているのに、その頃ころのことをなにひとつ覚えていない。自分の肩の傷が誰だれかに斬きられたものだということは覚えていても、誰にやられたものなのかがどうしても思い出せない。

　自分に娘がいることは覚えているのに、目の前に座っている女の子がその娘なのだということが、全くわからない。

　フリーズ・アウト。

　そう呼ばれる脳の崩ほう壊かい現象は、シティのマザーコアや、大戦前からの生き残りの後天性魔法士によく見られる。Ⅰ－ブレインによる情報操作の過負荷に耐えきれず、脳細胞が壊え死ししていき、やがては死に至る。初めて戦ったときにも、彼女は苦しんでいた。おそらく、ずっと前から、彼女は脳に欠陥を抱えていたのだろう。

　そして、あのとき。

　あの訓練場で、Ｄ３を情報解体した瞬しゆん間かんの、スポンジを突き刺すようなやわらかい手て応ごたえ。

　たぶん、あれが、最後のとどめになってしまったのだ。

「──セラちゃん」マリアはビスケットを飲み込み、紅茶をひと口。「お昼から、なにか手伝うことはある？」

「……いえ」セラは首を振り「……マリアさんは病人なんですから、寝ていてください」

　セラは、母親のことを『マリアさん』と呼ぶ。自分が娘だということも説明せず、マリアと同じように軍に追われていて、偶然マリアを助けただけの他人として振る舞っている。余計な説明をして話を混乱させてもおかあさんが困るだけだ、と彼女は言うのだが、ディーは心配でたまらない。

　──マリアさん。

　そう口にするセラの顔は、ときどき、ひどく悲しそうに見える。

「わかった……じゃあ、病人は病人らしく寝てるわね」

　マリアはうなずき、スープを口に運んで、

「とってもおいしい……セラちゃん、いいお嫁よめさんになれるわ」

　以前のマリアが決して口にしなかったその言葉も、ここ何日かで数えきれないほど聞いた。

　セラがあれほど聞きたがっていた、『おいしい』というそのひと言。

　それなのに、どれだけほめられても、セラはただ悲しそうな顔をするだけ。

　──お母さんが自分をほめてくれるのは、自分が娘だとわからないから

　セラは、そう思い込んでいるのだった。

　ディーはまだ、セラに大事なことを話していない。マリアがどうしてセラに冷たい態度を取っていたのか、なんのために戦っていたのか、教えてあげなければいけないはずのことを、なにひとつ告げてはいない。

　彼女と顔を合わせるたびに、今日こそは説明しようと思う。

　だけど、そのためには、『マリアがどうしてこうなってしまったのか』ということも話さなければいけない。

　怖い。

　マリアをこんなふうにしてしまったのが自分だと知られるのが怖くて、セラになにも話すことができない。

　自分は、卑ひ怯きよう者ものだと思う。

「……ごちそうさま」

　スプーンを置き、席を立つ。

「え？」セラは驚おどろいた様子でこっちを見上げ「ディーくん、口に合わなかったですか？」

　肉入りのトマトスープは、まだ半分以上残っていた。

「すごくおいしかったよ」首を振り、笑顔を作って「だけど、もうお腹なかいっぱいで食べられないんだ。残りはセラにあげる」

　言い残し、どうにか笑顔を崩さないまま、食堂を飛び出した。




　これ以上ここにいるのは、辛つらかった。
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「ディーくん……」

　走り去るディーの背中を見送り、セラは小さく息を吐いた。

　自分と母を助け、マサチューセッツを脱出したあの日以来、ディーの態度は明らかにおかしかった。

　いつも難しい顔でなにかを考え、ときどきひどく悲しそうな顔をする。食事もあまり取らず、夜もほとんど眠っていない。そのくせセラが心配すると、大丈夫だよ、と笑ってみせる。

　悩んでいるんだろう、と思う。

　もしかすると、自分たちを助けたことを後悔しているのかもしれない、と思う。

　詳しいことはわからないけど、お母さんは軍に追われているらしい。

　ディーはなにも教えてくれないけど、軍に追われるということは悪いことをしたのだろう。お母さんが魔ま法ほう士しだったなんてちっとも知らなかったけど、もしかすると、毎日のように夜になると出かけていたのは、悪いことをするためだったのかもしれない。

　それに、自分が魔法士だったなんてことも、セラは初めて知った。

　ディーの話によると、自分はその中でも本当に珍しい、たぶん世界でただ一人の存在だということだった。なんでも、自分のようにお母さんのお腹なかから普通に生まれた魔法士というのはこれまでに例がなくて、どこのシティも喉のどから手が出るほど欲しがる貴重なサンプルなのだそうだ。

　そんなわけで、どうやら自分たちは、親子そろって軍に追われているらしい。

　そして、ディーは政府直属の魔法士だから、本当なら自分たちを捕まえなければいけない立場のはずだ。

　そんな人がシティを裏切って軍と戦うハメになってしまったのだから、悩んだり傷ついたりするのは当然だ。お姉さんがいる、と前に話してくれたことがあったけど、もしかしたらその人とだって戦わないといけないかもしれない。

　自分たちを助けたばっかりに、ディーは犯罪者になってしまった。

「……ごめんなさい……です……」

　無意識に、呟つぶやいた。

「……セラちゃん？」

「──え？」

　いきなり名前を呼ばれ、はっと顔を上げる。

　テーブルの向こうでマリアは不思議そうに首をかしげ、

「どうしたの？　いきなり謝あやまって……」

「あ……えっと……なんでも、ないです」

　首を振り、うつむいて食事に専念する。ディーが出ていってしまったということは、これからしばらくは『マリアさん』と二人っきり。

　部屋の空気が、重くなった気がする。

　記き憶おく喪失になってからというもの、おかあさんは信じられないくらい優しい。いつもにこにこ笑って、なにかあると『セラちゃん、セラちゃん』と名前を呼んでくれる。少し調子がよくなってからは食事の準備や掃除を手伝ってくれるし、昨日はとうとう一緒の布団で寝た。

　だけど、それは私が誰だれだかわからないからだ。

　……わたしが、大嫌いな娘だと、知らないからだ。

　トマトのスープを無理やり喉のどに流し込み、ビスケットを三枚まとめて口に放り込む。今日の味つけには自信があったはずなのに、ちっともおいしくない。ディーが残したスープはそのままに、とにかく自分の食器をすべて空にして、

「……ごちそうさまです」

　と立ち上がろうとしたところで、やっとマリアの視線に気がついた。

　笑いを含んだ目で、じっとこっちを見つめている。

　椅い子すに座り直し、口元を無理やりゆるめて、

「わたしが、どうかしましたか……？」

「違うの……」マリアはにこにこ笑い「私にも、あなたぐらいの歳としの娘がいるんだなって、ちょっと考えてたの。……今いま頃ごろどうしてるのかなって」

　心臓が跳ね上がった。

　一いつ瞬しゆん、おかあさんが記憶を取り戻したのかと思った。

　が、すぐに、そうではないことがわかる。

　マリアはただ、『知り合って間もない女の子』に、自分の娘の話をしているだけなのだ。

　気になる。

　この人は、『娘』のことをどんなふうに語るんだろう。

「……娘さんって……どんな子……ですか？」

　大きく息を吸い込み、勇気を振り絞って、尋ねた。

　きっと、ひどい答えが返ってくるだろうと思う。

　それでも、聞かずにはいられない。

「どんな子って……」

　マリアは少し考え、

　セラが見たこともない、嬉うれしそうな顔をした。




「──可愛かわいい子よ」




　信じられなかった。

「……可愛い……子……？」

　セラは、目を見開いた。

「あ、信じてないわね？」マリアはいたずらっぽく笑い「母親の私が言うのもなんだけど、すごく可愛いのよ。……と言っても、顔は覚えてないんだけどね。でも、どんな子だったかは、なんとなくだけど覚えてる。料理が上じよう手ずで、卵焼きが好きで、笑うのが苦手だからときどき誤解されるけど、本当はすごく優しい子で……って、ごめんなさい。なんだか自慢してるみたいね」

「……う……うそです！」

「うそって……なにが？」

「だ、だって、だって！」そこで言葉に迷い、どうにか頭の中を整理して「……その……ディーくんに、マリアさんは娘さんのことが嫌いだって……」

　そこで、言葉に詰まった。

　マリアの笑顔は、悲しそうに歪ゆがんでいた。

「……そうね……」

　肩を落とし、少しだけうつむいて、

「あの子には、ずいぶんひどいことしたわ。……あのね、私、ずっと、悪いことをしてお金を稼かせいでたの」

「悪いこと……？」

　そうよ、とマリアはうなずき、

「軍とか政府とかの施設を襲おそって、データを盗み出す仕事。人もたくさん殺したし、中には娘や、セラちゃんぐらいの歳としの子供もいた。……悪いことをいっぱいやって、もう悪いことをしてもなにも感じなくなって、それでも、あの子にだけは知られたくなかった。そんな汚い世界があるってこと、あの子には見せたくなかった」

　それにね、とつけ加える。

「私はもう長くないってわかってたから……だから、私が死んだとき、あの子に悲しんでほしくなかった」

　──今度こそ、心臓が止まるところだった。

　待って。

　おかあさんは、今なんて。

「……長くないって……どういう……」

「デュアル君から聞いてないの？　後天性の魔ま法ほう士しの寿命ってね、すごく短いのよ。とくに、私みたいな光使いだと、脳に余分な負担がかかってすぐにダメになっちゃうの」

「……そんな」

　そんなこと、ちっとも知らなかった。

「びっくりした？」息を詰まらせるセラに、マリアは笑いかける。「……それがわかってから、私、一いつ生しよう懸けん命めいだった。私が死んでもあの子が困らないように、私が死んでもあの子が泣かないように……だって、あの子が私のことを嫌いになってくれれば、私が死んでも悲しまずに済むでしょ？」

　ふと言葉を切り、肩を落とし、

「でも、そのせいで、あの子には寂しい思いをさせちゃったから……きっと、謝あやまっても許してくれないわよね」

「……そんなこと……ありません……」

「セラちゃん……？」

「──そんなことありません！」

　セラは叫んだ。

　ひうっ、と息を吸い込み、マリアの顔をまっすぐに見上げて、叫んだ。

「そ……その子だって……きっと、きっと！　……今のマ、マリアさんの話、聞いたら……ゆる……許してあげるよって……！　そう言うに決まってます！」

「……でもね、セラちゃん」

「もしその子が……その子が許さないなんて言ったら、わた、わたし……その子のこと叩たたきます！　おかあさんに謝れって！　これまで気がつかなくてごめんなさいって謝れって！　な……なんかいでも、なんかいでも叩きます！」

　何度も詰まり、しゃくり上げながら、必死に言葉を紡つむいだ。

　わたし、おかあさんのことが大好きです。

　わたしのおかあさんは、世界一のおかあさんです。

　世界中の人に、そう叫びたかった。

「セラちゃん……」

　マリアは席を立ち、テーブルを支えに歩き、セラのとなりに座った。

　実の娘にするように、セラを両腕で抱きしめた。

「……ありがとう」

　セラはなにも言えずに、マリアの背中に両手をまわし、胸に顔を押しつけた。

　……静かな時間が流れた。

　二人はしばらくの間、そうやって互いの温ぬくもりを感じていた。

　やがて、どちらからともなく、体が離れる。

　セラは服の袖そででごしごしと涙を拭ぬぐい、がんばってできるだけの笑顔を作った。

　ものすごくいいことを、思いついた。

「……マリアさんに、お願いがあるんです」

　マリアは、セラの頰ほおを撫なで、

「……なに？」

　セラはその手に、そっと自分の手を添えた。

「わたしに……魔ま法ほうの使い方を教えてください」




　　　　††††††††††††††




　特訓は、さっそく次の日、八月二日の朝から始まった。

　仮眠室の簡素なベッドの上に、セラはマリアと向かい合って座った。

　セラはきちんと正座して両手を握りしめ、上目づかいにマリアの顔色をうかがった。『教えてください』なんて言ってはみたものの、いったいなにをやらされるのか見当もつかない。緊きん張ちようのあまり心臓がひっくり返りそうで、喉のどはとっくにカラカラ。

　お母さんになにかを教えてもらうなんて、初めてのこと。

　嬉うれしいような、怖いような、複雑な気分だ。

「そんなに緊張しなくてもいいのよ……」

　マリアは苦笑し、こちらは楽に膝ひざを崩して、

「それじゃあ、始めましょうか」

「は、はい！」

　ガチガチに緊張したまま、セラはうなずいた。




　マリアは魔法士や光使いがどういうものなのかを簡単に説明すると、「習うより慣れろよ」のひと言で、Ⅰ－ブレインに関する細かい説明をすっ飛ばしてしまった。

　どこからか取り出した細いコードをセラのうなじに押し当て、もう一方の端を自分につなぐ。『有機コード』と言って、Ⅰ－ブレインを電子機器とつないだり、Ⅰ－ブレイン同士を有線で接続するために使うものらしい。

　体に全く害はない、とマリアは保証してくれたが、冷たいコードの先っぽがぞわぞわと皮ひ膚ふに潜もぐり込んできたときには、思わず悲鳴を上げてしまった。

「ひゃっ……」

「大丈夫よ」マリアは笑い「……見えた？」

　セラとマリアのⅠ－ブレインが有機コードを介して接続され、セラの頭の中に『ＬⅠＮＫ』と書かれた窓が表示される。

「はい、見えました」

　と答えてから、マリアの不思議そうな視線に気づき、

「どうしたんですか？」

「……ううん、大したことじゃないんだけど」マリアは首をひねり「セラちゃん、軍で開発された実験体だって言ったわよね」

「え、あ……はい！」

　自分が『生まれつき』だということを話すとややこしくなるので、マリアには『自分は軍で開発されて、基本的な訓練を受ける前に放り出された実験体だ』ということにしてある。

「そうよね……」マリアはもう一度首をひねり「おかしいわね……なんだか、セラちゃんのⅠ－ブレインの中って、前に入ったことがある気がするんだけど……」

「あ……」

　たぶん、ずっと昔に、マリアが自分のⅠ－ブレインにプロテクトをかけたときのことだ。

「そんなはずないです……きっと、気のせいです」

　どうにか笑ってごまかすと、マリアも「そうよね」とうなずいた。

　ベッドの上には、あの日にセラが持ち出した一一個の正八面結晶体が、袋に入ったまま置かれている。『Ｄ３』という光使い専用の武器なのだと、ついさっき習ったばかりだ。

　マリアはその中からふたつを取り出して、ひとつを自分、ひとつをセラの前に置き、

「じゃ、今から私がやる通りにやってみて」

　頭の中の『ＬⅠＮＫ』窓に、たくさんの文字列が表示される。マリアが頭の中で行っている処理が、有機コードを伝ってセラのⅠ－ブレインに流れ込んでいるのだ。本当はこういう処理は無意識に行うもので、いちいちこんな文字をイメージする必要はない、というのがマリアの説明。だけど、勝手がわからないセラはその文字に従うしかない。

　窓に浮かぶ文字列を頭の中で反はん芻すうし、動け、動け、と考えてみる。

　マリアの『Ｄ３』がふわりと宙に浮き、セラのはちっとも動かない。

「……難しいです」

　前に一度だけ魔ま法ほうを使ったときは、なにも考えなくても勝手に『Ｄ３』が動いてくれたのに。

「急には無理よ」マリアは自分の正八面体をベッドに下ろし、励ますようにセラの頭を撫なで「それじゃあ、もう一回、初めから」

「はい」

　元気よく、セラはうなずいた。

　一時間後──

　セラの『Ｄ３』は、どうにか飛ぶようになっていた。

「できました……」セラは、目の前をふわふわただよう正八面体を見つめ、ひとつうなずき「じゃあ、そろそろ休きゆう憩けいの時間です」

「もうそんな時間なの？」

　接続されたままの『ＬⅠＮＫ』窓に、脳内時計が表示される。

　──午前一〇時。

　訓練開始からそろそろ二時間。初めに決めておいた休きゆう憩けいの時間だ。

　マリアは、不満そうに頰ほおをふくらませ、

「ここからが本番なんだけど……もうちょっとだけ続けない？」

「ダメです」セラは即答した。「マリアさん、ものすごく疲れてます」

　マリアは、むっと眉まゆをつり上げ、

「そんなことないわよ。セラちゃんのご飯のおかげで体調もいいし……ほら！」

　勢いよくベッドの上に立ち上がる。

　……次の瞬しゆん間かん、その体がぐらりと傾いた。

「おかあさん──！」

（空間曲率制御開始。重力改変）

　考えるよりも早くⅠ－ブレインが動き、マリアにかかる重力を中和した。まるで手を動かすみたいに、自然に魔ま法ほうが使えた。傾いたままの姿勢のマリアを宙に浮かべ、そのままゆっくりと、自分の傍らにおろす。

　はあっ、と息を吐き、出来るだけキツい目でマリアを睨にらんで、

「ダメじゃないですか！　マリアさんは病人なんですから！」

「ごめんなさいね……やっぱり疲れてるみたい」

　ベッドに仰あお向むけになったまま、マリアは苦笑した。

　軽く頭を振り、それから、ふと不思議そうに、

「セラちゃん……いま、お母さんって……」

　あ。

　大あわてで口元を押さえるが、もう遅い。

「あ、あの……！」血が上った頭で、必死に言い訳を考える。「その、だから……マリアさん、そっくりなんです！　……わたしの、おかあさんに……」

「そうなの？」

「はい！　そうなんです！」

　ぐちゃぐちゃの頭で、一いつ生しよう懸けん命めいにうなずいた。

　マリアは、そう、と呟つぶやき、

　優しい笑みを浮かべて、言った。

「……じゃあ……私のこと、お母さんって呼んでくれる？」

「え……」

　思ってもみなかった言葉に、セラは声を失った。

　ぽかんと口を開けて、マリアを見つめる。

「お願い。セラちゃんを見てると、わたしの娘もこんな子だったのかな、って、どうしてもそんな気がするの」

　セラの態度をどう勘違いしたのか、マリアはさらに言い募つのる。

「だから、私が元気になって、ここから出るまでの間だけ……それでも、ダメ？」

　ダメなわけがない。

　ぶんぶんと首を横に振り、これじゃ意味が通じないかもと思い直して、がくがくと今度は縦たてに振る。たったひと言、声に出して「いいです」と言えば済むことなのに、口がうまく動いてくれない。

　マリアは、困ったなあ、という顔で、

「やっぱり、私じゃダメ？」

「いいに決まってます！」

　やっと言えた。

「本当？」マリアはうれしそうにうなずき「じゃあ、今から私も、セラちゃんのこと『セラ』って呼び捨てにするわね」

「はい！　おかあさん！」

「ありがと……セラ」

　胸の奥から、じわりと暖かいものがこみ上げてくる。

　おかあさんを『おかあさん』と呼ぶ。

　たったそれだけのことが、本当にうれしかった。

　わかっている。

　おかあさんの記き憶おく喪失は、ちっとも治っていない。

　セラの顔や名前や声を思い出してくれたわけではないし、この先もきっと、思い出すことはないのだろう。

　……もし、わたしがあなたの娘です、って言ったら……

　頭に浮かんだその考えを、あわててうち消す。それはダメ。絶対にダメ。本当のことをうち明けて、それでもしおかあさんが自分のことを思い出してくれるのなら、こんなにいいことはない。だけど、もしそうならなかったら……すべてを知って、それでもなお、目の前にいるのが自分の娘だとわからなかったら。

　お母さんは、今度こそ絶望してしまうだろうと思う。

　だから、これでいい。

　今のままで、わたしは、十分過ぎるくらい幸せだ。

「……おかあさん」

「……セラ」

　ベッドの上で向かい合い、二人は、小さく笑った。

　そのまま、どちらからともなく口を閉ざし、見つめ合う。

　静かな時間。

　と。

「……お母さん？」

「あれ……？」

　いきなり、マリアの瞳ひとみから涙がこぼれた。

「お母さん──！」すっ、と頭から血の気が引いた。「どうしたんですか！　頭が痛いんですか？」

「……違うの」優しい笑顔のまま、マリアはゆっくりと首を振り「セラちゃんは、生きてるのがいやになったことってある？」

「え……？」

　思いがけない問いかけに、セラは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

「どうして……そんなこと聞くんですか？」

「うん……」マリアは少し目を閉じ、目を開けて「ちょっと、あの子のこと考えてたの……あの子に謝あやまりたいな、って……」

　──謝る？

「謝るって……どうして、ですか？」

「うん……」小さく息を吐き、セラの顔を見つめて「ちょっとだけ思ったの。あの子は、私の娘は、生まれてきて本当に幸せだったのかなって。こんなどうしようもない世界に生まれて、おまけに私みたいな人間が母親で、あの子はずっと、悲しい思いをしてたんじゃないかな、って……」

　思わず、息を吞んだ。

　ここにいないはずの娘に向けられた、お母さんの独り言。

　呟つぶやくその顔は、ひどく寂しそうだった。

「なんとなくだけど覚えてる。たぶん、私、ずっと後悔してた。あの子は好きで生まれてきたわけじゃないのに、生まれてきたこの世界はいやなことばっかりで、だから『どうしてわたしを生んだの？』ってあの子に怒られても、私、なにも言い返せないから……」

　言葉を切り、そっか、と灰色の天井を見上げて、

「……やっとわかった……本当は私、怖かったのね。あの子が生きるのに絶望して、いつか私のことを恨むようになって……それが怖くて、ずっと、あの子のことを避さけてたのね……」

「おかあ……さん……」

「え……？」

　小さなセラの声に、マリアは我に返ったように、

「ごめんなさいね……こんなこと言われても、なんのことかわからないわよね」

　……激しく、首を振った。

　歯を食いしばって、涙をこらえた。

　マリアの体を抱き起こし、自分の膝ひざを枕まくらにして寝かせた。

「……セラ？」

　ポケットからハンカチを取り出して、マリアの涙を拭ふいた。

「……おかあさんの……マリアさんの娘さんは、そんなこと思ってないと思います」

　できるだけ優しい声で、

「だって、そんなのはきっと、みんな同じだから」

　たった一〇年しか生きていない自分にだって、そのくらいのことはわかる。

　世の中には、いろんな人がいて、いろんな子供がいる。

　その子たちはみんな自分とは違って、自分みたいな悩みを抱えてる子はたぶんいなくて、でもみんな、自分には関係ないことや、自分にはわからない物のせいで、傷ついたり、泣いたりしていると思う。

　自分が不幸だなんて、思わない。

　だから。

　セラは、笑った。

「……どんなふうに生まれても、どんなに悲しいことがあっても、こんなふうに笑って生きていけたら、毎日きっと楽しいです」

「そう……かな……？」

「そうです」

「うん……」マリアは少し考え「そうかもしれないわね」

　笑って、うなずいた。

「はい」セラはうなずき返し「それじゃあ、そろそろ特訓の続きです」

「そうね」

　マリアは、ベッドの上に起きあがろうとして、




　──その表情が、凍りついた。




「……あ……れ……？」

「おかあさん……？」

「ちょ……ちょっと待ってね。すぐ起きるから……」

　マリアの声は、かすかに震ふるえている。

　必死に歯を食いしばり、勢いをつけて頭を起こす。

　それなのに、体がピクリとも動かない。

「おかあさん──！」

　全身の血が逆流する音が、聞こえた気がした。

「どうしたんですか？　おかあさん、おかあさん！」

「体が……動かな……」

　青ざめた顔にびっしりと脂汗を浮かべて、マリアは首から上だけを何度も動かす。

　動かない。

　死んじゃう。

　おかあさんが、死んじゃう。

「ディ、ディーくんを呼んできます──！」

　セラは仮眠室を飛び出した。
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　脳内時計が『八月七日午後一一時』を告げていた。

　発光素子に照らされた薄うす暗くらがりの中、ディーは一人、端末に向き合っていた。

　ディスプレイに表示される無数のデータは、マリアの現状を示す物だ。五日前に全身の麻ま痺ひに襲おそわれたマリアだったが、翌日には再び肉体の感覚を取り戻し、現在のところは小康状態を保っている。

　だが、そんなものはただの気休めだ。

　穴だらけの脳、穴だらけの記き憶おく。

　昨日は、ほんの五分ほど、ディーの名前を思い出せなかった。

　おそらく、保もって一月。

　マリアと、セラには、それだけの時間しか残されていない。

　そうしてしまったのは。

「……僕ぼくだ……」

　呟つぶやき、立ち上がって、廊下に出た。

　暗くら闇やみの廊下を歩き、階段を下り、食堂にたどり着く。仮眠室の中からは、今日も歌声が聞こえている。

　セラとマリア、二人の歌声。

　三日ほど前から、夜になると、必ずこの歌が聞こえるようになった。

　曲は、『パーフェクト・ワールド』。

　遠い日に、マリアがセラのために歌った、子守歌。

　夢破れて故郷に帰り着いたひとりの男が、かつての恋人と再会する。すべてをなくしてしまったと嘆く男に、恋人は優しく微笑ほほえみかける。

　たとえすべてを失っても、明日に望みが持てなくても。

　愛する人が傍そばにいれば世界は美しい、と、母と娘が声をあわせて歌う。

「……どうして」

　ディーは、仮眠室の扉に背中を預けた。

　そのまま、ずるずると冷たい床に座り込む。

「どうして……こんなことに……」

　僕は、あの子を守りたかっただけ。

　あの子が、お母さんと幸せに生きていけるように。

　そのために、強くなりたかっただけ。

　……それなのに、どうして。

　歌声が、聞こえる。

『完全な世界パーフエクト・ワールド』。

　みんなが笑って生きていける、幸せな世界。

　そんなもの、どこにもない。

　膝ひざの間に顔を埋めた。

　どうすればいいのか、わからなかった。
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　それから、二週間が過ぎた。

　八月二〇日──シティ・マサチューセッツを脱出して、ほぼ一ヶ月。

　この頃ころになると、マリアの体調は悪くなるばかりだった。

　一日に何度も気を失い、目覚めているときもどこかぼんやりしている。ディーやセラの名前を思い出せないことなど当たり前で、ときには自分が誰だれだかわからなくなる。体が思うように動かず、仮眠室から食堂に移るのさえ困難になりつつある。

　もう、長くない。

　そのことは、誰の目にも明らかだった。




「……どうだった？」

　仮眠室から出てきたセラに、声をかける。セラは憔しよう悴すいしきった顔をディーに向け、

「やっと……寝てくれました」

　テーブルを挟んでディーの向かいに座り、両手で顔かおを覆おおう。ここ数日は、二人ともほとんど寝ていない。頭痛の発作を起こしたマリアは、放っておくと自分の頭を壁かべに打ちつけてケガをしてしまうから、起きている間は目が離せない。

　マリアが寝ついてから、次に目を覚ますまでの数時間が、わずかな休息のときだ。

「ディーくん……」

　セラの声に、半分眠りかけていたディーは、はっと顔を上げた。

「どうしたの？」

「相談したいことが、あるんです」

　そう言ったセラの顔は、真剣そのものだった。

「相談？」

「はい」うなずき、少しためらってから「明日は、お母さんの誕たん生じよう日びなんです」

　眠気が吹き飛んだ。

「明日って、八月二一日？」

「はい。もう今日ですけど……」

　言葉を切り、じっとディーの顔を見つめる。

　それで、セラの言いたいことがわかった気がした。

　セラにもわかっているのだろう。

　マリアの命の灯ともしびが、消えかかっていることが。

「誕生日か……」

　ディーは、無理やり笑顔を作った。

「それじゃあ、パーティーをしないとね」

「はい……」

　泣き笑いの顔で、セラがうなずいた。




　翌日は、朝から大忙しだった。

　ディーとセラは手分けして食料保管庫を発掘し、あるだけの食材をかき集めた。

　卵、合成肉、乾かん燥そう野菜、真空パックのパン、小麦粉、砂さ糖とう、塩。倉庫の奥で発見された生クリームとイチゴの缶かん詰づめに、これでケーキが作れます、とセラが歓かん声せいを上げた。

　思わぬ収しゆう穫かくは、他ほかにもあった。

　なにか使える物はないかと、なに気なく漁あさった端末室の奥の箱からは、出るわ出るわ、どうしてここにあるのかわからないロウソクやクラッカー、大量の飾りつけのテープ。

　もしかすると、自分たちの前にも、ここで誕生パーティーをやった人がいたのかもしれない。

「ディーくん」

　見つけたばかりのボウルで生クリームを泡立てながら、セラは口元をゆるめた。

「誕生日のパーティーなんて、わたし、初めてです」

　そう言ったセラの顔は、本当にうれしそうで、

「僕ぼくも、初めてだよ……」

　それ以上は、なにも言えなかった。

　ようやくすべての準備を終えたのは、夕方の六時を過ぎた頃ころ。

　騒さわぎを聞きつけたのだろう。こっちから呼びにいくまでもなく、マリアは寝室から顔を覗のぞかせた。

「……私の誕たん生じよう日びなんか、話したことあったっけ？」

　首をかしげつつも、うれしそうに自分の席に着く。

　いつになく顔色がいいことに、二人は安あん堵どの息を吐いた。

　小さなイチゴのケーキには、三〇本のロウソクと、『Happy Birthday』の文字。

　マリアが苦労しながらも火を吹き消し、ディーとセラは手を叩たたいた。

「──お誕生日、おめでとうございます」

　クラッカーの糸が引かれ、色とりどりのリボンが宙を舞った。




　くすんだライトの明かりに照らされたテーブルに、心づくしの料理が並んだ。

　野菜サラダに、サンドイッチ。合成肉のローストに、魚肉の包み揚げ。

　焼きたてのパイこそないけれど、テーブルの真ん中には大きな卵焼き。

　それは、あの日の再現。

　みんなが笑っていられるはずだった、あの日のやり直し。

　手がうまく使えないマリアのために、セラがスプーンを動かす。

　ひと口、ひと口、料理を運ぶ。

　マリアの顔にも、セラの顔にも、笑顔が浮かぶ。

　たぶん、今日は最後の日。

　こんなふうに二人が笑える、最後の日。

　ありったけの力を振り絞って、涙をこらえた。

　だって、今日は楽しい日だから。

　楽しい日には、笑うものだから。

　だから、ディーは笑った。

　……くすんだライトの明かりに照らされた、暗い食堂。

　心づくしの料理が並ぶ、スチールのテーブル。

　誰だれもが、笑っていた。




　その日の夜、マリアの脳波レベルが、限界値を下回った。
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　一睡もできないまま、夜が明けた。

　仮眠室のベッドに腰掛け、両手を膝ひざの上で強く組み、セラはじっと、母の顔を見つめた。

　ぼう、と目を見開き、ただ灰色の天井を見上げる、おかあさんの顔。

　どんな感情も映さない、生まれたばかりの赤ん坊のような顔。

　昨日見せてくれた笑顔は、そこにはない。

　怒りも、悲しみも、冷たい無表情さえも、そこにはない。

「……おかあさん」

　呼びかけても、答えは返ってこない。

　それが不安で。

　おかあさんがまだ生きていることを、知りたくて。

　その胸に、顔を押しつけた。

　心臓の音が、聞こえる。

　セラは、マリアの頰ほおに、そっと手を伸ばした。




　──『上』のほうで、ものすごい音がしたのは、そのときだった。




　驚おどろいて手を引っ込め、立ち上がった。

　ベッドの上のマリアは、その音にも全く反応を示さない。

　いったい、なにが……

　考える間もなく、食堂と部屋をつなぐ扉が開き、銀髪の少年が飛び込んできた。

「セラ──！」

　ひどく焦った様子で叫び、こっちに駆けよる。

　その腰に光るのは、二本の騎き士し剣。

　いやな予感がした。

「ディーくん……まさか……」

「うん……」緊きん張ちようした顔で、ディーはうなずく。「軍の部隊が、このプラントを包囲してる」

　息を吞のむ。

　こんな日がいつか来ると、覚悟はしていた。

　だけど、どうしてそれが、今日なんだろう。

「ふた手に分かれよう」ディーの声。「僕ぼくが囮おとりになってあいつらの目を引きつけるから、その間にセラはマリアさんと一緒に脱出して。……マリアさんから、魔ま法ほうの使い方は習ったよね？」

　うなずき、ベッドの下から『Ｄ３』の袋を引っ張り出して、中身を床の上に広げる。一一個の正八面結晶体が、セラの脳内演算に従ってふわりと宙に浮く。マリアが倒れたあとも一人で練習は続けていたから、今ではどうにかこいつらを飛ばしたり、小さな荷電粒子砲を撃うったりするぐらいのことはできる。

　ディーはポケットから通信素子を取り出し、ひとつを自分の襟えりに、ひとつをセラに手渡し、

「なにかあったら、それで連絡して」

　くしゃっ、とセラの髪を撫なで、

「いい？　ここから脱出できたら、できるだけ遠くに逃げて。僕ぼくと合流するのはあと回し。あとで絶対に迎えに行くから、今は自分とマリアさんのことだけを考える……わかったね？」

　それだけ言い残し、呼び止める間もなく部屋を飛び出していった。

　セラは、唇をかみしめ、

（空間曲率制御開始。重力改変）

　微動だにしないマリアの体を、ふわりと持ち上げた。

「おかあさん……少しだけ、我慢してください」

　迷っている時間も、考えている時間もなかった。




　マリアの体を目の前に水平に浮かべ、一一個の『Ｄ３』と防寒着の入った大きな袋を従えて、セラは一心に、闇やみの通路を駆けた。

　ディーが向かったであろう入り口とは逆、プラントの奥を目指す。いざというときのために、この施設の脱出路はすべて把握している。ここから五〇〇メートルほど進んだ先、枝分かれした通路を何度も曲がると、小さなはしごが据えつけられた、直径五メートルくらいの縦たて穴あなにぶつかる。プラント建造当時に利用された作業員用の通路じゃないか、とディーは言っていた。

　たぶん、そこを使うのが、いちばん安全だ。

　断続的に聞こえる爆ばく音おんに、ちらりと背後をうかがう。闇やみの向こう、自分たちがいた方角から、立て続けに銃声が響ひびく。ディーはあそこで、一人戦っているのだろうか。駆け戻りたいという衝しよう動どうを、かろうじてこらえる。今の自分には、おかあさんを守るという使命がある。それに、自分が戻っても、たぶん足手まといになるだけ。

　五分ほどかかって、目的の縦穴にたどり着いた。

　ひとまず、ほっ、と息を吐く。

　ここまで来れば、あとはもうひと息だ。袋を床に下ろし、もこもこした防寒着を取り出して着替え、マリアにも着せる。ここから地上に出れば、そこは雪と氷に閉ざされたマイナス四〇度の世界。うかつな格好で歩けば、たちまち凍死してしまう。

　着替えの途中に、ふと、マリアの手がセラの頰ほおに触れた。

　マリアの体が、ほんのわずかに反応する。

　手触りを確かめるように、指が少し動く。

「……お母さん」

　たったそれだけのことで、涙が出そうになった。

　すべての準備を終え、はるか頭上、闇やみの向こうの脱出口を見上げる。

　マリアの体と『Ｄ３』、それから自分自身にかかる重力を消去する。

　足が地面を離れ、セラの体はふわふわと縦たて穴あなを上っていき、

　──いきなり、頭上から光が差し込んだ。

　あっ、と思う間もなかった。とっさに『Shield』を展開するのと、無数の銃声が響ひびくのが同時だった。数えきれないほどの銃弾が闇を貫き、空間の網あみに絡め取られて縦穴の内ない壁へきに突き刺さった。

　縦穴のはるか上、出口の向こうから、自分たちを照らすサーチライトの光。

　冷たくきらめく、銃口の群れ。

　逃げなきゃ。

　そう思った瞬しゆん間かん、いきなり、それはやって来た。

（脳内エラー。危険。演算処理、強制終了）

　頭の中をメッセージが駆けめぐり、体が断りもなく質量を取り戻した。『ノイズメイカー』──電磁波によってⅠ－ブレインの働きを抑制する、対魔ま法ほう士し用兵器。ディーに教えてもらった知識を思い出す間もなく、セラの体は四メートルの距離を落下して、強化コンクリートの床に叩たたきつけられた。

「あっ……！」

　防寒着がクッションになってくれたが、それでも痛い。衝しよう撃げきに一瞬、呼吸が止まる。

　どうにか立ち上がった瞬間、頭上で再び銃の発射音。

　危ない、と頭ではわかっているのに、Ⅰ－ブレインが言うことを聞いてくれない。

　セラは為なす術すべもなく、呆ぼう然ぜんと頭上を見上げ、

　正面から、誰だれかに突き飛ばされた。




　そして、セラは見た。

　無数の銃弾に貫かれる、母の姿を。




「……おかあ……さん？」

　なにが起こったのか、わからなかった。

　どうして、と思った。

　おかあさんは、動けないはずなのに。

　歩くことも、言葉を話すことも、考えることさえもできないはずなのに。

　それなのに、どうして……

「……だい……じょう……ぶ……？」

　今にも消えそうな、マリアの声。

　体中に穿うがたれた銃じゆう痕こんから血が滴したたり、膝ひざが崩れる。

　無我夢中で手を伸ばし、その体を抱きとめた。

「──おかあさんっ！」

　今は戦いの最中だとか。

　次の攻こう撃げきが襲おそってくるかもしれないとか。

　そんなことは、どうでもよかった。

「おかあさん、しっかりしてください……おかあさん！」

「ん……」マリアは、うっすらと目を開け「……ケガ……ない……？」

　バカみたいに、がくがくとうなずく。

　マリアは、そう、と呟つぶやき、

「よかった……」

　うれしそうに、微笑ほほえんだ。

　血にまみれた手で、ゆっくりとセラの頰ほおを撫なで、

「……私の……かわいい……」

　セラ、という形に唇が動いて、

　それが最後だった。

　頰を撫でる手が、滑り落ちた。

「……おかあさん……？」

　答えは、返ってこない。

　もう二度と、返ってこない。

　おかあさんは、もう笑ってくれない。

　怒ることも、泣くことも、冷たい目で睨にらむことさえも、もう、してくれない。

　それが、『死ぬ』ということ。

　そんな当たり前のことが、やっとわかった。




　──涙が、止まらなくなった。
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　セラが泣いている。

　声を張り上げ、息を詰まらせて、通信素子の向こうでセラが泣き叫んでいる。

『──おかあさん！　おかあさんっ！　死んじゃやだぁっ！　おかあさんっ──！』

　狂ったように何度も母の名を呼び、ひたすらに泣き声を上げる。声を殺すことも、感情を抑えることもなく、ただ、子供のように泣き叫ぶ。

　あの子の、こんな声を聞くのは、本当に初めてだった。

（身体能力制御。運動速度、知覚速度を七倍で定義）

　闇やみに染まる強化コンクリートの通路に、銃口の光がかすかにきらめく。ノイズメイカーの効果範はん囲い内で長時間にわたって魔ま法ほうを使い続ければ、Ⅰ－ブレインが崩ほう壊かいする危険がある。すでに自己領域の展開は不可能。運動強化も通常の七倍まで低下し、かわしきれなかった銃弾が何発も手足に刺さって、出血が止まらない。

　だけど、そんなことはもう、どうでもよかった。

『……もうわがまま言わないから！　わたしのこと思い出してくれなくていいから！　わたしのことなんか好きになってくれなくていいから！　生きててくれれば、それだけでいいから！　……こんなの、こんなのやだぁっ！』

（演算速度低下。運動速度、知覚速度を五倍で再定義）

　通信素子越しの音声に、兵士たちの怒号が混じる。『放して、放して！』というセラの涙声が聞こえて、そこで通信が途切れる。たぶん、通信素子が兵士たちに発見され、破壊されてしまったのだろうと思う。

　通路の闇を貫いて、銃弾が飛来する。

　避よけるつもりなんてなかったのに、体が勝手に回かい避ひ行動を取る。後方に跳ちよう躍やくし、着地した瞬しゆん間かん、右足にかすかな痛み。新たな銃弾が足首に突き刺さり、おそらく骨を貫通した。壁かべを支えに左足一本で立ち、その左足にさらなる銃弾を浴びる。

　今度こそ、膝ひざが崩れる。

　両手から、騎き士し剣が落ちる。

　心が力を失う。

　腹部に、衝しよう撃げき。

　銃弾に穿うがたれた穴から、鮮せん血けつが噴ふき出す。

　それを、醒さめた目で見つめた。




　僕は、どこで道を間違えたのか。

　僕は、どこかで道を間違えたのか。

　そんなことを、ふと、考えた。




　意識は、そこで途切れた。







　第八章　双剣の騎士　～We are, in this "perfect"world～







　──強く、なりたかった。

　強くなれば、誰だれかを守れると思っていた。

　ためらいなく戦い、ためらいなく剣を振るい、眼前の敵をためらいなくうち倒す。

　そうすれば、きっと、誰かを幸せにできると思っていた。

　ありふれた日々の移ろいを、たわいもない食卓の情景を、

　守れると信じていた。




　強くなったために、失ってしまうもの。

　そんなものがあるなんて、知らなかった。




　誰よりも愛している母に、嫌われているのだと思い込んでいた娘。

　誰よりも愛している娘に、冷たい態度を取ることしかできなかった母。

　そんな二人が、一〇年かかってやっとつかみかけた、当たり前の幸せ。

　娘は、母に振り向いてほしくて、毎日、一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　母は、残されたわずかな時間を、娘とともに生きようと誓った。

　長ければ一年。短くとも半年。

　母の命が燃え尽きるまでの、わずかな時間。

　わずかでも、光り輝かがやいているはずだった、二人のための時間。

　約束されていたはずのささやかな幸せを、無む慈じ悲ひに斬きり裂いた剣の一いち撃げき。




　こんなはずじゃ、なかったのに




　強く、なりたかった。

　強くなれば、あの子を守れると思っていた。

　……わからない。

　強さとはなんだ。




　つよさとは、なんだ。




　　　　††††††††††††††




　立体映像ディスプレイのほのかな燐りん光こうに浮かぶ、『作戦終了』の文字。

　タッチパネルから手を下ろし、クレアは力無く息を吐いた。

　五〇〇メートル級の戦せん艦かんに特有の船体振動に、床面がかすかに震ふるえている。『FA-307』に乗っているときには決して感じることのない感覚に、体が違和感をうったえる。五〇〇メートル級空中戦艦『AL-108』艦内、通信室。六台の端末が整然と並ぶ狭い空間。肌に刺さる空気は冷たく、照明の落とされた室内に他ほかの人影はない。『千里眼クレア』は光を必要としない。椅い子すに体を預けたまま、脳内の聴覚情報にぼんやりと意識を向ける。背後の扉の向こうを、ときおり、兵士たちの足音が通り過ぎる。

　歓かん声せい混じりの声が、光使いの死と、デュアルNo.33の捕ほ獲かくを知らせていた。

　Ⅰ－ブレイン内の情報を解析し、船外にまで『視覚』の範はん囲いを広げる。鉛色の雲の天てん蓋がいが、闇やみの空を流れていく。地上からの高度、およそ一万五〇〇〇メートル。『プラント襲しゆう撃げき任務』を終えた全長五〇〇メートルのチタン合金の翼つばさは、シティ・マサチューセッツヘの帰路にある。

　数百名の兵士と、二人の捕ほ虜りよと、『千里眼』を乗せて。

　立ち上がり、扉を開け、ライトの白光に照らされた廊下に出る。談笑混じりに歩いていた兵士の一団が、立ち止まってしぶしぶと敬礼する。

　昨日までの彼らなら、そんなことは絶対にしなかっただろう。

　光使いの潜せん伏ぷく先さきを見つけ出した『千里眼』に対する、形ばかりの謝しや辞じ。

　心臓に棘とげが突き刺さる。

　敬礼を返すこともできずに、ただうつむいて、兵士の傍そばをすり抜けた。

　唇をかみしめ、押しつぶされそうな後悔を抱えて、廊下を駆け出した。




　選択の余地はなかった、と思う。

　他ほかにどうすればいいのか、思いつかなかった。

　ディーがどこに隠れているのかなんて、クレアにはお見通しだった。『千里眼』はディーが残した情報制御のわずかな痕こん跡せきから、たちどころに逃走経路を割り出した。アメリカ大陸をまっすぐ北上すれば、その先にあるのは廃棄されて久しい地熱発電プラント。確証を得るためにさらに調査を行い、二人分の『光使い』の情報制御を捉とらえた。

　すぐにでも、会いに行きたかった。

　だが、その頃ころには、クレアはとっくに軍の監かん視しを受けていた。

　軍は、一連の事件がファクトリーの機密行動ではないかと考え、密ひそかに内偵を進めていた。

　下へ手たな動きは、ディーの立場をますます悪くしてしまう。

　クレアは待った。

　ディーが自分から帰ってきてくれる日を、一心に待ち続けた。

　空気が焼けつくような一ヶ月が過ぎて、とうとう事態が動いた。『デュアルNo.33』を反逆者と断定しようとする軍の圧力に、ファクトリー側が抗しきれなくなった。緊きん急きゆう動議が最高議会に提出され、ファクトリーの内部にも諦あきらめの空気がただよい始めていた。

　このままでは、ディーが自分の敵になってしまう。

　ディーが二度と帰ってこれなくなってしまう。

　もはや、一刻の猶予もなかった。

　クレアは軍に取引を持ちかけた。自分の千里眼クレアなら、光使いを見つけ出すことができる。すでに、いくつかの手がかりは摑つかんでいる。それを、ファクトリーにも議会にも秘密で軍に流してやってもよいと、極秘裏に軍の上層部とコンタクトを取った。

　条件はただひとつ。

　デュアルNo.33の、命の保証。

　他ほかに、どうすればいいのかわからなかった。

「……だって……しょうがないじゃない……」

　通路の角に飛び込み、壁かべに背中を預けて、吐き捨てるように呟つぶやいた。光のない飾り物の瞳ひとみから、涙がこぼれた。

　あたしは、自分の手で、あの子を軍に売り渡してしまった。

　手のひらで眼帯を強く押さえ、ふらつく足で歩き出した。突き当たりのホールにたどり着き、エレベータに乗り込み、投げやりにボタンを叩たたいた。

　最下層にたどり着くまでの数秒が、永遠のように感じられた。

　ゆっくりと扉が開くと、その向こうは細い通路だった。壁へき面めんに埋め込まれたノイズメイカーのせいで『千里眼』が機能低下し、視界がひどく狭く感じられた。十数層に別れた艦かん内ないの最下部は、艦載機の格納庫と、捕ほ虜りよの収容施設に充あてられている。強化カーボンの装甲に覆おおわれた床を踏みしめ、先を急ぐ。チタン合金の隔かく壁へきを六枚くぐった奥、対魔ま法ほう士し用にノイズメイカーが設置された特別製の牢ろう獄ごく。二人の警けい備び兵へいに交渉し、五分だけ時間を貰もらった。

　静かに扉を開け、中に入り、一緒に入ってこようとする兵士を手で制する。

　暗く、カビくさい部屋の隅。

　ベッドの上で膝ひざを抱えて顔を伏せたまま、金髪の少女がびくりと身をすくませた。

「……だれ……ですか……？」

　後ろ手に扉を閉め、無言でベッドに歩みより、眼帯越しの目で少女を睨にらみつける。

　ただならぬ気け配はいに気づいたのか、少女が泣き腫はらした顔を上げる。

　クレアの眼帯に、小さく悲鳴を漏らす。

　その態度が、ひどく、かんに障った。

「……はじめまして。あたしはクレア……シティ・マサチューセッツ、特務研究機関『ＷＢＦ』所属実験体、クレアNo.7」かろうじて絞り出した声は、自分でも驚おどろくほど抑揚を欠いていた。「……ディーが、お世話になったわね」

　少女の瞳ひとみに、驚きの色が混ざる。

「……ディーくんの、お姉さんですか……？」

「ええ。覚えてないでしょうけど、あんたに会うのはこれで二回目よ」

　ベッドの端に斜めに腰掛け、少女の顔をじっと視みつめる。

　セレスティ・Ｅ・クライン──光使い、レノア・ヴァレルの娘。

　この子を守るために、クレアの大事な弟は、すべてを失ってしまったのだ。

　どす黒く濁にごった感情が、胸の奥を満たした。

　冷たい笑みが、口元に浮かんだ。

「気分はどう？」

　自分でも呆あきれるくらいの、優しい口調。

　ベッドの上で、少女が怯おびえたようにあとずさりした。

「いいわけ……ありません……」

　それでも、目を逸そらすことなく、気丈に答えを返してくる。

　その態度が、不愉快でたまらない。

「……じゃあ、喜びなさい」冷たい笑みを崩すことなく、言う。「いい知らせよ。あんたの未来が決まったわ」

　少女が魔ま法ほうを使ってみせたという報告は、プラント襲しゆう撃げき班はんによってすでに本国に送られている。ファクトリーの研究員たちはさぞかし喜んでいることだろう。彼女が本当に『自然発生した魔法士』なら、デュアルNo.33を失ってもおつりが来るほどの貴重なサンプルだ。

　少女の顔が、恐怖に染まる。

　構わず、言葉を続けた。

「あんたは実験体としてファクトリーに送られる。そこで研究に協力して貰もらうわ……もちろん、あんたのお母さんも一緒。うれしいでしょ？」

　お母さん、という言葉を、ことさらに強調する。マリア・Ｅ・クラインの遺い体たいは脳組織を破は壊かいしないように保存液に漬つけられ、保管ブロックに収容されている。帰国後は、速すみやかに解剖に回される予定だ。

「……おかあ……さん……」

　少女の答えは、小さな呟つぶやき。

　その顔が見る見るうちに泣きそうに歪ゆがみ、次の瞬しゆん間かん、爆ばく発はつした。

　ベッドの上に飛び起き、小さなこぶしを握りしめ、わけのわからない叫び声を上げて、少女が殴りかかってくる。

　クレアは苦もなくそのこぶしをかわし、細腕を摑つかんで、後ろ手にねじり上げた。

「──返して！」少女の涙声が、暗い牢ろうに響ひびく。「おかあさん返して！　返してくださいっ！　わたしの……わたしのおかあさんなのに──！」

　摑まれた腕を振りほどこうと、少女がもがく。

　その小さな背中を、虚うつろな『目』で視みつめる。

　自分は、最低の人間だと思う。

　わかっている。この子に罪はないのだと、頭ではちゃんと理解している。この子がディーと出会ったのは偶然。この子が魔ま法ほう士しで、光使いで、ディーが追っている犯罪者の娘だったのも、ただの偶然。すべての条件はこの子になにひとつ関かかわりのない場所で決定され、この子は、ただ純粋にディーを慕したっていただけ。

　この子も、また、被害者なのだ。

　そんなことくらい、誰だれに言われなくてもわかっている。

　それでも自分が止められない。

　大切な弟を守るために。

　クレアの頭に浮かんだのは、悪魔の考えだった。

「……いいこと……教えてあげよっか」

　このままシティに戻ったとしても、ディーに明るい未来は残されていない。死刑宣告を運よく免れたとしても、遠からず、あの子はコアの験体として処分されてしまうだろう。

　そうなる前に動かなければならない。

　絶望的なこの状況をひっくり返すための、賭かけ。

　もし、なんらかの事故で、少女がこの部屋を抜け出したとしたら。

　少女がこの船から逃亡を図り、それをディーが捕らえたとしたら。

　そのためには。ディーを、この少女と戦わせるためには──

　クレアは、少女の耳元に口を寄せ、

　呪のろいの言葉を吹き込んだ。




「──あんたのお母さんを殺したのは、ディーよ」




　少女の叫び声が、ぴたりと止まった。

　信じられない物を見る目で、クレアを振り返った。

「……うそ……です……」

「噓うそついてどうするのよ」

　少女の腕を放し、するりと正面に回り込んで、クレアは言葉を続けた。

　ディーが追っていた事件の犯人が、マリアだったこと。マリアがファクトリーの実験施設を襲おそい、ディーに倒されたこと。そのときに受けた攻こう撃げきが元で、マリアの脳が崩ほう壊かいしてしまったこと。そのせいで、マリアは抵抗もできずに命を落としたのだということ。

　それらのことを、これ以上ないというくらい丁寧に、説明してやった。

「──わかった？　だから、あんたがあたしや軍の兵士を恨むのなんて、筋違いもいいところ。恨むんなら、ディーを恨みなさい」

「……そんな……」

　少女の顔から、表情が消える。

　放心した様子で、「うそです」と呟つぶやく声にも力がない。

　これでいい。

　クレアはうなずき、立ち上がった。

「信じたくないなら、それでもいいわ」扉に歩みより、振り返りもせずに言う。「マサチューセッツに着くまであと三〇分。せいぜいおとなしくしてるのね」

　自分では、うまくやれたと思う。

　少女の心には、毒のナイフが突き刺さっている。

　あとは、少女をディーの所まで導みちびいてやればいい。

　少女に問いつめられれば、あの子は真実を語ってしまうだろう。

　命がけで守ろうとした少女に人殺しと罵ののしられれば、あの子も目が覚めるだろう。

　警けい備び兵へいに礼を言い、牢ろうをあとにして、エレベータへの道を急ぐ。

　遠えん隔かく操作で牢の鍵かぎを開け、隔かく壁へきを開放し、ノイズメイカーを停止させるために、必要な処理を頭に思い浮かべる。

　まずは、どこかで適当な端末を見つける必要があった。




　ディーが帰ってきてくれれば、それだけでいい。

　あの子が傍そばにいてくれれば、他ほかには、なにも要いらない。

　それだけで、自分は生きていける。




　　　　††††††††††††††




　疼うずくような全身の痛みで、目が覚めた。

　ディーの視界に最初に映ったのは、自分に向かって突きつけられる短機関銃の銃口だった。

　起き上がろうとして、自分の体がベッドに拘束されていることに気づく。薄うす汚よごれた天井に光るライトが目に突き刺さって眩まぶしい。どうにか首だけを動かして光から逃れる。壁かべに並ぶ薬棚が目に入り、とりあえず、ここがどこかの医務室だとわかる。体に感じる振動。航行中の飛行艦かん艇ていの艦内。たぶん、軍が保有している五〇〇メートル級艦艇のどれか──霞かすみがかかった頭で、とりあえず、それだけのことを認識する。

　それ以上のことは、なにも、考えたくなかった。

　──起きたぞ

　枕まくら元もとで、ぼそりと男の声。

　それで、やっと、自分に突きつけられている銃口のことを思い出した。

　短機関銃を構えたマサチューセッツ軍の兵士が、ベッドを取り囲んでいた。全部で五人。一様に張りつめた表情で、額ひたいに汗をにじませている。見張りにしては様子がおかしい。そう思ったとたん、ベッドの右に立っている一人が、機関銃を振り上げた。

　包帯の巻かれた腹に、重い銃床が振り下ろされる。

　なんの躊ちゆう躇ちよもない一いち撃げき。

　衝しよう撃げきに、意識が遠のく。

　応急手当が施されただけの銃じゆう痕こんから、血が噴ふき出すのを感じる。

　痛覚を制御しようとして失敗する。首筋に接続されたノイズメイカーが、Ⅰ－ブレインの活動を阻害している。攻撃から逃れようともがいた瞬しゆん間かん、頭にもう一発。今度こそ気を失いそうになり、足の傷を殴られ、痛みに意識が引き戻される。弱々しいうめき声を漏らし、黙だまれとばかりに顔を殴られる。何度も何度も銃床が振り下ろされ、その度に体が跳ねる。

　──気は済んだか？

　再び、枕元から男の声。

　兵士は振り上げていた銃を下ろし、はい、とうなずいた。

　男は、そうか、と答え、引き金に指をかける。他ほかの四人の兵士もそれにならう。それで、なんとなく、自分の置かれた状況を理解する。傷の治ち療りようが施されている以上は少なくとも殺すつもりはないのだろうと思っていたが、そういうわけにはいかないらしい。軍の表だった方針としては『デュアルNo.33』を生かして連れ戻すことになっているのだが、それでは末端の兵士たちが納得しない──おそらく、そんなところだろう。

　逃げなきゃ。

　理屈もなにもなくそう思い、体に力を込めようとして、ふと、傍らの兵士を見上げた。

　ディーを殴った、若い、男の兵士。

　その顔が、涙に歪ゆがんでいた。

「……オレの恋人は、あの女に殺された」

　ディーを見下ろし、淡々と言う。

「お前も同罪だ」

　全身から力が抜けた。

　いったい、どうすればよかったんだろう、と思った。

　ディーは知っている。『光使い』マリア・Ｅ・クラインがどんな人間だったかを、よく知っている。愛する娘を守るためにすべてを投げ出し、死んでいった母親。敵であるはずのディーに、娘と仲良くしてやってほしいと告げたあの笑顔を、ディーは確かに覚えている。

　だが、マリアが多くの人間を殺したことも、また、事実だ。

　目の前のこの人にとって、彼女はまぎれもなく『悪』だったのだ。

　そして、おそらくは、シティを裏切って彼女を助けた自分も──

　ディーは、静かに目を閉じた。

　なにもかもが、もう、どうでもよかった。

　──鈍い音。

　銃弾が飛んでこない。

　不ふ審しんに思い、目を開ける。

　その視界を、黒いロングコートが翻ひるがえった。

　引き金に指をかけたまま、五人の兵士が前のめりに崩れる。

「え……？」

　黒衣の騎き士しは、真紅の騎士剣を構え、ベッドの傍そばにふわりと降り立った。

「……祐ゆう一いち……さん？」

「大丈夫……ではなさそうだな」

　Ⅰ－ブレインの止まったディーには認識できない動きで『紅ぐ蓮れん』が閃ひらめき、ディーの両手と両足にからみついた強炭素繊せん維いの紐ひもを断ち切る。

「済まない。君たちの潜せん伏ぷく先さきが特定できなくてな。軍の動きからこの船の飛行ルートを割り出すのに、少し手間取った」

　手早く紐を払いのけ、ディーの体を抱き起こす。

　ディーはその動きをぼんやりと見つめ、床に倒れ伏す兵士たちに視線を移して、

「殺したんですか……？」

「いや、少し気を失ってもらった」

　よかった、と心の中で呟つぶやく。自分のせいで彼らが死ぬことなど、あってはならない。

　自分は、ここまでの人間なのだから。

　痛む腕を持ち上げ、ノイズメイカーを外そうとする祐一の手を押さえる。

「僕ぼくのことは……いいです」

　祐一が、視線をこちらに向ける。

　その顔が、不ふ審しんに染まる。

「……なにを言っている？」

　ディーは首を振り、力無く笑った。

「僕には、生きる資格も、戦う資格もありません」

　こんなこと言うのは卑ひ怯きようだと、わかっている。

　自分が今やらなければならないことぐらい、自分が一番よく知っている。

　あの子はきっと、この船のどこかに捕らわれているはずだ。目の前で母親を殺され、こんな軍ぐん艦かんの中に一人ぼっちで、きっと辛つらい思いをしているだろう。

　早く、助けに行ってあげないといけない。

　早く抱きしめて、早く頭を撫なでて、早く涙を拭ふいてあげないといけない。

　それが、自分の為なすべきことのはずだ。

　だけど、僕ぼくは怖い。

　剣を手にして戦うことが、怖くてたまらない。

　どんな人間だって、自分の理由を持って戦っている。他人からはどんな悪人に見えたとしても、その人にはその人の事情があり、その人の信念があり、そこには、誰だれにも否定することのできないその人の世界がある。

　相反するふたつの世界がぶつかったとき、本当は、そこにはなんの優劣も存在しないはずだ。

　なのに、僕の剣は、その優劣を決めてしまえる。

『戦せん闘とう能力に優れている』という、たったそれだけの取るに足らない理由で、僕の剣は、他人の正義を否定してしまうことができる。

　それは、とても怖いことだと思う。

　なにかを守りたい、誰かを幸せにしたい──そう願って戦うことは、きっと悪いことではないと思う。だけど、どんなに純粋な気持ちで戦ったとしても、戦いというのは『敵』と二人でやるものだ。目の前の敵は、自分と同じように純粋な気持ちで戦っているのかもしれない。目の前の敵は、大切な誰かのために命を懸かけているのかもしれない。死ぬべきは、目の前の敵ではなく、自分のほうなのかもしれない。

　──僕は、そのことを知っていたはずなのに。

　自分が許せない、なんて格好いいことは言えない。

　ただ、僕は、自分が怖い。

　僕のような者は、生まれて来なければよかったのだと思う。

「僕は、このままシティに帰ります。帰って、軍の目を少しでもこっちに引きつけます。……だから、祐ゆう一いちさんは、セラのことをお願いします」

　祐一は、なにも答えない。

　無言で淡々と作業を進め、ディーの首からノイズメイカーを引きはがす。

　立ち上がり、ロングコートの裏からなにかを取り出して、ディーの膝ひざの上に載せる。

　細く、鋭するどく、精緻な細工が施された──

　それは、ふた振りの騎き士し剣だった。

「君の剣だ」

　ディーは、反射的にそれを払いのけた。

　双ふた子ごの騎士剣は床に跳ね、冷たく乾いた音を立てた。

「……祐一さん……僕は……」

「戦うのは、怖いか？」
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　いきなり、真意を言い当てられた。

　とっさに祐一の顔を見上げ、すぐに目を伏せて、唇をかむ。

　と。

　祐一は床に膝をつき、ディーの目をまっすぐに覗のぞき込んだ。

「その気持ちを、忘れないことだ」

「え……」

　思いがけない言葉に、ディーはもう一度、顔を上げた。

　祐一は小さく息を吐き、言葉を続けた。

「……どんな理想を掲げても、どれほど純粋な心を持っていても、剣を振るえば血が流れ、人が死ぬ。戦いとは、そういうものだ」

　言葉を切り、なにかを考えるように目を閉じて、

「……強くなれば誰かを幸せにできるなんて考えは、ただの思い上がりだ。剣を振るって敵を倒しても、生まれる物はなにもない。強さとは所しよ詮せん、奪った命の数でしか測れないもの。戦いとは結局、相手を力で切り捨てること。……それが怖いのなら、剣を捨てるしか道はない」

　目を開け、ディーを見据え、

「だが、それでも……たとえすべてをなげうっても守りたいものが、君にはあるだろう」

　とくん、と心臓が音を立てた。

　すべてをなげうっても、守りたいもの。

　僕ぼくは、あの日、あの子を守るために戦うと、確かに誓った。

　だけど。

「……でも……僕は、マリアさんを……」

「確かに、君がいなければ、マリアはもう少し長く生きられたかもしれない」

　ディーの言葉を遮り。祐ゆう一いちは続ける。

「彼女に残された最後の時間を、君は奪った──そのことは、もうどうやっても変えられない。泣いても叫んでも死者は生き返りはしない。……だが、君がしたことは、それだけではないだろう」

　二本の騎き士し剣を拾い上げ、

「君はこの剣で、確かにあの子を守ったはずだ」

「それは……」そうかもしれない。

　でも。

「……それで、僕のやったことが帳消しになるって言うんですか……？」

「違う」祐一は首を振った。「人の死とは、どんなことをしても取り返しがつかないものだ。君がすべてを捨てて守ろうとしたあの子は、君を人殺しと罵ののしるかもしれない。……だが、それでも、君が剣を振るうことでしか為なし得ない事が、この世界には確かにある」

「あ……」

　戦せん慄りつに似たなにかが、ディーの体を走り抜けた。

　祐一の言葉が、少しずつ胸に染み渡っていく。

「……君がこの剣でどれだけのことを為なしたとしても、君の罪は決して消えない。君の剣は、これから先も数えきれないほどの命を奪い、悲しみを生むだろう。人は君を兵器と呼び、恐れるだろう」

　祐一は、剣の柄つかをディーの手に握らせ、

「それでも戦え。罪も痛みも、すべて背負って生きろ。強さとは……たぶんそういうことだ」

「……僕は……」

　押しつけられた二本の騎士剣を、ディーはじっと見つめた。

　この世に生を受けて最初に与えられた、いつも自分とともにあった、双ふた子ごの剣。

　それを『重い』と感じるのは、初めてのことだった。

　人の命を奪い、罪を背負って、それでも戦い続けること──

　そんなことが自分にできるんだろうか。

「僕ぼくは……」

『──緊きん急きゆう警けい報ほう』

　甲高い警告音とともに、天井のスピーカーが叫ぶ。

『最下層・捕ほ虜りよ収容施設で、収容中の光使いが脱走。八階層・保管庫でＤ３を奪取し、現在、最上層を逃走中。警戒態勢をクラスＳに移行。全乗員は速すみやかに所定の配置につけ。繰くり返す……』

「……セラのほうに、なにかあったらしい」祐ゆう一いちは険しい目でスピーカーを睨にらみ「どうやら、時間がなさそうだ」

　立ち上がり、紅ぐ蓮れんを構え、静かにディーを見下ろす。

　ディーはとっさに目を逸そらしかけ、ぎりぎりのところで踏みとどまって、祐一の視線をまっすぐに受け止めた。

　できるなら、逃げ出してしまいたい。

　やっぱり、戦うのは怖い。

　──それでも、

「……僕も……行きます」

　それでも、ここで逃げ出すことなんて、できるはずがなかった。

（「身体能力制御」起動。痛覚を遮断）

　包帯にまみれた傷だらけの体で、ディーは立ち上がった。

　迷いのすべてを胸の奥に押し込め、両の騎き士し剣を抜きはなった。

（「自己領域」展開）
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　通路の角を曲がった瞬しゆん間かん、セラを待っていたのは、機関銃の一斉射しや撃げきだった。

（攻撃感知。『Shield』展開）

　Ⅰ－ブレインが自動的に反応し、周囲に空間の盾を展開した。飛来した無数の銃弾がことごとく歪ゆがんだ空間に絡め取られて起動をねじ曲げられ、目標を大きく逸れて通路の壁かべに火花を散らす。

「や、やめてください！」

　必死に声を張り上げても、兵士たちは許してくれない。銃撃はますます勢いを増し、背後の通路からも別な一団の怒号が近づいてくる。仕方がないのでＤ３を動かし、『光の槍Lance』の出力を慎重に絞る。狙ねらいは銃を持つ手。下へ手たに銃を狙うと爆ばく発はつして危ないと、ついさっき初めて知った。

　あの運の悪い兵士さんは、両腕を肘ひじから吹き飛ばされて、もう一生、フォークとナイフが持てないかもしれない。

（「Lance」Ａ－Ｇ：射出）

　細く絞られた荷電粒子の槍やりが、兵士たちの手を射抜く。銃を取り落として手を押さえる兵士たちの傍そばを、わき目もふらずに駆け抜ける。

　兵士たちの苦痛のうめき声が、耳に突き刺さって抜けない。

「ごめんなさい……です……」

　一いつ生しよう懸けん命めいがまんしているのに、涙がぼろぼろとこぼれて止まらない。

　誰だれかたすけて。

　戦うのはいや。

　こんなことなら、逃げようなんて考えずに、あの牢ろう屋やの隅っこでおとなしくしていればよかったのだ。

　異変に気づいたのは、ほんの一〇分ほど前のことだった。ベッドの上で膝ひざを抱えて泣いていたセラの頭の中に、いきなり、Ⅰ－ブレインの機能回復を表すメッセージが表示された。牢の壁かべに埋め込まれているはずのノイズメイカーがどういうわけか停止していて、おまけに、扉の鍵かぎが開いていて、見張りの兵士も姿を消していた。

　セラはこっそりと牢を抜け出し、これまた開きっぱなしの隔かく壁へきを抜け、エレベータに乗り込んだ。乗って、扉が閉じた瞬しゆん間かんに、自分がとんでもなく危ないことをしているのに気がついた。大あわてで『開く』のボタンを押したときにはとっくに手遅れで、エレベータはひとつ上の階層に到着していた。

　扉の向こうで、二人の兵士が談笑していた。

　場違いな少女の姿に気づいて、ぽかんと口を開けた。

　それから、なにがどうなったのか、よくわからない。たまたま逃げ込んだ物置みたいな部屋で、自分のＤ３を見つけたのだけは、なんとなく覚えている。逃げても逃げてもその先には必ず兵士がいて、セラに向かって容赦なく銃弾を浴びせてきた。

　怖いと泣いても、ごめんなさいと謝あやまっても、誰も許してくれなかった。

「ディーくん……たすけて……」

　無意識に少年の名前を呟つぶやき、自分の言葉にどきりとする。知らず知らずのうちに足が止まり、通路の真ん中でうつむく。ディーに会って、ディーが助けに来てくれて、そうしたら、自分はどうすればいいんだろうと思う。

　──あんたのお母さんを殺したのは、ディーよ。

　そんなバカなこと、あるわけがないと思う。

　だけど、もし本当だったら。

　もし……もし本当に、ディーがおかあさんの敵かたきなのだとしたら。

　そしたら、わたしは、いったいどうすれば……

「──セラ！」

　いきなりの、声。

　あやうく、心臓が止まるところだった。

　こわごわと振り返り、通路の向こうに銀髪の少年の姿を認める。

　両手に構えた騎き士し剣に、いつもと変わりないやわらかい笑顔。

　いつでも自分のことを守ってくれる、大好きな男の子。

　その、はずなのに……

「……ディー……くん……」

　いきなり、足が、ディーとは正反対の方向を向いた。

　セラは駆け出した。緊きん急きゆう時じを表す赤色灯に彩られた通路を、必死に走った。息がみだれ、心臓が悲鳴を上げ、床の模様に何度もつまずいた。頭の上にふわふわと浮かんでいるＤ３が壁かべや天井にぶつかって、その度にノイズが頭を駆けめぐった。

　どうして自分が走っているのかわからない。

　それでも、足が止められなかった。

　一本道の通路を駆け抜け、突き当たりの階段を駆け上がると、いかにも頑丈そうな扉に突き当たった。『上部甲板。防寒具を着用せよ』と、警けい告こく文ぶんが記されていた。

　手を伸ばし、触れようとしたとたん、機械音とともに鍵かぎが解除された。

　夢中で、扉を押した。




　──鉛色の空が、視界いっぱいに広がった。
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　少女の顔に浮かぶ怯おびえの表情を、祐ゆう一いちは、はっきりと見た。

「──セラ！」

　ディーの叫びも虚むなしく、セラは身を翻ひるがえし、駆け出す。

　何度も足をもつれさせ、転びそうになりながら、その背中が通路の向こうに消える。

　ディーは、呆ぼう然ぜんとそれを見送る。

　黙だまって立ち尽くしたまま、いつまでも動こうとしない。

　祐一は、その背中を、軽く手のひらで押した。

「……行け」

「え？」弾はじかれたように、ディーはこっちを見上げ「でも……セラは……」

「君の思っている通りだろうな」

　少年の弱々しい声に、うなずき返す。セラのあの態度を見れば、察しはつく。

　誰だれかに教えられたのか、それとも自分で調べたのか……いずれにせよ、少女は真実を知ってしまった。自分の慕したう少年がなにをしたのか、あの子はもう知っている。

　ディーがなによりも恐れていた、最悪の展開。

　だが、だからこそ。

「ここから先は、君の戦いだ」

　少年と少女がここから前に進むためには、避さけて通れない道だった。

　ディーは、祐ゆう一いちの顔と、少女が消えた通路を、何度も見比べ、

「……そう……でしたね」

　小さくうなずき、少女を追って駆け出す。

　それを見届け、祐一は、ゆっくりと背後を振り返った。

「──待たせたな」

　通路を数十メートル進んだ向こう、比較的開けた区画に陣取る無数の兵士と、巨大なノイズメイカーを見据える。

（システム・エラー。処理速度低下。運動速度、知覚速度を一七倍で再定義）

　空間を満たす特殊な電磁場が、Ⅰ－ブレインの内部にエラーを誘発する。同時に兵士たちが引き金を引き、秒速一二〇〇メートルの銃弾が群れを成なして襲おそい来る。

　祐一は、す、と目を細め、兵士たちに向かって一歩、

　踏み込んだ。

　その瞬しゆん間かんには、すでに、紅ぐ蓮れんの刀身が螺ら旋せんを描いていた。

　その瞬間には、すでに、祐一の体を貫く軌道にあったすべての銃弾が、原子単位に分解されていた。

　兵士たちの顔に、動揺が走る。

　祐一は、小さく息を吐く。

「──元シティ・神こう戸べ自治軍、『天あま樹ぎ機関』少佐、黒くろ沢さわ祐一」

　ポケットから黒いミラーシェードを取り出し、両目を隠す。

　紅蓮の切っ先を緩ゆるやかに持ち上げ、兵士たちに向けた。

「手加減はしない。……死にたい者から前に出ろ」
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　耳元に、低い風の唸うなりを感じた。

　階段を駆け上がり、扉を押し開けた瞬間、ディーの視界を覆おおったのは、どこまでも果てしなく広がる鉛色の雲の天てん蓋がいだった。

　思わず息を吞のみ、その光景に見入った。こんなに間近から空を見上げるのは生まれて初めてだった。緩ゆるやかに波打つ鉛色のヴェールは巨大な山脈で、ときおり走り抜ける雷光は大河の流れ。雲の海と銀灰色の船体に挟まれて、闇やみの空が回廊のように薄うすく切り取られていた。

　その回廊の向こう、三〇メートル先、船首から突き出した荷電粒子砲の巨大な砲身の上。

　小さな女の子が、ディーを見つめていた。

　ポニーテールを風になびかせ、一一個の透明な結晶体を従えて。

　ひどく、悲しそうな顔をしていた。

「セラ……」

　少女の無事な姿に、とりあえず安あん堵どの息を吐く。周囲の気温はマイナス四〇度以下、気圧は地上の一〇分の一。身体能力制御を備えた自分ならともかく、普通の人間ならいつ死んでもおかしくない環かん境きようだ。なのに、セラの格好は薄い普ふ段だん着ぎのまま。おそらく、無意識に重力を微調整して、自分の周りに艦かん内ないの暖かい空気を留めているのだろう。

「……ケガはない？　もう大丈夫だから、早くこっちに……」

　どうにか少女を安心させようと、やわらかい笑みを浮かべて一歩踏み出す。

　とたん、セラの顔に緊きん張ちようが走った。

「──来ないで！」

　足が止まった。

「……セラ……？」

「それ以上……近づかないで……ください」

　その言葉で、もしかしたら、というわずかな望みも消えた。

　この子は、もう知っているのだ。

　いったい誰だれが、自分の母親を殺したのかということを。

「そうなんだ……」ディーは、深くため息を吐いた。「どうして、わかったの？」

「クレアさんが、教えてくれました」そう答えたセラの顔が、泣きそうに歪ゆがんだ。「……じゃあ、やっぱり本当なんですね。ディーくんが……おかあさんを……」

「セラ……僕ぼくは……」

「来ないでください！」

　踏み出そうとしたディーのすぐ目の前、船の外殻を構成するチタン装甲を、荷電粒子の槍やりが穿うがった。

「……どうして……殺したんですか？」

　光の攻こう撃げきではなく、少女の声が、ディーの足を止めた。

　セラは、泣いていた。

　うつむき、小さなこぶしを握りしめ、声を殺して泣いていた。

「どうして……おかあさん、死んじゃったんですか？」

「それは……」

　マリアが犯罪者で、自分がそれを追う立場の人間だったから──

　そう答えてしまえれば、簡単だったのだろう。

　だが、セラが求めているのは、きっと、そんな答えではなかった。

　ディーが欲しかったのも、断じて、そんな答えではなかった。

　本当は、セラにだってわかっているはずだ。すべては仕方のないことだったのだと。マリアもディーも、セラ自身も、誰だれもが自分の大切な者を守るために、ただ一いつ生しよう懸けん命めいだっただけなのだと。そして、誰がどんなにがんばっても、この結末は変えられなかったのだと。

　本当は、ちゃんと、わかっているはずだ。

　だけど、そんなふうに割り切ってしまうのは、悲し過ぎるから。

　どうして、人は死ぬのか。

　どうして、誰かが死ぬとわかっているのに、人は戦うのか。

　どうして、世界はこんなに理り不ふ尽じんなのかと、少女は問うていた。

「おかあさんが悪い人だから、死んで当たり前の人だから……だから、おかあさんは死んじゃったんですか？」

「……違うよ」

　それだけは、絶対に違う。

　ディーは首を振った。

　それで頭が冷えた。

　どうせ、言い訳なんてできないんだから。

　だから、思う通りにやってみようと思った。

「──セラ」

　少女の名を呼び、まっすぐ顔を上げ、一歩目を踏み出す。

（攻こう撃げき感知。危険）

　右みぎ頰ほおのすぐ近くを、荷電粒子の光がかすめる。

　ひるむことなく、二歩目を刻む。

　今度は、左足の傍そば。

　それでも、足を止めない。

「ディーくん！」

　悲鳴混じりの攻撃が右腕を浅くなぎ、手首の少し上あたりが真っ赤に爛ただれる。痛覚を表す神経パルスが脳内を駆けめぐり、痛みとして知覚される間もなくⅠ－ブレインによって数値データに変換されていく。

　……ダメだ。

（痛覚処理、強制終了）

　あの子があんなに苦しんでいるのに、自分は痛みを感じないなんて、そんなことが許されるはずがない。

　脳内に命令を飛ばして、ケガをした部分の痛覚を回復する。

　痛みのあまり、悲鳴を上げそうになる。

　それでも、歯を食いしばって、歩き続けた。

　光の槍やりが、当たらないと思っていたわけではない。

　セラに自分を殺せるはずがない、なんて都合のいいことを考えていたわけでもない。

　ただ。

　この子が自分を殺したいというのなら、それでもいいと思った。

　それは、この子の正当な権利だと思った。

　一歩、また一歩。ディーは止まることなく歩き続け、

　気がつけば、セラの目の前にたどり着いていた。

「……ディーくん……」

　弱々しい、セラの声。

　ディーは、そっと、少女の頭を撫なで、

「……ごめん」

　小さく、呟つぶやいた。

「こんなはずじゃ、なかったんだ……」

　たったそれだけのことが、やっと言えた。

「え……？」

　ほうけたようにディーの顔を見上げるセラ。

　潤うるんだその瞳ひとみに、涙が盛り上がった。

　少女の体がふわりと崩れ、ディーにもたれかかる格好になる。小さな両腕がディーの背中に回され、涙でぐしゃぐしゃの顔が胸に押し当てられる。

　そのまま、しばらく、二人とも動けなかった。

「……セラ」

「わたし……ディーくんのこと、許しません」

　涙声で、少女は言った。

「……わたしがディーくんのこと許しちゃったら、このままディーくんを好きなままでいたら、お母さんがかわいそうだから……だから、わたし絶対に、ディーくんのこと許しません」

「うん……」

　理り不ふ尽じんとも言うべきセラの言葉に、ディーはうなずいた。

　少女の言いたいことが、板挟みになってしまった少女の心が、痛いほどわかった。

　小さな背中を、優しく抱きよせた。

「……ディーくんなんか……きらいです……」

　言葉とは裏腹に、少女の手にいっそう力がこもる。

「わたし……強くなります。強くなって……いつかディーくんよりも強くなって、そしたら、おかあさんの敵かたきをとります……」

「いいよ」

　ためらいなく、ディーは答えた。

「その日まで、僕ぼくが君を守るよ」

　罪も、痛みも、背負って生きていくということ。

　それが、自分の選んだ戦い。

　セラの泣き声が高まる。

　やわらかな頰ほおが、いっそう強く、ディーの胸に押し当てられる。

　その体を、ディーはそっと抱き上げた。

「……行こう。ここから逃げるんだ」

　うつむいたまま、こくんとセラがうなずく。

　ディーはうなずき返し、騎き士し剣『陰』を抜き放ち、




　──いきなり、頭の中に『ＬⅠＮＫ』窓が出現した。




『どこに行くつもり？』

「……クレア……」

　足下に、強い風を感じた。

　ディーが立つ荷電粒子砲の巨大な砲身の下、漆黒の闇やみの底を、刃やいばのような船影が揺らめいた。

　細く、鋭するどい、ナイフのようなシルエットが、『AL-108』の船底から滑り出してくる。

　無数の繫けい留りゆうケーブルを引きちぎり、凍えた大気を斬きり裂いて、チタン合金で構成された巨大な壁かべが、ディーの目の前を鉛直に、下から上へと走り抜ける。

　船首を中心に緩やかに回転しながら、はるか頭上、雲海すれすれに静止する。

　荷電粒子砲の先端が、ディーに狙ねらいを定める。

『行かせないわ。絶対に』

　全長七五メートルの、『千里眼』の分身。

　FA-307の銀灰色の装甲が、雲間を走る雷光に煌きらめいた。
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　どうしてこんなことになったんだろう。

　頭の中に映し出される光景を、クレアは、奇妙に醒さめた心で視みつめた。

　FA-307の操そう縦じゆう席せきは、円筒ガラスの生命維い持じ槽そうと、そこに接続された無数の操作端末によって構成されている。クレアは一糸まとわぬ体を薄うす桃もも色の羊よう水すいにひたし、幾本もの有機コードに接続されている。船外カメラの映像は、数値データの形を取って、クレアのⅠ－ブレインに流れ込んでくる。

　闇やみの向こう、戦せん艦かんの主砲の上。

　小さな女の子を抱きかかえた、少年の姿がある。

　……どうして、と思う。

　どうして、こんなにうまくいかないのかと。

『今なら』

　LINK窓に書きかけたメッセージが、そこで止まった。

　まともに意味の通った文章を構こう築ちくするのに、しばらく時間が必要だった。

『……今なら、まだ間に合うわ。その子を軍に引き渡せば、ディーは処分されずに済むはずよ』

　言葉を数値に変換し、ディーのⅠ－ブレインに送りつける。

　視界の向こうで、ディーがゆっくりと、首を横に振った。

『僕ぼくは、この子と一緒に行くよ』

　絶望が、クレアの心を満たした。

　ディーがいなくなってしまう。

　ディーは、あたしではなく、あの子のほうを選んだ。

　どうして。

『──なら、あたしを殺しなさい』

　めちゃくちゃになった頭が、自分でも思ってもみなかった言葉を紡つむいだ。

　ディーが、驚おどろいたように目を見開く。

　激しく、首を横に振る。

『クレアも一緒に逃げようよ！　そうすれば……！』

『自己領域で逃げても無駄よ』お構いなしに続けた。『FA-307の追尾能力なら、地球上のどこまででも、あんたの行く先はトレースできる。あんたがどんなふうに逃げても、あたしがいる限り絶対に逃げられない。それがいやなら、あたしを殺しなさい』

　最後の、賭かけだった。

　これでダメなら、もう、どうしようもない。

　あの子が、あたしを殺してでも行くというのなら、できることはもうなにもない。

　自分と、あの子の絆きずながその程度のものだったというのなら、生きていたって仕方がない。

『ディー。帰ってきて。お願いだから』

　祈るような気持ちで、眼下の光景を視みつめた。




　ディーは、ひどく悲しそうな顔で、

　首を、横に振った。




　光のないクレアの瞳ひとみに、涙があふれた。

　あふれた涙は薄うす桃もも色の羊よう水すいに溶けて、すぐに消えていった。

『……なら、仕方がないわね』

　望みは、すべて消えた。

　自分にできることは、もう、ひとつしかなかった。

『──ＬⅠＮＫ切断。当該目標「デュアルNo.33」に対する接続許可アカウントを永久に放棄。……攻こう撃げきを、開始する』

『クレア！』

『──さよなら』

　ディーがいてくれれば、他ほかにはなにも要いらない。

　あの子と一緒に死ぬのなら、あたしは、寂しくない。

　頭の中で、荷電粒子砲の引き金を引いた。

　戦せん闘とう開始の、合図だった。




　　　　††††††††††††††




（「自己領域」展開。時間単位改変、重力を制御）

　FA-307の主砲が火を噴ふいた瞬しゆん間かん、ほとんど無意識にディーは動いた。セラの体を抱きかかえ、虚こ空くうめがけて身を躍おどらせる。自己領域を展開し、重力方向を変更して側方に『落下』。数十メートルの距離を逃れた次の瞬間、背後に膨ぼう大だいな熱量。通常時間でコンマ一秒前までディーが立っていた空間を、細く絞られた荷電粒子が貫く。クレアの放った一撃は、ほんの数十センチそばにある戦せん艦かんの装甲に傷ひとつつけることなく、目標点だけを射抜いて闇やみに溶ける。

　一ミリの狂いもない正確な照準。

　クレアは、本気だ。

　本気で、自分と、セラを殺すつもりだ。

『クレア！　話を聞いて！』

　LINK窓に呼びかけても、答えは返ってこない。さらに撃うち出される攻撃を紙かみ一ひと重えでかわす。大出力の砲撃に周囲の酸素がオゾン化し、焦げた空気が鼻をつく。

　体勢を立て直したところで、信じられない事実に気づく。

　自己領域の中にいる自分と外の世界とでは時間の流れが違う。クレアの最初の攻撃と次の攻こう撃げきの間に、外界で流れた時間はわずか五百万分の一秒。つまり、クレアは、最初の攻撃を避さけたディーがどこに移動するかを完かん璧ぺきに予測して、あらかじめ二撃目を放っていたということだ。

　それなら、このあとに来るのは。

　──三撃目！

　遅かった。改変された重力に引きずられて体が上方に『落下』を開始したときには、FA-307の主砲の先端に、発射の前兆を表す紫電が散っていた。あらゆる情報と物質は光より速く運動できず、従って『光』や『荷電粒子』の攻撃を目視で回かい避ひすることはできない。発射の瞬しゆん間かんが見えたときは、すなわち攻撃が着弾したとき。このタイミングでは、どうやってもかわしようがない。

　ディーは、なんとか腕の中のセラをかばおうと、右手の騎き士し剣を胸の前にかざし、

「え？」

　その目の前を、一一個のＤ３が踊った。

（高密度情報制御を感知。重力変動、安定限界を突破。「自己領域」強制終了）

　体が引きちぎられそうな異様な感覚が、一瞬だけあった。

　FA-307から放たれた荷電粒子は目標を大きく逸それ、次の瞬間、ディーのはるか頭上で、白銀の槍やりが雲海に紫電を散らした。

　光速で運動する荷電粒子の軌道をもねじ曲げる、高密度の天体に匹敵する重力場。

　ディーの自己領域など問題にならないほどの、圧倒的なレベルの空間制御。

「セラ……」

「ディーくん、前！」

　せっぱ詰まったセラの声に、自分が自己領域を失っていることを思い出す。それでも落下することなく浮いていられたのは、セラが重力制御で体を支えてくれていたおかげ。だが、そのことがかえってディーの反応を遅らせた。当たり前の時間の流れの中、FA-307の銀灰色のシルエットが正面から突っ込んでくる。自己領域を展開しようとした瞬間、衝しよう撃げきが脳を走り抜ける。FA-307の船体表面に埋め込まれたノイズメイカーが、ディーを効果範はん囲いに捉とらえた。とっさにセラの体を突き放し、身体能力制御を起動。手近なＤ３を踏み台に、少女をかばう位置に飛び込む。

　開いた左手で騎士剣『陽』を抜き、二本の剣を十字に構えて、眼前に槍のごとく突き出された荷電粒子砲の巨大な砲身を受け流す。

　腕がちぎれ飛びそうなほどの、衝撃。

　体にかかる負荷のほとんどは体内の運動法則を制御することで中和できたが、それでも、ノイズメイカーの効果で出力の落ちたⅠ－ブレインでは、右の肘ひじが砕けるのを防ぎきれなかった。

　軌道をわずかに逸らされたFA-307は、セラの五〇センチ手前を高速で走り抜ける。セラはどうにか難を逃れ、Ｄ３を従えて空中で体勢を立て直す。それを視界の端に捕らえながら、ディーの体はFA-307の船体表面すれすれを流される。銀灰色の装甲が巨大な壁かべとなって目の前に立ちふさがり、まるで、絶ぜつ壁ぺきと向かい合って落下しているような感覚。ありったけの力で身をひねり、壁との接触を避さける。

　今ならやれる──そんな言葉が、いきなり頭を貫いた。

　目の前の壁に『陰』と『陽』を突き立てて、情報解体を発動する。装甲の内側に守られているノイズメイカーさえ破は壊かいしてしまえば、ディーを阻む物はなにもない。自己領域を展開、身体能力制御を並列起動、一直線に操そう縦じゆう室しつまで道を切り開く。

　……だけど、そしたら、クレアは……

　刹せつ那なの判断が勝敗を決する魔ま法ほう士しの戦せん闘とうにおいて、迷いは致命的な隙すきを生む。

　一いつ瞬しゆんの自失から立ち直ったディーが見た物は、闇やみに閃ひらめく無数の銀光だった。
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　FA-307の銀灰色の装甲の継ぎ目から射出された細さ数ミクロンの単分子ワイヤーの群れが、刃やいばとなって襲おそいかかった。とっさに両の騎き士し剣を走らせ、攻こう撃げきを叩たたき落とした。

　落としきれなかった。

　防御をかいくぐった数本のワイヤーが、右足を螺ら旋せん状に斬きり裂いた。痛覚を表す数値データの群れに、Ⅰ－ブレインが沸ふつ騰とうした。その一瞬にもFA-307の船体は数メートルの距離を走り、別なワイヤーがディーめがけて迫っていた。が、その攻撃は目標に到達することなく、ディーのはるか後方から放たれた荷電粒子の槍やりに打ち落とされる。刹那の判断。ディーは傷だらけの右足で目の前の壁かべを蹴けりつけ、反動でノイズメイカーの効果範はん囲い外がいに離脱。

　わずか数秒の接せつ敵てきで、右足はぼろ屑くずとなり果てていた。

　ほとんど弾はじき飛ばされる格好で、ディーは数十メートルの距離を流された。背中に軽い衝しよう撃げきがあって、体が空中に静止する。一一個の正八面結晶体に守られて、ゆっくりと数メートル下にある『AL-108』の上部甲板に着地。意に反して膝ひざが崩れ、そのまま座り込んでしまう。傍らに跪ひざまずいてその右足にそっと手を添え、セラが泣きそうな顔をする。少女の気遣いに、言葉を返す余裕もない。

　思い出す。

　なぜ、FA-307にあんな近接武器が装備されているのか。

　──対騎き士し戦せん闘とう用よ。

　あれは確か、クレアに出会ってから数ヶ月が過ぎた頃ころ。

『秘密兵器をつけたのよ』と言って、彼女はディーを軍用ポートに呼び出した。

　──騎士はノイズメイカーの範囲に入らないと攻撃できないんだから。これで近接防御を固めればそうそう負けないでしょ？

　──クレア……

　──なに？

　──どうしてわざわざ対騎士用なの？　こんなの、騎士以外と戦うときには役にたたないじやない。

　──バカね。

　クレアは笑い、それはそれは偉そうに胸を張った。

　──それ以外の相手なら、あんたがやっつけてくれるでしょ？

「クレア……どうして……」

　戦うしかないのか。

　どうしても、それ以外に道はないのか。

「え……？」驚おどろいたようなセラの声。「あれに、クレアさんが乗ってるんですか？」

　無言でうなずく。

「そんな……」セラが息を吞のむ。

　銀灰色の船影が遙はるか上空に弧を描き、一いつ瞬しゆんでディーと同高度にまで降下する。母ぼ艦かんである『AL-108』を傷つけることなく目標を狙ねらい撃うつための、砲ほう撃げき体勢。とっさに、ディーとセラは動く。ディーは右、セラは左。二人の間を分かつように、荷電粒子が走る。

　帯電した空気に、肌が粟あわ立だつ。

　自己領域を展開しようとして失敗する。ノイズメイカーの効果範囲内で身体能力制御を使った影えい響きようが、まだ抜けきっていない。

（「身体能力制御」起動。運動速度、知覚速度を三八倍で定義）

　ノイズにまみれたⅠ－ブレインで限界まで速度を上げ、生き残った左足の力で跳ちよう躍やくする。無理な運動に体勢が崩れ、真っ逆様に落下していく。上下反転の視界を『AL-108』の黒い外殻装甲が高速で駆け抜け、風の唸うなりが数値データとなって脳内に響ひびき渡る。

　五〇〇メートル級戦せん艦かんの下端に到達するまで、数秒。

　黒銀の壁かべが前触れもなく途切れ、目の前が一気に開ける。

　──セラ！

　視界のはるか向こう、闇やみの空のただ中に、光を従えた少女の姿がある。一一個の正八面結晶体が独立な軌跡を描いて飛び、FA-307の船体を一一方から取り囲む。一いつ瞬しゆんの静寂。セラの顔に浮かぶ躊ちゆう躇ちよを、ディーははっきりと見る。そのわずかな隙すきを見逃すクレアではない。FA-307の船首を天頂に向け、急加速。Ｄ３の包囲をすり抜け、さらに上昇。

　その先にあるのは、雲。

　クレアの『千里眼』はその圧倒的な認識力で雲海内部の電磁場の分布を微細に把握し、それに対抗可能な情報構造を瞬時に組み上げることで、雲海内部での航行を可能とする。

　我に返ったセラが一一本のLanceを解き放つよりも早く、全長七五メートルの船体が漆黒の雲海に消える。目標を捉とらえたかに見えた荷電粒子の槍やりは帯電した雲に阻まれ、鉛色の天てん蓋がいに紫電が走る。

（Ⅰ－ブレイン、機能回復。「自己領域」展開。時間単位を改変、重力を操作）

　脳内のノイズがようやく収り、頭が本来の機能を取り戻す。自己領域に包まれたディーの体は数百万分の一秒でセラのとなりに到達。少女の体を自己領域に取り込み、安定。

　それを待っていたかのように、セラの体がくたりともたれかかってくる。

「セラ……？」

「……頭が……痛いです……」

　少女の顔には、生気がない。額ひたいに汗をにじませ、苦しげな呼吸を繰くり返す。

　魔ま法ほうを使い始めて間がないこの子には、長時間の戦せん闘とうは無理だ。

　思わず、唇をかむ。

「……セラ、どうして攻こう撃げきしなかったの？　あのタイミングなら、絶対に外れなかったのに……どうして」

　バカなことを聞いている、と思う。

　少女の答えなど、わかっている。

「ディーくんだって……攻撃しなかったです」苦しげな顔で、それでも笑い「だって、あれはディーくんのお姉さんです」

　小さな手で、弱々しくディーの服をつかみ、

「家族がバラバラなのは、もういやです」

　──すっ、と頭が冷えた。

　この子を死なせるわけにはいかない。

　なにがなんでも、この子だけは守らないといけない。

　それが、この子の母親を殺してしまった、僕ぼくの責任だ。

　ディーは、大きく息を吸い込み、

　吐き出した。

　心に渦巻く迷いを、胸の奥に無理やり押し込めた。

　これが、僕の選んだ戦い。

　なら、ここで止まることは許されない。

　僕には、もう、迷う資格などない。

　……クレア。

　最後にもう一度、ディーは目を閉じた。

　心の中で、呟つぶやいた。

　……バカな弟で、ごめん。

（並列処理を開始。「身体能力制御」発動。運動速度、知覚速度を四三倍で定義）

（並列処理を開始。「自己領域」展開。時間単位を改変、重力場を強制的に遮断）

「ディーくん！　ダメです！　そんなのダメ──！」

　セラの体を突き放し、両の騎き士し剣を構えて飛ぶ。雲海を突き破って、FA-307がまっすぐに突っ込んでくる。荷電粒子砲に紫電が散り、断続的な砲ほう撃げきが襲おそい来る。そのことごとくをかわし、船体表面に到達。

　周囲に満ちるノイズにⅠ－ブレインが悲鳴を上げ、一いつ瞬しゆん、意識が遠のく。

　自己領域が解除されるまで、自分の時間で五秒。無数のワイヤーが自己領域の内部に飛び込み、加速された時間の流れにのってディーに襲いかかる。右の『陰』だけでそのことごとくを払いのけ、左の『陽』をチタン合金の装甲に突き立てる。

（騎士剣『陽』、情報解体発動）

　騎士剣が突き立った点を中心に、直径三メートルの円形が原子レベルにまで分解される。開いた空洞の中に、パネル状のノイズメイカーが黒く光る。残り二秒。ワイヤーが右腕に絡みつき、ずたずたに斬きり裂く。停止寸前のⅠ－ブレインでは痛覚を処理することもままならず、発狂しそうな痛みがディーを襲う。お構いなしに左腕を突き出し、情報解体を発動。

　できない。

　血の気が引く。Ⅰ－ブレインの動作状態は予想したよりもはるかに悪化している。残り一秒。もう一度腕を引き、拳こぶしごと叩たたきつけようとした瞬間、背後に熱量。細く絞られた荷電粒子の槍やりが、ノイズメイカーを正確に射抜く。ディーの命を救った正八面結晶は、次の瞬間、ワイヤーに粉砕される。

　そして、そのときにはもう、ディーは動いていた。

　シナプス神経に突き刺さっていた電磁波が消失し、Ⅰ－ブレインが機能を回復していく。全身の痛みを数値データに変換し、周囲に踊るワイヤーを二本の騎き士し剣でことごとく切断する。身体能力制御起動、自己領域を展開。立ちふさがる十数層の装甲板を次々に情報解体し、操そう縦じゆう室しつめがけてまっすぐに降下していく。

　最後の一枚を突き抜け、その向こうは闇やみ。

　薄うす桃もも色の羊よう水すいに満たされた生命維い持じ槽そうが、淡い光に照らされている。

　一糸まとわぬクレアが、傷だらけのディーを見上げ、寂しそうに笑う。

　ディーは無事な左足に体重を預けて闇の中に降り立ち、一いつ瞬しゆんたりとも止まることなく地を蹴けった。

　両の騎士剣を振り上げ、まっすぐにクレアを見つめ、




　──初めまして。あたしはクレアNo.7。まぁ、あんたのお姉さんみたいなもんかな……




「クレア──！」

　ありったけの力を込めて、両の騎士剣を振り下ろした。

　振り下ろされた剣は、

　クレアとFA-307を接続するケーブルの束を、正確に切断した。




　　　　††††††††††††††




　ぼろぼろの右足を引きずって操作端末に近づき、まともに動く左手一本でキーを叩たたいた。FA-307の動作モードが『緊きん急きゆう事じ』に切り替わり、地表に向かってゆっくりと降下を開始する。これで、墜つい落らくする危険はない。

　ディーはひとつうなずき、ゆっくりとした足取りで、生命維持槽に歩みよった。

　ガラス表面をそっと撫なで、額ひたいを押し当てて、内側からこちらを視みつめるクレアにそっと笑いかける。

「クレア……聞こえる？」

　答えは返ってこない。

　クレアはただ、その顔いっぱいに驚おどろきを浮かべている。

　どうしてあたしを殺さなかったの？　と。

　光のない瞳ひとみが、問うていた。

「……やっぱり、僕ぼくにはできないよ」

　わかっている。

　ここでクレアを殺さなければどういうことになるか、いやというほどわかっている。

　今この場で逃げおおせたとしても、クレアの千里眼はいずれ自分たちを見つけてしまう。地球上のどこにも逃げ場はない。待っているのは、茨いばらの道だ。

　もしかすると、自分はとんでもない間違いを犯しているのかもしれない、と思う。

　感情に流される自分が、情けないと思う。

　だけど、それでも。

「……クレアと最初に会った日のこと、今でも覚えてるよ」

[image: ]

　彼女を殺すことなんて、できなかった。

　彼女は、この世でただ一人の、ディーの家族だったのだから。

　クレアはそっぽを向いて、やっぱりなにも答えてくれない。

　当たり前だ、と思う。

　心をよぎるのは、懐なつかしい情景。自分のことをいつも心配して、しょうがないなぁといつも頭を撫なでてくれた、彼女の優しい笑顔。

　生まれたときからそばにいて、惜しみない愛情を注いでくれた、デュアルNo.33にとって、たぶん、この世で一番大切な、なにに代えても守らなければいけない人。

　その人を裏切って、自分は今から、旅立っていく。

　だから、言わなければならなかった。

「さよなら……姉さん」

　許して、とは言えなかった。

　そんなわがまま、言えるはずがなかった。

　クレアはなにも答えなかった。

　ディーが背を向け、床を蹴けり、天井の穴に消えるまで、結局、ひと言も口をきいてくれなかった。

　最後にクレアの声が聞きたかったな、と、ふとそんなことを思った。

　わけもなく、涙がにじんだ。




　チタン装甲の裂け目から船外に身を乗り出すと、あたりは一面の銀世界だった。

　FA-307の船体は、すでに地表に降り立っていた。

「ディーくん！」

　転げるようにして、セラが駆けよってくる。そのずっと向こうには、祐ゆう一いちの姿。

　ディーは船から飛び降り、雪の園に降り立った。

　セラはディーの目の前で立ち止まり、真っ青な顔で、

「クレアさんは……？」

　反射的に、ディーは目を逸そらした。

「殺せなかったよ……」うつむき、唇をかんで「……ごめん。これから、辛つらい旅になると思う」

　と。

　セラの小さな手が、ディーの頭をそっと撫なでた。

「よかったです」

「うん……」

　うなずいて、顔を上げた。

　やっと、自分は間違っていなかったのだと思えた。

　上空から差すサーチライトの光が、三人を照らす。

『AL-108』の船影が、ゆっくりと近づいてくる。

「……行くぞ。もう時間がない」

　祐一の言葉に、はい、と答え、ディーはもう一度だけ、クレアの船を振り返った。

「……さよなら」

　たったひと言、小さく呟つぶやいて。

　ディーは、静かに地を蹴った。




　あとにはただ、銀灰色の雪原と、闇やみ色の空が、果てしなく広がっているばかりだった。







　終章　あなたが行く道の上に　～I wish for～







　そうして、今度こそ本当に、ディーは、クレアの前から姿を消した。




　三〇〇名の兵員と五〇〇メートル級戦せん艦かんを投入した作戦が失敗に終わった翌日、臨りん時じに招集された最高議会で、ひとつの議題が可決された。

　──ファクトリー所属実験体『デュアルNo.33』に国家反逆罪を適用し、シティ市民権を永久に剝はく奪だつ。軍部には、目標に対する無制限の攻こう撃げき許可を与える。

　光使い『マリア・Ｅ・クライン』の逃亡の幇ほう助じよ、軍に対する攻撃、FA-307の撃つい墜らく……

　もはや、言い逃れはできなかった。

　ファクトリーはこの決定を受け入れ、デュアルNo.33に関かかわる全実験データを最高議会に提出した。これを受けた議会は、軍に対して、デュアルNo.33とセレスティ・Ｅ・クライン、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちの追跡計画の立案を要よう請せいした。

　それらのことを、クレアは、軟禁中の自室で聞かされた。

　今度こそ本当に、クレアは、一人ぼっちになった。




　　　　††††††††††††††




　中央のテーブルが運び出され、すべての家具が取り払われてしまうと、がらんとした部屋は、思ったよりも広かった。

　空っぽになったリビングの高い天井を見上げ、クレアは、力無く息を吐いた。

　かつてデュアルNo.33という名の少年が暮らしていたこの部屋にも、とうとう最後の日がやってきた。テーブルと棚が取り払われ、あらゆる私物が運び出された。据えつけのクローゼットに仕舞われていた少年の服は、残らず再生処理工場に送られた。

　クレアの二年分の想おもい出が粗大ゴミの山に姿を変えるまで、二時間とかからなかった。

　扉の表に、少年の名を刻んだネームプレートは、もうない。

　ここに、あの子がいたという証拠は、もう、どこにもない。

　事件からたったの一週間。それだけの時間で、人々は少年のことを忘れていった。ファクトリーの研究員達は誰だれ一人として少年の名を口にせず、ときどきなにかのはずみでその話題が口に上ると、誰もが気まずそうに目を逸そらした。軍部に目立った動きはなく、シティの日常になんの変わりもなく、たったの一週間で、街は落ち着きを取り戻し始めていた。

　部屋の奥の扉を開け、寝室に足を踏み入れる。両目を覆おおう眼帯を外し、足下のゴミ箱に投げ捨てる。ベッドがひとつに、机がひとつっきり。大きな窓から作り物の陽光が差し込む部屋は、あの子がいた頃ころとなにも変わらない。処理工場の手配が間に合わなかったせいで、この部屋の家具は明日までこのままだ。

　ベッドに歩み寄り、乱暴に布団を剝はがし、空っぽのベッドに指を滑らせる。

　冷たいシーツを握りしめ、唇をかむ。

「なにやってるんだろ……あたし……」

　──あんなバカな子のことなんか、もう知らない。

　──こんな部屋、さっさとなくなってしまえばいい。

　必死に自分に言い聞かせても、気がつけば、ここに立っている自分がいる。

　自分があの子に捨てられたのだということを、どうしても認められない自分がいる。

「……ディーの……バカ」

　ベッドの端に腰掛け、うつむいてこぶしを握りしめる。

　今日もまた、軍部から要よう請せいがあった。デュアルNo.33の追跡にクレアの『千里眼』の力を借りたいと、内密に話を受けた。FA-307の修理が終わるのは二週間後。シティに残されているあの子の詳細な個人データを利用すれば、たぶん地球上のどこにいても、クレアにはディーを見つけ出すことができる。

　きっと、そうするべきなんだろうと、頭ではわかっている。

　ディーのことなんか知るもんか、と心の中で唱えてみる。

　なのに……

「……あんな子……もう、弟でもなんでもないんだから……」

　声に出して呟つぶやいても、迷いは消えない。

　最後のあの瞬しゆん間かん。

　やっぱり僕にはできないよ、と呟いた、あの子の寂しそうな顔。

　それが胸に突き刺さって、今でも抜けない。

　あの子は、私を置いて、行ってしまった。

　それなのに、あんなに寂しそうな顔をするのは、ずるいと思う。

「どうして……あたしを殺さなかったの……？」

　うつ伏せにベッドに倒れ込み、目を閉じた。

　どうすればいいのか、わからなかった。




　気がつくとあたりは真っ暗で、一人ぼっちの寝室に、淡い星の光が差し込んでいた。

「ん……」

　いつの間にか眠っていたらしい。クレアはガラス細工のような目をこすり、ベッドの上に身を起こした。脳内時計を呼び出し、時刻を確認する。『午後八時』。あとたったの四時間で、今日も終わる。

　小さく息を吐き、ベッドを降り、部屋をあとにする。

　空っぽのリビングを抜け、空っぽの玄関から外に出て、空っぽの廊下を歩く。

　自分の部屋までの数十メートルが、果てしない距離に感じられる。

　あの子は、もういない。

　いくら待っても、もう二度と、あの子は帰ってこない。

　あたしは、あの子がいてくれれば、それだけで生きていけた。

　だけど、あの子にとっては、そうじゃなかった。

　そのことが、悔しい。

　自分が二年間やってきたのがその程度のことだったということが、悔しくてたまらない。

「もう……どうしようもないのかないのかな……」

　クレアは最後の角を曲がり、自室の扉の前にぼんやりと意識を移し、




　──信じられない物を、そこに見つけた。




「……うそ……」

　頭にかかったもやが、一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

　転げるようにして駆けより、冷たいタイルの上に膝ひざをついた。

　勢いよく手を伸ばしかけ、すぐにその手を引っ込めた。こわごわと指先で触れ、そっと手のひらを当て、何度もためらってから、意を決して取り上げた。

　両腕でも抱えきれないほど大きな花束。

　クレアのよく知っている、花だった。

「これ……」

　二年前、初めての任務で大けがしたあの子を、お見舞いに行ったあの日。

　あの子のために花を買おうと、生まれて初めて第一階層に降り立った、あの日。

　花の選び方なんて分からなかったから、一番最初に目についた店に飛び込んで、一番きれいな花をあるだけ買い込んだ。

　丁寧に棘とげが抜かれた、赤いバラの花。

　それが、あの子にあげた、最初のプレゼントだった。

　今でも、はっきりと、覚えている。

　潰つぶれてしまった花束を受け取った、あの子の笑顔。

　クレアとディーが初めて家族になった、あの日の想おもい出。

「でも……まさか……」

　そんなはずない──そう言いかけて、気づく。

　包み紙の隙すき間まに、配達伝票と一緒に差し込まれているなにかが、目に止まる。

　丁寧に四つに折り畳まれた、メッセージカード。

　──そんなこと、ありえない。

　あの子は、あたしを置いて、行ってしまったのに。

　あの子にとって、ここはもう、敵の真まっ直ただ中なかのはずなのに。

　それなのに、

　どうして、このカードには、あの子の筆跡で、あの子の署名が刻まれているんだろう。

「あの……バカ……」

　体中の空気を全部、ため息に変えて吐き出した。

「どうして……こんな危ないことするのよ……」

　──ごめんなさい

　たったひと言、そう刻まれたメッセージカードを、両手で握りしめた。

　光のない瞳ひとみから、涙がこぼれた。




　シティの天井を巡る合成映像の月が、クレアと、クレアの腕の中の花束と、クレアの手の中のメッセージカードを、まっすぐに照らした。

　廊下の天窓から差し込む月光に照らされて、クレアは身じろぎひとつしない。

　ただ、じっと、少年の置き手紙を視みつめる。

　あの子は、あたしを置いて行ってしまった。

　あの子は、あたしではなく、あの小さな女の子を選んだ。

　そのことを思うと、やっぱり、少し悔しい。

　それを許してあげることは、まだできそうにない、と思う。

　だけど、それでも、あの子は確かに、クレアの弟だった。

　あの子は、確かにこの部屋で、クレアと同じ時間を過ごした。

　そのことは、誰だれにも変えられない。

　たとえ、この先なにがあったとしても、そのことだけはずっと覚えていようと思う。

　……わかっている。

　あの子とあたしは、敵同士だ。

　あたしは、もう、あの子を助けてあげられない。

　あの子と出会ったときは、戦わなければならないかもしれない。

　そんなことは、いやというほどわかっていて。

　それでも、涙が止められなかった。

　何度も、何度も、繰くり返し自分に言い聞かせて。

　それでも、祈らずにはいられなかった。




　あなたが行く道の上に、どうか──







　第零章　流星　～Celestial～







　玄関から一歩外に出ると、世界は一面の雪だった。

　マリア・Ｅ・クラインは、ほう、と白い息を吐き、防寒着の裾すそをかき合わせ、それから、ふくらみの目立ち始めたお腹なかを、そっと撫なでた。

　ほんの一ヶ月前までは少し離れた町で耕作プラントの手伝いをしていたが、このごろはそれも無理になって、家から一歩も出ない日が続いていた。朝から晩までソファーに座って、お腹の中の子供に歌をうたって聞かせる日々。予定通りなら、出産は三ヶ月後。知り合いの医者の話では、女の子だそうだ。

　あの人と相談して、名前はセレスティに決めた。

『空の向こう』という意味のその名前を、この子が気に入ってくれればいいと思う。

　ずっと遠くの空を、人工の流星が流れる。

　撃げき墜ついされた航空艦かん艇ていが最後に見せるあの輝かがやきも、この一年でずいぶん珍しくなった。

　大規模な艦隊戦を行うだけの余力を持ったシティなど、もう、どこにも存在しない。

　終戦の日は近い。

　だけど、この戦いが終わったとき、人類を待っているのはより大きな絶望だ。

　……私は、間違っているのかもしれない、と思う。

　こんな希望のない世界で、生まれてくるこの子は、きっと、辛つらい人生を歩むことになるだろうと思う。

　この子は、いつか、生まれてきたことを後悔するかもしれないと思う。

　だけど。

　それでも、私は、この子に世界を見せてあげたい。

　矛盾と、悲しみと、絶望と、数えきれないほどの輝かがやきに満たされたこの世界を、この子に見せてあげたいと思う。

「あ……」

　驚おどろいて、声を上げる。

　今、確かに、お腹なかの中で、不思議な感触がした。

　まるで、早く外に出たいとでも言うかのように、この子が、私のお腹をノックした。

　マリアの口元に、小さな笑みが浮かぶ。

　まだ見ぬ我が子を愛いとおしむように自分の体を抱きしめ、鉛色の空を見上げる。

　思う。

　この子は、茨いばらの道を歩むだろう。

　傷つき、倒れ、悔し涙をこぼし、絶望することもあるだろう。

「……それでも」

　マリアは、目を閉じた。

　それでも、この子のために、祈らずにはいられなかった。




　──あなたが行く道の上に

　どうか　たくさんの幸せが　ありますように







　　　　あとがき







〈注〉本作を書店で見かけられた方の中には「お、三さえ枝ぐさ、前回は十一ヶ月もかかったくせに今回は九ヶ月か。スピード上がったな」とお思いの方もいらっしゃるかもしれませんが、『全くの気のせい』なので油断してはいけません。これからも「もっと速く書けごらあっ！」という脅迫のお手紙をどしどし送ってください（笑）




　というわけで、『ウィザーズ・ブレインⅢ　光使いの詩』、どうにかお届けすることができました。今回も前回に引き続きやったらめったらと分厚い本ですが、楽しんでいただければ幸いです。本作で登場した新たな「魔ま法ほう士し」たちも、前作までの面々と同様にかわいがってやってください。

　ちなみに「やったらめったらと分厚い」本文のあおりを食らって、このあとがきは当社比三十パーセント減の省ページでお送りしています。

　なので、段取りをすっ飛ばしてさっそく各方面へのお礼などを（速っ！）

　まずは、今回もダメ人間な作者を励ましてくれた担当の鳥とり居いさん。キャラに『姿』を与えてくれたイラストの純すみさん（表紙のディーとセラには、はっきり言って鳥肌が立ちました）。助言の数々をくれた友人一同に、推すい敲こうにつきあってくれた妹の人。

　そして、今そこで、この文を読んでくれている「あなた」。

　あなたの想像力で、この物語に命を吹き込んでください。




　それでは、再びみなさんにお会いできるその日を楽しみに。

　次なる舞台はシティ・ロンドン、『人形使い』の物語。本作から一ヶ月後にときを移し、世界の焦点は『元型なる悪魔使い』と『異端なる空賊』へ。

　世せ界かい樹じゆの種を巡る戦いの狭はざ間まを、『天使』と『龍りゆう使い』の運命が交差します。




　七月某日、『CAUTIONARY WARNING』を聞きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち



　本作執筆中のＢＧＭ：『Ｎｏｉｒサウンドトラック１・２』




　……あ、大事なこと忘れてた。指パッチン、鳴るようになりました。
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫生まれ。好きなロックバンドは人間椅子、好きなドリルはゲッタードリル。某シューティングのためにドリームキャストを買うべきかどうかが、ここ最近の大きな悩み。『ウィザーズⅣ』の執筆もスタートし、やる気は順調に空回り中。
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純すみ 珪けい一いち

黒が大好きな黒い絵師。服を見るのも好きですが最近はあまり外に出られなくて悲しい…。でもそんな時ほど妄想の中で色んな服が思いつくので、悪い事ばかりでもなかったりする。
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ウィザーズ・ブレインIII




光ひかり使つかいの詩うた








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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		奥付
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